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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

本調査は、練馬区障害者計画・第八期障害福祉計画・第四期障害児福祉計画を策定するため、

障害のある区民の生活実態、意向、ニーズ等および区内の障害福祉サービス事業所等の運営状況

を把握し、計画策定の基礎資料として活用することを目的に実施した。 

 

２ 調査対象 

（１）障害者調査 

身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、自立支援医療制度（精神通院）の利用者、難病医療

費助成制度の申請者、施設入所者から、計 4,600 名を無作為抽出した。また、児童発達支援事業

所において利用者 250 名に配布し、あわせて 4,850 名に対して調査を行った。 

（単位：人） 

区 分 
身体障害者 

手帳 
愛の手帳 

自立支援医療

制度（精神通

院）利用者 

難病患者 施設入所者 合計 

対象者数 20,596 5,781  17,184  6,507  500 50,568 

調査数 1,250 900 1,100 900 450 4,600 

（注）母数は、令和７年３月 31日現在である。施設入所者は、令和７年３月中に施設を利用した方である。 

 

【身体障害者数内訳】 

                          （単位：人） 

 対象者数 調査数 

視覚障害 1,534 200 

聴覚平衡機能障害 2,277  200 

音声言語機能障害 259 50 

肢体不自由 9,022 450 

内部障害 7,504 350 

合  計 20,596 1,250 

 
 

（２）事業所調査 

区内で障害福祉サービス等を提供する全ての事業所（425 事業所）に対して調査を行った。 

 

３ 調査時期 

令和８年１月～２月 

 

４ 調査方法 

郵送配布・郵送回収および Web 回答（児童発達支援事業利用者については、事業所において配

布・郵送回収および Web 回答）  
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５ 回収状況 

（１）障害者調査 

区 分 配布数 有効回収数 有効回収率 

身体障害者 1,250 615 49.2％ 

知的障害者 900 444 49.3％ 

精神障害者 1,100 483 43.9％ 

難病患者 900 495 55.0％ 

施設入所者 450 309 68.7％ 

児童発達支援事業利用者 250 113 45.2％ 

合 計 4,850 2,459 50.7％ 

 
（２）事業所調査 

 

６ 主な調査項目 

【基本属性】 

・性別、年齢、調査票の記入者、居住形態、同居者、収入源、主な生計維持者、障害の程度、各

種手帳を取得した年齢等、障害支援区分認定の状況、発達障害や高次脳機能障害等の診断状況、

医療的ケアの状況、短期入所の利用状況 

・（施設入所者のみ）施設入所期間、施設所在地 

・（身体障害者手帳所持者のみ）障害の種類 

・（精神障害者のみ）診断名 

・（難病患者のみ）罹患している主な難病の疾患名 

【介助・援助者の状況について】 

・主な介助・援助者、介助・援助の内容、介助・援助者が不在のときに希望する対応、必要とす

る介助・援助の有無、地域生活支援拠点 

【日中の過ごし方について】 

・日中の主な過ごし方 

【教育について】 

・通園・通学先、幼稚園・学校等での困りごと 

【雇用・就労について】 

・（就労者のみ）仕事の紹介元、就労形態、就労内容、職場の所在地、１年間の就労収入、仕事を

する上での不安や不満 

・（非就労者のみ）働いていない理由、今後の就労意向 

・働くために大切だと思う環境、余暇の過ごし方 

【外出や社会参加の状況について】 

・外出の際の移動手段、外出の際に困っていること、今後してみたい活動、活動に参加するため

に必要な支援 

【健康状況や医療について】 

・（精神障害者・難病患者のみ）医療の受診形態、入院歴の有無と入院期間 

・（難病患者のみ）通院する際の介助の必要性 

・健康管理や医療で困ったことや不便に感じたこと 

配布数 有効回収数 有効回収率 

425 218 51.3％ 
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【相談や情報の入手について】 

・悩みごとや心配ごとの家族や親せき以外の相談先、福祉サービスなどの情報の入手先 

・情報通信機器（ICT 機器）の利用頻度、コミュニケーション手段・機器等の利用状況、円滑な

コミュニケーションの実現や情報入手のために充実するとよいと思うもの 

【福祉サービスについて】 

・最近１年間に利用した福祉サービス、必要だと思うサービスの利用状況、必要だと思うサービ

スを利用していない理由 

・今後も引き続き、あるいは新たに利用したいと思うサービス 

・サービスを利用しやすくするために必要だと思うこと 

・介護保険サービスの利用状況、要介護認定の有無、障害福祉サービスの併用で困っていること 

【将来について】 

・希望する日中の過ごし方、希望する暮らし方、ひとりで暮らす・グループホームで暮らすこと

への不安や心配なこと、練馬区での定住意向 

・（施設入所者のみ）必要な手助けや環境 

【災害対策について】 

・最寄りの避難拠点の認知度、最寄りの避難拠点まで自力避難の可否、災害に備えて必要な対策 

【権利擁護について】 

・差別や人権侵害を受けていると感じることの有無、地域での障害に対する理解の感じ方、障害

および障害者への区民の理解を深めるために必要なこと 

・合理的配慮を求めた経験、合理的配慮を求めたことがない理由 

・成年後見制度の認知度、利用意向、成年後見制度を利用しない（したくない）理由 

【障害者施策全般について】 

・障害者施策を充実するために必要なこと 

・今どのようなことをしたいか 

【介助・援助者の意向】 

・介助・援助者の性別、介助・援助者の年齢、介助・援助者の続柄 

・介助・援助者の健康状態、介助・援助者の就労・就学状況 

・介助・援助するにあたって困っていること、当該障害者以外の育児・介護の状況 

・家族等支援として区に充実してほしい施策 

・（施設入所者のみ）地域で暮らすことの可能性、地域で暮らすために必要な支援や環境、施設か

らの退所が難しいと思う理由 

【事業所の基本情報】 

・運営主体、所在地、開始年度、提供しているサービス、定員、利用者数、職員数 等 

【事業所の運営状況について】 

・利用率、収支状況、運営上の課題 

【事業所における人材確保・人材育成について】 

・職員の過不足、不足している職種、職員不足による運営の支障 

・過去１年間の採用者数・退職者数、人材確保のための取組 

・処遇改善加算の取得状況、人材育成のための取組、早期離職防止や定着促進のための取組、過

去１年間に参加した研修内容 

・練馬福祉人材育成・研修センターの利用、期待すること 

【事業所におけるサービスの提供状況について】 

・サービスの提供状況、サービスを提供しようとしてできなかったこととその理由 
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・特定相談支援事業所の指定を取る予定の有無、取る予定がない理由 

・障害福祉サービスまたは介護保険サービス以外に提供している（今後実施したい）サービス 

・提供している介護保険サービスの種類 

・共生型サービスの指定を取る予定の有無、取る予定のある共生型サービスの種類 

・今後、新たに参入を検討しているサービス 

【事業所におけるサービス向上の取組について】 

・サービス向上のための取組 

・利用者やご家族からの苦情や要望 

・利用者の高齢化・重度化、それに伴う利用者ニーズ 

・問題が生じた際の相談先、相談内容 

・障害者地域生活支援センターに期待すること 

【その他】 

・コンプライアンスの取組 

・カスタマーハラスメントの取組 

・ICT 機器の活用 

・意思決定支援の取組 

・虐待防止の取組 

・災害時の対策 

・意見・要望 

 

７ 報告書を利用するにあたって 

○ 図・表中のｎとは、基数となる実数のことである。 

○ 回答はｎを 100％として百分率で算出してある。小数点以下第２位を四捨五入しているため、

百分率の合計が全体を示す数値と一致しないことがある。 

○ 図・表中の－は回答者が皆無のものである。 

○ 複数回答ができる質問では、回答比率の合計が 100％を超える。 

○ 質問において、年齢別、障害の程度別など調査対象者の基本属性を中心としたクロス集計結

果の図・表については、基本属性等に「無回答」があるため、全体の示す数値と一致しない。 

○ 図・表において、回答の選択肢表記を簡略化している場合がある。 

○ 障害間比較または前回調査（令和５年度実施）との比較のため、便宜上表記を統一している

場合がある。なお、障害間比較は知的障害者、精神障害者、難病患者、施設入所者対象の調査

票表記を身体障害者等対象の調査票に統一しており、前回調査の表記は今回調査の表記に統一

している。 
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○ 前回調査の概要は以下のとおりである。  

○前回調査の概要 

調査対象は、身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、自立支援医療制度（精神通院）

利用者、難病医療費助成制度申請者、施設入所者から、合計 4,600 名を無作為抽出して調

査を実施した。また、児童発達支援事業所の利用者 250 名に配布し、調査を実施した。内

訳は次のとおりである。 

■調査対象 

（単位：人）  

区 分 
身体障害者 

手帳 
愛の手帳 

自立支援医療
制度（精神通
院）利用者 

難病患者 施設入所者 合計 

対象者数 20,167 5,426 15,640 6,011 486 47,730 

調査数 1,250 900 1,100 900 450 4,600 

（注）母数は、令和５年３月 31 日現在である。施設入所者は、令和５年３月中に施設を利用した方である。 

 

○今回の基礎調査報告書では、身体障害者手帳所持者を「身体障害者」、愛の手帳所持者を「知

的障害者」、自立支援医療制度（精神通院）の利用者を「精神障害者」、難病医療費助成制度の

申請者を「難病患者」と区分している。 
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Ⅱ 調査結果のまとめ 

調査について、全体の結果を簡潔に把握できるよう、概要をまとめた。調査結果の詳細につい

ては、参照ページをご覧いただきたい。 

 
（障害者調査） 

■基本属性 

平均年齢は、身体障害者では 61.3 歳、知的障害者では 27.6 歳、精神障害者では 48.9 歳、難

病患者では 59.3歳、施設入所者では 55.0歳、児童発達支援事業利用者では 5.5歳となっている。

[14 頁] 

障害の程度は、身体障害者では、「１級」が 29.6％、「２級」が 20.0％、「３級」が 13.5％、「４

級」が 17.9％、「５級」が 7.0％、「６級」が 6.2％となっている。知的障害者では「１度」が 9.2％、

「２度」が 30.2％、「３度」が 25.2％、「４度」が 32.7％となっている。[21 頁] 

身体障害者手帳の１番目に記載された障害の種類は、「肢体不自由（上肢、下肢、乳幼児期以前

の非進行性の脳病変による運動機能障害）」が 20.7％と最も多く、次いで「内部障害（心臓、じ

ん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝機能、免疫の機能の障害）」が 19.0％、「視覚障害」「聴

覚障害」がともに 10.6％、「肢体不自由（体幹）」が 5.9％となっている。[23 頁] 

精神障害者の診断名は「気分障害」が 54.0％と最も多く、次いで「統合失調症」が 20.3％、

「発達障害」が 15.9％となっている。難病患者が罹患している疾患を疾患群別に整理すると、「神

経・筋疾患」「消化器系疾患」がともに 24.6％と最も多く、次いで「免疫系疾患」が 19.4％、「腎・

泌尿器系疾患」が 5.5％となっている。[24 頁] 

障害支援区分の認定を「受けている」と回答した人の障害支援区分は、身体障害者、知的障害

者、施設入所者では「区分６」がそれぞれ 28.6％、32.6％、60.4％と最も多く、精神障害者では

「区分２」が 34.5％と最も多くなっている。[27 頁] 

 
■介助・援助の状況について 

身体障害者の 46.2％、知的障害者の 92.5％、精神障害者の 40.8％、難病患者の 29.3％、児童

発達支援事業利用者の 46.9％は、ふだん何らかの介助・援助を受けている。最も長く介助・援助

している人は、身体障害者、知的障害者では「父、母」、精神障害者、難病患者では「配偶者（夫、

妻）またはパートナー（事実婚を含む）」がそれぞれ２割台、５割台と最も多くなっている。児童

発達支援事業利用者では「母親」が９割台と最も多くなっている。[31～33 頁] 

ふだん受けている介助・援助は、身体障害者、難病患者では「外出」、知的障害者では「金銭管

理」、精神障害者では「食事のしたく」がそれぞれ４割台～５割台と最も多くなっている。[35 頁] 

ふだんの生活の中で、「必要とする介助・援助は受けていると思う」と回答した人は、身体障害

者では 35.1％、知的障害者では 75.5％、精神障害者では 35.0％、難病患者では 23.4％、児童発

達支援事業利用者では 43.4％となっている。なお、知的障害者を除いて、約４割～６割が「特に

介助・援助を必要としていない」と回答している。[44 頁] 

 

■日中の過ごし方について 

日中の主な過ごし方は、身体障害者では「自宅にいることが多い」が 46.0％、知的障害者では
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「幼稚園や保育園、学校などに通っている」が 44.1％、精神障害者では「自宅にいることが多い」

が 43.9％、難病患者では「働いている」が 47.5％、児童発達支援事業利用者では「保育園に通っ

ている」が 45.1％とそれぞれ最も多くなっている。[51 頁] 

現在働いている人は、身体障害者では 22.8％、知的障害者では 22.5％、精神障害者では 41.0％、

難病患者では 47.5％となっている。[51 頁] 

 

■教育について 

現在の通園・通学先は、身体障害者、知的障害者では「特別支援学校」がそれぞれ 50.8％、

61.2％と最も多くなっている。次いで身体障害者では「通常の学級」が 31.7％、知的障害者では

「特別支援学級」が 31.6％となっている。[53 頁] 

通園・通学にあたって困っていることは、身体障害者では「特に困っていることはない」、知的

障害者では「夏休みなど長期休みの際の取組が少ない」、児童発達支援事業利用者では「特に困っ

ていることはない」が最も多くなっている。[54 頁] 

  

■雇用・就労について 

現在、働いている人の就労形態は、身体障害者では「会社・団体等の正規職員」が 37.9％、知

的障害者では「就労移行支援・就労継続支援事業所」が 49.0％、精神障害者では「非正規職員（契

約、パート、派遣等）」が 38.4％、難病患者では「会社・団体等の正規職員」が 52.3％とそれぞ

れ最も多くなっている。[57 頁] 

１年間の就労収入は、身体障害者、精神障害者、難病患者では「100 万円～300万円未満」が２

割台～３割台と最も多くなっている。知的障害者では「５万円～20 万円未満」が３割台と最も多

くなっている。[68 頁] 

働くために大切だと思う環境は、身体障害者、精神障害者、難病患者では「健康状態にあわせ

た働き方ができること」がそれぞれ 46.5％、67.5％、66.1％と最も多く、知的障害者では「障害

のある人にあった仕事が用意されること」が 67.8％、施設入所者では「障害のある人にあった仕

事が用意されること」が 39.5％となっている。[81 頁] 

余暇の過ごし方については、身体障害者、知的障害者、精神障害者で「自宅で過ごしている」

がそれぞれ 75.1％、76.4％、82.4％と最も多くなっている。[87 頁] 

 

■外出や社会参加について 

外出の際の移動手段については、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者、施設入所

者では「徒歩」がそれぞれ 59.8％、73.6％、81.8％、72.7％、52.1％と最も多くなっている。児

童発達支援事業利用者では「自転車」が 80.5％と最も多くなっている。[90 頁] 

外出の際に困っていることは、身体障害者、難病患者では「建物などに段差が多く、利用しに

くい」がそれぞれ 18.2％、14.1％、知的障害者、施設入所者では「他人との会話が難しい」がそ

れぞれ 27.9％、27.2％、精神障害者、児童発達支援事業利用者では「他人の視線が気になる」が

それぞれ 18.4％、23.9％となっている。[95 頁] 

希望する活動に参加するために必要な支援は、身体障害者では「障害にあった対応があること」

が 24.1％、知的障害者、施設入所者では「介助者・援助者がいること」がそれぞれ 55.4％、57.3％、

精神障害者、難病患者、児童発達支援事業利用者では「自宅や施設から通いやすい場所に過ごせ
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る場があること」がそれぞれ 30.2％、27.5％、65.5％となっている。[101 頁] 

 

■健康状況や医療について 

医療の受診状況で「通院している」人は、精神障害者では 90.3％、難病患者では 85.5％となっ

ている。[106 頁] 

精神疾患、難病疾病で入院歴が「ある」人は、精神障害者では 32.3％、難病患者では 58.8％

で、入院期間は、精神障害者、難病患者では「３か月未満」がそれぞれ 53.2％、71.8％と最も多

くなっている。また、難病患者で通院する際に「付添いなどの介助が必要」が 12.3％となってい

る。[108 頁～111 頁] 

健康管理や医療で困ったことや不便に感じたことは、いずれも「特に困っていることはない」

がそれぞれ３割台～５割台となっている中で、身体障害者、精神障害者、難病患者では「医療費

の負担が大きい」がそれぞれ 14.3％、15.7％、32.7％となっている。[112 頁] 

 

■相談や情報の入手について 

悩みごとや心配ごとがあるときの家族や親せき以外の相談先は、身体障害者では「友人・知人」

が 27.6％、知的障害者では「学校、職場」が 28.2％、精神障害者、難病患者では「病院・診療所」

がそれぞれ 36.4％、29.7％、施設入所者では「福祉施設」が 52.4％、児童発達支援事業利用者で

は「こども発達支援センター」が 53.1％と最も多くなっている。[118 頁] 

福祉サービスなどの情報の入手先は、身体障害者では「ねりま区報」が 39.3％、知的障害者で

は「学校、職場、施設」が 31.8％、精神障害者では「ねりま区報」「区のホームページ」がとも

に 26.1％、難病患者では「ねりま区報」が 32.5％、施設入所者では「学校、職場、施設」が 29.8％、

児童発達支援事業利用者では「区のホームページ」が 35.4％となっている。[124 頁] 

コミュニケーションの際の手段・機器等の利用状況は、身体障害者、精神障害者、難病患者で

は「携帯/スマートフォンのメール・SNS」がそれぞれ 55.1％、76.8％、76.4％と最も多くなって

いる。[132頁] 

コミュニケーションや情報取得のために充実すべきことは、身体障害者、精神障害者、難病患

者では「パソコン/携帯メール・SNS による情報提供を増やす」がそれぞれ 25.9％、34.4％、37.2％

となっている。[138 頁] 

 

■障害福祉サービスについて 

最近１年間に利用した福祉サービスは、身体障害者では「福祉タクシー券の交付、自動車燃料

費の助成等」が 26.7％、知的障害者では「児童発達支援・放課後等デイサービスなど」が 32.2％、

精神障害者では「訪問看護などの医療系サービス」が 15.5％、難病患者では「日常生活用具の給

付、レンタル」が 11.3％、児童発達支援事業利用者では「児童発達支援・放課後等デイサービス

など」が 85.8％となっている。[144 頁] 

必要だと思うサービスの利用状況は、身体障害者、知的障害者、児童発達支援事業利用者では

“利用している”人（「十分利用している」、「十分ではないが、ほぼ利用している」の合計）はそ

れぞれ 41.1％、55.2％、70.8％となっている。精神障害者、難病患者では“利用している”人が

それぞれ 34.2％、22.6％となっている。[149頁] 

必要だと思うサービスを「あまり利用できていない」理由は、身体障害者、精神障害者、難病
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患者、児童発達支援事業利用者では「どのようなサービスがあるかわからないから」がそれぞれ

39.4％、52.6％、52.1％、40.0％と最も多くなっている。知的障害者では「サービスに空きがな

く利用できないから」が 43.7％と最も多くなっている。[154 頁] 

今後も引き続き、あるいは新たに利用したいと思う福祉サービスは、身体障害者では「福祉タ

クシー券の交付、自動車燃料費の助成等」が 39.0％、知的障害者では「移動支援・同行援護」が

40.8％、精神障害者では「就労移行支援や就労定着支援、就労選択支援など働くための支援」が

19.5％、難病患者では「福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等」が 29.5％、児童発達支

援事業利用者では「児童発達支援・放課後等デイサービスなど」が 81.4％と最も多くなっている。

[156 頁] 

 

■将来について 

今後希望する日中の過ごし方は、身体障害者、精神障害者では「自宅で過ごしたい」がそれぞ

れ 49.8％、45.8％、知的障害者では「学校に通いたい」が 32.7％、施設入所者では「今いる施設

で過ごしたい」が 74.1％と最も多くなっている。[173 頁] 

希望する暮らし方（５年後）は、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者では「家族

と一緒に暮らしたい」が約４割～６割と最も多くなっている。身体障害者、精神障害者、難病患

者では「ひとりで暮らしたい」、知的障害者では「グループホームで暮らしたい」が次いで多くな

っている。施設入所者では「施設に入所して暮らしたい」が 55.0％と最も多くなっている。なお、

10 年後、20年後も、５年後と同様の傾向にある。[178 頁、181 頁、184 頁] 

練馬区での定住意向は、「住み続けたい」が身体障害者では 76.4％、知的障害者では 72.1％、

精神障害者では 63.8％、難病患者では 70.5％、児童発達支援事業利用者では 75.2％となってい

る。施設入所者では練馬区に「住みたい」が 21.4％となっている。[193 頁] 

 

■災害対策について 

最寄りの避難拠点の認知度は、身体障害者では 77.4％、知的障害者では 65.1％、精神障害者

では 66.5％、難病患者では 78.0％、児童発達支援事業利用者では 87.6％となっている。最寄り

の避難拠点を知っている人のうち、自力避難が「できると思う」と回答した人は、身体障害者で

は 65.3％、知的障害者では 37.7％、精神障害者では 87.9％、難病患者では 80.6％、児童発達支

援事業利用者では 82.8％となっている。[196～197 頁] 

災害に備えて、または災害時に必要な対策は、「避難しやすい避難所を整備する」と回答した人

は、身体障害者では 40.5％、精神障害者では 49.9％、難病患者では 47.7％、児童発達支援事業

利用者では 60.2％と最も多くなっている。知的障害者では「避難時の支援体制、地域で助け合え

る体制を整備する」が 46.4％と最も多くなっている。[200 頁] 

 

■権利擁護について 

“差別や人権侵害を受けていると感じる”人（「いつも感じる」、「たまに感じる」の合計）は身

体障害者では 25.7％、知的障害者では 58.1％、精神障害者では 39.5％、難病患者では 11.3％、

施設入所者では 17.8％となっている。また、地域で暮らす上で、障害に対して理解を得られてい

ないと感じている人（「時々得られていないと感じる」、「あまり得られていないと感じる」、「まっ

たく得られていないと感じる」の合計）は、身体障害者では 38.5％、知的障害者では 62.4％、精
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神障害者では 41.7％、難病患者では 32.0％、児童発達支援事業利用者では 52.3％となっている。

[206 頁、208 頁] 

障害および障害者への区民の理解を深めるために必要なことは、身体障害者、精神障害者、難

病患者では「障害への理解を深めるための広報・啓発を充実する」がそれぞれ 33.7％、34.4％、

41.4％、知的障害者では「学校における福祉教育・人権教育を充実する」が 50.5％、児童発達支

援事業利用者では「障害や発達に課題のある子どもへの支援の充実」が 64.6％と最も多くなって

いる。施設入所者では「福祉施設が地域住民との交流を進める」が 27.2％となっている。[210 頁] 

合理的配慮を求めたことが「ある」と回答した人は、身体障害者では 26.2％、知的障害者では

26.6％、精神障害者では 19.5％、難病患者では 11.3％、施設入所者では 44.7％、児童発達支援

事業利用者では 16.8％となっている。また、合理的配慮を求めたことがない理由について、身体

障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者、児童発達支援事業利用者では「合理的配慮を必要

とする場面・機会にあったことがない」が４割台～７割台と最も多く、施設入所者では「合理的

配慮について知らなかった」が 46.6％と最も多くなっている。[215頁、219 頁] 

成年後見制度の“利用意向がある”人（「現在利用している」、「今後利用したい」の合計）とは、

身体障害者では 9.8％、知的障害者では 32.5％、精神障害者では 12.8％、難病患者では 11.7％、

施設入所者では 35.2％となっている。成年後見制度を「利用しない（したくない）」理由は、身

体障害者、精神障害者、難病患者では「必要がない」が５割台となっており、知的障害者では「費

用負担が大きい」が 35.8％と最も多くなっている。[222～223 頁] 

 

■障害者施策全般について 

障害者施策を充実するために必要なことは、身体障害者では「障害者や高齢者にやさしいまち

づくりをすすめること」が 37.2％、知的障害者、施設入所者では「当事者のみでなく、家族を支

える支援を充実すること」がそれぞれ 61.9％、32.7％、精神障害者では「障害のある方の働く場

の確保や働き続けるための支援を充実すること」が 50.1％、難病患者では「障害の早期発見・早

期療育に努めること」が 42.0％、児童発達支援事業利用者では「障害のある子どもそれぞれの状

況や発達に応じた教育を進めること」が 74.3％と最も多くなっている。[225 頁] 

 

■介助・援助者の意向 

介助・援助するにあたって困っていることは、身体障害者、難病患者では「特にない」がそれ

ぞれ 21.8％、17.0％、知的障害者、精神障害者、児童発達支援事業利用者では「精神的な負担が

大きい」がそれぞれ 34.9％、14.1％、34.9％と最も多くなっている。[243 頁] 

当該障害者以外に育児・介護等を「している」と回答した人は身体障害者では 12.4％、知的障

害者では 29.7％、精神障害者では 9.3％、難病患者では 11.3％、児童発達支援事業利用者では

30.3％となっている。[249 頁] 

区に充実してほしい家族等支援施策は、身体障害者、精神障害者、難病患者では「区からの情

報提供を増やす」がそれぞれ 22.6％、14.5％、21.4％、知的障害者では「家族等の休養目的のシ

ョートステイや一時預かりを充実させる」が 47.3％、児童発達支援事業利用者では「区からの情

報提供を増やす」「家族等の休養目的のショートステイや一時預かりを充実させる」がともに

39.8％と最も多くなっている。[256 頁] 

施設入所者について、今後、地域で暮らすことが「条件が整えば可能だと思う」と回答した介
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助・援助者は 27.8％、望ましいと思う地域での暮らし方は、「グループホームで共同生活」が 84.9％

となっている。[261 頁] 

 

（事業所調査） 

■事業所の基本情報 

事業所の運営主体は「企業（株式会社・有限会社等）」が 40.4％、所在地は「石神井圏域」が

28.4％、事業所の開始年度は「平成」が 60.6％、提供しているサービスは「居宅介護」が 29.4％

と最も多くなっている。[268～269 頁] 

事業所の定員について、「就労継続支援（B 型）」の平均値は 27.0 人、「放課後等デイサービス」

の平均値は 9.6 人、「共同生活援助（グループホーム）」の平均値は 11.0 人となっている。[271

頁] 

職員数は常勤、非常勤ともに「５人未満」がそれぞれ 55.0％、33.0％と最も多くなっている。

[275 頁] 

経験年数別の職員数は、どの経験年数においても「５人未満」が最も多くなっている。[277 頁] 

 

■運営状況について 

平均的な利用率は、「80％未満」が 35.9％、「80～89％」が 23.4％、「90～99％」が 19.5％、

「100％以上」が 9.4％となっている。[278 頁] 

事業の収支状況は、「黒字だった」が 26.1％、「ほぼ収支が均衡した」が 25.2％、「大幅な赤字

だった」が 13.8％、「やや赤字だった」が 11.0％となっている。[278頁] 

事業を運営する上での課題は、「スタッフの確保」が 57.3％と最も多く、次いで「スタッフの

人材育成」が 46.3％、「責任者など中堅人材の確保・育成」が 35.8％となっている。[280頁] 

 

■人材確保・人材育成について 

職員の過不足については、“不足している”（「大変不足している」、「不足している」、「やや不足

している」の合計）と回答した事業所が６割を超えており、不足している職員の職種は、「介護職

員（ヘルパー）」が 30.9％と最も多く、次いで「生活支援員」が 25.9％、「サービス管理責任者・

サービス提供責任者・児童発達支援管理責任者」が 11.5％となっている。[281～282 頁] 

職員の不足による運営の支障としては、「利用者の受け入れを減らしている」が 37.4％と最も

多く、次いで「サービスの量・質の低下を招き、利用者のニーズに応えきれなくなっている」が

36.7％、「職員は不足しているが、特に事業所の運営に支障はない」が 19.4％となっている。[284

頁] 

人材確保のための取組は、「インターネットの求人サイトを利用した」「ハローワークを通じて

募集した」がともに 45.0％と最も多くなっている。[286頁] 

人材育成のための取組は、「事業所での研修実施」が 76.6％、過去１年間に参加した研修内容

は、「障害者の権利擁護に関する研修」が 67.0％と最も多くなっている。[287 頁、289 頁] 

なお、練馬福祉人材育成・研修センターについては、「効果がある」が 28.4％、「一部効果があ

る」が 33.0％、「センターを利用したことがない」が 19.3％となっている。[290頁] 
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■サービスの提供状況について 

これまでにサービスを提供しようとしてできなかったことについては、「ある」と回答した事

業所は 19.7％となっている。[293頁] 

特定相談支援事業所の指定については、「指定をとる予定はない」と回答した事業所が 63.8％

多く、特定相談支援事業所の指定を取る予定がない理由は、「職員体制が整わない」が 57.6％と

最も多くなっている。[294 頁] 

提供している介護保険サービスの種類は、「訪問サービス」が 26.6％と最も多くなっている。

[296 頁] 

共生型サービスの指定については、「既に指定を受けている」が 5.0％、「指定を受ける予定は

ない」が 72.7％となっており、指定を取る予定のある共生型サービスの種類については、「ホー

ムヘルプ（訪問介護）」が 50.0％と最も多くなっている。[297 頁] 

今後、新たに参入を検討しているサービスは、「就労継続支援（B 型）」が 4.6％、「共同生活援

助（グループホーム）」「児童発達支援」がともに 3.2％となっている。[298 頁] 

 

■サービス向上のための取組について 

サービス向上のために行っている取組は、「事故防止のためにヒヤリ・ハット事例の収集・共有

を図っている」が 73.4％と最も多く、次いで「各種研修会、学習会・セミナーの実施や参加」が

58.7％、「管理者が直接サービス提供の状況を確認し指導している」が 57.3％となっている。[299

頁] 

利用者やご家族からの苦情や要望は、「特に苦情や要望を受けることはない」が 42.7％と最も

多く、次いで「利用できる回数や日数が少ない」が 14.2％、「利用日などが希望通りにならない」

が 12.8％となっている。[300 頁] 

利用者の高齢化・重度化に伴い高まってきているニーズは、「障害福祉サービスから介護保険

サービスへのよりスムーズな移行」が 65.5％と最も多くなっている。[301 頁] 

問題が生じた場合の相談先は、「練馬区」が 74.8％と最も多く、問題が生じた場合の相談内容

は、「困難な事例への対応に関すること」が 59.9％と最も多くなっている。[302頁] 

 

■その他 

コンプライアンスの取組は、「職員に対して、コンプライアンス教育を行っている」が 56.9％

と最も多く、次いで「定期的に職員のコンプライアンスのセルフチェックを行っている」が

22.5％、「法人・事業所内に、内部通報制度を作っている」が 18.8％となっている。[304 頁] 

カスタマーハラスメントの取組については、「従業員がカスタマーハラスメントについて相談

できる窓口を設置している」が 35.8％と最も多く、次いで「カスタマーハラスメント対策の基本

方針を定めている」が 29.4％、「従業員に対して、カスタマーハラスメントに関する研修を行っ

ている」が 23.4％となっている。[304 頁] 

事業所での ICT 機器の活用については、「パソコンで利用者情報（個別支援計画等）を共有し

ている」が 56.0％と最も多く、次いで「記録から障害福祉サービス請求までを一元化したシステ

ムを利用している」が 34.4％、「給与計算、シフト管理、勤怠管理を一元化したシステムを利用

している」が 29.4％となっている。[305 頁] 

意思決定支援の取組状況について、「意思決定支援に関する研修を受講している」が 39.9％と
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なっている。また、「いずれも行っていない」が 31.2％となっている。[306 頁] 

障害者虐待防止についての取組状況は、「従業者への研修実施」が 93.1％と最も多く、次いで

「虐待防止委員会の設置および委員会の検討結果の従業者への周知」「虐待防止のための責任者

の設置」がともに 83.0％となっている。[306頁] 

大規模災害時を想定した利用者の安否確認等の取組は、「定期的に防災訓練を実施している」

が 67.9％と最も多く、次いで「ふだんから被災情報収集および職員への連絡体制を確認している」

が 57.8％、「ふだんから利用者・職員ともに避難経路・避難所を確認している」が 56.4％となっ

ている。[307 頁] 
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Ⅲ 調査結果の詳細（障害者調査） 

１ 基本属性 

（１）性別 

本調査における回答者の性別は、身体障害者では、「男性」が 51.4％、「女性」が 44.6％となっ

ている。 

知的障害者では、「男性」が 61.3％、「女性」が 36.3％となっている。 

精神障害者では、「男性」が 40.4％、「女性」が 55.7％となっている。 

難病患者では、「男性」が 42.4％、「女性」が 54.7％となっている。 

施設入所者では、「男性」が 55.7％、「女性」が 43.0％となっている。 

児童発達支援事業利用者では、「男性」が 67.3％、「女性」が 28.3％となっている。 

（単位：％） 

区 分 n 男性 女性 その他 無回答 

身体障害者 615 51.4 44.6 0.5 3.6 

知的障害者 444 61.3 36.3 - 2.5 

精神障害者 483 40.4 55.7 1.2 2.7 

難病患者 495 42.4 54.7 0.8 2.0 

施設入所者 309 55.7 43.0 - 1.3 

児童発達支援事業利用者 113 67.3 28.3 - 4.4 

 
（２）年齢 

身体障害者の平均年齢は、61.3 歳となっている。 

知的障害者の平均年齢は、27.6 歳となっている。 

精神障害者の平均年齢は、48.9 歳となっている。 

難病患者の平均年齢は、59.3 歳となっている。 

施設入所者の平均年齢は、55.0 歳となっている。 

児童発達支援事業利用者の平均年齢は、5.5 歳となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
10 歳 

未満 
10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 

70 歳 

以上 
無回答 平均年齢 

身体障害者 615 0.2 9.6 1.0 2.6 7.2 16.9 19.8 35.6 7.2 61.3 歳 

知的障害者 444 16.2 26.1 14.6 14.9 8.6 5.0 5.4 2.3 7.0 27.6 歳 

精神障害者 483 - 0.8 11.4 15.3 20.1 22.4 14.3 9.1 6.6 48.9 歳 

難病患者 495 - 0.2 3.8 11.1 12.7 17.8 18.4 30.5 5.5 59.3 歳 

施設入所者 309 - - 3.2 8.4 15.9 31.4 21.0 12.3 7.8 55.0 歳 

 

（単位：％） 

区 分 ｎ ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 無回答 平均年齢 

児童発達支援

事業利用者 
113 - - 9.7 17.7 19.5 23.0 23.0 7.1 5.5歳 
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年齢４区分別にみると、身体障害者では「０～17 歳」が 9.4％、「18～44 歳」が 6.5％、「45～

64 歳」が 37.4％、「65 歳以上」が 39.5％となっている。 

知的障害者では「０～17 歳」が 40.5％、「18～44 歳」が 34.7％、「45～64 歳」が 13.5％、「65

歳以上」が 4.3％となっている。 

精神障害者では「０～17 歳」が 0.4％、「18～44 歳」が 36.9％、「45～64 歳」が 41.0％、「65

歳以上」が 15.1％となっている。 

難病患者では「０～17 歳」が 0.2％、「18～44 歳」が 21.6％、「45～64 歳」が 33.1％、「65 歳

以上」が 39.6％となっている。 

施設入所者では「18～44 歳」が 17.5％、「45～64 歳」が 54.7％、「65 歳以上」が 20.1％とな

っている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65 歳以上 無回答 

身体障害者 615 9.4 6.5 37.4 39.5 7.2 

知的障害者 444 40.5 34.7 13.5 4.3 7 

精神障害者 483 0.4 36.9 41.0 15.1 6.6 

難病患者 495 0.2 21.6 33.1 39.6 5.5 

施設入所者 309 - 17.5 54.7 20.1 7.8 

 
（３）調査票の記入者 

調査票の記入者は、身体障害者では「本人が自分一人で記入」が 61.5％となっている。 

知的障害者では「本人の意向を考えながら家族や介助者が記入」が 68.5％となっている。 

精神障害者では「本人が自分一人で記入」が 85.5％となっている。 

難病患者では「本人が自分一人で記入」が 83.6％となっている。 

施設入所者では、「本人の意向を考えながら家族や介助者が記入」が 71.8％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「母親」が 87.6％となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
本人が自分 

一人で記入 

本人に聞いて家族

や介助者が代筆 

本人の意向を考え

ながら家族や介助

者が記入 

無回答 

身体障害者 615 61.5 17.6 18.2 2.8 

知的障害者 444 13.3 14.6 68.5 3.6 

精神障害者 483 85.5 6.2 6.6 1.7 

難病患者 495 83.6 7.3 7.3 1.8 

施設入所者 309 2.9 23.0 71.8 2.3 

 

（単位：％） 

区 分 ｎ 父親 母親 祖父 祖母 その他 無回答 

児童発達支援 

事業利用者 
113 9.7 87.6 - - - 2.7 
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（４）居住形態 

現在の居住形態は、身体障害者では「自分の持ち家（購入マンションも含む）」が 39.5％と最

も多く、次いで「親など家族の持ち家（購入マンションも含む）」が 23.7％、次いで「アパート、

賃貸マンション、借家」が 18.2％となっている。 

知的障害者では「親など家族の持ち家（購入マンションも含む）」が 48.6％と最も多く、次い

で「アパート、賃貸マンション、借家」が 21.2％、公営住宅が 9.0％となっている。 

精神障害者では「アパート、賃貸マンション、借家」が 40.0％と最も多く、次いで「親など家

族の持ち家（購入マンションも含む）」が 23.4％、「自分の持ち家（購入マンションも含む）」が

18.4％となっている。 

難病患者では「自分の持ち家（購入マンションも含む）」が 43.8％と最も多く、次いで「アパ

ート、賃貸マンション、借家」が 26.7％、「親など家族の持ち家（購入マンションも含む）」が

14.9％となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 

自分の

持ち家

（購入

マンシ

ョンも

含む） 

親など

家族の

持ち家

（購入

マンシ

ョンも

含む） 

公営 

住宅 

アパー

ト、賃

貸マン

ショ

ン、借

家 

グルー

プホー

ム 

社宅、

会社の

寮 

福祉 

施設 

病院に

入院し

ている 

その他 無回答 

身体障害者 615 39.5 23.7 9.8 18.2 1.0 0.8 2.3 1.0 1.8 2.0 

知的障害者 444 6.8 48.6 9.0 21.2 7.0 1.1 2.3 0.7 0.9 2.5 

精神障害者 483 18.4 23.4 8.7 40.0 2.7 1.0 1.7 0.4 0.8 2.9 

難病患者 495 43.8 14.9 5.7 26.7 2.0 1.6 1.6 1.0 1.0 1.6 
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（５）アパート、賃貸マンション、借家を探す際に大変だったことや困ったこと 

身体障害者では、「特に困ったことはなかった」が 46.4％と最も高く、次いで「家賃が高くて

選択肢が限られた」が 23.2％、「不動産会社や大家とのやりとりに不安があった」が 10.7％とな

っている。 

知的障害者では、「特に困ったことはなかった」が 54.3％と最も高く、次いで「家賃が高くて

選択肢が限られた」が 21.3％、「バリアフリーに対応している物件が見つからなかった」「希望す

る地域に物件がなかった」「情報が少なく、どこに相談すればよいかわからなかった」が 5.3％と

なっている。 

精神障害者では、「家賃が高くて選択肢が限られた」「特に困ったことはなかった」がともに

39.4％と最も高く、次いで「保証人や支援者の有無を問われて困った」が 20.2％、「不動産会社

や大家とのやりとりに不安があった」が 15.0％となっている。 

難病患者では、「特に困ったことはなかった」が 53.0％と最も高く、次いで「家賃が高くて選

択肢が限られた」が 31.1％、「希望する地域に物件がなかった」が 12.1％となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 

障害があるこ

とを理由に入

居を断られた 

バリアフリー

に対応してい

る物件が見つ

からなかった 

保証人や支援

者の有無を問

われて困った 

不動産会社や

大家とのやり

とりに不安が

あった 

希望する地域

に物件がなか

った 

身体障害者 112 6.3 8.9 5.4 10.7 8.9 

知的障害者 94 4.3 5.3 4.3 4.3 5.3 

精神障害者 193 7.8 2.6 20.2 15.0 13.5 

難病患者 132 2.3 7.6 9.8 3.8 12.1 

 

区 分 

家賃が高くて

選択肢が限ら

れた 

情報が少な

く、どこに相

談すればよい

かわからなか

った 

特に困ったこ

とはなかった 
その他 無回答 

身体障害者 23.2 9.8 46.4 15.2 5.4 

知的障害者 21.3 5.3 54.3 18.1 4.3 

精神障害者 39.4 7.3 39.4 12.4 1.0 

難病患者 31.1 8.3 53.0 6.1 2.3 

※ベース：居住形態をアパート、賃貸マンション、借家と回答した人 

 
 
（６）施設入所期間（施設入所者のみ） 

施設入所者の入所期間は、「10 年以上」が 60.8％と最も多く、次いで「５年以上 10 年未満」が

17.5％、「１年以上５年未満」が 16.5％となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ １年未満 
１年以上 

５年未満 

５年以上 

10 年未満 
10 年以上 無回答 

施設入所者 309 2.3 16.5 17.5 60.8 2.9 
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（７）施設所在地（施設入所者のみ） 

入所している施設の場所は、「東京都外」が 57.0％と最も多く、次いで「東京都内（23 区外）」

が 23.6％、「練馬区内」が 16.2％となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 練馬区内 
23区内（練馬

区を除く） 

東京都内（23

区外） 
東京都外 無回答 

施設入所者 309 16.2 1.9 23.6 57.0 1.3 

 

 

（８）同居者（複数回答） 

同居者は、身体障害者では「父、母」が 30.9％と最も多く、次いで「配偶者（夫、妻）または

パートナー（事実婚を含む）」が 30.6％、「自分一人だけで暮らしている」が 22.9％となってい

る。 

知的障害者では「父、母」が 81.3％と最も多く、次いで「兄弟、姉妹」が 39.9％、「グループ

ホーム等での集団生活」が 7.0％となっている。 

精神障害者では「配偶者（夫、妻）またはパートナー（事実婚を含む）」が 33.3％と最も多く、

次いで「自分一人だけで暮らしている」が 30.0％、「父、母」が 26.9％となっている。 

難病患者では「配偶者（夫、妻）またはパートナー（事実婚を含む）」が 58.6％と最も多く、

次いで「息子、娘（息子または娘の配偶者も含む）」が 30.9％、「自分一人だけで暮らしている」

が 20.0％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「母親」が 94.7％と最も多く、次いで「父親」が 92.9％、「兄弟、

姉妹」が 53.1％となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 

自分一

人だけ

で暮ら

してい

る 

配偶者

（夫、

妻）ま

たはパ

ートナ

ー（事

実婚を

含む） 

息子、

娘（息

子また

は娘の

配偶者

も含

む） 

父、母 
祖父、

祖母 

兄弟、

姉妹 
その他 

グルー

プホー

ム等で

の集団

生活 

無回答 

身体障害者 615 22.9 30.6 17.9 30.9 0.5 14.6 2.6 3.3 2.6 

知的障害者 444 2.9 1.1 1.4 81.3 4.3 39.9 4.1 7.0 3.4 

精神障害者 483 30.0 33.3 16.6 26.9 1.4 10.1 2.5 3.1 2.7 

難病患者 495 20.0 58.6 30.9 9.5 0.2 3.0 2.6 2.0 3.2 

 
（単位：％） 

区 分 ｎ 父親 母親 祖父 祖母 
兄弟、 

姉妹 
その他 無回答 

児童発達支援 

事業利用者 
113 92.9 94.7 3.5 5.3 53.1 2.7 2.7 
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（９）収入源（複数回答） 

収入源は、身体障害者では「年金・手当」が 60.3％と最も多く、次いで「就労による収入」が

26.5％、「収入はない」が 14.6％となっている。 

知的障害者では「年金・手当」が 46.8％と最も多く、次いで「家族などからの仕送り」が 27.5％、

「就労による収入」が 20.7％となっている。 

精神障害者では「年金・手当」が 43.1％と最も多く、次いで「就労による収入」が 41.6％、「生

活保護費」が 18.6％となっている。 

難病患者では「就労による収入」が 51.5％と最も多く、次いで「年金・手当」が 43.8％、「収

入はない」が 8.3％となっている。 

施設入所者では「年金・手当」が 86.1％と最も多く、次いで「収入はない」が 6.5％、「就労に

よる収入」が 5.2％となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
就労に 

よる収入 

年金・ 

手当 

生活保護

費 

家族など

からの仕

送り 

その他 
収入は 

ない 
無回答 

身体障害者 615 26.5 60.3 5.2 2.0 6.3 14.6 2.0 

知的障害者 444 20.7 46.8 3.4 27.5 3.2 29.7 1.4 

精神障害者 483 41.6 43.1 18.6 3.5 7.0 9.9 3.5 

難病患者 495 51.5 43.8 2.2 1.6 4.0 8.3 2.2 

施設入所者 309 5.2 86.1 0.6 3.9 1.9 6.5 4.2 

 
 
（１０）主な生計維持者 

①主な生計維持者 

主な生計維持者は、身体障害者では「あなたご本人」が 47.3％と最も多くなっている。 

知的障害者では「父」が 65.1％と最も多くなっている。 

精神障害者では「あなたご本人」が 47.2％と最も多くなっている。 

難病患者では「あなたご本人」が 52.7％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
あなたご

本人 

あなたの

配偶者

（夫、

妻）また

はパート

ナー（事

実婚を含

む） 

父 母 子 
祖父・祖

母 

兄弟・姉

妹 
その他 無回答 

身体障害者 615 47.3 13.2 15.1 5.4 5.2 - 2.6 1.1 10.1 

知的障害者 444 10.6 0.7 65.1 12.6 - - 2.7 0.9 7.4 

精神障害者 483 47.2 21.9 11.8 6.0 1.0 0.2 2.5 1.2 8.1 

難病患者 495 52.7 32.7 3.6 1.0 4.2 - 0.8 0.4 4.4 
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②父親の年齢（父親が主な生計維持者） 

父親が主な生計維持者の場合の父親の年齢は、身体障害者では「50 歳代」が 30.1％と最も多

くなっている。 

知的障害者では「40 歳代」が 30.1％と最も多くなっている。 

精神障害者では「60 歳代」が 33.3％と最も多くなっている。 

難病患者では「60 歳代」が 44.4％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
30 歳 

未満 
30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 

70 歳 

以上 
無回答 

身体障害者 93 1.1 2.2 29.0 30.1 7.5 26.9 3.2 

知的障害者 289 - 4.5 30.1 28.4 22.5 13.5 1.0 

精神障害者 57 - 1.8 1.8 31.6 33.3 26.3 5.3 

難病患者 18 - - - 33.3 44.4 22.2 - 

 

③母親の年齢（母親が主な生計維持者） 

母親が主な生計維持者の場合の母親の年齢は、身体障害者では「70 歳代」が 63.6％と最も多

くなっている。 

知的障害者では「70 歳以上」が 32.1％と最も多くなっている。 

精神障害者では「70 歳以上」が 58.6％と最も多くなっている。 

難病患者では「70 歳以上」が 60.0％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
30 歳 

未満 
30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 

70 歳 

以上 
無回答 

身体障害者 33 - - 15.2 9.1 12.1 63.6 - 

知的障害者 56 - 7.1 25.0 16.1 17.9 32.1 1.8 

精神障害者 29 - - - 17.2 13.8 58.6 10.3 

難病患者 5 - - - 20.0 20.0 60.0 - 
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（１１）障害の程度 

障害の程度 

身体障害者の障害の程度は、「１級」が 29.6％、「２級」が 20.0％、「３級」が 13.5％、「４級」

が 17.9％、「５級」が 7.0％、「６級」が 6.2％となっている。また、施設入所者では「１級」が

47.1％と最も多く、次いで「２級」が 17.6％となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答 

身体障害者 615 29.6 20.0 13.5 17.9 7.0 6.2 5.9 

知的障害者 72 56.9 23.6 6.9 4.2 2.8 4.2 1.4 

精神障害者 9 - 22.2 22.2 11.1 - 11.1 33.3 

難病患者 31 25.8 12.9 32.3 19.4 6.5 3.2 - 

施設入所者 34 47.1 17.6 14.7 - 8.8 - 11.8 

児童発達支援 

事業利用者 
5 100.0 - - - - - - 

 

知的障害者の障害の程度は、「１度」が 9.2％、「２度」が 30.2％、「３度」が 25.2％、「４度」

が 32.7％となっている。また、施設入所者では「２度」が 61.8％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ １度 ２度 ３度 ４度 無回答 

身体障害者 48 20.8 41.7 16.7 16.7 4.2 

知的障害者 444 9.2 30.2 25.2 32.7 2.7 

精神障害者 19 - 5.3 31.6 57.9 5.3 

難病患者 1 - - 100.0 - - 

施設入所者 131 3.1 61.8 19.1 11.5 4.6 

児童発達支援 

事業利用者 
22 - 18.2 36.4 45.5 - 

 

精神障害者（483 人）のうち、精神障害者保健福祉手帳所持者（191 人）の障害の程度は、「１

級」が 2.6％、「２級」が 45.0％、「３級」が 49.7％となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ １級 ２級 ３級 無回答 

身体障害者 22 27.3 40.9 22.7 9.1 

知的障害者 20 5.0 65.0 15.0 15.0 

精神障害者 191 2.6 45.0 49.7 2.6 

難病患者 5 20.0 40.0 40.0 - 

施設入所者 5 40.0 40.0 - 20.0 

児童発達支援 

事業利用者 
1 - 100.0 - - 

 

  



22 

 

（１２）重複障害の状況 

回答者の手帳の所持状況等により障害の重複状況をみると、身体障害者では 11.2％、知的障害

者では 20.5％、精神障害者では 5.6％、難病患者では 0.2％、施設入所者では 7.0％、児童発達

支援事業利用者では 3.6％となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 身体のみ 
身体・知的の

重複 

身体・精神の

重複 

身体・知的・

精神の重複 
無回答 

身体障害者 615 70.9 7.6 3.4 0.2 17.9 

 

（単位：％） 

区 分 ｎ 知的のみ 
知的・身体の

重複 

知的・精神の

重複 

知的・身体・

精神の重複 
無回答 

知的障害者 444 64.4 16.0 4.3 0.2 15.1 

 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
精神障害のみ 精神・身体

の重複 

精神・知的

の重複 

精神・身体・

知的の重複 
無回答 

手帳あり 手帳なし 

精神障害者 483 37.1 33.7 1.7 3.7 0.2 23.6 

 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
手帳

なし 

手帳あり 

無回答 身体 

のみ 

知的 

のみ 

精神 

のみ 

身体・知的

の重複 

身体・精神

の重複 

知的・精神

の重複 

難病患者 495 74.9 6.1 0.2 0.8 - 0.2 - 17.8 

 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
身体障害

のみ 

知的障害

のみ 

精神障害

のみ 

身体・知

的の重複 

身体・精

神の重複 

知的・精

神の重複 

身体・知

的・精神

の重複 

無回答 

施設入所者 309 4.2 35.9 0.3 5.8 0.6 0.3 0.3 52.4 

 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
手帳

なし 

手帳あり 

無回答 身体 

のみ 

知的 

のみ 

精神 

のみ 

身体・知的

の重複 

身体・精神

の重複 

知的・精神

の重複 

児童発達支援 

事業利用者 
113 73.5 1.8 15.9 - 2.7 - 0.9 5.3 
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（１３）障害の種類等 

①身体障害者の障害の種類 

身体障害者手帳の１番目に記載された障害の種類は、「肢体不自由（上肢、下肢、乳幼児期以

前の非進行性の脳病変による運動機能障害）」が 20.7％と最も多く、次いで「内部障害（心臓、

じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝機能、免疫の機能の障害）」が 19.0％、「視覚障害」

「聴覚障害」がともに 10.6％、「肢体不自由（体幹）」が 5.9％となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
視覚 

障害 

聴覚 

障害 

平衡機

能障害 

音声機

能・言

語機

能・そ

しゃく

機能の

障害 

肢体不

自由

（上

肢、下

肢等） 

肢体 

不自由

（体

幹） 

内部 

障害 
その他 無回答 

身体障害者 615 10.6 10.6 0.2 3.3 20.7 5.9 19.0 1.5 28.5 

知的障害者 72 2.8 4.2 - - 45.8 22.2 5.6 6.9 12.5 

精神障害者 9 - 11.1 - 11.1 22.2 - - - 55.6 

難病患者 31 9.7 - - 9.7 22.6 9.7 29.0 9.7 9.7 

施設入所者 34 11.8 - - 2.9 41.2 5.9 5.9 - 32.4 

児童発達支援 

事業利用者 
5 20.0 - - - 40.0 20.0 - - 20.0 

 

身体障害者手帳の２番目に記載された障害の種類は、「肢体不自由（体幹）」が 37.3％と最も

多く、次いで「肢体不自由（上肢、下肢、乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障

害）」「内部障害（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝機能、免疫の機能の障害）」

がともに 14.7％となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
視覚 

障害 

聴覚 

障害 

平衡機

能障害 

音声機

能・言

語機

能・そ

しゃく

機能の

障害 

肢体不

自由

（上

肢、下

肢等） 

肢体 

不自由

（体

幹） 

内部 

障害 
その他 無回答 

身体障害者 75 6.7 8.0 - 6.7 14.7 37.3 14.7 12 - 

知的障害者 25 8.0 4.0 - 4.0 20.0 60.0 4.0 - - 

精神障害者 1 - - - - - 100.0 - - - 

難病患者 5 - - - - 40.0 40.0 - 20.0 - 

施設入所者 7 - 42.9 - - 14.3 42.9 - - - 

児童発達支援 

事業利用者 
2 

- 
50.0 

- - 
- 50.0 

- - - 
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②精神障害者の診断名（複数回答） 

精神障害者の診断名は、「気分障害」が 54.0％と最も多く、次いで「統合失調症」が 20.3％、

「発達障害」が 15.9％となっている。 

 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
統合 

失調症 

気分

障害 
依存症 認知症 

高次脳

機能 

障害 

失語症 
発達

障害 

パーソ

ナリテ

ィー 

障害 

摂食

障害 
その他 難病 無回答 

精神障害者 483 20.3 54.0 1.7 1.7 0.4 0.4 15.9 1.0 2.3 18.6 1.0 6.2 

※「気分障害（うつ病、躁うつ病など）」、「依存症（薬物、アルコールなど）」、「認知症（アルツハイマー、血管性、そ

の他を含む）」、「発達障害（自閉スペクトラム症、ＡＤ/ＨＤ、学習障害など）」、「摂食障害（拒食症、過食症など）」を

略している。 

※精神障害者の分類 

この報告書において、各設問のクロス集計を行う際に、疾患別により傾向を比較する場

合には、上記の表の区分に基づき、「統合失調症」、「気分障害」、「発達障害」、それ以外の

区分をまとめた「その他」の４つのカテゴリに分類している。 

 

③難病患者の疾患名 

難病患者が罹患している疾患を疾患群別に整理すると、「神経・筋疾患」「消化器系疾患」が

ともに 24.6％と最も多く、次いで「免疫系疾患」が 19.4％、「腎・泌尿器系疾患」が 5.5％と

なっている。なお、複数の難病を罹患している場合があるため、個別疾患の割合を足し上げる

と 100％を超える。 

（単位：％） 

ｎ 

495  

神経・ 

筋疾患 

代謝系 

疾患 

皮膚・結合

組織疾患 

免疫系 

疾患 

循環器系 

疾患 

血液系 

疾患 

腎・泌尿器系

疾患 

骨・関節系

疾患 

24.6 1.4 0.6 19.4 1.8 2.2 5.5 3.6 

内分泌系 

疾患 

呼吸器系 

疾患 

視覚系 

疾患 

聴覚・平衡

機能系疾患 

消化器系 

疾患 

染色体また

は遺伝子に

変化を伴う

症候群 

耳鼻科系 

疾患 
無回答 

1.8 3.4 1.4 - 24.6 0.4 4.2 7.9 

 

【神経・筋疾患】                             （単位：％） 

球脊髄性

筋萎縮症 

筋萎縮性

側索硬化

症 

脊髄性筋

萎縮症 

進行性核

上性麻痺 

パーキン

ソン病 

大脳皮質

基底核変

性症 

重症筋 

無力症 

多発性硬

化症／ 

視神経 

脊髄炎 

封入 

体筋炎 

0.2 1.0 0.2 0.6 13.9 0.4 2.8 1.6 0.2 

多系統 

萎縮症 

脊髄小脳

変性症

（多系統

萎縮症を

除く。） 

もやもや

病 

HTLV－1

関連脊髄

症 

先天性ミ

オパチー 

筋ジスト

ロフィー 

前頭側頭

葉変性症 

結節性 

硬化症 

0.4 1.4 0.4 0.2 0.2 0.2 0.4 0.4 
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【免疫系疾患】                              （単位：％） 

高安動脈炎 
巨細胞性動

脈炎 

結節性多発動

脈炎 

顕微鏡的多

発血管炎 

多発血管炎

性肉芽腫症 

好酸球性多

発血管炎性

肉芽腫症 

悪性関節リ

ウマチ 

全身性エリテ

マトーデス 

0.6 0.8 0.2 0.2 0.8 1.4 1.2 6.5 

皮膚筋炎／

多発性筋炎 

全身性強皮

症 

混合性結合組

織病 

シェーグレ

ン症候群 

成人発症ス

チル病 

再発性多発

軟骨炎 

ベーチェッ

ト病 

若年性特発性

関節炎 

2.0 1.4 1.0 3.2 0.4 0.2 1.2 0.2 

 

【消化器疾患】                              （単位：％） 

特発性門脈 

圧亢進症 

原発性胆汁性肝硬

変、原発性胆汁性

胆管炎 

自己免疫性肝炎 クローン病 潰瘍性大腸炎 

0.2 1.4 1.2 4 17.8 

 

【その他】                                （単位：％） 

ライソゾ

ーム病 

ミトコン

ドリア病 

全身性 

アミロイ

ドーシス 

家族性高

コレステ

ロール血

症（ホモ

接合体） 

神経線維

腫症 
天疱瘡 

神経線維

腫症 

類天疱瘡

（後天性

表皮水疱

症を含

む。） 

特発性 

拡張型 

心筋症 

0.2 0.2 0.8 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 1.0 

肥大型 

心筋症 

マルファ

ン症候群

／ロイ

ス・ディ

ーツ症候

群 

再生不良

性貧血 

自己免疫

性溶血性

貧血 

特発性血

小板減少

性紫斑

病、免疫

性血小板

減少症 

特発性血

栓症（遺

伝性血栓

症素因に

よるもの

に限

る。） 

特発性多

中心性キ

ャッスル

マン病 

IgA腎症 
多発性 

嚢胞腎 

0.2 0.4 0.6 0.2 0.6 0.2 0.6 1.2 1.8 

一次性ネ

フローゼ

症候群 

紫斑病性

腎炎 

黄色靱帯

骨化症 

後縦靱帯

骨化症 

広範脊柱管

狭窄症 

特発性大腿

骨頭壊死症 

強直性脊

椎炎 

下垂体性

ADH分泌

異常症 

下垂体性

TSH分泌亢

進症 

2.2 0.2 0.4 1.2 0.4 1.4 0.4 0.6 0.2 

下垂体性

成長ホル

モン分泌

亢進症 

下垂体性 

前葉機能 

低下症 

サルコイ

ドーシス 

特発性 

間質性肺炎 

肺動脈性

肺高血圧

症 

慢性血栓 

塞栓性 

肺高血圧症 

網膜色素

変性症 

エーラ

ス・ダン

ロス症候

群 

オスラー

病 

0.2 1.0 1.0 1.8 0.2 0.4 1.4 0.2 0.2 

好酸球性

副鼻腔炎 

4.2 
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（１４）手帳を取得した年齢、精神疾患・難病の発症年齢等 

身体障害者で身体障害者手帳を取得した年齢は、「60 歳以上」が 25.5％と最も多く、次いで「10

歳未満」が 20.0％、「50 歳代」が 13.3％となっている。また、施設入所者では「20 歳代」が 20.6％

と最も多く、次いで「10 歳未満」が 17.6％、「40 歳代」が 14.7％となっている。 

知的障害者で愛の手帳を取得した年齢は、「10 歳未満」が 58.3％と最も多く、次いで「10 歳代」

が 25.9％、「20 歳代」が 5.0％となっている。また、施設入所者では「10 歳代」が 20.6％と最も

多く、次いで「10 歳未満」が 19.1％、「20 歳代」が 13.7％となっている。 

 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
10 歳

未満 
10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 

60 歳

以上 
無回答 

平均 

年齢 

身体障害者 615 20.0 5.0 4.7 6.8 12.5 13.3 25.5 12.0 45.3 歳 

知的障害者 444 58.3 25.9 5.0 0.5 1.6 0.7 0.5 7.7 9.7歳 

施設入所者    

身体障害者手帳 34 17.6 5.9 20.6 5.9 14.7 5.9 - 29.4 25.1 歳 

愛の手帳 131 19.1 20.6 13.7 5.3 1.5 - 39.7 131 15.8 歳 

 

児童発達支援事業利用者で身体障害者手帳を取得した年齢は「０歳」が 40.0％と最も多く、愛

の手帳を取得した年齢は「３歳」が 40.9％と最も多くなっている。 

 

（単位：％） 

区 分 ｎ ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 無回答 
平均 

年齢 

児童発達支援 

事業利用者 

  

身体障害者手帳 5 40.0 20.0 - 20.0 - - - 20.0 1.0歳 

愛の手帳 22 - 13.6 4.5 40.9 22.7 18.2 - - 3.3歳 

 

精神疾患の発症年齢は、「20 歳代」が 22.2％と最も多く、次いで「30 歳代」が 19.0％、「10 歳

代」が 14.1％となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
10 歳

未満 
10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 

60 歳 

以上 
無回答 

平均 

年齢 

精神疾患の 

発症年齢 
483 4.3 14.1 22.2 19.0 11.6 6.0 3.3 19.5 30.4 歳 
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難病の発症年齢は、「60 歳以上」が 24.8％と最も多く、次いで「50 歳代」が 17.0％、「30 歳代」

が 15.4％となっている。平均年齢は 45.4 歳となっている。 

また、医療費助成の申請年齢は「60 歳以上」が 27.3％と最も多くなっている。 

 

①                                     （単位：％） 

区 分 ｎ 
10 歳

未満 
10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 

60 歳 

以上 
無回答 

平均 

年齢 

難病の発症 

年齢① 
495 1.6 5.7 14.1 15.4 11.1 17.0 24.8 10.3 45.4 歳 

医療費助成の 

申請年齢① 
495 0.6 3.0 12.5 12.7 10.9 16.8 27.3 16.2 48.7 歳 

 

②                                     （単位：％） 

区 分 ｎ 
10 歳

未満 
10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 

60 歳 

以上 
無回答 

平均 

年齢 

難病の発症 

年齢② 
495 0.2 0.4 0.4 1.4 0.8 1.2 3.0 92.5 49.2 歳 

医療費助成の 

申請年齢② 
495 - 0.2 0.2 1.0 0.6 1.0 2.2 94.7 53.5 歳 

※疾患を２つ回答した人について、２つ目の疾患は②の表となっている 

 

（１５）障害支援区分認定の状況 

障害支援区分の認定を「受けている」と回答した人は、身体障害者では 8.0％、知的障害者で

は 31.1％、精神障害者では 6.0％、難病患者では 4.0％、施設入所者では 49.8％となっている。 

 

（単位：％） 

区 分 ｎ 受けている 受けていない 無回答 

身体障害者 615 8.0 67.8 24.2 

知的障害者 444 31.1 51.8 17.1 

精神障害者 483 6.0 70.4 23.6 

難病患者 495 4.0 79.2 16.8 

施設入所者 309 49.8 0.3 49.8 

 

障害支援区分の認定を「受けている」と回答した人の障害支援区分は、身体障害者、知的障害

者、施設入所者では「区分６」がそれぞれ 28.6％、32.6％、60.4％と最も多く、精神障害者では

「区分２」が 34.5％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 無回答 

身体障害者 49 8.2 8.2 12.2 12.2 10.2 28.6 20.4 

知的障害者 138 2.9 14.5 7.2 16.7 18.8 32.6 7.2 

精神障害者 29 10.3 34.5 10.3 10.3 6.9 6.9 20.7 

難病患者 20 15.0 15.0 15.0 10.0 5.0 15.0 25.0 

施設入所者 154 - 0.6 - 10.4 23.4 60.4 5.2 
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（１６）発達障害、高次脳機能障害、難病等の診断状況（複数回答） 

「発達障害」と診断されたことがある人は、知的障害者では 54.1％、児童発達支援事業利用者

では 33.6％となっている。 

「高次脳機能障害」と診断されたことがある人は、身体障害者で 3.9％となっている。 

「難病」と診断されたことがある人は、身体障害者で 2.4％となっている。 

「強度行動障害」と診断されたことがある人は、身体障害者では 14.6％、知的障害者では 6.1％

となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 発達障害 
高次脳機能 

障害 
難病 

強度行動 

障害 
特にない 無回答 

身体障害者 615 2.8 3.9 2.4 14.6 0.3 59.0 

知的障害者 444 54.1 2.0 1.1 6.1 1.4 30.0 

施設入所者 309 33.0 1.3 1.3 1.3 12.0 34.0 

児童発達支援 

事業利用者 
113 33.6 0.9 - 3.5 - 58.4 

 
（１７）発達障害の種類（複数回答） 

「自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害」と回答した人は、知的障害者では

81.3%、施設入所者では 89.2％、児童発達支援事業利用者では 81.6％となっている。 

「注意欠陥多動性障害（AD／HD）」と回答した人は、精神障害者で 66.2％となっている。 

「学習障害」と回答した人は、精神障害者で 9.1％となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 

自閉症、アス

ペルガー症候

群その他の広

汎性発達障害 

注意欠陥多

動性障害

（AD／HD） 

学習障害

（LD） 

その他 

（チック症、 

吃音など） 

無回答 

身体障害者 17 23.5 23.5 23.5 11.8 23.5 

知的障害者 240 81.3 19.6 7.5 10.0 4.6 

精神障害者 77 57.1 66.2 9.1 1.3 - 

施設入所者 102 89.2 2.9 2.9 7.8 2.9 

児童発達支援 

事業利用者 
38 81.6 10.5 2.6 13.2 2.6 

 

（１８）こどもの育ちや発達で気になることや心配なこと（児童発達支援事業利用者のみ） 

こどもの育ちや発達で気になることや心配なことは、「集中するのが難しい、落ち着きがない」

が 58.4％と最も多く、次いで「ことばがゆっくりである（発語が少ないなど）」が 57.5％、「気持

ちの切り替えが難しい（癇癪を起こすなど）」が 51.3％となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 

ことばがゆっ

くりである

（発語が少な

いなど） 

体の動き 

（歩く・走る・

手先の動きな

ど）がゆっくり

である 

友だちとうまく

遊べない、 

関われない 

気持ちの切り 

替えが難しい

（癇癪を起こす

など） 

集中するのが 

難しい、 

落ち着きがない 

児童発達支援 

事業利用者 
113 57.5 31.9 46.9 51.3 58.4 
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（単位：％） 

区 分 

音や光、触っ

た感じなどに

敏感である 

食事・睡眠・

排せつなど生

活面で心配が

ある 

医師や専門家

に相談したい

と思っている

が、方法が分

からない、つ

ながりにくい 

その他 
特に心配なこ

とはない 
無回答 

児童発達支援 

事業利用者 
26.5 34.5 6.2 8.0 2.7 2.7 

 

（１９）医療的ケアの状況 

医療的ケアが「必要」と回答した人は、身体障害者では 16.6％、知的障害者では 8.8％、精神

障害者では 11.2％、難病患者では 11.3％、施設入所者では 8.1％、児童発達支援事業利用者では

4.4％となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 必要 必要ではない 無回答 

身体障害者 615 16.6 74.6 8.8 

知的障害者 444 8.8 86.0 5.2 

精神障害者 483 11.2 81.4 7.5 

難病患者 495 11.3 81.2 7.5 

施設入所者 309 8.1 85.4 6.5 

児童発達支援事

業利用者 
113 4.4 93.8 1.8 

 

医療的ケアの状況についてみると、身体障害者では「たん等の吸引」が 13.7％と最も多く、次 

いで「経管栄養」が 11.8％、「導尿」が 9.8％となっている。 

知的障害者では「経管栄養」が 35.9％と最も多く、次いで「たん等の吸引」が 33.3％、「吸入」 

が 15.4％となっている。 

難病患者では「皮下注射」が 30.4％と最も多く、次いで「経管栄養」「血糖測定」がともに 16.1％

となっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
経管

栄養 

たん等

の吸引 
吸入 

気管 

カニュ

ーレ 

導尿 
人工 

呼吸器 

気管 

切開 

皮下

注射 

血糖 

測定 
その他 無回答 

身体障害者 102 11.8 13.7 4.9 4.9 9.8 5.9 5.9 5.9 7.8 49.0 16.7 

知的障害者 39 35.9 33.3 15.4 2.6 12.8 2.6 5.1 - 12.8 48.7 2.6 

精神障害者 54 5.6 1.9 3.7 - - - - 5.6 16.7 61.1 14.8 

難病患者 56 16.1 14.3 5.4 - 7.1 3.6 1.8 30.4 16.1 35.7 12.5 

施設入所者 25 20.0 20.0 4.0 - 28.0 - 4.0 - - 48.0 - 

児童発達支援

事業利用者 
5 60.0 40.0 60.0 40.0 20.0 40.0 40.0 - - 20.0 - 

※ベース：医療的ケアが必要と回答した人 
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（２０）介助者が不在の時などの短期入所（ショートステイ）の利用状況について 

短期入所（ショートステイ）の利用状況について、身体障害者、知的障害者、難病患者では「区

内の短期入所（ショートステイ）を利用している」がそれぞれ 9.8％、25.6％、12.5％となって

いる。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 

区内の短期

入所（ショ

ートステ

イ）を利用

している 

区外の短期

入所（ショ

ートステ

イ）を利用

している 

利用したい

が医療的ケ

アに対応で

きる施設が

近くにない 

親族や友人

等で対応で

きるため、

利用の必要

がない 

その他 無回答 

身体障害者 102 9.8 4.9 5.9 23.5 27.5 35.3 

知的障害者 39 25.6 20.5 17.9 23.1 20.5 10.3 

精神障害者 54 - 3.7 3.7 31.5 27.8 33.3 

難病患者 56 12.5 - 3.6 26.8 23.2 33.9 

児童発達支援

事業利用者 
5 - - 20.0 20.0 60.0 - 

※ベース：医療的ケアが必要と回答した人 
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２ 介助・援助の状況について 

（１）介助・援助者 

身体障害者では「特に介助等は受けていない」人が 42.9％となっており、主な介助・援助者と

しては「父・母」が 16.9％と最も多く、次いで「配偶者（夫、妻）またはパートナー（事実婚を

含む）」が 11.7％、「ホームヘルパー」が 9.4％となっている。 

知的障害者では「父、母」が 80.9％と最も多く、次いで「兄弟、姉妹」が 20.3％、「施設の職

員」が 15.5%となっている。 

精神障害者では「特に介助等は受けていない」人が 55.3％となっており、主な介助・援助者と

しては「父、母」が 14.9％と最も多く、次いで「配偶者（夫、妻）またはパートナー（事実婚を

含む）」が 14.1％、「訪問看護師」が 10.1%となっている。 

難病患者では「特に介助等は受けていない」が 66.5％となっており、主な介助・援助者として

は「配偶者（夫、妻）またはパートナー（事実婚を含む）」が 16.4％と最も多く、次いで「息子、

娘（息子、娘の配偶者も含む）」が 8.7％、「訪問看護師」が 6.9%となっている。 

児童発達支援事業利用者では「特に介助等は受けていない」が 52.2％となっており、主な介助・

援助者としては「母」が 46.9％と最も多く、次いで「父」が 32.7％、「祖父、祖母」が 3.5％と

なっている。 

（単位：％） 

 

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者

調査数 615 444 483 495

とくに介助等は受けていない 42.9 5.2 55.3 66.5

配偶者（夫、妻）またはパートナー（事実婚を含む） 11.7 0.0 14.1 16.4

父、母 16.9 80.9 14.9 1.8

息子、娘（息子、娘の配偶者も含む） 8.9 - 3.1 8.7

祖父、祖母 0.3 5.4 0.8 -

兄弟、姉妹 5.9 20.3 3.5 1.2

行政の職員（ワーカー・保健師等） 1.0 11.9 5.8 0.8

病院の職員（看護師・精神保健福祉士等） 2.1 10.1 5.4 1.6

施設の職員 6.5 15.5 4.6 4.4

訪問看護師 7.8 5.2 10.1 6.9

ホームヘルパー 9.4 12.8 3.1 5.7

その他 3.7 12.8 1.9 2.8

無回答 10.9 2.3 3.9 4.2
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【前回調査との比較】                             

（単位：％） 

区分    １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

特に介助等は受

けていない 
（42.9） 父・母 （16.9） 

配偶者（夫、妻）
またはパート
ナー（事実婚を
含む） 

（11.7） 

前  回
（n=562） 

とくに介助等は

受けていない 
（42.5） 配偶者 （18.0） 父、母 （17.4） 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

父、母 （89.9） 兄弟、姉妹 （20.3） 施設の職員 （15.5） 

前  回
（n=442） 

父、母 （75.6） 兄弟、姉妹 （23.1） その他 （10.0） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

特に介助等は受

けていない 
（55.3） 父、母 （14.9） 

配偶者（夫、妻）
またはパート
ナー（事実婚を
含む） 

（14.1） 

前  回
（n=452） 

とくに介助等は

受けていない 
（48.5） 父、母 （15.7） 配偶者 （10.6） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

特に介助等は受

けていない 
（66.5） 

配偶者（夫、
妻）またはパ
ートナー（事
実婚を含む） 

（16.4） 
息子、娘（息子、
娘の配偶者も
含む） 

（8.7） 

前  回
（n=437） 

とくに介助等は

受けていない 
（64.3） 配偶者 （16.9） 息子、娘 （11.4） 

児童発達 

支援事業 

利用者 

今  回
（n=113） 

特に介助等は
受けていない 

（52.2） 母 （46.9） 父 （32.7） 

前  回
（n=153） 

母 （56.2） 父 （38.6） 
とくに介助等は

受けていない 
（37.3） 

  

児童発達支援事業
利用者

調査数 113

とくに介助等は受けていない 52.2

父 32.7

母 46.9

祖父、祖母 3.5

訪問看護師 0.9

ホームヘルパー 0.9

その他 1.8

無回答 0.9
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（２）介助・援助者のうち最も長く介助・援助している人 

最も長く介助・援助している人は、身体障害者では「父、母」が 25.0％と最も多く、次いで「配

偶者（夫、妻）またはパートナー（事実婚を含む）」が 21.1％、「息子、娘（息子、娘の配偶者も

含む）」が 10.6％となっている。 

知的障害者では「父、母」が 59.6％と最も多く、次いで「兄弟、姉妹」「施設の職員」ともに

3.2％となっている。 

精神障害者では「配偶者（夫、妻）またはパートナー（事実婚を含む）」が 29.9％と最も多く、

次いで「父、母」が 21.8％、「訪問看護師」が 4.6％となっている。 

難病患者では「配偶者（夫、妻）またはパートナー（事実婚を含む）」が 48.3％と最も多く、

次いで「息子、娘（息子、娘の配偶者も含む）」が 13.8％、「施設の職員」が 5.5％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「母親」が 96.2％と最も多く、次いで「父」が 1.9％となっている。 

 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ベース：介助・援助を受けていると回答した人  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者

調査数 284 411 197 145

配偶者（夫、妻）またはパートナー（事実婚を含む） 21.1 0.2 29.9 48.3

父、母 25.0 59.6 21.8 3.4

息子、娘（息子、娘の配偶者も含む） 10.6 - 1.5 13.8

祖父、祖母 - - 0.5 -

兄弟、姉妹 4.6 3.2 1.0 1.4

行政の職員（ワーカー・保健師等） - 1.2 2.0 0.7

病院の職員（看護師・精神保健福祉士等） 0.7 0.2 3.0 2.1

施設の職員 6.3 3.2 2.5 5.5

訪問看護師 0.4 - 4.6 0.7

ホームヘルパー 2.8 0.5 0.5 3.4

その他 2.1 2.7 2.0 2.8

無回答 26.4 29.2 30.5 17.9

児童発達支援事業
利用者

調査数 53

父 1.9

母 96.2

祖父、祖母 -

訪問看護師 -

ホームヘルパー -

その他 -

無回答 1.9
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（３）最も長く介助・援助している人の年齢 

最も長く介助・援助している人の年齢について、身体障害者、難病患者では「70 歳以上」が

それぞれ 29.9％、41.2％と最も多く、平均年齢はそれぞれ 62.7 歳、66.3 歳となっている。 

知的障害者では「40 歳代」が 34.4％と最も多く、平均年齢は 54.3 歳となっている。 

精神障害者では「50 歳代」が 33.3％と最も多く、平均年齢は 57.3 歳となっている。 

児童発達支援事業利用者では「40 歳代」が 48.1％と最も多く、平均年齢は 39.8歳となって

いる。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
10 歳

未満 
10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 

70 歳 

以上 
無回答 

平均 

年齢 

身体障害者 174 0.6 0.6 - 3.4 14.4 19.5 17.8 29.9 13.8 62.7 

知的障害者 259 - - - 4.2 34.4 22.4 18.5 10.0 10.4 54.3 

精神障害者 108 - - 0.9 10.2 13.0 33.3 12.0 21.3 9.3 57.3 

難病患者 97 - - 2.1 1.0 6.2 17.5 20.6 41.2 11.3 66.3 

児童発達支援

事業利用者 
52 1.9 - - 32.7 48.1 1.9 - - 15.4 39.8 

※ベース：介助・援助を受けていると回答し、最も長く介助・援助している人を「配偶者（夫、

妻）またはパートナー（事実婚を含む）」「父、母」「息子、娘（息子、娘の配偶者も含む）」

「祖父、祖母」「兄弟、姉妹」と回答した人 

 

（４）最も長く介助・援助している人の介護保険制度の認定状況 

最も長く介助・援助している人の介護保険制度の要支援または要介護の認定状況は、身体障

害者、知的障害者、精神障害者、難病患者、児童発達支援事業利用者のいずれも「認定は受け

ていない」が最も多くなっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 

認定は

受けて

いない 

総合事

業対象

者 

要支援

１ 

要支援

２ 

要介護

１ 

要介護

２ 

要介護

３ 

要介護

４ 

要介護

５ 
無回答 

身体障害者 174 74.1 - 4.0 - 2.3 2.3 2.3 1.1 1.7 12.1 

知的障害者 259 84.2 - 0.4 - 0.4 - - - 0.4 14.7 

精神障害者 108 89.8 - 0.9 0.9 - 0.9 - - 0.9 6.5 

難病患者 97 64.9 - 7.2 2.1 2.1 4.1 3.1 3.1 5.2 8.2 

児童発達支援

事業利用者 
52 96.2 - - - - - - - - 3.8 
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（５）介助・援助の内容（複数回答） 

介助・援助の内容は、身体障害者では「外出」が 48.2％と最も多く、次いで「家事（調理、

掃除、洗濯）」が 44.0％、「入浴」が 32.0％となっている。 

知的障害者では「金銭管理」が 56.7％と最も多く、次いで「外出」が 56.0％、「家事（調理、

掃除、洗濯）」が 51.6％となっている。 

難病患者では「外出」44.1％と最も多く、次いで「家事（調理、掃除、洗濯）」が 42.8％、

「入浴」「衣服の着脱」がともに 31.7％となっている。 

児童発達支援事業利用者では、「トイレ」「入浴」がともに 71.7％と最も多く、次いで「外出」

が 69.8％、「衣服の着脱」「他の人と意思疎通を図りたいとき」がともに 60.4％となっている。 

精神障害者では、「食事のしたく」が 47.7％と最も多く、次いで「日用品の買い物」が 44.7％、

「部屋の整理・整頓・掃除」が 43.1％となっている。 

（単位：％） 

 

 

※ベース：介助・援助を受けていると回答した人  

身体障害者 知的障害者 難病患者 児童発達支援事業利用者

調査数 284 411 145 53

食事 31.3 38.0 26.9 56.6

トイレ 25.4 33.3 22.8 71.7

入浴 32.0 40.9 31.7 71.7

衣服の着脱 28.5 30.4 31.7 60.4

家の中の移動 18.7 10.7 14.5 24.5

家事（調理、掃除、洗濯） 44.0 51.6 42.8

外出 48.2 56.0 44.1 69.8

服薬 29.9 40.6 25.5 54.7

医療的ケアに関わる介助 20.8 11.9 20.0 13.2

他の人と意思疎通を図りたいとき 18.7 41.1 11.7 60.4

金銭管理 28.5 56.7 24.1 -

その他 8.8 5.4 10.3

無回答 27.5 28.7 18.6 7.5

精神障害者

調査数 197

部屋の整理・整頓・掃除 43.1

衣類の洗濯 40.6

日用品の買い物 44.7

食事のしたく 47.7

外出（通院を含む） 34.5

服薬 23.9

医療的ケアに関わる介助 13.2

他の人と意思疎通を図りたいとき 20.3

金銭管理 30.5

その他 8.6

無回答 23.9
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、重度（１・２級）では多くの項目で介助・援助を必要とする人が多

くなっている。 

障害の種類別にみると、視覚障害、聴覚障害では「外出」の際に介助・援助を受けている人

が最も多く、それぞれ 56.8％、48.0％となっている。また、肢体不自由（体幹）では、多くの

項目について介助・援助を受けている人が多くなっており、「外出」が 64.0％、「家事（調理、

掃除、洗濯）」が 56.0％、「トイレ」が 52.0％と特に多くなっている。 

年齢４区分別にみると、どの年代においても「外出」が最も多くなっている。 

 

（単位：％） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ベース：介助・援助を受けていると回答した人  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機
能・言語
機能・そ
しゃく機能
の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他

調査数 284 166 73 27 37 25 - 6 78 25 35 3

食事 31.3 35.5 24.7 33.3 27.0 20.0 - - 47.4 48.0 25.7 33.3

トイレ 25.4 30.7 15.1 22.2 16.2 20.0 - - 39.7 52.0 11.4 66.7

入浴 32.0 38.0 21.9 29.6 24.3 24.0 - 16.7 51.3 48.0 22.9 66.7

衣服の着脱 28.5 34.3 20.5 22.2 18.9 16.0 - 33.3 47.4 44.0 14.3 66.7

家の中の移動 18.7 25.3 6.8 11.1 8.1 16.0 - - 32.1 36.0 8.6 66.7

家事（調理、掃除、洗濯） 44.0 48.2 37.0 44.4 43.2 32.0 - 66.7 52.6 56.0 48.6 66.7

外出 48.2 51.2 41.1 55.6 56.8 48.0 - 83.3 57.7 64.0 31.4 66.7

服薬 29.9 34.3 23.3 29.6 27.0 28.0 - 16.7 41.0 44.0 31.4 66.7

医療的ケアに関わる介助 20.8 22.9 21.9 7.4 21.6 12.0 - 33.3 24.4 32.0 28.6 33.3

他の人と意思疎通を図りたいとき 18.7 16.9 20.5 25.9 13.5 28.0 - 83.3 20.5 24.0 11.4 33.3

金銭管理 28.5 28.3 34.2 18.5 29.7 16.0 - 66.7 32.1 36.0 37.1 66.7

その他 8.8 7.2 11.0 14.8 5.4 20.0 - 16.7 9.0 - 5.7 33.3

無回答 27.5 26.5 26.0 25.9 29.7 24.0 - - 20.5 20.0 22.9 -

障害程度別 障害の種類別

全体

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 40 18 91 114

食事 55.0 38.9 25.3 27.2

トイレ 52.5 33.3 17.6 19.3

入浴 62.5 38.9 19.8 29.8

衣服の着脱 50.0 38.9 22.0 24.6

家の中の移動 42.5 22.2 11.0 14.0

家事（調理、掃除、洗濯） 52.5 50.0 37.4 43.9

外出 75.0 50.0 37.4 47.4

服薬 57.5 33.3 18.7 30.7

医療的ケアに関わる介助 30.0 22.2 18.7 21.1

他の人と意思疎通を図りたいとき 37.5 22.2 15.4 10.5

金銭管理 45.0 38.9 22.0 26.3

その他 10.0 5.6 12.1 5.3

無回答 7.5 27.8 31.9 29.8

年齢4区分別
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、程度が重いほど介助・援助を必要とする人が多く、最重度・重度（１・

２度）では「外出」が 71.3％、「おふろ」が 65.5％で、それぞれ６割以上の人が介助・援助を

受けている状況となっている。 

年齢４区分別にみると、０～17 歳では「外出」が 61.9％、18～44 歳では「外出」と「お金

の管理」が 57.5％、45～64 歳、65 歳以上では「お金の管理」がそれぞれ 46.0％、64.7％と最

も多くなっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：介助・援助を受けていると回答した人 

  

最重度・重
度（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 411 171 107 122 168 146 50 17

食事 38.0 57.9 28.0 18.9 36.9 45.2 16.0 35.3

トイレ 33.3 58.5 22.4 7.4 38.7 35.6 6.0 23.5

おふろ 40.9 65.5 28.0 17.2 47.6 41.8 18.0 29.4

着替え 30.4 57.3 10.3 9.8 30.4 39.0 6.0 23.5

家の中の移動 10.7 22.2 1.9 0.8 6.0 17.8 2.0 11.8

家事（調理、掃除、洗濯） 51.6 57.9 48.6 48.4 54.2 55.5 42.0 29.4

外出 56.0 71.3 53.3 37.7 61.9 57.5 34.0 47.1

薬をのむ 40.6 58.5 29.9 26.2 44.6 44.5 20.0 29.4

医療的ケアに関わる介助 11.9 19.3 9.3 3.3 7.1 13.7 10.0 41.2

他の人とコミュニケーションをとりたいとき 41.1 50.9 41.1 29.5 47.0 46.6 24.0 23.5

お金の管理 56.7 62.6 58.9 49.2 59.5 57.5 46.0 64.7

その他 5.4 7.6 1.9 5.7 4.8 5.5 6.0 17.6

無回答 28.7 24.0 29.9 32.0 25.0 32.2 32.0 23.5

障害程度別 年齢4区分別
全体
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、発達障害と診断されている人では、統合失調症や気分障害と診断されて

いる人に比べて、多くの項目で介助・援助を必要とする人が多くなっている。 

年齢４区分別にみると、18～44 歳では「部屋の整理・整頓・掃除」が 53.8％と最も多く、45

～64 歳では「食事のしたく」が 52.7％と最も多くなっている。また、65 歳以上では「日用品

の買い物」が 35.3％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：介助・援助を受けていると回答した人 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他 ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 197 47 103 41 54 2 80 74 34

部屋の整理・整頓・掃除 43.1 31.9 47.6 65.9 37.0 100.0 53.8 39.2 23.5

衣類の洗濯 40.6 29.8 45.6 56.1 35.2 100.0 52.5 37.8 17.6

日用品の買い物 44.7 36.2 50.5 51.2 44.4 100.0 52.5 40.5 35.3

食事のしたく 47.7 36.2 50.5 61.0 46.3 100.0 52.5 52.7 23.5

外出（通院を含む） 34.5 34.0 35.9 43.9 38.9 50.0 43.8 28.4 23.5

服薬 23.9 21.3 22.3 36.6 31.5 50.0 31.3 17.6 20.6

医療的ケアに関わる介助 13.2 12.8 10.7 19.5 22.2 - 8.8 18.9 14.7

他の人と意思疎通を図りたいとき 20.3 12.8 19.4 34.1 29.6 50.0 28.8 16.2 11.8

金銭管理 30.5 34.0 30.1 51.2 27.8 100.0 37.5 29.7 11.8

その他 8.6 10.6 5.8 - 14.8 - 8.8 9.5 5.9

無回答 23.9 38.3 20.4 14.6 14.8 - 17.5 23.0 41.2

年齢4区分別診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、神経・筋疾患では「入浴」、「衣服の着脱」がともに 46.7％と最も多く、

次いで「家事（調理、掃除、洗濯）」、「外出」がともに 45.3％となっている。 

年齢４区分別にみると、65 歳以上では「外出」が 44.6％と最も多く、次いで「家事（調理、

掃除、洗濯）」が 43.6％となっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：介助・援助を受けていると回答した人 

  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他 ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 145 75 20 11 31 - 8 31 101

食事 26.9 36.0 15.0 - 16.1 - - 19.4 28.7

トイレ 22.8 37.3 5.0 - 6.5 - - 12.9 25.7

入浴 31.7 46.7 10.0 - 22.6 - - 22.6 36.6

衣服の着脱 31.7 46.7 15.0 9.1 16.1 - - 22.6 35.6

家の中の移動 14.5 25.3 5.0 - - - - 9.7 14.9

家事（調理、掃除、洗濯） 42.8 45.3 45.0 27.3 41.9 - 50.0 35.5 43.6

外出 44.1 45.3 50.0 27.3 41.9 - 25.0 45.2 44.6

服薬 25.5 32.0 15.0 - 25.8 - - 12.9 29.7

医療的ケアに関わる介助 20.0 25.3 25.0 - 9.7 - - 16.1 21.8

他の人と意思疎通を図りたいとき 11.7 20.0 5.0 - 3.2 - - 12.9 11.9

金銭管理 24.1 26.7 35.0 9.1 12.9 - 25.0 12.9 26.7

その他 10.3 6.7 5.0 27.3 19.4 - 50.0 9.7 7.9

無回答 18.6 21.3 10.0 27.3 9.7 - 12.5 19.4 18.8

年齢4区分別疾患群別

全体
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（６）介助・援助者が不在のときに希望する対応（複数回答） 

身体障害者では「介護や家事援助などを行うホームヘルプサービスを利用したい」が 26.8％

と最も多く、次いで「施設への短期入所（ショートステイ）を利用したい」が 21.5％、「同居

している他の家族に頼みたい」が 19.0％となっている。 

知的障害者では「同居している他の家族に頼みたい」が 40.1％と最も多く、次いで「施設へ

の短期入所（ショートステイ）を利用したい」が 27.5％、「介護や家事援助などを行うホーム

ヘルプサービスを利用したい」が 18.7％となっている。 

精神障害者では「訪問看護を利用したい」が 16.2％と最も多く、次いで「同居していない他

の家族や親せきに頼みたい」が 13.7％、「同居している他の家族に頼みたい」が 12.2％となっ

ている。 

難病患者では「介護や家事援助などを行うホームヘルプサービスを利用したい」が 24.8％と

最も多く、次いで「訪問看護を利用したい」が 20.0％、「施設への短期入所（ショートステイ）

を利用したい」が 17.9％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「同居している他の家族に頼みたい」が 73.6％と最も多く、次

いで「子育てサービスを利用したい」が 43.4％、「同居していない他の家族や親せきに頼みた

い」が 24.5％となっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：介助・援助を受けていると回答した人  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者
児童発達支援事業

利用者

調査数 284 411 197 145 53

同居している他の家族に頼みたい 19.0 40.1 12.2 11.7 73.6

同居していない他の家族や親せきに頼みたい 15.8 15.3 13.7 15.9 24.5

介護や家事援助などを行うホームヘルプサービスを利
用したい

26.8 18.7 11.7 24.8 20.8

訪問看護を利用したい 14.4 8.0 16.2 20.0 13.2

施設への短期入所（ショートステイ）を利用したい 21.5 27.5 5.6 17.9 15.1

近所の人や友人・知人に頼みたい 1.8 2.2 5.6 2.1 1.9

子育てサービスを利用したい 43.4

今までそのようなことはなかったので、よくわからない 16.5 14.4 29.9 27.6 3.8

その他 7.4 4.6 10.7 6.2 -

無回答 21.1 17.5 21.8 17.9 1.9
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、重度（１・２級）では「介護や家事援助などを行うホームヘルプサ

ービスを利用したい」が 30.7％と最も多くなっている。 

年齢４区分別にみると、０～17 歳では「同居している他の家族に頼みたい」が 62.5％と最も

多く、18～44 歳では「施設への短期入所（ショートステイ）を利用したい」が 38.9％と最も多

くなっている。また、45～64 歳および 65 歳以上では「介護や家事援助などを行うホームヘル

プサービスを利用したい」がそれぞれ 27.5％、21.9％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：介助・援助を受けていると回答した人 

  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 284 166 73 27 40 18 91 114

同居している他の家族に頼みたい 19.0 21.1 16.4 11.1 62.5 11.1 13.2 9.6

同居していない他の家族や親せきに
頼みたい

15.8 16.9 17.8 11.1 12.5 33.3 16.5 14.0

介護や家事援助などを行うホーム
ヘルプサービスを利用したい

26.8 30.7 17.8 25.9 37.5 33.3 27.5 21.9

訪問看護を利用したい 14.4 15.1 13.7 11.1 25.0 - 13.2 14.9

施設への短期入所（ショートステイ）を
利用したい

21.5 24.7 17.8 22.2 42.5 38.9 17.6 15.8

近所の人や友人・知人に頼みたい 1.8 1.2 4.1 - 2.5 11.1 1.1 0.9

今までそのようなことはなかった
ので、よくわからない

16.5 15.1 20.5 22.2 17.5 16.7 16.5 18.4

その他 7.4 8.4 2.7 3.7 5.0 5.6 7.7 5.3

無回答 21.1 18.7 21.9 25.9 - 11.1 22.0 28.1

年齢4区分別障害程度別

全体
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「施設への短期入所（ショートステ

イ）を利用したい」が 45.0％と最も多くなっている。 

年齢４区分別にみると、０～17 歳、18～44 歳では「いっしょに住んでいるほかの家族にたの

みたい」がそれぞれ 49.4％、42.5％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ベース：介助・援助を受けていると回答した人 

  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 411 171 107 122 168 146 50 17

いっしょに住んでいるほかの家族にたのみた
い

40.1 43.9 42.1 35.2 49.4 42.5 22.0 -

いっしょに住んでいないほかの家族や親せき
にたのみたい

15.3 11.1 18.7 18.0 17.9 13.7 8.0 17.6

ホームヘルプサービスを利用したい 18.7 29.2 15.0 6.6 16.1 23.3 14.0 17.6

訪問看護を利用したい 8.0 12.9 6.5 2.5 5.4 10.3 12.0 -

施設への短期入所（ショートステイ）を利用し
たい

27.5 45.0 22.4 7.4 18.5 39.0 28.0 5.9

近所の人や友だち・知り合いにたのみたい 2.2 1.2 3.7 2.5 3.0 0.7 6.0 -

いままでそのようなことはなかったので、よく
わからない

14.4 7.0 12.1 27.9 16.7 6.8 16.0 41.2

その他 4.6 5.8 3.7 3.3 3.0 3.4 10.0 11.8

無回答 17.5 15.8 16.8 19.7 17.3 18.5 18.0 23.5

障害程度別 年齢4区分別

全体
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、統合失調症と診断されている人では「訪問看護を利用したい」が 19.1％

と最も多くなっており、気分障害と診断されている人では「今までそのようなことはなかった

ので、よくわからない」が 34.0％と最も多くなっている。 

年齢４区分別にみると、18～44 歳、45～64 歳では「今までそのようなことはなかったので、

よくわからない」がそれぞれ 30.0％、36.5％と最も多くなっている。また、65 歳以上では「訪

問看護を利用したい」が 23.5％となっている。 

（単位：％） 

 
※ベース：介助・援助を受けていると回答した人 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他 ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 197 47 103 41 54 2 80 74 34

同居している他の家族に頼みたい 12.2 6.4 12.6 17.1 9.3 - 17.5 8.1 11.8

同居していない他の家族や親せきに
頼みたい

13.7 12.8 13.6 24.4 13.0 50.0 17.5 9.5 11.8

介護や家事援助などを行うホームヘル
プサービスを利用したい

11.7 10.6 13.6 22.0 7.4 - 15.0 6.8 17.6

訪問看護を利用したい 16.2 19.1 16.5 19.5 14.8 - 20.0 10.8 23.5

施設への短期入所（ショートステイ）を
利用したい

5.6 8.5 2.9 4.9 3.7 - 2.5 6.8 11.8

近所の人や友人・知人に頼みたい 5.6 4.3 7.8 14.6 7.4 - 10.0 4.1 -

今までそのようなことはなかったので、
よくわからない

29.9 10.6 34.0 29.3 42.6 50.0 30.0 36.5 14.7

その他 10.7 17.0 10.7 2.4 16.7 - 8.8 10.8 14.7

無回答 21.8 38.3 15.5 14.6 11.1 - 16.3 25.7 23.5

年齢4区分別診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、神経・筋疾患では「介護や家事援助などを行うホームヘルプサービスを

利用したい」が 32.0％と最も多くなっている。 

年齢４区分別にみると、65 歳以上では「介護や家事援助などを行うホームヘルプサービスを

利用したい」が 27.7％となっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：介助・援助を受けていると回答した人 

 

 

（７）必要とする介助・援助の有無 

必要とする介助・援助を受けていると思うかについては、知的障害者、児童発達支援事業利

用者では「必要とする介助・援助は受けていると思う」がそれぞれ 75.5％、43.4％となってい

る。また、身体障害者、精神障害者、難病患者では約４割～約６割が「特に介助・援助を必要

としていない」と回答している。 

 

 

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他 ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 145 75 20 11 31 - 8 31 101

同居している他の家族に頼みたい 11.7 12.0 15.0 9.1 12.9 - 12.5 9.7 11.9

同居していない他の家族や親せきに
頼みたい

15.9 20.0 10.0 18.2 9.7 - 12.5 6.5 18.8

介護や家事援助などを行うホームヘル
プサービスを利用したい

24.8 32.0 20.0 9.1 16.1 - 12.5 19.4 27.7

訪問看護を利用したい 20.0 26.7 - - 16.1 - - 12.9 23.8

施設への短期入所（ショートステイ）を
利用したい

17.9 24.0 5.0 - 16.1 - - 9.7 21.8

近所の人や友人・知人に頼みたい 2.1 2.7 5.0 - - - - 6.5 1.0

今までそのようなことはなかったので、
よくわからない

27.6 18.7 40.0 45.5 32.3 - 50.0 38.7 21.8

その他 6.2 4.0 5.0 9.1 12.9 - 12.5 9.7 5.0

無回答 17.9 22.7 10.0 18.2 12.9 - 12.5 16.1 18.8

年齢4区分別疾患群別

全体

必要だが、受

けていない介

助・援助がある

必要とする介

助・援助は受

けていると思う

特に介助・援

助を必要として

いない

その他 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 113 )

難病患者

児童発達支援事業利用者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

9.1

9.5

8.3

5.5

8.0

35.1

75.5

35.0

23.4

43.4

42.6

7.4

44.5

61.8

47.8

2.0

1.4

3.5

1.8

-

11.2

6.3

8.7

7.5

0.9

( ％ )
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分   １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

特に介助・援助を 

必要としていな

い 

（42.6） 
必要とする介助・

援助は受けている

と思う 

（35.1） 
必要だが、受けて

いない介助・援助

がある 

（9.1） 

前  回
（n=562） 

特に介助・援助を 

必要としていな

い 

（43.4） 
必要とする介助・

援助は受けている

と思う 

（34.5） 
必要だが、受けて

いない介助・援助

がある 

（9.3） 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

必要とする介助・援

助は受けていると

思う 

（75.5） 
必要だが、受けて

いない介助・援助

がある 

（9.5） 
特に介助・援助を

必要としていな

い 

（7.4） 

前  回
（n=442） 

必要とする介助・援

助は受けていると

思う 

（72.2） 
特に介助・援助を

必要としていな

い 

（11.1） 
必要だが、受けて

いない介助・援助

がある 

（7.0） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

特に介助・援助を

必要としていな

い 

（44.5） 
必要とする介助・

援助は受けてい

ると思う 

（35.0） 
必要だが、受けて

いない介助・援助

がある 

（8.3） 

前  回
（n=452） 

特に介助・援助を

必要としていな

い 

（44.9） 
必要とする介助・

援助は受けてい

ると思う 

（29.6） 
必要だが、受けて

いない介助・援助

がある 

（10.0） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

特に介助・援助を

必要としていな

い 

（61.8） 
必要とする介助・

援助は受けてい

ると思う 

（23.4） 
必要だが、受けて

いない介助・援助

がある 

（5.5） 

前  回
（n=437） 

特に介助・援助を

必要としていな

い 

（62.9） 
必要とする介助・

援助は受けてい

ると思う 

（21.3） 
必要だが、受けて

いない介助・援助

がある 

（6.6） 

児童発達 

支援事業 

利用者 

今  回
（n=113） 

特に介助・援助を

必要としていない 
（47.8） 

必要とする介助・

援助は受けてい

ると思う 

（43.4） 
必要だが、受けて

いない介助・援助

がある 

（8.0） 

前  回 
（n=153） 

必要とする介助・

援助は受けている

と思う 

（55.6） 
特に介助・援助を

必要としていな

い 

（31.4） 
必要だが、受けて

いない介助・援助

がある 

（6.5） 
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、「必要とする介助・援助は受けていると思う」人は重度（１・２

級）では 43.3％となっている。一方で、「特に介助・援助を必要としていない」人は、軽度

（５・６級）では 55.6％、中度（３・４級）では 51.8％とそれぞれ半数を超えている。 

年齢４区分別にみると、０～17 歳では「必要とする介助・援助は受けていると思う」が

58.6％と他の年代と比べて多くなっている。なお、45 歳～64 歳、65歳以上では「特に介

助・援助を必要としていない」がそれぞれ 50.9％、42.8％となっている。 

 

 

 

  

必要だが、受け
ていない介助・
援助がある

必要とする介
助・援助は受け
ていると思う

特に介助・援助
を必要としてい
ない

その他 無回答

（ n ）

( 615 )

( 305 )

( 193 )

( 81 )軽度（５・６級）

全体

重度（１・２級）

中度（３・４級）

9.1

9.8

7.3

11.1

35.1

43.3

26.4

28.4

42.6

33.8

51.8

55.6

2.0

2.3

2.6

-

11.2

10.8

11.9

4.9

( ％ )

必要だが、受け
ていない介助・
援助がある

必要とする介
助・援助は受け
ていると思う

特に介助・援助
を必要としてい
ない

その他 無回答

（ n ）

( 615 )

( 58 )

( 40 )

( 230 )

( 243 )

45～64歳

65歳以上

全体

０～17歳

18～44歳

9.1

12.1

2.5

12.6

6.2

35.1

58.6

45.0

26.1

35.4

42.6

24.1

42.5

50.9

42.8

2.0

-

2.5

1.3

2.5

11.2

5.2

7.5

9.1

13.2

( ％ )
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、約７割～８割が「必要とする手助けをしてもらっていると思う」と

回答している。 

年齢４区分別にみると、どの年代においても約６割～８割が「必要とする手助けをしてもら

っていると思う」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

  

必要だが、して
もらっていない
手助けがある

必要とする手助
けをしてもらっ
ていると思う

特に手助けを
必要としていな
い

その他 無回答

（ n ）

( 444 )

( 175 )

( 112 )

( 145 )軽度（４度）

全体

最重度・重度
（１・２度）

中度（３度）

9.5

16.0

5.4

3.4

75.5

75.4

85.7

70.3

7.4

1.7

2.7

17.9

1.4

0.6

0.9

2.1

6.3

6.3

5.4

6.2

( ％ )

必要だが、して
もらっていない
手助けがある

必要とする手助
けをしてもらっ
ていると思う

特に手助けを
必要としていな
い

その他 無回答

（ n ）

( 444 )

( 180 )

( 154 )

( 60 )

( 19 )

45～64歳

65歳以上

全体

０～17歳

18～44歳

9.5

7.2

14.3

6.7

-

75.5

80.6

73.4

63.3

78.9

7.4

8.9

7.1

6.7

10.5

1.4

1.1

1.3

1.7

-

6.3

2.2

3.9

21.7

10.5

( ％ )
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、統合失調症および発達障害と診断されている人では「必要とする介助・

援助は受けていると思う」が多く、約４割となっている。また、どの診断名においても約３割

～４割が「特に介助・援助を必要としていない」と回答している。 

年齢４区分別にみると、どの年代においても約４～５割が「とくに介助・援助を必要として

いない」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

  

必要だが、受け
ていない介助・
援助がある

必要とする介
助・援助は受け
ていると思う

特に介助・援助
を必要としてい
ない

その他 無回答

（ n ）

( 483 )

( 98 )

( 261 )

( 77 )

( 124 )

発達障害

その他

全体

統合失調症

気分障害

8.3

5.1

10.7

14.3

8.1

35.0

40.8

35.2

39.0

31.5

44.5

38.8

43.3

36.4

47.6

3.5

3.1

3.1

3.9

6.5

8.7

12.2

7.7

6.5

6.5

( ％ )

必要だが、受け
ていない介助・
援助がある

必要とする介
助・援助は受け
ていると思う

特に介助・援助
を必要としてい
ない

その他 無回答

（ n ）

( 483 )

( 2 )

( 178 )

( 198 )

( 73 )

45～64歳

65歳以上

全体

０～17歳

18～44歳

8.3

-

8.4

9.6

4.1

35.0

50.0

36.5

32.8

43.8

44.5

50.0

44.4

44.4

43.8

3.5

-

3.9

4.0

1.4

8.7

-

6.7

9.1

6.8

( ％ )
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、「必要とする介助・援助は受けていると思う」と回答した人の割合は、神

経・筋疾患では 51.6％となっている。神経・筋疾患以外の疾患では、「特に介助・援助を必要

としていない」が半数を超えている。 

年齢４区分別にみると、年代が上がるにつれて「必要とする介助・援助は受けていると思う」

人が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

  

必要だが、受け
ていない介助・
援助がある

必要とする介
助・援助は受け
ていると思う

特に介助・援助
を必要としてい
ない

その他 無回答

（ n ）

( 495 )

( 122 )

( 96 )

( 122 )

( 125 )

消化器系疾患

その他

全体

神経・筋疾患

免疫系疾患

5.5

8.2

8.3

1.6

6.4

23.4

51.6

18.8

9.0

16.0

61.8

30.3

68.8

78.7

70.4

1.8

0.8

2.1

4.1

2.4

7.5

9.0

2.1

6.6

4.8

( ％ )

必要だが、受け
ていない介助・
援助がある

必要とする介
助・援助は受け
ていると思う

特に介助・援助
を必要としてい
ない

その他 無回答

（ n ）

( 495 )

( 1 )

( 107 )

( 164 )

( 196 )

45～64歳

65歳以上

全体

０～17歳

18～44歳

5.5

-

3.7

7.9

4.1

23.4

-

14.0

15.2

36.7

61.8

100.0

79.4

69.5

45.9

1.8

-

0.9

0.6

3.6

7.5

-

1.9

6.7

9.7

( ％ )
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（８）必要だが受けていない介助・援助（自由回答） 

主な回答内容は、次のとおりである。 

 

【身体障害者】 

・通学、通院時等の外出支援 

・食事や掃除、買い物等の援助 

・短期入所（ショートステイ） 

・入浴・排泄、身体介助 

・代筆、電話代行など意思疎通の支援 

・医療、リハビリや健康管理に関する支援 

 

【知的障害者】 

・通学、通院時等の外出支援 

・短期入所（ショートステイ） 

・グループホーム 

・金銭管理 

・余暇活動支援 

・自立に向けた生活支援 

・家以外の居場所の確保 

・学校の長期休業中の活動支援 

 

【精神障害者】 

・食事や掃除、買い物等の援助 

・金銭管理 

・経済的な援助 

・精神的支援 

・手帳の発行等の手続きの支援 

・カウンセリング 

 

【難病患者】 

・経済的な援助 

・通院時等の外出支援 

・食事や掃除、買い物等の援助 

 

【児童発達支援事業利用者】 

・短期入所（ショートステイ） 

・通院時の支援 

・訪問看護リハビリ 
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３ 日中の過ごし方について 

日中の主な過ごし方は、身体障害者、精神障害者では「自宅にいることが多い」がそれぞれ

46.0％、43.9％と最も多く、次いで「働いている」がそれぞれ 22.8％、41.0％となっている。 

知的障害者では「幼稚園や保育園、学校などに通っている」が 44.1％と最も多く、次いで「働

いている（就労移行支援・就労継続支援事業所などの作業所も含む）」が 22.5％、「施設（福祉園

など）」が 18.5％となっている。 

難病患者では「働いている」が 47.5％と最も多く、次いで「自宅で療養している」が 32.5％と

なっている。 

児童発達支援事業利用者では「保育園に通っている」が 45.1％と最も多く、次いで「幼稚園に

通っている」が 31.0％、「自宅にいることが多い」が 18.6％となっている。 

 

 

 

   

幼稚園

や保育

園、学

校など

に通っ

ている

働いて

いる（就

労移行

支援・就

労継続

支援事

業所な

どの作

業所も

含む）

施設（福

祉園な

ど）で介

護・訓練

を受け

ている

病院や

診療所

のデイ

ケアな

どを利

用してい

る

障害者地

域生活支

援セン

ター（きら

ら、すてっ

ぷ、ういん

ぐ、さくら）

に通って

いる

介護保

険のデ

イサー

ビスを

利用し

ている

自宅に

いること

が多い

その他 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )精神障害者

身体障害者

知的障害者

10.2

44.1

1.7

22.8

22.5

41.0

4.6

18.5

2.3

0.8

0.7

2.3

0.3

0.5

-

2.6

0.2

0.6

46.0

5.9

43.9

6.8

3.2

3.3

5.9

4.5

5.0

( ％ )

学校など

に通って

いる

働いてい

る

病院や施

設で療養

している

障害者地

域生活支

援セン

ター（きら

ら、す

てっぷ、う

いんぐ、さ

くら）を利

用してい

る

介護保険

のデイ

サービス

を利用し

ている

自宅で療

養してい

る

その他 無回答

（ n ）

( 495 )難病患者 1.0 47.5
3.4

0.2

3.0
32.5 5.5 6.9

( ％ )

幼稚園に通っ

ている

保育園に通っ

ている

自宅にいること

が多い

その他 無回答

（ n ）

( 113 )
児童発達支援事業

利用者 31.0 45.1 18.6
3.5

1.8

( ％ )
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分   １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

自宅にいることが

多い 
（46.0） 働いている （22.8） 

幼稚園や保育園、

学校などに通って

いる 

（10.2） 

前  回
（n=562） 

自宅にいることが

多い 
（40.9） 働いている （32.2） 

幼稚園や保育園、

学校などに通って

いる 

（9.1） 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

幼 稚 園 や 保 育

園、学校などに

通っている 

（44.1） 働いている （22.5） 施設（福祉園など） （18.5） 

前  回
（n=442） 

幼 稚 園 や 保 育

園、学校などに

通っている 

（38.7） 働いている （29.2） 
施設（福祉園など）

で介護・訓練を受

けている 

（15.4） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

自宅にいることが

多い 
（43.9） 働いている （41.0） その他 （3.3） 

前  回
（n=452） 

自宅にいること

が多い 
（44.0） 働いている （35.4） その他 （7.5） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

働いている （47.5） 
自宅で療養して

いる 
（32.5） その他 （5.5） 

前回
（n=437） 

自宅で療養して

いる 
（45.3） 働いている （40.3） その他 （4.1） 

児童発達 

支援事業 

利用者 

今  回
（n=113） 

保育園に通って

いる 
（45.1） 

幼稚園に通ってい

る 
（31.0） 

自宅にいることが

多い 
（18.6） 

前  回 
（n=153） 

幼稚園に通って

いる 
（49.0） 

保育園に通ってい

る 
（30.7） 

自宅にいること

が多い 
（13.1） 
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４ 教育について 

（１）通園・通学先 

現在の通園・通学先は、身体障害者では「特別支援学校」が 50.8％と最も多く、次いで「通常

の学級」が 31.7％、「特別支援学級」が 7.9％となっている。 

知的障害者では「特別支援学校」が 61.2％と最も多く、次いで「特別支援学級」が 31.6％、

「通常の学級」が 3.1％となっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：幼稚園や保育園、学校などに通っていると回答した人 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者

調査数 63 196 8 5

幼稚園 - - -

保育園 - - -

児童発達支援事業所等 - - -

特別支援学校 50.8 61.2 - -

特別支援学級 7.9 31.6 - -

通常の学級 31.7 3.1 - -

高等学校 6.3 2.0 12.5 -

職業訓練校 - 0.5 12.5 -

専門学校・大学 1.6 - 75.0 80.0

その他 1.6 1.0 - 20.0

無回答 - 0.5 - -
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（２）通園・通学にあたって困っていること（複数回答） 

通園・通学にあたって困っていることは、身体障害者では「特に困っていることはない」が

39.7％と最も多く、次いで「夏休みなど長期休みの際の取組が少ない」が 23.8％、「通いづらい

（送迎が難しい、交通機関が使いづらいなど）」が 15.9％となっている。 

知的障害者では「夏休みなど長期休みの際の取組が少ない」が 37.8％と最も多く、次いで「読

み書きや計算など学習面で困っている」が 33.2％、「特に困っていることはない」が 27.6％とな

っている。 

児童発達支援事業利用者では「特に困っていることはない」が 40.7％と最も多く、次いで「集

団行動や話し合いなどへの参加が難しい」が 38.4％、「園での活動（遊び・製作・運動など）に

うまく参加できていない」が 29.1％となっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：幼稚園や保育園、学校などに通っていると回答した人 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者
児童発達支援事業

利用者

調査数 63 196 8 5 86

通いづらい（送迎が難しい、交通機関が使い
づらいなど）

15.9 19.9 - - 3.5

施設や設備が使いづらい（バリアフリーが不
十分など）

4.8 3.6 - - -

読み書きや計算など学習面で困っている 7.9 33.2 - - -

忘れ物が多い 6.3 11.2 37.5 - -

授業に集中できない 7.9 20.9 37.5 - -

集団行動や話し合いなどへの参加が難しい 9.5 27.0 25.0 - 38.4

授業などで特性に合った配慮をしてくれない
（座席配置やデジタル機器の活用など）

3.2 5.6 - - 7.0

先生が障害を理解してくれない 4.8 5.6 - - 5.8

友達が障害を理解してくれない 3.2 4.6 12.5 - 4.7

放課後の居場所が少ない 12.7 27.0 - -

夏休みなど長期休みの際の取組が少ない 23.8 37.8 - - 10.5

園での活動（遊び・製作・運動など）にうまく
参加できていない

29.1

その他 14.3 4.1 12.5 - 15.1

特に困っていることはない 39.7 27.6 37.5 100.0 40.7

無回答 4.8 1.5 - - -
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分   １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=63） 

特に困っている

ことはない 
（39.7） 

夏休みなど長期

休みの際の取組

が少ない 

（23.8） 

通いづらい（送迎

が難しい、交通機

関が使いづらい

など） 

（15.9） 

前  回
（n=51） 

夏休みなど長期

休みの際の取組

を充実してほし

い 

（37.3） 
施設・設備などを

充実してほしい 
（33.3） 

放課後の居場所

づくりを充実し

てほしい 

（29.4） 

知的障害者 

今  回
（n=196） 

夏休みなど長期

休みの際の取組

が少ない 

（37.8） 
読み書きや計算

など学習面で困

っている 

（33.2） 
特に困っている

ことはない 
（27.6） 

前  回
（n=171） 

夏休みなど長期

休みの際の取組

を充実してほし

い 

（50.3） 
放課後の居場所

づくりを充実し

てほしい 

（35.1） 
通いやすくしてほ

しい 
（34.5） 

精神障害者 

今  回
（n=8） 

忘れ物が多い/

授業に集中でき

ない/特に困っ

ていることはな

い 

（同率
37.5） 

集団行動や話し

合いなどへの参

加が難しい 

（25.0） 
友達が障害を理

解してくれない/

その他 

 
（同率
12.5） 

前  回
（n=3） 

特に困っている

ことはない 
（66.7） 

先生・生徒の理解

などが深まって

ほしい 
（33.3） 

難病患者 

今  回
（n=5） 

特に困っている

ことはない 
（100.0）   

前  回 
（n=4） 

特に困っている

ことはない 
（75.0） 

先生・生徒の理解

などが深まって

ほしい 

（25.0）  

児童発達 

支援事業 

利用者 

今  回
（n=86） 

特に困っている

ことはない 
（40.7） 

集団行動や話し

合いなどへの参

加が難しい 

（38.4） 

園での活動（遊

び・製作・運動な

ど）にうまく参加

できていない 

（29.1） 

前  回 
（n=122） 

特に困っている

ことはない 
（37.7） 

先生・生徒の理解

などが深まって

ほしい 

（35.2） 

介助体制を充実

してほしい/夏休

みなど長期休み

の際の取組を充

実してほしい 

（同率
19.7） 

※前回調査では「通園・通学にあたって充実してほしいこと」という設問のため、選択肢に違いが

ある。 
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５ 雇用・就労について 

（１）現在の仕事の紹介元 

現在の仕事の紹介元は、身体障害者では「その他」が 32.1％と最も多く、次いで「求人誌・ホ

ームページ」が 17.9％、「友人・知人」が 15.7％となっている。 

知的障害者では「特別支援学校」が 38.0％と最も多く、次いで「就労移行支援等の福祉サービ

ス事業所」が 24.0％、「就労支援センター（レインボーワーク）」が 14.0％となっている。 

精神障害者では「求人誌・ホームページ」が 32.3％と最も多く、次いで「その他」が 25.3％、

「友人・知人」が 12.1％となっている。 

難病患者では「その他」が 38.3％と最も多く、次いで「求人誌・ホームページ」が 31.1％、「友

人・知人」が 16.6％となっている。 

 

 

※ベース：働いていると回答した人 

  

ハロー
ワーク

求人
誌・
ホーム
ページ

特別支
援学校

高等学
校・専
門学
校・大
学

職業訓
練校

就労移
行支援
等の福
祉サー
ビス事
業所

就労支
援セン
ター（レ
イン
ボー
ワーク）

友人・
知人

総合福
祉事務
所・保
健相談
所

その他 無回答

（ n ）

( 140 )

( 100 )

( 198 )

( 235 )難病患者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

( ％ )

10.7

7.0

12.1

5.1

17.9

1.0

32.3

31.1

3.6

38.0

1.0

-

4.3

4.0

4.5

7.2

0.7

1.0

2.0

-

7.1

24.0

10.6

-

0.7

14.0

2.5

0.4

15.7

4.0

12.1

16.6

-

9.0

6.1

-

32.1

6.0

25.3

38.3

7.1

6.0

2.0

3.8
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（２）就労形態 

現在働いている人の就労形態は、身体障害者では「会社・団体等の正規職員」が 37.9％と最も

多く、次いで「非正規職員（契約、パート、派遣等）」が 37.1％、「自営業」が 15.7％となってい

る。 

知的障害者では「就労移行支援・就労継続支援事業所」が 49.0％と最も多く、次いで「非正規

職員（契約、パート、派遣等）」が 26.0％、「会社・団体などの正規職員」が 11.0％となってい

る。 

精神障害者では「非正規職員（契約、パート、派遣等）」が 38.4％と最も多く、次いで「会社・

団体等の正規職員」が 34.8％、「就労移行支援・就労継続支援事業所」が 12.6％となっている。 

難病患者では「会社・団体等の正規職員」が 52.3％と最も多く、次いで「非正規職員（契約、

パート、派遣等）」が 35.3％、「自営業」が 8.1％となっている。 

 

 

※ベース：働いていると回答した人 

  

自営業 家業の手

伝い

会社・団

体等の正

規職員

非正規職

員（契

約、パー

ト、派遣

等）

内職 就労移行

支援・就

労継続支

援事業所

その他 無回答

（ n ）

( 140 )

( 100 )

( 198 )

( 235 )難病患者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

15.7

-

5.1

8.1

-

-

0.5

-

37.9

11.0

34.8

52.3

37.1

26.0

38.4

35.3

-

-

1.0

-

4.3

49.0

12.6

-

3.6

7.0

4.5

3.4

1.4

7.0

3.0

0.9

( ％ )
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分    １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=140） 

会社・団体等
の正規職員 

（37.9） 
非 正 規 職 員
（契約、パー
ト、派遣等） 

（37.1） 自営業 （15.7） 

前  回
（n=181） 

非正規職員 （35.9） 
会社・団体等
の正規職員 

（32.0） 自営業 （21.0） 

知的障害者 

今  回
（n=100） 

就 労 移 行 支
援・就労継続
支援事業所 

（49.0） 
非 正 規 職 員
（契約、パー
ト、派遣等） 

（26.0） 
会社・団体な
どの正規職員 

（11.0） 

前  回
（n=129） 

就 労 移 行 支
援・就労継続
支援事業所 

（44.2） 非正規職員 （28.7） 
会社・団体等
の正規職員 

（24.0） 

精神障害者 

今  回
（n=198） 

非 正 規 職 員
（契約、パー
ト、派遣等） 

（38.4） 
会社・団体等
の正規職員 

（34.8） 
就 労 意 向 支
援・就労継続
支援事業所 

（12.6） 

前  回
（n=160） 

非正規職員 （40.0） 
会社・団体等
の正規職員 

（30.0） 
就 労 移 行 支
援・就労継続
支援事業所 

（15.0） 

難病患者 

今  回
（n=235） 

会社・団体等
の正規職員 

（52.3） 
非 正 規 職 員
（契約、パー
ト、派遣等） 

（35.3） 自営業 （8.1） 

前  回
（n=176） 

会社・団体等
の正規職員 

（56.8） 非正規職員 （25.0） 自営業 （12.5） 
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、重度（１・２級）では「非正規職員（契約、パート、派遣等）」が 42.3％

と最も多くなっている。一方で、中度（３・４級）、軽度（５・６級）では「会社・団体等の正

規職員」がそれぞれ 43.9％、48.0％と最も多くなっている。 

 

 

※ベース：働いていると回答した人 

 
【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）と中度（３度）では「就労移行支援・就

労継続支援事業所」がそれぞれ 53.3％、75.0％と最も多くなっている。軽度（４度）では「非

正規職員（契約、パート、派遣など）」が 45.7％と最も多く、次いで「就労移行支援・就労継

続支援事業所」が 26.1％となっている。 

 

 

※ベース：働いていると回答した人 

 

  

自営業 家業の手
伝い

会社・団体
等の正規
職員

非正規職
員（契約、
パート、派
遣等）

内職 就労移行
支援・就労
継続支援
事業所

その他 無回答

（ n ）

( 140 )

( 71 )

( 41 )

( 25 )軽度（５・６級）

全体

重度（１・２級）

中度（３・４級）

15.7

16.9

12.2

16.0

-

-

-

-

37.9

31.0

43.9

48.0

37.1

42.3

34.1

28.0

-

-

-

-

4.3

2.8

9.8

-

3.6

4.2

-

8.0

1.4

2.8

-

-

( ％ )

自営業 家業の手
伝い

会社・団体
などの正
規職員

非正規職
員（契約、
パート、派
遣など）

内職 就労移行
支援・就労
継続支援
事業所

その他 無回答

（ n ）

( 100 )

( 15 )

( 36 )

( 46 )軽度（４度）

全体

最重度・重度
（１・２度）

中度（３度）

-

-

-

-

-

-

-

-

11.0

-

2.8

21.7

26.0

-

13.9

45.7

-

-

-

-

49.0

53.3

75.0

26.1

7.0

26.7

5.6

-

7.0

20.0

2.8

6.5

( ％ )
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、統合失調症、気分障害、発達障害と診断されている人では「非正規職員

（契約、パート、派遣等）」がそれぞれ 37.0％、41.8％、40.4％と最も多くなっている。 

 

 

※ベース：働いていると回答した人 

 

【難病患者】 

 

疾患群別にみると、「会社・団体等の正規職員」と回答した人は、免疫系疾患では 45.8％、

消化器系疾患では 61.9％とそれぞれの疾患群で最も多くなっている。一方で、「非正規職員

（契約、パート、派遣等）」と回答した人は、神経・筋疾患では 58.3％と最も多くなってい

る。 

 

 

※ベース：働いていると回答した人  

自営業 家業の手
伝い

会社・団体
等の正規
職員

非正規職
員（契約、
パート、派
遣等）

内職 就労移行
支援・就労
継続支援
事業所

その他 無回答

（ n ）

( 198 )

( 27 )

( 110 )

( 47 )

( 50 )

発達障害

その他

全体

統合失調症

気分障害

5.1

3.7

5.5

2.1

4.0

0.5

-

0.9

-

2.0

34.8

14.8

36.4

34.0

38.0

38.4

37.0

41.8

40.4

36.0

1.0

-

0.9

-

2.0

12.6

29.6

10.0

14.9

12.0

4.5

3.7

3.6

6.4

4.0

3.0

11.1

0.9

2.1

2.0

( ％ )

自営業 家業の手
伝い

会社・団体
等の正規
職員

非正規職
員（契約、
パート、派
遣等）

内職 就労移行
支援・就労
継続支援
事業所

その他 無回答

（ n ）

( 235 )

( 24 )

( 48 )

( 84 )

( 68 )

消化器系疾患

その他

全体

神経・筋疾患

免疫系疾患

8.1

-

14.6

3.6

8.8

-

-

-

-

-

52.3

33.3

45.8

61.9

52.9

35.3

58.3

35.4

31.0

35.3

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

3.4

4.2

4.2

3.6

2.9

0.9

4.2

-

-

-

( ％ )
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（３）就労内容 

就労内容について、身体障害者では「事務的業務」が 33.6％と最も多く、次いで「サービスの

業務」が 11.4％、「その他」が 10.7％となっている。 

知的障害者では、「その他」が 30.0％と最も多く、次いで「運搬・清掃・包装・選別等の業務」

が 23.0％、「事務的業務」が 12.0％となっている。 

精神障害者では「事務的業務」が 23.7％と最も多く、次いで「その他」が 16.7％、「販売・営

業の業務」が 11.6％となっている。 

難病患者では「事務的業務」が 30.2％と最も多く、次いで「サービスの業務」が 11.9％、「管

理的業務」「販売・営業の業務」がともに 8.9％となっている。 

（単位：％） 

 
  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者

調査数 140 100 198 235

管理的業務 5.7 1.0 3.0 8.9

研究・技術の業務 2.1 1.0 6.1 4.3

法務・経営・文化芸術等の専門的業務 0.7 - - 1.3

医療・看護・保健の業務 2.1 1.0 2.5 6.0

保育・教育の業務 1.4 - 5.6 6.4

事務的業務 33.6 12.0 23.7 30.2

販売・営業の業務 3.6 5.0 11.6 8.9

福祉・介護の業務 4.3 - 4.5 4.3

サービスの業務 11.4 8.0 5.6 11.9

警備・保安の業務 1.4 1.0 1.0 1.3

農林漁業の業務 - 1.0 - -

製造・修理・塗装・製図等の業務 3.6 4.0 5.1 2.6

配送・輸送・機械運転の業務 3.6 1.0 1.0 0.9

建築・土木・電気工業の業務 7.1 1.0 1.0 3.4

運搬・清掃・包装・選別等の業務 5.0 23.0 7.6 1.3

その他 10.7 30.0 16.7 7.2

無回答 3.6 11.0 5.1 1.3
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【身体障害者】 

 

就労内容を身体障害者の就労者全体と一般就労別（「会社・団体等の正規職員」、「非正規職

員」の合計）にみると、就労形態にかかわらず「事務的業務」がそれぞれ 33.6％、41.9％と最

も多くなっている。 

（単位：％）         

 

 

  

就労形態別

一般就労

調査数 140 105

管理的業務 5.7 4.8

研究・技術の業務 2.1 1.9

法務・経営・文化芸術等の専門的業務 0.7 1.0

医療・看護・保健の業務 2.1 1.0

保育・教育の業務 1.4 1.9

事務的業務 33.6 41.9

販売・営業の業務 3.6 3.8

福祉・介護の業務 4.3 4.8

サービスの業務 11.4 13.3

警備・保安の業務 1.4 1.9

農林漁業の業務 - -

製造・修理・塗装・製図等の業務 3.6 1.9

配送・輸送・機械運転の業務 3.6 3.8

建築・土木・電気工業の業務 7.1 1.9

運搬・清掃・包装・選別等の業務 5.0 6.7

その他 10.7 7.6

無回答 3.6 1.9

全体
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【知的障害者】 

 

就労内容を知的障害者の就労者全体と一般就労別にみると、就労形態にかかわらず「運搬・

清掃・包装・選別等の業務」がそれぞれ 23.0％、32.4％と最も多くなっている。また、一般就

労では「事務的業務」が 27.0％と就労者全体と比べて多くなっている。 

 

（単位：％）         

 
  

就労形態別

一般就労

調査数 100 37

管理的業務 1.0 2.7

研究・技術の業務 1.0 2.7

法務・経営・文化芸術等の専門的業務 - -

医療・看護・保健の業務 1.0 -

保育・教育の業務 - -

事務的業務 12.0 27.0

販売・営業の業務 5.0 5.4

福祉・介護の業務 - -

サービスの業務 8.0 10.8

警備・保安の業務 1.0 2.7

農林漁業の業務 1.0 2.7

製造・修理・塗装・製図等の業務 4.0 -

配送・輸送・機械運転の業務 1.0 2.7

建築・土木・電気工業の業務 1.0 2.7

運搬・清掃・包装・選別等の業務 23.0 32.4

その他 30.0 5.4

無回答 11.0 2.7

全体
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【精神障害者】 

 

就労内容を精神障害者の就労者全体と一般就労別にみると、就労形態にかかわらず「事務的

業務」がそれぞれ 23.7％、28.3％と最も多くなっている。 

 

（単位：％）         

 

  

就労形態別

一般就労

調査数 198 145

管理的業務 3.0 3.4

研究・技術の業務 6.1 8.3

法務・経営・文化芸術等の専門的業務 - -

医療・看護・保健の業務 2.5 3.4

保育・教育の業務 5.6 6.9

事務的業務 23.7 28.3

販売・営業の業務 11.6 13.1

福祉・介護の業務 4.5 4.1

サービスの業務 5.6 6.9

警備・保安の業務 1.0 1.4

農林漁業の業務 - -

製造・修理・塗装・製図等の業務 5.1 5.5

配送・輸送・機械運転の業務 1.0 0.7

建築・土木・電気工業の業務 1.0 1.4

運搬・清掃・包装・選別等の業務 7.6 7.6

その他 16.7 7.6

無回答 5.1 1.4

全体
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【難病患者】 

 

就労内容を難病患者の就労者全体と一般就労別にみると、就労形態にかかわらず「事務的業

務」がそれぞれ 30.2％、34.0％と最も多くなっている。 

（単位：％）         

 

  

就労形態別

一般就労

調査数 235 206

管理的業務 8.9 9.7

研究・技術の業務 4.3 4.4

法務・経営・文化芸術等の専門的業務 1.3 1.0

医療・看護・保健の業務 6.0 5.8

保育・教育の業務 6.4 5.3

事務的業務 30.2 34.0

販売・営業の業務 8.9 9.7

福祉・介護の業務 4.3 4.9

サービスの業務 11.9 10.2

警備・保安の業務 1.3 1.5

農林漁業の業務 - -

製造・修理・塗装・製図等の業務 2.6 2.4

配送・輸送・機械運転の業務 0.9 1.0

建築・土木・電気工業の業務 3.4 1.9

運搬・清掃・包装・選別等の業務 1.3 1.5

その他 7.2 6.3

無回答 1.3 0.5

全体
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（４）職場の所在地（就労者全体と一般就労別） 

職場の所在地は、身体障害者、精神障害者、難病患者では「23 区内（練馬区を除く）」がそれ

ぞれ 50.7％、52.0％、55.3％と最も多く、「練馬区内」と回答した人も含めると、“練馬区を含

む 23 区内”がそれぞれ７割を超えている。 

知的障害者では、「練馬区内」が 56.0％と最も多く、“練馬区を含む 23 区内”が８割を超えて

いる。 

一般就労（「会社・団体等の正規職員」、「非正規職員」の合計）では、身体障害者、知的障害者、

精神障害者、難病患者ともに「23 区内（練馬区を除く）」が５割～６割台となっている。 

 

【身体障害者】 

 

 

【知的障害者】 

 

 

【精神障害者】 

 

 

  

練馬区内 23区内（練
馬区を除く）

東京都内
（23区外）

東京都外 自宅や職場
外で仕事を
している（テ
レワーク）

自宅で仕事
している（自
営業）

無回答

（ n ）

( 140 )

( 105 )

全体

一般就労

31.4

22.9

50.7

61.0

2.9

2.9

7.1

9.5

3.6

3.8

2.9

-

1.4

-

( ％ )

練馬区内 23区内（練
馬区を除く）

東京都内
（23区外）

東京都外 自宅や職場
外で仕事を
している（テ
レワーク）

自宅で仕事
をしている
（自営業）

無回答

（ n ）

( 100 )

( 37 )

全体

一般就労

56.0

24.3

30.0

56.8

3.0

5.4

7.0

13.5

-

-

-

-

4.0

-

( ％ )

練馬区内 23区内（練
馬区を除く）

東京都内
（23区外）

東京都外 自宅や職場
外で仕事を
している（テ
レワーク）

自宅で仕事
している（自
営業）

無回答

（ n ）

( 198 )

( 145 )

全体

一般就労

30.8

25.5

52.0

61.4

5.1

4.1

5.6

4.8

3.5

3.4

1.5

-

1.5

0.7

( ％ )
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【難病患者】 

 

 

【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分   １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=140） 

23区内 

（練馬区を除く） 
（50.7） 練馬区内 （31.4） 東京都外 （7.1） 

前回
（n=181） 

23区内 

（練馬区を除く） 
（43.1） 練馬区内 （34.3） 東京都内 （13.3） 

知的障害者 

今  回
（n=100） 

練馬区内 （56.0） 
23 区内（練馬区

を除く） 
（30.0） 東京都外 （7.0） 

前  回
（n=129） 

練馬区内/23 区

内（練馬区を除

く） 

（同率
44.2） 

東京都内 （9.3） 東京都外 （2.3） 

精神障害者 

今  回
（n=198） 

23区内 

（練馬区を除く） 
（52.0） 練馬区内 （30.8） 東京都外 （5.6） 

前  回
（n=160） 

23区内 

（練馬区を除く） 
（47.5） 練馬区内 （30.0） 東京都外 （7.5） 

難病患者 

今  回
（n=235） 

23 区内（練馬区

を除く） 
（55.3） 練馬区内 （19.6） 

東京都内 

（ 23 区

外） 

（8.9） 

前  回
（n=176） 

23区内 

（練馬区を除く） 
（55.7） 練馬区内 （22.7） 東京都外 （8.5） 

  

練馬区内 23区内（練
馬区を除く）

東京都内
（23区外）

東京都外 自宅や職場
外で仕事を
している（テ
レワーク）

自宅で仕事
している（自
営業）

無回答

（ n ）

( 235 )

( 206 )

全体

一般就労

19.6

17.0

55.3

59.2

8.9

9.7

8.5

9.2

4.3

4.9

2.6

-

0.9

-

( ％ )
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（５）１年間の就労収入 

１年間の就労収入は、身体障害者では「100 万円～300 万円未満」が 33.6％と最も多く、次い

で「300 万円～500 万円未満」が 23.6％、「500 万円～700万円未満」が 12.1％となっている。 

知的障害者では「５万円～20 万円未満」が 32.0％と最も多く、次いで「100 万円～300 万円未

満」が 30.0％、「２万円未満」が 11.0％となっている。 

精神障害者では「100 万円～300 万円未満」が 34.3％と最も多く、次いで「300 万円～500万円

未満」が 17.7％、「50 万円～100 万円未満」が 10.6％となっている。 

難病患者では「100 万円～300 万円未満」が 28.5％と最も多く、次いで「300 万円～500 万円未

満」が 28.1％、「700 万円以上」が 15.7％となっている。 

（単位：％） 

 
※ベース：働いていると回答した人 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者

調査数 140 100 198 235

２万円未満 0.7 11.0 3.0 -

２万円～５万円未満 0.7 7.0 1.0 -

５万円～20万円未満 5.7 32.0 8.6 0.4

20万円～50万円未満 0.7 10.0 4.0 1.7

50万円～100万円未満 9.3 1.0 10.6 7.7

100万円～300万円未満 33.6 30.0 34.3 28.5

300万円～500万円未満 23.6 - 17.7 28.1

500万円～700万円未満 12.1 - 9.1 14.5

700万円以上 8.6 - 4.5 15.7

収入はない 0.7 1.0 4.0 -

無回答 4.3 8.0 3.0 3.4



69 

 

（６）仕事をする上での不安や不満（複数回答） 

仕事をする上での不安や不満は、身体障害者では「収入が少ない」が 35.0％と最も多く、次い

で「仕事が体力的にきつい」が 21.4％、「通勤が大変」が 14.3％となっている。また、「特に不安

や不満はない」が 30.0％となっている。 

知的障害者では「収入が少ない」が 37.0％と最も多く、次いで「職場での身分が不安定」「昇

給や昇進が平等ではない」がともに 19.0％、「人間関係が苦手」「通勤が大変」がともに 10.0％と

なっている。また、「特に不安や不満はない」は 34.0％となっている。 

精神障害者では「収入が少ない」が 50.0％と最も多く、次いで「人間関係が苦手」が 24.7％、

「仕事が体力的にきつい」が 22.2％となっている。 

難病患者では「収入が少ない」が 32.3％と最も多く、次いで「仕事が体力的にきつい」が 23.0％、

「通勤が大変」が 19.1％となっている。また、「特に不安や不満はない」が 31.1％となっている。 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ベース：働いていると回答した人 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者

調査数 140 100 198 235

収入が少ない 35.0 37.0 50.0 32.3

仕事が難しい 3.6 1.0 13.1 6.4

仕事が体力的にきつい 21.4 8.0 22.2 23.0

自分にあった内容の仕事がない 3.6 8.0 10.6 3.4

１日の就労時間が長い 4.3 6.0 14.1 12.8

１週間の就労日数が多い 2.1 5.0 10.1 4.3

障害への理解が足りない 11.4 9.0 16.2 14.9

人間関係が苦手 7.1 10.0 24.7 9.4

職場での身分が不安定 4.3 19.0 15.7 6.8

トイレなど障害者用の設備が十分でない 1.4 2.0 3.0 3.0

昇給や昇進が平等ではない 7.9 19.0 11.6 7.2

通勤が大変 14.3 10.0 20.7 19.1

食事やトイレの介助が必要 0.7 3.0 -

その他 7.9 2.0 9.1 6.4

特に不安や不満はない 30.0 34.0 16.2 31.1

無回答 4.3 7.0 1.0 3.0



70 

 

【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分   １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=140） 

収入が少な
い 

（35.0） 
特に不安や
不満はない 

（30.0） 
仕事が体力的
にきつい 

（21.4） 

前  回
（n=181） 

収入が少な
い 

（35.4） 
特に不安や
不満はない 

（30.4） 
仕事が体力的
にきつい 

（17.1） 

知的障害者 

今  回
（n=100） 

収入が少な
い 

（37.0） 
特に不安や
不満はない 

（34.0） 

職場での身分
が不安定/昇
給や昇進が平
等ではない 

（同率 
19.0） 

前  回
（n=129） 

特に不安や
不満はない 

（44.2） 
収入が少な
い 

（34.9） 
昇給や昇進が
平等ではない 

（23.3） 

精神障害者 

今  回
（n=198） 

収入が少な
い 

（50.0） 
人間関係が
苦手 

（24.7） 
仕事が体力的
にきつい 

（22.2） 

前  回
（n=160） 

収入が少な
い 

（53.8） 
人間関係が
苦手 

（33.1） 
特に不安や不
満はない 

（19.4） 

難病患者 

今  回
（n=235） 

収入が少な
い 

（32.3） 
特に不安や
不満はない 

（31.1） 
仕事が体力的
にきつい 

（23.0） 

前  回
（n=176） 

特に不安や
不満はない 

（34.7） 
収入が少な
い 

（31.8） 
仕事が体力的
にきつい 

（22.2） 
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、重度（１・２級）と中度（３・４級）では「収入が少ない」が 32.4％、

43.9％と最も多くなっている。 

就労内容別にみると、いずれも「収入が少ない」が最も多くなっている。 

（単位：％） 

 
※ベース：働いていると回答した人 

  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

自営業
家業の
手伝い

会社・
団体等の
正規職員

非正
規職員
（契約、
パート、
派遣等）

内職

就労移行
支援・就
労継続支
援事業所

その他

調査数 140 71 41 25 22 - 53 52 - 6 5

収入が少ない 35.0 32.4 43.9 24.0 36.4 - 28.3 40.4 - 50.0 40.0

仕事が難しい 3.6 5.6 2.4 - - - 7.5 1.9 - - -

仕事が体力的にきつい 21.4 25.4 14.6 24.0 36.4 - 18.9 21.2 - - 20.0

自分にあった内容の仕事がない 3.6 4.2 2.4 - - - 1.9 7.7 - - -

１日の就労時間が長い 4.3 5.6 - 8.0 - - 7.5 3.8 - - -

１週間の就労日数が多い 2.1 4.2 - - 4.5 - 1.9 1.9 - - -

障害への理解が足りない 11.4 14.1 7.3 12.0 9.1 - 15.1 11.5 - - -

人間関係が苦手 7.1 8.5 9.8 - - - 3.8 15.4 - - -

職場での身分が不安定 4.3 2.8 9.8 - - - 5.7 5.8 - - -

トイレなど障害者用の設備が十分でな
い

1.4 1.4 - - - - 3.8 - - - -

昇給や昇進が平等ではない 7.9 5.6 9.8 12.0 - - 13.2 7.7 - - -

通勤が大変 14.3 16.9 12.2 8.0 9.1 - 18.9 13.5 - - 20.0

食事やトイレの介助が必要 0.7 1.4 - - - - - - - - 20.0

その他 7.9 2.8 14.6 12.0 4.5 - 7.5 11.5 - - -

特に不安や不満はない 30.0 29.6 31.7 32.0 36.4 - 28.3 26.9 - 33.3 40.0

無回答 4.3 2.8 4.9 8.0 4.5 - 5.7 - - 16.7 -

就労内容別

全体

障害程度別
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、程度にかかわらず「収入が少ない」が多くなっている。また、最重

度・重度（１・２度）では「特に不安や不満はない」が 40.0％と最も多くなっている。 

就労内容別にみると、「就労移行支援・就労継続支援事業所」「非正規職員（契約、パート、

派遣など）」では「収入が少ない」がそれぞれ 38.8％、34.6％となっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：働いていると回答した人 

  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

自営業
家業の
手伝い

会社・団体
などの正規
職員

非正規職員
（契約、パー

ト、
派遣など）

内職

就労移行
支援・就労
継続支援
事業所

その他

調査数 100 15 36 46 - - 11 26 - 49 7

収入が少ない 37.0 33.3 41.7 32.6 - - 18.2 34.6 - 38.8 85.7

仕事がむずかしい 1.0 - - 2.2 - - - 3.8 - - -

仕事が体力的にきつい 8.0 - 8.3 10.9 - - - 15.4 - 8.2 -

自分にあった内容の仕事がない 8.0 6.7 5.6 10.9 - - 9.1 19.2 - 2.0 -

１日の仕事時間が長い 6.0 - 2.8 10.9 - - 9.1 11.5 - 4.1 -

１週間の仕事日数が多い 5.0 - 2.8 8.7 - - 9.1 7.7 - 4.1 -

障害のことをなかなかわかってくれない 9.0 6.7 8.3 10.9 - - - 19.2 - 6.1 -

職場の人たちとうまくいかない 10.0 - 5.6 15.2 - - 18.2 19.2 - 6.1 -

今の職場でずっと働けるかどうかわからない 19.0 33.3 16.7 17.4 - - - 30.8 - 16.3 28.6

トイレなどがつかいにくい 2.0 6.7 2.8 - - - - - - 2.0 -

給料がふえない 19.0 13.3 16.7 21.7 - - 9.1 26.9 - 20.4 14.3

通うのがたいへん 10.0 - 8.3 13.0 - - - 19.2 - 8.2 -

食事やトイレに手助けが必要 3.0 13.3 2.8 - - - - - - 4.1 -

その他 2.0 6.7 - 2.2 - - - - - - 14.3

特に不安や不満はない 34.0 40.0 30.6 37.0 - - 63.6 23.1 - 40.8 -

無回答 7.0 13.3 8.3 4.3 - - - - - 6.1 -

全体

就労内容別障害程度別
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、統合失調症、気分障害、発達障害と診断されている人では「収入が少な

い」がそれぞれ 59.3％、48.2％、55.3％と最も多くなっている。 

就労内容別にみると、会社・団体等の正規職員では「収入が少ない」が 43.5％となっている。

また、非正規職員（契約、パート、派遣等）では「収入が少ない」が 52.6％となっている。 

 

（単位：％） 

 

※ベース：働いていると回答した人 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他 自営業
家業の
手伝い

会社・団体
等の正規
職員

非正規職
員（契約、
パート、
派遣等）

内職

就労移行
支援・就労
継続支援
事業所

その他

調査数 198 27 110 47 50 10 1 69 76 2 25 9

収入が少ない 50.0 59.3 48.2 55.3 54.0 60.0 100.0 43.5 52.6 50.0 52.0 44.4

仕事が難しい 13.1 11.1 19.1 12.8 8.0 10.0 - 20.3 9.2 - 12.0 11.1

仕事が体力的にきつい 22.2 18.5 26.4 12.8 24.0 20.0 - 30.4 22.4 - 8.0 11.1

自分にあった内容の仕事がない 10.6 7.4 11.8 8.5 12.0 - - 11.6 10.5 50.0 8.0 11.1

１日の就労時間が長い 14.1 3.7 18.2 14.9 12.0 20.0 - 23.2 10.5 - - 11.1

１週間の就労日数が多い 10.1 7.4 12.7 12.8 10.0 - - 13.0 13.2 - - 11.1

精神疾患への理解が足りない 16.2 14.8 20.9 21.3 12.0 10.0 - 20.3 15.8 - 8.0 33.3

人間関係が苦手 24.7 11.1 30.0 31.9 24.0 20.0 - 29.0 19.7 50.0 36.0 22.2

職場での身分が不安定 15.7 7.4 21.8 12.8 24.0 10.0 - 13.0 21.1 - 8.0 22.2

職場の施設・設備が症状に十分対
応していない

3.0 3.7 2.7 6.4 2.0 - - 2.9 3.9 - 4.0 -

昇給や昇進が平等ではない 11.6 7.4 12.7 10.6 16.0 - - 17.4 11.8 - - 22.2

通勤が大変 20.7 14.8 24.5 29.8 14.0 - - 23.2 25.0 50.0 16.0 11.1

その他 9.1 - 10.0 10.6 8.0 10.0 - 11.6 3.9 - 8.0 33.3

特に不安や不満はない 16.2 22.2 10.0 19.1 14.0 20.0 - 13.0 19.7 50.0 16.0 11.1

無回答 1.0 7.4 - - - - - - - - - -

診断名別 就労内容別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、免疫系疾患では「収入が少ない」が 39.6％と最も多く、次いで「仕事が

体力的にきつい」が 31.3％となっている。 

就労内容別にみると、非正規職員（契約、パート、派遣等）では「収入が少ない」が 39.8％

と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 
※ベース：働いていると回答した人 

  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他 自営業
家業の
手伝い

会社・団
体等の
正規職員

非正規職
員（契約、
パート、
派遣等）

内職

就労移行
支援・就
労継続支
援事業所

その他

調査数 235 24 48 84 68 19 - 123 83 - - 8

収入が少ない 32.3 29.2 39.6 29.8 35.3 47.4 - 26.8 39.8 - - 12.5

仕事が難しい 6.4 8.3 8.3 6.0 4.4 10.5 - 6.5 6.0 - - -

仕事が体力的にきつい 23.0 25.0 31.3 26.2 16.2 36.8 - 20.3 25.3 - - 12.5

自分にあった内容の仕事がない 3.4 4.2 2.1 3.6 1.5 - - 4.1 3.6 - - -

１日の就労時間が長い 12.8 20.8 14.6 14.3 8.8 5.3 - 19.5 3.6 - - 12.5

１週間の就労日数が多い 4.3 8.3 4.2 1.2 7.4 - - 5.7 3.6 - - -

難病への理解が足りない 14.9 20.8 10.4 20.2 11.8 - - 19.5 12.0 - - 12.5

人間関係が苦手 9.4 4.2 6.3 17.9 5.9 5.3 - 11.4 8.4 - - -

職場での身分が不安定 6.8 4.2 12.5 4.8 7.4 15.8 - 5.7 7.2 - - -

職場の施設・設備が病状に十分対応
していない

3.0 4.2 2.1 3.6 1.5 - - 3.3 3.6 - - -

昇給や昇進が平等ではない 7.2 - - 10.7 8.8 - - 8.9 6.0 - - 12.5

通勤が大変 19.1 20.8 16.7 20.2 22.1 - - 25.2 16.9 - - -

食事やトイレの介助が必要 - - - - - - - - - - - -

その他 6.4 8.3 8.3 4.8 7.4 - - 7.3 7.2 - - -

特に不安や不満はない 31.1 33.3 29.2 28.6 30.9 26.3 - 31.7 28.9 - - 62.5

無回答 3.0 - - 1.2 4.4 5.3 - 3.3 1.2 - - -

疾患群別

全体

就労内容別
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（７）働いていない理由（複数回答） 

現在働いていない人の「働いていない理由」は、身体障害者では「高齢だから」が 33.2％と最

も多く、次いで「障害の程度や症状のため」が 25.7％、「体調がよくないから」が 8.7％となって

いる。 

知的障害者では「障害の程度や症状のため」が 73.7％と最も多く、次いで「通勤が難しいから」

が 13.2％、「職場の理解が得られないと思うから」「仕事が難しそうだから」がともに 7.0%とな

っている。 

精神障害者では「体調がよくないから」が 40.5％と最も多く、次いで「障害の程度や症状のた

め」が 40.1％、「働くと、体調が悪いときに休みにくいから」が 21.5％となっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：働いていないと回答した人 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者

調査数 334 114 237

体調がよくないから 8.7 5.3 40.5

働くと、体調が悪いときに休みにくいから 4.5 1.8 21.5

働くと、通院しにくいから 4.8 0.9 6.8

通勤が難しいから 8.1 13.2 14.8

職場の理解が得られないと思うから 4.5 7.0 15.6

やりたい仕事がみつからないから 4.2 2.6 13.9

仕事が難しそうだから 1.8 7.0 10.1

家事があるから 4.8 1.8 13.1

高齢だから 33.2 3.5 13.1

仕事をする年齢に達していないから 1.8 - 0.4

障害の程度や症状のため 25.7 73.7 40.1

その他 9.3 6.1 16.0

無回答 28.7 14.9 18.6
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、重度（１・２級）では「障害の程度や症状のため」が 35.2％と最も

多くなっている。中度（３・４級）、軽度（５・６級）では「高齢だから」がそれぞれ 41.6％、

35.9％と最も多くなっている。 

（単位：％）            

 

※ベース：働いていると回答した人 

【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「障害の程度や症状のため」が 88.1％

と中度（３度）、軽度（４度）と比べて多くなっている。 

（単位：％）            

 
※ベース：働いていると回答した人  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

調査数 334 159 113 39

体調がよくないから 8.7 9.4 4.4 17.9

働くと、体調が悪いときに休みにくいから 4.5 4.4 2.7 10.3

働くと、通院しにくいから 4.8 8.2 1.8 -

通勤が難しいから 8.1 9.4 7.1 10.3

職場の理解が得られないと思うから 4.5 3.8 4.4 10.3

やりたい仕事がみつからないから 4.2 6.3 1.8 5.1

仕事が難しそうだから 1.8 1.9 2.7 -

家事があるから 4.8 5.0 4.4 7.7

高齢だから 33.2 27.7 41.6 35.9

仕事をする年齢に達していないから 1.8 0.6 3.5 2.6

障害の程度や症状のため 25.7 35.2 16.8 23.1

その他 9.3 8.8 10.6 5.1

無回答 28.7 27.0 31.9 15.4

障害程度別

全体

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 114 84 10 15

体調がよくないから 5.3 3.6 10.0 13.3

働くと、体調が悪いときに休みにくいから 1.8 1.2 - 6.7

働くと、通院しにくいから 0.9 1.2 - -

通勤が難しいから 13.2 14.3 10.0 13.3

職場の理解が得られないと思うから 7.0 6.0 - 13.3

やりたい仕事がみつからないから 2.6 1.2 - 13.3

仕事が難しそうだから 7.0 6.0 20.0 6.7

家事があるから 1.8 - - 13.3

高齢だから 3.5 - 20.0 6.7

仕事をする年齢に達していないから - - - -

障害の程度や症状のため 73.7 88.1 50.0 26.7

その他 6.1 6.0 - 13.3

無回答 14.9 8.3 30.0 33.3

障害程度別

全体
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、統合失調症、発達障害と診断されている人では「精神疾患の程度や症状

のため」がそれぞれ 45.0％、48.9％、57.1％と最も多くなっている。気分障害と診断されてい

る人では「精神疾患の程度や症状のため」「体調がよくないから」が最も多く、ともに 48.9％

となっている。 

（単位：％）           

 
※ベース：働いていると回答した人 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 237 60 131 21 59

体調がよくないから 40.5 43.3 48.9 47.6 37.3

働くと、体調が悪いときに休みにくいから 21.5 13.3 29.0 38.1 18.6

働くと、通院しにくいから 6.8 8.3 8.4 19.0 8.5

通勤が難しいから 14.8 15.0 16.0 38.1 16.9

職場の理解が得られないと思うから 15.6 8.3 19.1 33.3 18.6

やりたい仕事がみつからないから 13.9 15.0 13.7 23.8 8.5

仕事が難しそうだから 10.1 11.7 11.5 14.3 10.2

家事があるから 13.1 16.7 13.7 4.8 13.6

高齢だから 13.1 15.0 10.7 4.8 11.9

仕事をする年齢に達していないから 0.4 - - 4.8 -

精神疾患の程度や症状のため 40.1 45.0 48.9 57.1 28.8

その他 16.0 10.0 12.2 23.8 30.5

無回答 18.6 21.7 17.6 4.8 16.9

全体

診断名別
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（８）今後の就労意向 

現在働いていない人の今後の就労について、身体障害者では「高齢のため働くことを考えてい

ない」が 32.0％と最も多くなっている。知的障害者では「働きたいが、働けないと思う」が 27.2％

と最も多くなっている。精神障害者では「働きたい」「働きたいが、働けないと思う」がともに

30.0％と最も多くなっている。施設入所者では「働きたくない」が 19.4％となっている。 

 

 

※ベース：働いていないと回答した人 

 

【前回調査との比較】                             

（単位：％） 

区分    １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=334） 

高齢のため働
くことを考え
ていない 

（32.0） わからない （13.5） 
働きたいが、
働けないと思
う 

（12.0） 

前  回
（n=281） 

高齢のため働
くことを考え
ていない 

（32.4） 
働 き た い
が、働けな
いと思う 

（16.4） わからない （13.2） 

知的障害者 

今  回
（n=114） 

わからない （31.6） 
働 き た い
が、働けな
いと思う 

（27.2） 
働きたい/働
きたくない 

（同率
7.9） 

前  回
（n=113） 

わからない （24.8） 
働 き た い
が、働けな
いと思う 

（23.0） 働きたい （14.2） 

精神障害者 

今  回
（n=237） 

働きたい /働
きたいが、働
けないと思う 

（同率
30.0） 

わからない （11.4） 働きたくない （9.3） 

前  回
（n=235） 

働きたいが、
働けないと思
う 

（23.4） 

高齢のため
働くことを
考えていな
い 

（21.7） わからない （15.3） 

施設入所者 

今  回
（n=309） 

わからない （46.3） 
働きたくな
い 

（19.4） 働きたい （13.6） 

前  回
（n=303） 

わからない （41.3） 
働きたくな
い 

（22.4） 働きたい （10.2） 

  

働きたい 働きたい

が、働けな

いと思う

働きたくな

い

高齢のため

働くことを考

えていない

わからない 無回答

（ n ）

( 334 )

( 114 )

( 237 )

( 309 )施設入所者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

10.2

7.9

30.0

13.6

12.0

27.2

30.0

5.5

6.6

7.9

9.3

19.4

32.0

5.3

4.6

13.3

13.5

31.6

11.4

46.3

25.7

20.2

14.8

1.9

( ％ )



79 

 

【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、軽度（５・６級）では「高齢のため働くことを考えていない」が 38.5％

と重度（１・２級）、中度（３・４級）と比べて多くなっている。 

  

 

※ベース：介助・援助を受けていないと回答した人 

 
【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「高齢のため働くことを考えていな

い」が 38.1％と最も多く、次いで「働きたいが、働けないと思う」が 33.3％となっている。中

度（３度）では「働きたいが、働けないと思う」が 30.0％と最も多くなっている。一方で、軽

度（４度）では「働きたい」が 33.3％と最も多くなっている。 

 

 

※ベース：介助・援助を受けていないと回答した人 

  

働きたい 働きたい
が、働けな
いと思う

働きたくない 高齢のため
働くことを考
えていない

わからない 無回答

（ n ）

( 334 )

( 159 )

( 113 )

( 39 )軽度（５・６級）

全体

重度（１・２級）

中度（３・４級）

10.2

10.7

10.6

10.3

12.0

13.2

11.5

7.7

6.6

7.5

7.1

5.1

32.0

25.8

37.2

38.5

13.5

15.1

8.8

20.5

25.7

27.7

24.8

17.9

( ％ )

働きたい 働きたい
が、働けな
いと思う

働きたくない 高齢のため
働くことを考
えていない

わからない 無回答

（ n ）

( 114 )

( 84 )

( 10 )

( 15 )軽度（４度）

全体

最重度・重度
（１・２度）

中度（３度）

7.9

3.6

10.0

33.3

27.2

33.3

30.0

-

7.9

4.8

10.0

20.0

5.3

3.6

10.0

6.7

31.6

38.1

20.0

6.7

20.2

16.7

20.0

33.3

( ％ )
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【精神障害者】 

 

統合失調症と診断されている人では「働きたい」が 16.7％、「働きたいが、働けないと思う」

が 40.0％で、合わせると約５割の人に就労意向があることがわかる。同様に、気分障害と診断

されている人では約５割、発達障害と診断されている人では約７割に就労意向があることがわ

かる。 

 

 

※ベース：介助・援助を受けていないと回答した人 

 

（９）働きたいが働けない理由（自由回答）（施設入所者のみ） 

主な意見は、次のとおりである。 

 

・高齢のため 

・働くことの意味・必要性を理解することができないため 

・働きたい場所が見つからないため 

・働く能力がなく、お金を稼いでも自分では使えない。障害への偏見や差別があり人間関係が

難しいと思うので、働きたくても働けないため 

・コミュニケーションがとれず、パニックになってしまう可能性が高いため 

・行動停止等があり、常に見守りが必要なため 

  

働きたい 働きたい
が、働けな
いと思う

働きたくない 高齢のため
働くことを考
えていない

わからない 無回答

（ n ）

( 237 )

( 60 )

( 131 )

( 21 )

( 59 )

発達障害

その他

全体

統合失調症

気分障害

30.0

16.7

32.1

57.1

32.2

30.0

40.0

25.2

19.0

32.2

9.3

8.3

11.5

-

6.8

4.6

8.3

3.1

-

5.1

11.4

8.3

14.5

19.0

11.9

14.8

18.3

13.7

4.8

11.9

( ％ )
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（１０）働くために大切だと思う環境（複数回答） 

障害のある人が働くために大切な環境としては、身体障害者では「健康状態にあわせた働き方

ができること」が 46.5％と最も多く、次いで「事業主や職場の人たちが、障害者雇用について十

分理解していること」が 43.4％、「障害のある方にあった仕事が用意されること」が 41.5％とな

っている。 

知的障害者では「障害のある方にあった仕事が用意されること」が 67.8％と最も多く、次いで

「事業主や職場の人たちが、障害者雇用について十分理解していること」が 66.9％、「自分の家

の近くに働く場があること」が 58.1％となっている。 

精神障害者では「健康状態にあわせた働き方ができること」が 67.5％と最も多く、次いで「事

業主や職場の人たちが、障害者雇用について十分理解していること」が 54.9％、「障害のある人

にあった仕事が用意されること」が 47.8％となっている。 

難病患者では「健康状態にあわせた働き方ができること」が 66.1％と最も多く、次いで「事業

主や職場の人たちが、障害者雇用について十分理解していること」が 47.9％、「自分の家の近く

に働く場があること」が 44.4％となっている。 

施設入所者では「障害のある人にあった仕事が用意されること」が 39.5％と最も多く、次いで

「事業主や職場の人たちが、障害者雇用について十分理解していること」が 27.8％、「生活支援・

余暇支援が充実していること」が 25.2％となっている。 

（単位：％） 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 施設入所者

調査数 615 444 483 495 309

自分の家の近くに働く場があること 38.7 58.1 46.0 44.4 23.3

自分の家の中で、通勤することなく働けること 23.9 13.3 31.7 39.4 12.9

健康状態にあわせた働き方ができること 46.5 38.3 67.5 66.1 24.3

障害のある方にあった仕事が用意されること 41.5 67.8 47.8 41.0 39.5

就労支援機関（レインボーワーク、就労移行支援事業所等）が
充実していること

15.8 39.2 21.7 12.7 14.2

生活支援・余暇支援が充実していること 18.4 41.7 26.3 19.2 25.2

事業主や職場の人たちが、障害者雇用について十分理解して
いること

43.4 66.9 54.9 47.9 27.8

職場の施設や設備が障害のある方にも利用できるように配慮さ
れていること（バリアフリー設備が整っていることなど）

30.1 32.0 19.9 25.7 18.8

ジョブコーチの支援を受けながら働けること 12.0 36.0 25.5 11.3 16.8

同じような障害のある仲間と一緒に、あるいは交替で働けること 15.0 43.7 17.2 9.7 18.8

在宅テレワークの環境を整えるなどＩＣＴを活用できるようにする
こと

17.9 12.2 26.1 29.7 5.5

通勤の同行や業務中の食事・トイレの介助が受けられるように
すること

12.7 30.9 8.5 18.4

その他 3.6 3.2 6.8 3.8 2.3

わからない 11.9 7.4 7.5 7.3 38.2

無回答 14.1 5.2 5.2 7.7 3.6
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分    １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

健康状態に

あわせた働

き方ができ

ること 

（46.5） 

事業主や職場の人

たちが、障害者雇用

について十分理解

していること 

（43.4） 

障害のある方

にあった仕事

が用意される

こと 

（41.5） 

前  回
（n=562） 

健康状態に

あわせた働

き方ができ

ること 

（48.8） 

障害のある方にあった

仕事が用意されること

/事業主や職場の人た

ちが、障害者雇用につ

いて十分理解している

こと 

（同率
43.8） 

 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

障害のある

方にあった

仕事が用意

されること 

（67.8） 

事業主や職場の人たち

が、障害者雇用につい

て十分理解しているこ

と 

（66.9） 

自分の家の

近くに働く

場があるこ

と 

（58.1） 

前  回
（n=442） 

障害のある

方にあった

仕事が用意

されること 

（67.2） 

事業主や職場の人たち

が、障害者雇用につい

て十分理解しているこ

と 

（65.2） 
自分の家の近

くに働く場が

あること 

（55.2） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

健康状態に

あわせた働

き方ができ

ること 

（67.5） 

事業主や職場の人たち

が、障害者雇用につい

て十分理解しているこ

と 

（54.9） 

障害のある人

にあった仕事

が用意される

こと 

（47.8） 

前  回
（n=452） 

健康状態に

あわせた働

き方ができ

ること 

（58.6） 

事業主や職場の人たち

が、障害者雇用につい

て十分理解しているこ

と 

（50.0） 

障害のある方

にあった仕事

が用意される

こと 

（46.5） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

健康状態に

あわせた働

き方ができ

ること 

（66.1） 

事業主や職場の人たち

が、障害者雇用につい

て十分理解しているこ

と 

（47.9） 
自分の家の近

くに働く場が

あること 

（44.4） 

前  回
（n=437） 

健康状態に

あわせた働

き方ができ

ること 

（68.4） 

事業主や職場の人たち

が、障害者雇用につい

て十分理解しているこ

と 

（47.6） 

障害のある方

にあった仕事

が用意される

こと 

（39.6） 

施設入所者 

今  回
（n=309） 

障害のある

人にあった

仕事が用意

されること 

（39.5） 

事業主や職場の人たち

が、障害者雇用につい

て十分理解しているこ

と 

（27.8） 
生活支援・余暇

支援が充実し

ていること 

（25.2） 

前  回
（n=303） 

わからない （40.3） 
障害のある方にあった

仕事が用意されること 
（32.0） 

事業主や職場

の人たちが、障

害者雇用につ

いて十分理解

していること 

（28.7） 
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、程度にかかわらず「健康状態にあわせた働き方ができること」が最

も多くなっている。 

障害の種類別にみると、視覚障害では「障害のある方にあった仕事が用意されること」が

46.2％と最も多く、聴覚障害では「事業主や職場の人たちが、障害者雇用について十分理解し

ていること」が 55.4％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機
能・言語
機能・そ
しゃく機能
の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他

調査数 615 305 193 81 65 65 1 20 127 36 117 9

自分の家の近くに働く場があること 38.7 38.7 38.9 38.3 43.1 21.5 - 30.0 44.1 33.3 47.9 66.7

自分の家の中で、通勤することなく働けること 23.9 25.9 23.8 21.0 26.2 16.9 - 35.0 27.6 25.0 24.8 55.6

健康状態にあわせた働き方ができること 46.5 46.2 46.6 58.0 43.1 43.1 - 60.0 53.5 52.8 58.1 66.7

障害のある方にあった仕事が用意されること 41.5 40.3 42.0 45.7 46.2 44.6 - 40.0 49.6 47.2 36.8 44.4

就労支援機関（レインボーワーク、就労移行支援事業所等）が
充実していること

15.8 17.4 15.5 14.8 13.8 16.9 - 20.0 22.8 16.7 14.5 22.2

生活支援・余暇支援が充実していること 18.4 21.0 15.5 17.3 15.4 12.3 - 15.0 20.5 33.3 21.4 22.2

事業主や職場の人たちが、障害者雇用について十分理解して
いること

43.4 44.9 43.5 42.0 44.6 55.4 100.0 45.0 48.0 41.7 44.4 55.6

職場の施設や設備が障害のある方にも利用できるように配慮
されていること（バリアフリー設備が整っていることなど）

30.1 32.1 26.9 34.6 30.8 26.2 - 15.0 40.9 38.9 29.9 33.3

ジョブコーチの支援を受けながら働けること 12.0 14.1 11.9 9.9 13.8 10.8 - 10.0 17.3 5.6 11.1 11.1

同じような障害のある仲間と一緒に、あるいは交替で働けること 15.0 15.7 14.5 13.6 20.0 12.3 - 30.0 16.5 19.4 11.1 33.3

在宅テレワークの環境を整えるなどＩＣＴを活用できるようにする
こと

17.9 22.3 11.4 22.2 21.5 20.0 - 20.0 22.0 27.8 16.2 33.3

通勤の同行や業務中の食事・トイレの介助が受けられるように
すること

12.7 14.4 10.9 11.1 12.3 6.2 - 20.0 18.9 19.4 6.8 22.2

その他 3.6 4.3 3.6 2.5 4.6 4.6 - 5.0 4.7 2.8 1.7 11.1

わからない 11.9 13.8 10.4 9.9 21.5 12.3 - 10.0 9.4 13.9 12.8 11.1

無回答 14.1 12.1 16.1 11.1 4.6 13.8 - 10.0 8.7 5.6 13.7 -

障害程度別 障害の種類別

全体
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）、中度（３度）では「仕事の内容が障害の

ある人にあっていること」が 66.3％と最も多く、軽度（４度）では「事業主や職場の人たちが、

障害のある方と働くことについて十分わかってくれていること」が 70.3％と最も多くなってい

る。 

（単位：％）      

 

  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 444 175 112 145

家の近くに働くところがあること 58.1 60.0 67.9 48.3

通勤はしないで、家の中で働けること 13.3 13.1 13.4 12.4

からだの調子にあわせて働けること 38.3 37.7 40.2 36.6

仕事の内容が障害のある方にあっていること 67.8 66.3 76.8 63.4

就労支援をおこなうところ（レインボーワーク、就労
移行支援事業所など）が充実していること

39.2 36.6 42.0 42.1

生活支援・余暇支援が充実していること 41.7 49.1 45.5 31.0

事業主や職場の人たちが、障害のある方と働くこと
について十分わかってくれていること

66.9 64.6 68.8 70.3

職場の施設や設備が使いやすいようになっているこ
と（バリアフリーになっているなど）

32.0 41.7 29.5 22.1

ジョブコーチの支援を受けながら働けること 36.0 35.4 34.8 40.0

同じような障害のある仲間と仕事を分け合ったり、
交代で働くなど、無理なく働けること

43.7 42.9 46.4 43.4

在宅テレワークの環境を整えるなどＩＣＴを活用でき
るようにすること

12.2 11.4 12.5 12.4

通勤の手助けや仕事中に食事・トイレの手助けが受
けられるようにすること

30.9 49.1 24.1 14.5

その他 3.2 5.7 0.9 1.4

わからない 7.4 7.4 6.3 9.0

無回答 5.2 8.0 3.6 2.1

全体

障害程度別
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、いずれの診断名においても「健康状態にあわせた働き方ができること」

が最も多く、特に発達障害では 79.2％と多くなっている。 

（単位：％）   

 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 483 98 261 77 124

自分の家の近くに働く場があること 46.0 45.9 49.4 41.6 46.0

自分の家の中で、通勤することなく働けること 31.7 25.5 37.2 32.5 36.3

健康状態にあわせた働き方ができること 67.5 59.2 71.3 79.2 67.7

精神疾患のある方にあった仕事が用意されること 47.8 43.9 50.2 63.6 46.0

就労支援機関（レインボーワーク、就労移行支援事業所等）が
充実していること

21.7 20.4 19.5 27.3 22.6

生活支援・余暇支援が充実していること 26.3 30.6 26.4 28.6 26.6

事業主や職場の人たちが、精神疾患のある方の雇用について十
分理解していること

54.9 43.9 60.9 68.8 54.0

職場の施設や設備が精神疾患のある方にも利用できるように
配慮されていること（バリアフリー設備が整っていることなど）

19.9 20.4 19.5 31.2 20.2

ジョブコーチの支援を受けながら働けること 25.5 15.3 24.1 39.0 27.4

同じような精神疾患のある仲間と一緒に、あるいは交替で働ける
こと

17.2 23.5 17.6 16.9 15.3

在宅テレワークの環境を整えるなどＩＣＴを活用できるようにするこ
と

26.1 14.3 32.2 32.5 26.6

その他 6.8 3.1 6.9 11.7 8.9

わからない 7.5 11.2 4.6 - 10.5

無回答 5.2 11.2 4.6 1.3 4.0

診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、いずれの疾患群においても「健康状態にあわせた働き方ができること」

が最も多く、特に消化器系疾患では 76.2％と多くなっている。 

（単位：％） 

 

  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他

調査数 495 122 96 122 125

自分の家の近くに働く場があること 44.4 34.4 51.0 53.3 44.0

自分の家の中で、通勤することなく働けること 39.4 43.4 36.5 40.2 39.2

健康状態にあわせた働き方ができること 66.1 54.1 75.0 76.2 64.8

難病患者の方の健康状態にあった仕事が用意されること 41.0 44.3 38.5 40.2 37.6

就労支援機関（レインボーワーク、就労移行支援事業所
等）が充実していること

12.7 13.9 9.4 11.5 12.0

生活支援・余暇支援が充実していること 19.2 14.8 18.8 19.7 21.6

事業主や職場の人たちが、難病の方の雇用について十分
理解していること

47.9 44.3 49.0 54.1 48.0

職場の施設や設備が難病の方にも利用しやすいように配
慮されていること（バリアフリー設備が整っていることなど）

25.7 31.1 29.2 21.3 20.8

ジョブコーチの支援を受けながら働けること 11.3 14.8 10.4 9.8 8.8

同じような健康状態の方と一緒に、あるいは交替で働ける
こと

9.7 10.7 10.4 6.6 6.4

在宅テレワークの環境を整えるなどＩＣＴを活用できるように
すること

29.7 26.2 32.3 33.6 31.2

通勤の同行や業務中の食事・トイレの介助が受けられるよ
うにすること

8.5 14.8 3.1 9.8 3.2

その他 3.8 2.5 5.2 2.5 4.8

わからない 7.3 10.7 5.2 4.1 8.8

無回答 7.7 13.9 5.2 0.8 5.6

疾患群別

全体
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（１１）余暇の過ごし方（複数回答） 

余暇の過ごし方について、身体障害者では「自宅で過ごしている」が 75.1％と最も多く、次い

で「買い物や散歩などに出かけている」が 40.8％、「その他」が 12.4％となっている。 

知的障害者では「自宅で過ごしている」が 76.4％と最も多く、次いで「買い物や散歩などに出

かけている」が 43.5％、「その他」が 21.4％となっている。 

精神障害者では「自宅で過ごしている」が 82.4％と最も多く、次いで「買い物や散歩などに出

かけている」が 49.5％、「その他」が 11.0％となっている。 

 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、程度にかかわらず「自宅で過ごしている」が最も多く、次いで「買

い物や散歩などに出かけている」が多くなっている。 

障害の種類別にみると、障害の種類にかかわらず「自宅で過ごしている」が最も多くなって

いる。 

（単位：％） 

 

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機能・
言語機能・
そしゃく機
能の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他

調査数 615 305 193 81 65 65 1 20 127 36 117 9

障害者地域生活支援センター（きらら・すてっぷ・ういんぐ・
さくら）の講座などのプログラムに参加している

0.7 0.3 1.0 - - - - - 0.8 - 0.9 -

地区区民館、図書館などの区立施設で過ごしている 4.4 3.3 4.7 8.6 1.5 10.8 - - 6.3 - 2.6 11.1

買い物や散歩などに出かけている 40.8 36.1 47.7 45.7 40.0 52.3 - 55.0 42.5 27.8 41.9 77.8

日中通っている福祉施設で利用時間を延長して過ごして
いる

1.1 1.3 1.0 1.2 3.1 - - - 2.4 - - -

日中通っている福祉施設以外で過ごしている 1.0 1.0 - 1.2 1.5 - - - 1.6 - - -

体育施設などでボッチャや水泳など、スポーツをして過ごし
ている

3.4 3.3 3.1 6.2 - 6.2 - - 5.5 2.8 1.7 -

自宅で過ごしている 75.1 73.4 79.3 77.8 80.0 75.4 100.0 70.0 79.5 83.3 82.1 77.8

その他 12.4 13.8 12.4 12.3 21.5 16.9 - 10.0 18.1 5.6 9.4 -

わからない 0.8 1.0 0.5 - - 1.5 - - 0.8 - 0.9 -

無回答 10.6 9.8 9.3 8.6 3.1 6.2 0.0 15.0 5.5 11.1 6.8 -

障害程度別 障害の種類別

全体

身体障害者 知的障害者 精神障害者

調査数 615 444 483

障害者地域生活支援センター（きらら・すてっぷ・ういんぐ・さくら）の講座など
のプログラムに参加している

0.7 2.5 0.4

地区区民館、図書館などの区立施設で過ごしている 4.4 4.3 7.0

買い物や散歩などに出かけている 40.8 43.5 49.5

日中通っている福祉施設で利用時間を延長して過ごしている 1.1 4.3 0.6

日中通っている福祉施設以外で過ごしている 1.0 9.7 0.6

体育施設などでボッチャや水泳など、スポーツをして過ごしている 3.4 6.5 5.2

自宅で過ごしている 75.1 76.4 82.4

その他 12.4 21.4 11.0

わからない 0.8 0.9 1.7

無回答 10.6 3.2 5.6
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、障害の程度にかかわらず「家で過ごしている」が最も多くなってい

る。 

（単位：％）      

   

 

  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 444 175 112 145

障害者地域生活支援センター（きらら・すてっぷ・ういんぐ・
さくら）の講座などのプログラムに参加している

2.5 - 3.6 4.1

地区区民館、図書館など区の施設で過ごしている 4.3 2.3 4.5 6.9

買い物や散歩などに出かけている 43.5 40.0 46.4 45.5

通っている施設で利用時間を延ばして過ごしている 4.3 2.9 8.9 2.8

通っている施設以外で過ごしている 9.7 12.6 8.9 5.5

体育館などでボッチャや水泳など、スポーツをして過ごして
いる

6.5 2.3 10.7 8.3

家で過ごしている 76.4 76.6 80.4 74.5

その他 21.4 21.7 25.0 18.6

わからない 0.9 0.6 0.9 1.4

無回答 3.2 4.0 0.9 3.4

障害程度別

全体
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、診断にかかわらず「自宅で過ごしている」が最も多くなっている。特に、

発達障害と診断されている人では 90.9％と多くなっている。 

（単位：％）     

 
 
 
  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 483 98 261 77 124

障害者地域生活支援センター（きらら・すてっぷ・ういんぐ・
さくら）の講座などのプログラムに参加している

0.4 - 0.4 - -

地区区民館、図書館などの区立施設で過ごしている 7.0 8.2 6.1 6.5 7.3

買い物や散歩などに出かけている 49.5 45.9 48.3 53.2 49.2

日中通っている福祉施設で利用時間を延長して過ごして
いる

0.6 1.0 - - -

日中通っている福祉施設以外で過ごしている 0.6 - 0.8 - -

体育施設などでボッチャや水泳など、スポーツをして過ごし
ている

5.2 6.1 4.6 3.9 3.2

自宅で過ごしている 82.4 73.5 84.7 90.9 83.1

その他 11.0 14.3 11.1 11.7 12.9

わからない 1.7 1.0 1.9 - 4.0

無回答 5.6 9.2 5.4 1.3 4.0

診断名別

全体
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６ 外出や社会参加について 

（１）外出の際の移動手段（複数回答） 

外出の際の移動手段について、身体障害者では「徒歩」が 59.8％と最も多く、次いで「電車」

が 53.7％、「バス」が 42.0％となっている。 

知的障害者では「徒歩」が 73.6％と最も多く、次いで「電車」が 61.5％、「家族などが運転す

る自動車」が 49.3％となっている。 

精神障害者では「徒歩」が 81.8％と最も多く、次いで「電車」が 67.5％、「バス」が 47.6％と

なっている。 

難病患者では「徒歩」が 72.7％と最も多く、次いで「電車」が 67.5％、「バス」が 47.7％とな

っている。 

施設入所者では「徒歩」が 52.1％と最も多く、次いで「家族などが運転する自動車」が 49.8％、

「車椅子」が 26.5％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「自転車」が 80.5％と最も多く、次いで「徒歩」が 78.8％、「電

車」が 61.1％となっている。 

（単位：％） 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 施設入所者
児童発達支援
事業利用者

調査数 615 444 483 495 309 113

徒歩 59.8 73.6 81.8 72.7 52.1 78.8

車椅子 15.8 12.8 2.3 8.7 26.5 5.3

自転車 22.4 22.5 40.0 38.4 0.6 80.5

バイク、スクーター 2.3 0.2 2.1 0.2 - 0.9

自分で運転する自動車 14.6 0.2 8.5 21.6 0.3 13.3

家族などが運転する自動車 25.5 49.3 16.6 25.1 49.8 48.7

バス 42.0 48.9 47.6 47.7 10.0 47.8

電車 53.7 61.5 67.5 67.5 9.4 61.1

タクシー 28.0 13.7 11.0 24.6 20.4 27.4

その他 3.7 4.7 1.4 2.8 14.9 5.3

無回答 4.9 2.9 2.1 2.0 0.6 0.9
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、障害の程度にかかわらず「徒歩」が最も多くなっているが、障害が

重くなるにつれて減少している。 

障害の種類別にみると、視覚障害、聴覚障害、音声機能・言語機能・そしゃく機能の障害、

内部障害では「徒歩」がそれぞれ 80.0％、73.8％、75.0％、64.1％と最も多くなっている。ま

た、肢体不自由（上肢、下肢等）では「電車」が 53.5％と最も多く、肢体不自由（体幹）では

「車椅子」が 44.4％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 

 

  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機
能・言語
機能・そ
しゃく機能
の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他

調査数 615 305 193 81 65 65 1 20 127 36 117 9

徒歩 59.8 51.8 66.8 79.0 80.0 73.8 - 75.0 41.7 38.9 64.1 77.8

車椅子 15.8 24.6 7.8 3.7 3.1 6.2 - 5.0 35.4 44.4 7.7 11.1

自転車 22.4 15.1 26.9 37.0 12.3 47.7 100.0 30.0 17.3 11.1 22.2 33.3

バイク、スクーター 2.3 2.3 2.1 2.5 - 3.1 - - - - 5.1 -

自分で運転する自動車 14.6 13.4 17.1 16.0 1.5 18.5 - 10.0 14.2 5.6 26.5 -

家族などが運転する自動車 25.5 28.9 22.8 24.7 30.8 30.8 - 10.0 33.1 33.3 19.7 22.2

バス 42.0 37.0 47.2 53.1 55.4 53.8 - 65.0 34.6 22.2 44.4 55.6

電車 53.7 50.2 59.1 65.4 63.1 60.0 - 70.0 53.5 38.9 59.8 66.7

タクシー 28.0 32.8 22.8 25.9 41.5 16.9 100.0 15.0 29.1 36.1 25.6 44.4

その他 3.7 3.9 4.7 - 4.6 1.5 - - 6.3 11.1 2.6 -

無回答 4.9 4.6 4.1 1.2 1.5 3.1 - 5.0 4.7 - 1.7 -

障害程度別 障害の種類別

全体
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、いずれの障害の程度においても「歩く」が最も多く、特に軽度（４

度）では 84.1％となっている。 

（単位：％）        

 
  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 444 175 112 145

歩く 73.6 63.4 79.5 84.1

車椅子 12.8 27.4 2.7 2.1

自転車 22.5 7.4 18.8 44.8

バイク、スクーター 0.2 0.6 - -

自分で運転する車 0.2 - - -

家族などが運転する車 49.3 58.3 53.6 35.9

バス 48.9 40.0 48.2 60.7

電車 61.5 52.0 63.4 73.8

タクシー 13.7 21.7 11.6 6.2

その他 4.7 8.0 2.7 2.1

無回答 2.9 2.9 5.4 1.4

障害程度別

全体
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、いずれの診断においても「徒歩」が最も多く、統合失調症と診断されて

いる人では 78.6％、気分障害と診断されている人では 82.4％、発達障害と診断されている人

では 92.2％となっている。 

（単位：％）        

 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 483 98 261 77 124

徒歩 81.8 78.6 82.4 92.2 75.0

車椅子 2.3 4.1 1.5 1.3 4.8

自転車 40.0 44.9 38.7 44.2 37.9

バイク、スクーター 2.1 1.0 1.9 1.3 3.2

自分で運転する自動車 8.5 2.0 11.1 10.4 7.3

家族などが運転する自動車 16.6 16.3 16.9 11.7 16.1

バス 47.6 45.9 47.5 49.4 46.0

電車 67.5 51.0 70.5 81.8 63.7

タクシー 11.0 20.4 9.2 11.7 11.3

その他 1.4 1.0 1.9 1.3 2.4

無回答 2.1 2.0 1.5 - 2.4

診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、いずれの疾患群においても「徒歩」が最も多くなっている。特に免疫系

疾患では 86.5％と最も多くなっている。 

（単位：％）        

 

  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他

調査数 495 122 96 122 125

徒歩 72.7 52.5 86.5 80.3 77.6

車椅子 8.7 27.9 2.1 - 3.2

自転車 38.4 13.9 42.7 55.7 43.2

バイク、スクーター 0.2 - - - 0.8

自分で運転する自動車 21.6 8.2 16.7 33.6 25.6

家族などが運転する自動車 25.1 28.7 28.1 22.1 23.2

バス 47.7 38.5 55.2 45.9 54.4

電車 67.5 49.2 76.0 77.9 73.6

タクシー 24.6 38.5 24.0 15.6 24.0

その他 2.8 7.4 1.0 - 2.4

無回答 2.0 4.1 - 1.6 -

疾患群別

全体
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（２）外出の際に困っている事（複数回答） 

外出の際に困っていることは、身体障害者では「特に困っていることはない」が 35.1％と最も

多く、次いで「建物などに段差が多く、利用しにくい」が 18.2％、「歩道が狭く、放置自転車な

どの障害物が多いなど、歩道が歩きにくい」が 16.7％となっている。 

知的障害者では「他人との会話が難しい」が 27.9％と最も多く、次いで「特に困っていること

はない」が 27.0％、「電車やバスなどが利用しづらい」が 20.9％となっている。 

精神障害者では「特に困っていることはない」が 54.7％と最も多く、次いで「他人の視線が気

になる」が 18.4％、「他人との会話が難しい」が 11.6％となっている。 

難病患者では「特に困っていることはない」が 49.7％と最も多く、次いで「建物などに段差が

多く、利用しにくい」が 14.1％、「電車やバスなどが利用しづらい」が 10.3％となっている。 

施設入所者では「特に困っていることはない」が 32.0％と最も多く、次いで「他人との会話が

難しい」が 27.2％、「付き添ってくれる人がいない」が 26.9％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「特に困っていることはない」が 34.5％と最も多く、次いで「他

人の視線が気になる」が 23.9％、「付き添ってくれる人がいない」が 22.1％となっている。 

（単位：％） 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 施設入所者
児童発達支援事業

利用者

調査数 615 444 483 495 309 113

付き添ってくれる人がいない 9.8 12.6 7.2 6.1 26.9 22.1

他人との会話が難しい 9.6 27.9 11.6 2.4 27.2

他人の視線が気になる 4.1 15.5 18.4 4.8 7.8 23.9

必要なときに、周りの人の手助け・配慮が足りない 5.7 6.5 8.3 5.5 6.8 8.8

歩道が狭く、放置自転車などの障害物が多いなど、
歩道が歩きにくい

16.7 11.7 9.9 8.7 21.2

建物などに段差が多く、利用しにくい 18.2 11.0 14.1 12.3 6.2

車を駐車するところがない 8.1 7.2 6.7 2.6 9.7

気軽に利用できる移動手段が少ない 9.9 14.6 8.5 22.3 8.8

電車やバスなどが利用しづらい 13.3 20.9 10.3 13.6 19.5

障害者用のトイレ(オストメイト対応、大人用ベッド含
む)が少ない

10.6 15.1 6.9 8.1 8.0

その他 8.3 9.9 11.4 9.5 5.2 9.7

特に困っていることはない 35.1 27.0 54.7 49.7 32.0 34.5

無回答 12.5 9.7 6.4 6.1 6.8 0.9
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分    １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

特に困って

いることは

ない 

（35.1） 

建物などに

段差が多く、

利用しにく

い 

（18.2） 

歩道が狭く、放置

自転車などの障

害物が多いなど、

歩道が歩きにく

い 

（16.7） 

前  回
（n=562） 

特に困って

いることは

ない 

（36.1） 

建物などに

段差が多く、

利用しにく

い 

（19.6） 

歩道が狭く、放置

自転車などの障

害物が多いなど、

歩道が歩きにく

い 

（17.1） 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

他人との会

話が難しい 
（27.9） 

特に困って

いることは

ない 

（27.0） 
電車やバスなど

が利用しづらい 
（20.9） 

前  回
（n=442） 

特に困って

いることは

ない 

（37.1） 
他人との会

話が難しい 
（25.1） 

他人の視線が気

になる 
（13.8） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

特に困って

いることは

ない 

（54.7） 
他人の視線

が気になる 
（18.4） 

他人との会話が

難しい 
（11.6） 

前  回
（n=452） 

特に困って

いることは

ない 

（55.8） 
他人の視線

が気になる 
（18.1） 

他人との会話が

難しい 
（12.6） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

特に困って

いることは

ない 

（49.7） 

建物などに

段差が多く、

利用しにく

い 

（14.1） 
電車やバスなど

が利用しづらい 
（10.3） 

前  回
（n=437） 

特に困って

いることは

ない 

（48.3） 

建物などに

段差が多く、

利用しにく

い 

（14.4） 
電車やバスなど

が利用しづらい 
（13.3） 

施設入所者 

今  回
（n=309） 

特に困って

いることは

ない 

（32.0） 
他人との会

話が難しい 
（27.2） 

付き添ってくれ

る人がいない 
（26.9） 

前  回
（n=303） 

特に困って

いることは

ない 

（31.4） 
他人との会

話が難しい 
（24.1） 

電車やバスなど

が利用しづらい 
（13.9） 

児童発達 

支援事業 

利用者 

今  回
（n=113） 

特に困って

いることは

ない 

（34.5） 
他人の視線

が気になる 
（23.9） 

付き添ってくれ

る人がいない 
（26.9） 

前  回 
（n=153） 

特に困って

いることは

ない 

（35.3） 
電車やバス

などが利用

しづらい 

（20.3） 

付き添ってくれ

る人がいない/他

人との会話が難

しい 

（同率 
19.6） 
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、いずれも「特に困っていることはない」と回答した人が最も多くな

っている。 

障害の種類別にみると、視覚障害では「歩道が狭く、放置自転車などの障害物が多いなど、

歩道が歩きにくい」が 29.2％と最も多く、音声機能・言語機能・そしゃく機能の障害では「他

人との会話が難しい」が 45.0％と最も多くなっている。また、肢体不自由（上肢、下肢等）で

は「建物などに段差が多く、利用しにくい」が 29.1％と最も多くなっている。肢体不自由（体

幹）では「建物などに段差が多く、利用しにくい」「電車やバスなどが利用しづらい」がともに

27.8％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 

  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機
能・言語
機能・そ
しゃく機能
の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他

調査数 615 305 193 81 65 65 1 20 127 36 117 9

付き添ってくれる人がいない 9.8 13.1 6.2 6.2 20.0 3.1 - 5.0 14.2 11.1 3.4 33.3

他人との会話が難しい 9.6 10.2 10.9 8.6 7.7 29.2 - 45.0 7.1 8.3 4.3 -

他人の視線が気になる 4.1 4.6 3.6 2.5 6.2 6.2 - - 8.7 5.6 0.9 -

必要なときに、周りの人の手助け・配
慮が足りない

5.7 6.9 3.6 7.4 9.2 10.8 - - 9.4 8.3 0.9 -

歩道が狭く、放置自転車などの障害
物が多いなど、歩道が歩きにくい

16.7 21.0 9.3 22.2 29.2 12.3 - 15.0 26.8 25.0 7.7 22.2

建物などに段差が多く、利用しにくい 18.2 23.9 10.4 18.5 27.7 15.4 100.0 5.0 29.1 27.8 6.8 33.3

車を駐車するところがない 8.1 8.9 7.3 11.1 9.2 9.2 - - 13.4 16.7 6.8 -

気軽に利用できる移動手段が少ない 9.9 8.5 11.4 12.3 16.9 10.8 - 20.0 16.5 13.9 4.3 11.1

電車やバスなどが利用しづらい 13.3 15.1 9.3 12.3 12.3 6.2 - 5.0 22.8 27.8 9.4 11.1

障害者用のトイレ(オストメイト対応、大
人用ベッド含む)が少ない

10.6 12.1 8.8 9.9 4.6 3.1 - 10.0 19.7 19.4 7.7 22.2

その他 8.3 8.5 6.7 9.9 15.4 6.2 - 10.0 10.2 13.9 4.3 11.1

特に困っていることはない 35.1 32.5 40.4 34.6 21.5 33.8 - 35.0 26.0 11.1 62.4 44.4

無回答 12.5 12.5 10.9 9.9 9.2 4.6 - 5.0 12.6 11.1 3.4 -

障害程度別 障害の種類別

全体
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「まわりの人と話すのがむずかしい」

「電車やバスなどが利用しづらい」「トイレが使いにくい、少ない（オストメイト対応トイレ、

大人用ベッドなど）」がともに 32.0％と最も多く、次いで「気軽に利用できる移動手段が少な

い（福祉タクシーなど）」が 25.7％、「建物などに段差が多く、利用しにくい」が 20.0％となっ

ている。中度（３度）では「まわりの人と話すのがむずかしい」が 35.7％と最も多く、次いで

「特に困っていることはない」が 25.9％、「まわりの人の目が気になる」が 17.9％となってい

る。軽度（４度）では「特に困っていることはない」が 49.7％と多くなっている。 

 

（単位：％）         

 

  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 444 175 112 145

つきそってくれる人がいない 12.6 19.4 14.3 2.8

まわりの人と話すのがむずかしい 27.9 32.0 35.7 16.6

まわりの人の目が気になる 15.5 16.0 17.9 13.8

まわりの人の手助け・配慮が足りない 6.5 9.7 5.4 3.4

歩道が狭かったり、自転車が置いて
あったりして、歩道が歩きにくい

11.7 17.1 5.4 8.3

建物などに段差が多く、利用しにくい 11.0 20.0 5.4 3.4

車を停めるところがない 7.2 13.7 1.8 3.4

気軽に利用できる移動手段が少ない
（福祉タクシーなど）

14.6 25.7 6.3 8.3

電車やバスなどが利用しづらい 20.9 32.0 14.3 11.0

トイレが使いにくい、少ない（オストメイ
ト対応トイレ、大人用ベッドなど）

15.1 32.0 1.8 4.8

その他 9.9 11.4 7.1 9.7

特に困っていることはない 27.0 10.9 25.9 49.7

無回答 9.7 7.4 14.3 9.0

障害程度別

全体
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、発達障害と診断されている人では「他人の視線が気になる」が 29.9％、

「必要な時に、周りの人の手助け・配慮が足りない」が 18.2％となっており、それぞれ統合失

調症、気分障害と診断されている人に比べて多くなっている。 

（単位：％）       

 

 
【難病患者】 

 

疾患群別にみると、神経・筋疾患では「建物などに段差が多く、利用しにくい」が 27.9％と

なっている。免疫系疾患、消化器系疾患では「特に困っていることはない」がそれぞれ 55.2％、

63.1％となっている。 

（単位：％）       

 

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 483 98 261 77 124

付き添ってくれる人がいない 7.2 5.1 6.1 7.8 9.7

他人との会話が難しい 11.6 11.2 11.9 16.9 18.5

他人の視線が気になる 18.4 20.4 22.2 29.9 17.7

必要なときに、周りの人の手助け・配
慮が足りない

8.3 7.1 8.0 18.2 12.9

その他 11.4 11.2 13.4 15.6 12.9

特に困っていることはない 54.7 51.0 51.7 49.4 49.2

無回答 6.4 8.2 5.4 - 6.5

診断名別

全体

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他

調査数 495 122 96 122 125

付き添ってくれる人がいない 6.1 11.5 4.2 2.5 4.8

他人との会話が難しい 2.4 8.2 1.0 - 0.8

他人の視線が気になる 4.8 10.7 4.2 2.5 2.4

必要なときに、周りの人の手助け・配
慮が足りない

5.5 11.5 5.2 4.1 1.6

歩道が狭く、放置自転車などの障害物
が多いなど、歩道が歩きにくい

9.9 18.9 8.3 5.7 6.4

建物などに段差が多く、利用しにくい 14.1 27.9 16.7 2.5 10.4

車を駐車するところがない 6.7 9.8 1.0 4.9 9.6

気軽に利用できる移動手段が少ない 8.5 20.5 5.2 2.5 4.8

電車やバスなどが利用しづらい 10.3 18.9 7.3 4.9 12.0

障害者用トイレ(オストメイト対応、大人
用ベッド含む)が少ない

6.9 13.1 3.1 8.2 3.2

その他 9.5 11.5 7.3 10.7 10.4

特に困っていることはない 49.7 23.8 55.2 63.1 56.8

無回答 6.1 7.4 6.3 2.5 4.8

疾患群別

全体
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（３）今後してみたい活動（複数回答） 

今後してみたい活動は、身体障害者では「自宅で過ごしたい」が 47.2％と最も多く、次いで「買

い物や散歩などに出かけたい」が 38.5％、「旅行に行きたい」が 35.8％となっている。 

知的障害者では「自宅で過ごしたい」が 53.8％と最も多く、次いで「買い物や散歩などに出か

けたい」が 48.4％、「旅行に行きたい」が 30.9％となっている。 

精神障害者では「自宅で過ごしたい」が 56.9％と最も多く、次いで「買い物や散歩などに出か

けたい」が 44.5％、「趣味や学習、サークル活動をしたい」が 35.4％となっている。 

難病患者では「自宅で過ごしたい」が 53.9％と最も多く、次いで「買い物や散歩などに出かけ

たい」が 47.9％、「旅行に行きたい」が 46.7％となっている。 

施設入所者では「買い物や散歩などに出かけたい」が 59.2％と最も多く、次いで「旅行に行き

たい」が 40.1％、「地域の行事やお祭りに参加したい」が 27.5％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「体育施設などでスポーツ（ボッチャ、水泳など）をしたい」が

61.9％と最も多く、次いで「文化芸術活動（絵画、音楽など）をしたい」が 56.6％、「趣味や学

習、サークル活動をしたい」が 55.8％となっている。 

（単位：％） 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 施設入所者
児童発達支援事業

利用者

調査数 615 444 483 495 309 113

障害者地域生活支援センターの講座やプログラム
に参加したい

4.7 10.1 4.8 3.8

地区区民館や図書館などの区立施設で過ごしたい 8.0 7.7 11.6 9.1 36.3

体育施設などでスポーツ（ボッチャ、水泳など）を
したい

10.6 22.1 15.7 13.5 9.7 61.9

文化芸術活動（絵画、音楽など）をしたい 9.6 20.0 20.1 17.4 16.8 56.6

趣味や学習、サークル活動をしたい 20.0 29.5 35.4 30.7 20.1 55.8

地域の行事やお祭りに参加したい 7.0 13.1 8.1 7.3 27.5 51.3

旅行に行きたい 35.8 30.9 32.1 46.7 40.1 40.7

ボランティア活動をしたい 4.6 2.0 8.5 6.7 4.5 17.7

障害者団体の活動をしたい 3.7 4.3 2.7 4.0 3.6

買い物や散歩などに出かけたい 38.5 48.4 44.5 47.9 59.2 44.2

日中通っている福祉施設で利用時間を延長して
過ごしたい

4.1 14.0 1.2 2.0

自宅で過ごしたい 47.2 53.8 56.9 53.9

その他 5.4 7.4 5.6 2.6 5.5 4.4

特に希望はない 13.2 5.2 11.0 10.7 18.8 13.3

無回答 9.6 6.8 4.8 4.2 1.9 1.8
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（４）活動に参加するために必要な支援（複数回答） 

希望する活動に参加するために必要な支援は、身体障害者では「特にない」が 28.9％と最も多

く、次いで「障害にあった対応があること」が 24.1％、「自宅や施設から通いやすい場所に過ご

せる場があること」が 23.4％となっている。 

知的障害者では「介助者・援助者がいること」が 55.4％と最も多く、次いで「障害にあった対

応があること」が 42.3％、「外出のための手段が確保されていること」が 40.5％となっている。 

精神障害者では「特にない」が 34.8％と最も多く、次いで「自宅や施設から通いやすい場所に

過ごせる場があること」が 30.2％、「一緒に過ごす仲間がいること」が 25.7％となっている。 

難病患者では「特にない」が 28.9％と最も多く、次いで「自宅や施設から通いやすい場所に過

ごせる場があること」が 27.5％、「参加できる機会の情報が提供されること」が 24.4％となって

いる。 

施設入所者では「介助者・援助者がいること」が 57.3％と最も多く、次いで「外出のための手

段が確保されていること」が 43.4％、「障害にあった対応があること」が 40.5％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「自宅や施設から通いやすい場所に過ごせる場があること」が

65.5％と最も多く、次いで「適切な指導者がいること」が 62.8％、「参加できる機会の情報が提

供されること」が 59.3％となっている。 

（単位：％） 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 施設入所者
児童発達支援事業

利用者

調査数 615 444 483 495 309 113

参加できる機会の情報が提供されること 20.2 25.2 25.1 24.4 18.1 59.3

一緒に過ごす仲間がいること 19.3 27.0 25.7 17.0 19.4 48.7

自宅や施設から通いやすい場所に過ごせる場が
あること

23.4 39.0 30.2 27.5 17.2 65.5

外出のための手段が確保されていること 18.9 40.5 14.5 19.4 43.4 38.1

障害にあった対応があること 24.1 42.3 18.4 19.2 40.5

適切な指導者がいること 10.9 37.6 13.9 10.3 25.2 62.8

障害のある方に配慮した施設や設備があること 21.3 35.6 13.9 19.0 29.1

介助者・援助者がいること 21.0 55.4 10.4 13.9 57.3 34.5

その他 4.1 2.7 5.8 2.2 2.9 4.4

特にない 28.9 12.6 34.8 28.9 15.2 8.8

無回答 12.5 8.8 6.4 8.5 3.2 4.4
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、重度（１・２級）および中度（３・４級）では「特にない」がそれ

ぞれ 28.9％、31.6％と最も多く、軽度（５・６級）では「自宅や施設から通いやすい場所に過

ごせる場があること」が 32.1％と最も多くなっている。 

（単位：％）        

 

  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

調査数 615 305 193 81

参加できる機会の情報が提供される
こと

20.2 20.3 19.2 27.2

一緒に過ごす仲間がいること 19.3 17.7 17.6 27.2

自宅や施設から通いやすい場所に過
ごせる場があること

23.4 22.3 22.3 32.1

外出のための手段が確保されている
こと

18.9 23.6 15.5 14.8

障害にあった対応があること 24.1 27.2 22.8 22.2

適切な指導者がいること 10.9 11.5 10.4 13.6

障害のある方に配慮した施設や設備
があること

21.3 27.2 17.6 13.6

介助者・援助者がいること 21.0 25.6 15.5 17.3

その他 4.1 4.6 2.6 4.9

特にない 28.9 28.9 31.6 25.9

無回答 12.5 12.8 11.9 8.6

障害程度別
全体
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）および中度（３度）では「手助けをして

くれる人がいること」がそれぞれ 69.1％、55.4％と最も多く、軽度（４度）では「きちんと教

えてくれる人がいること」が 41.4％と最も多くなっている。 

（単位：％）       

 
  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 444 175 112 145

やってみたいことについてのお知らせ
があること

25.2 22.3 29.5 26.2

一緒に過ごす仲間がいること 27.0 19.4 33.0 31.0

近くに過ごせる場所があること 39.0 43.4 42.0 31.7

外出のための手助け・サービスがある
こと

40.5 56.0 46.4 17.9

障害にあった対応ができること 42.3 54.9 45.5 25.5

きちんと教えてくれる人がいること 37.6 28.6 49.1 41.4

障害のある方が使いやすい施設など
があること

35.6 50.3 33.9 19.3

手助けをしてくれる人がいること 55.4 69.1 55.4 39.3

その他 2.7 4.6 - 2.8

特にない 12.6 5.7 12.5 21.4

無回答 8.8 6.3 11.6 8.3

全体

障害程度別
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、診断名にかかわらず、「特にない」がそれぞれ 33.7％、33.3％、37.7％

と最も多く、次いで「自宅や施設から通いやすい場所に過ごせる場があること」がそれぞれ

27.6％、32.6％、33.8％となっている。 

（単位：％）       

 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 483 98 261 77 124

参加できる機会の情報が提供される
こと

25.1 25.5 23.8 23.4 23.4

一緒に過ごす仲間がいること 25.7 23.5 24.1 22.1 30.6

自宅や施設から通いやすい場所に過
ごせる場があること

30.2 27.6 32.6 33.8 29.0

外出のための手段が確保されている
こと

14.5 14.3 15.3 23.4 16.9

障害にあった対応があること 18.4 20.4 17.2 29.9 20.2

適切な指導者がいること 13.9 15.3 11.1 15.6 15.3

障害のある方に配慮した施設や設備
があること

13.9 16.3 11.5 29.9 15.3

介助者・援助者がいること 10.4 9.2 9.6 14.3 10.5

その他 5.8 6.1 6.5 6.5 4.8

特にない 34.8 33.7 33.3 37.7 34.7

無回答 6.4 10.2 5.4 5.2 4.0

診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、神経・筋疾患では「介助者・援助者がいること」が 36.9％、免疫系疾患

では「活動する場所が近くにあること」が 30.2％、消化器系疾患では「活動についての情報が

提供されること」「活動する場所が近くにあること」が 26.2％と多くなっている。 

 

（単位：％）       

 

  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他

調査数 495 122 96 122 125

活動についての情報が提供されること 24.4 23.8 28.1 26.2 22.4

一緒に行く仲間がいること 17.0 12.3 21.9 21.3 16.8

活動する場所が近くにあること 27.5 30.3 30.2 26.2 28.8

外出のための手段が確保されているこ
と

19.4 27.0 19.8 9.8 21.6

難病患者の方にあった対応があること 19.2 32.0 17.7 13.1 12.0

適切な指導者がいること 10.3 11.5 10.4 9.8 8.8

難病患者の方に配慮した施設や設備
があること

19.0 32.8 14.6 14.8 12.0

介助者・援助者がいること 13.9 36.9 9.4 0.8 7.2

その他 2.2 - 3.1 3.3 3.2

特にない 28.9 17.2 27.1 36.9 32.8

無回答 8.5 9.8 3.1 6.6 7.2

全体

疾患群別
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７ 健康状況や医療について 

（１）医療の受診状況 

医療の受診状況で「通院している」人は、精神障害者では 90.3％、難病患者では 85.5％となっ

ている。 

 

 

 

 

【精神障害者】 

 

診断名別にみると、「通院している」人は統合失調症と診断されている人では 90.8％、気

分障害と診断されている人では 95.0％、発達障害と診断されている人では 93.5％となって

いる。 

 

 

  

通院している 訪問診療（往

診）してもらっ

ている

入院している 入院・通院して

いない

無回答

（ n ）

( 483 )

( 495 )

精神障害者

難病患者

90.3

85.5

2.1

7.7

0.2

1.0

2.5

1.2

5.0

4.6

( ％ )

通院している 訪問診療（往
診）してもらって
いる

入院している 入院・通院して
いない

無回答

（ n ）

( 483 )

( 98 )

( 261 )

( 77 )

( 124 )

発達障害

その他

全体

統合失調症

気分障害

90.3

90.8

95.0

93.5

85.5

2.1

3.1

1.9

-

2.4

0.2

-

0.4

-

0.8

2.5

1.0

0.4

2.6

4.8

5.0

5.1

2.3

3.9

6.5

( ％ )
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、「通院している」人は神経・筋疾患では 66.4％、免疫系疾患では 99.0％、

消化器系疾患では 97.5％となっている。 

 

 

 

 

【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分    １位 ２位 ３位 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

通院している （90.3） 
入院・通院してい

ない 
（2.5） 

訪問診療（往診）

してもらってい

る 
（2.1） 

前  回
（n=452） 

通院している （86.9） 
訪問診療（往診）し

てもらっている 
（3.1） 

入院・通院して

いない 
（2.4） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

通院している （85.5） 
訪問診療（往診）し

てもらっている 
（7.7） 

入院・通院して

いない 
（1.2） 

前  回
（n=437） 

通院している （89.5） 
訪問診療（往診）し

てもらっている 
（4.3） 入院している （1.6） 

  

通院している 訪問診療（往
診）してもらって
いる

入院している 入院・通院して
いない

無回答

（ n ）

( 495 )

( 122 )

( 96 )

( 122 )

( 125 )

消化器系疾患

その他

全体

神経・筋疾患

免疫系疾患

85.5

66.4

99.0

97.5

89.6

7.7

25.4

-

-

2.4

1.0

4.1

-

-

-

1.2

0.8

-

-

1.6

4.6

3.3

1.0

2.5

6.4

( ％ )
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（２）入院歴の有無と入院期間 

① 入院歴の有無 

精神疾患、難病疾病で入院歴が「ある」人は、精神障害者では 32.3％、難病患者では 58.8％

となっている。 

 

 

 

【精神障害者】 

 

診断名別にみると、統合失調症と診断されている人では「ある」が 65.3％と多くなって

いる。 

 

 
 

  

ない ある 無回答

（ n ）

( 483 )

( 495 )

精神障害者

難病患者

60.9

34.5

32.3

58.8

6.8

6.7

( ％ )

ない ある 無回答

（ n ）

( 483 )

( 98 )

( 261 )

( 77 )

( 124 )

発達障害

その他

全体

統合失調症

気分障害

60.9

24.5

69.7

83.1

58.9

32.3

65.3

26.8

13.0

33.1

6.8

10.2

3.4

3.9

8.1

( ％ )
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、免疫系疾患では「ある」が 71.9％と多くなっている。 

 

 
 

 

② 入院期間 

入院歴が“ある”と回答した人の入院期間は、精神障害者、難病患者では「３か月未満」が

それぞれ 53.2％、71.8％と最も多くなっている。 

 

 
 

※ベース：入院歴が“ある”と回答した人 

  

ない ある 無回答

（ n ）

( 495 )

( 122 )

( 96 )

( 122 )

( 125 )

消化器系疾患

その他

全体

神経・筋疾患

免疫系疾患

34.5

48.4

26.0

41.8

19.2

58.8

45.9

71.9

54.9

72.0

6.7

5.7

2.1

3.3

8.8

( ％ )

３か月未満 ３か月～１年未
満

１年～３年未満 ３年以上 無回答

（ n ）

( 156 )

( 291 )

精神障害者

難病患者

53.2

71.8

26.9

17.2

6.4

4.1

6.4

2.4

7.1

4.5

( ％ )
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【精神障害者】 

 
診断名別にみると、いずれの診断名においても、「３か月未満」が最も多く、統合失調症では

46.9％、気分障害では 51.4％、発達障害では 60.0％となっている。 

 

 

※ベース：入院歴が“ある”と回答した人 

 

【難病患者】 

 

疾患群別にみると、いずれの疾患群においても「３か月未満」が最も多く、神経・筋疾

患では 73.2％、免疫系疾患では 65.2％、消化器系疾患では 70.1％となっている。 

 

 

※ベース：入院歴が“ある”と回答した人 

  

３か月未満 ３か月～１年

未満

１年～３年未

満

３年以上 無回答

（ n ）

( 156 )

( 64 )

( 70 )

( 10 )

( 41 )

発達障害

その他

全体

統合失調症

気分障害

53.2

46.9

51.4

60.0

58.5

26.9

23.4

31.4

30.0

26.8

6.4

12.5

4.3

-

2.4

6.4

7.8

5.7

-

4.9

7.1

9.4

7.1

10.0

7.3

( ％ )

３か月未満 ３か月～１年

未満

１年～３年未

満

３年以上 無回答

（ n ）

( 291 )

( 56 )

( 69 )

( 67 )

( 90 )

消化器系疾患

その他

全体

神経・筋疾患

免疫系疾患

71.8

73.2

65.2

70.1

80.0

17.2

12.5

23.2

22.4

11.1

4.1

1.8

8.7

3.0

2.2

2.4

7.1

-

1.5

1.1

4.5

5.4

2.9

3.0

5.6

( ％ )
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（３）通院する際の介助の必要性（難病患者のみ） 

難病患者の医療の受診状況で“通院している”と回答した人の通院する際の介助の必要性は、

「介助は必要ない」が 83.9％、「付添いなどの介助が必要」が 12.3％となっている。 

 

 

※ベース：通院していると回答した人 

 

  

介助は必要ない 付添いなどの介助が必

要

無回答

（ n ）

( 423 )難病患者 83.9 12.3 3.8

( ％ )
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（４）健康管理や医療について困ったことや不便に感じたこと（複数回答） 

健康管理や医療で困ったことや不便に感じたことは、身体障害者では「特に困っていること

はない」が 43.4％と最も多く、次いで「医療費の負担が大きい」が 14.3％、「その他」が 9.4％

となっている。 

知的障害者では「特に困っていることはない」が 39.0％と最も多く、次いで「障害のために

症状が正確に伝わらず、必要な治療が受けられない」が 16.0％、「専門的な治療を行う医療機

関がない」が 14.4％となっている。 

精神障害者では「特に困っていることはない」が 42.9％と最も多く、次いで「医療費の負担

が大きい」が 15.7％、「その他」が 11.6％となっている。 

難病患者では「特に困っていることはない」が 35.6％と最も多く、次いで「医療費の負担が

大きい」が 32.7％、「近所に診てくれる医師がいない」が 12.9％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「特に困っていることはない」が 54.9％と最も多く、次いで「そ

の他」が 11.5％、「専門的な治療を行う医療機関がない」が 8.8％となっている。 

（単位：％） 

 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者
児童発達支援事業

利用者

調査数 615 444 483 495 113

特に困っていることはない 43.4 39.0 42.9 35.6 54.9

近所に診てくれる医師がいない 7.0 14.0 9.5 12.9 7.1

専門的な治療を行う医療機関がない 7.3 14.4 5.0 7.1 8.8

医療的ケアや重症心身障害があることで、診てくれ
る医師がいない

2.6 5.2 1.0 0.6 -

通院や健康診査のときに付き添いがいない 5.2 7.4 3.9 2.2

往診を頼める医師がいない 3.7 5.2 2.5 2.8 2.7

定期的に健康診査を受けられない 2.3 4.1 2.7 1.0 2.7

医療機関とのコミュニケーションがとれない 3.6 11.5 6.2 1.8 0.9

障害のために症状が正確に伝わらず、必要な治療
が受けられない

3.7 16.0 8.3 2.0 6.2

受診手続きなど、障害のある方への配慮が不十分 4.4 8.1 6.8 4.0 5.3

医療機関の建物が障害のある方に配慮した構造に
なっていない

5.2 2.9 2.9 2.8 5.3

医療費の負担が大きい 14.3 5.6 15.7 32.7

休日・夜間の相談や治療をしてくれる医療機関が少
ない

8.0 12.6 10.1 6.9 8.0

その他 9.4 10.8 11.6 6.9 11.5

無回答 14.1 9.7 14.3 11.3 9.7
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分  １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

特に困っている

ことはない 
（43.4） 

医療費の負担

が大きい 
（14.3） その他 （9.4） 

前  回
（n=562） 

特に困っている

ことはない 
（49.5） 

医療費の負担

が大きい 
（12.8） 

休日・夜間の相談

や治療をしてくれ

る病院・診療所が

少ない 

（10.5） 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

特に困っている

ことはない 
（39.0） 

障害のために

症状が正確に

伝わらず、必要

な治療が受け

られない 

（16.0） 
専門的な治療を行

う医療機関がない 
（14.4） 

前  回
（n=442） 

特に困っている

ことはない 
（43.2） その他 （11.5） 

近所に診てくれる

医師がいない 
（11.3） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

特に困っている

ことはない 
（42.9） 

医療費の負担

が大きい 
（15.7） その他 （11.6） 

前  回
（n=452） 

特に困っている

ことはない 
（50.0） 

医療費の負担

が大きい 
（15.9） 

休日・夜間の相談

や治療をしてくれ

る病院・診療所が

少ない/その他 

（同率
10.2） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

特に困っている

ことはない 
（35.6） 

医療費の負担

が大きい 
（32.7） 

近所に診てくれる

医師がいない 
（12.9） 

前  回
（n=437） 

特に困っている

ことはない 
（44.4） 

医療費の負担

が大きい 
（25.4） 

近所に診てくれる

医師がいない 
（14.6） 

児童発達 

支援事業 

利用者 

今  回
（n=113） 

特に困っている

ことはない 
（54.9） その他 （11.5） 

専門的な治療を行

う医療機関がない 
（8.8） 

前  回 
（n=153） 

特に困っている

ことはない 
（57.5） 

休日・夜間の相

談や治療をし

てくれる病院・

診療所が少な

い 

（17.0） 
専門的な治療を行

う医療機関がない 
（9.2） 
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、いずれも「特に困っていることはない」が多くなっている。 

障害の種類別にみると、肢体不自由（体幹）では「特に困っていることはない」「医療費の負

担が大きい」がともに 27.8％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 
  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機能・
言語機能・
そしゃく機
能の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他

調査数 615 305 193 81 65 65 1 20 127 36 117 9

特に困っていることはない 43.4 47.2 42.0 38.3 38.5 43.1 100.0 40.0 35.4 27.8 60.7 33.3

近所に診てくれる医師がいない 7.0 7.5 6.7 6.2 6.2 4.6 - 5.0 7.9 11.1 6.0 33.3

専門的な治療を行う医療機関がない 7.3 5.6 7.8 13.6 13.8 9.2 - 10.0 7.1 19.4 2.6 22.2

医療的ケアや重症心身障害がある
ことで、診てくれる医師がいない

2.6 3.6 0.5 1.2 4.6 - - 5.0 3.9 5.6 0.9 11.1

通院や健康診査のときに付き添いが
いない

5.2 4.3 6.7 2.5 9.2 4.6 - 15.0 6.3 8.3 0.9 -

往診を頼める医師がいない 3.7 4.3 1.6 4.9 7.7 3.1 - 5.0 4.7 11.1 - 11.1

定期的に健康診査を受けられない 2.3 2.0 2.1 3.7 3.1 4.6 - 5.0 2.4 5.6 - -

医療機関とのコミュニケーションがとれ
ない

3.6 4.3 2.6 3.7 3.1 10.8 - 5.0 2.4 2.8 2.6 -

障害のために症状が正確に伝わらず、
必要な治療が受けられない

3.7 3.9 3.1 4.9 6.2 7.7 - 10.0 3.9 5.6 - 11.1

受診手続きなど、障害のある方への
配慮が不十分

4.4 3.9 4.1 3.7 6.2 9.2 - 10.0 2.4 8.3 2.6 11.1

医療機関の建物が障害のある方に
配慮した構造になっていない

5.2 5.9 2.6 7.4 6.2 1.5 - - 9.4 16.7 3.4 11.1

医療費の負担が大きい 14.3 5.9 24.4 23.5 16.9 20.0 - 25.0 9.4 27.8 13.7 -

休日・夜間の相談や治療をしてくれる
医療機関が少ない

8.0 7.5 8.3 8.6 12.3 9.2 - 15.0 7.9 13.9 6.8 22.2

その他 9.4 10.5 7.8 8.6 6.2 9.2 - - 15.0 5.6 9.4 44.4

無回答 14.1 14.8 14.0 9.9 13.8 6.2 - 15.0 15.0 5.6 8.5 11.1

障害程度別 障害の種類別

全体



115 

 

【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「特に困っていることはない」「障害

のために症状が正確に伝わらず、必要な治療が受けられない」がともに 22.3％と最も多く、次

いで「専門的な治療を行う病院・診療所がない」が 21.1％となっている。 

（単位：％）        

 
 

  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 444 175 112 145

特に困っていることはない 39.0 22.3 41.1 58.6

近所に診てくれるお医者さんがいない 14.0 18.9 12.5 7.6

専門的な治療を行う病院・診療所がな
い

14.4 21.1 11.6 7.6

医療的ケアや重症心身障害があること
で、診てくれるお医者さんがいない

5.2 9.7 0.9 2.1

通院や健康診査のときにつきそいがい
ない

7.4 10.9 5.4 4.8

往診をたのめるお医者さんがいない 5.2 9.7 1.8 2.8

定期的に健康診査を受けられない 4.1 5.1 4.5 2.1

病院・診療所とのコミュニケーションが
とれない

11.5 15.4 8.0 10.3

障害のために症状が正確に伝わらず、
必要な治療が受けられない

16.0 22.3 17.0 8.3

受診手続きなどがわかりにくい 8.1 4.0 10.7 11.0

病院・診療所の建物が使いにくい 2.9 5.7 - 1.4

医療費の負担が大きい 5.6 1.7 8.9 7.6

休日・夜間の相談や治療をしてくれる
病院・診療所が少ない

12.6 19.4 8.9 6.2

その他 10.8 16.0 7.1 7.6

無回答 9.7 8.6 12.5 7.6

全体

障害程度別
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、いずれの診断を受けている人でも「特に困っていることはない」が最も

多くなっている一方で、発達障害と診断されている人では「医療費の負担が大きい」が 24.7％

と次いで多くなっている。 

（単位：％）        

 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 483 98 261 77 124

特に困っていることはない 42.9 46.9 39.1 32.5 40.3

近所に診てくれる医師がいない 9.5 9.2 11.1 15.6 9.7

専門的な治療を行う医療機関がない 5.0 6.1 5.0 6.5 7.3

医療的ケアや重症心身障害があること
で、診てくれる医師がいない

1.0 2.0 0.4 2.6 2.4

通院や健康診査のときに付き添いが
いない

3.9 1.0 3.1 6.5 7.3

往診を頼める医師がいない 2.5 2.0 3.8 3.9 4.0

定期的に健康診査を受けられない 2.7 - 3.1 6.5 3.2

医療機関とのコミュニケーションがとれ
ない

6.2 6.1 5.0 13.0 11.3

精神疾患のために症状が正確に伝わ
らず、必要な治療が受けられない

8.3 6.1 9.2 16.9 8.1

受診手続きなど、精神疾患のある方へ
の配慮が不十分

6.8 6.1 6.9 14.3 10.5

医療機関の建物が精神疾患のある方
に配慮した構造になっていない

2.9 1.0 3.8 3.9 6.5

医療費の負担が大きい 15.7 12.2 19.2 24.7 16.1

休日・夜間の相談や治療をしてくれる
医療機関が少ない

10.1 6.1 13.0 15.6 10.5

その他 11.6 9.2 13.0 13.0 8.1

無回答 14.3 18.4 12.6 14.3 15.3

診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、免疫系疾患、消化器系疾患では「医療費の負担が大きい」がそれぞれ、

43.8％、41.8％と最も多くなっている。 

（単位：％）        

 

  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他

調査数 495 122 96 122 125

特に困っていることはない 35.6 28.7 33.3 36.9 41.6

近所に診てくれる医師がいない 12.9 10.7 18.8 14.8 12.8

専門的な治療を行う医療機関がない 7.1 11.5 5.2 5.7 7.2

医療的ケアや重症心身障害があること
で、診てくれる医師がいない

0.6 - 1.0 0.8 0.8

通院や健康診査のときに付き添いが
いない

2.2 5.7 1.0 1.6 -

往診を頼める医師がいない 2.8 2.5 3.1 2.5 3.2

定期的に健康診査を受けられない 1.0 3.3 - 0.8 -

医療機関とのコミュニケーションがとれ
ない

1.8 4.9 1.0 0.8 -

症状が正確に伝わらず、必要な治療
が受けられない

2.0 3.3 3.1 1.6 0.8

受診手続きなど、難病の方への配慮
が不十分

4.0 3.3 5.2 6.6 0.8

医療機関の建物が難病患者の方に配
慮した構造になっていない

2.8 7.4 2.1 1.6 0.8

医療費の負担が大きい 32.7 23.8 43.8 41.8 27.2

休日・夜間の相談や治療をしてくれる
医療機関が少ない

6.9 3.3 10.4 7.4 8.0

その他 6.9 6.6 9.4 4.1 9.6

無回答 11.3 16.4 3.1 6.6 10.4

疾患群別

全体
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８ 相談や情報の入手について 

（１）悩みごとや心配ごとがあるときの家族や親せき以外の相談先（複数回答） 

悩みごとや心配ごとがあるときの家族や親せき以外の相談先は、身体障害者では「友人・知人」

が 27.6％と最も多く、次いで「病院・診療所」が 21.5％、「総合福祉事務所」が 15.4％となって

いる。 

知的障害者では「学校、職場」が 28.2％と最も多く、次いで「総合福祉事務所」が 23.6％、「病

院・診療所」が 20.5％となっている。 

精神障害者では「病院・診療所」が 36.4％と最も多く、次いで「友人・知人」が 26.1％、「相

談できるところはない」が 13.9％となっている。 

難病患者では「病院・診療所」が 29.7％と最も多く、次いで「友人・知人」が 29.1％、「相談

の必要はない」が 13.7％となっている。 

施設入所者では「福祉施設」が 52.4％と最も多く、次いで「その他」が 19.4％、「相談支援事

業所」「相談の必要はない」がともに 12.6％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「こども発達支援センター」が 53.1％と最も多く、次いで「友人・

知人」が 51.3％、「病院・診療所」が 27.4％となっている。 

（単位：％） 

 

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 施設入所者
児童発達支援
事業利用者

調査数 615 444 483 495 309 113

総合福祉事務所 15.4 23.6 12.0 6.9 8.7 3.5

保健相談所 2.0 3.2 9.5 6.9 1.6 21.2

障害者地域生活支援センター（きらら・すてっぷ・ういん
ぐ・さくら）

2.8 6.8 3.7 1.6 1.6 -

権利擁護センター　ほっとサポートねりま 0.2 - - - - -

民生委員・児童委員 0.2 0.2 - 0.2 1.3 -

障害者相談員 2.1 3.4 1.4 1.0 6.1 0.9

児童相談所 - 1.1 - - - 1.8

福祉施設 3.9 11.0 3.7 2.0 52.4 6.2

相談支援事業所 2.3 12.8 2.3 1.2 12.6 15.9

こども発達支援センター 1.8 7.2 0.4 - - 53.1

学校教育支援センター - 1.1 0.4 - - 1.8

子ども家庭支援センター 0.2 0.5 1.0 - - 8.8

病院・診療所 21.5 20.5 36.4 29.7 10.0 27.4

学校・職場 8.3 28.2 5.2 5.9 1.6 11.5

障害者団体 3.1 2.3 0.6 1.4 1.3 0.9

友人・知人 27.6 15.5 26.1 29.1 4.2 51.3

ホームヘルパー 5.2 4.5 1.9 2.6 0.6 0.9

インターネットの掲示板（民間サイト）など 3.7 0.9 1.9 5.5 - 1.8

ＳＮＳ 3.7 2.5 11.2 5.1 0.3 13.3

対話型ＡＩ 4.1 2.3 13.3 8.1 - 11.5

その他 6.0 13.1 12.6 6.7 19.4 23.0

相談できるところはない 12.2 8.8 13.9 12.7 1.9 1.8

相談の必要はない 14.3 6.1 6.8 13.7 12.6 -

無回答 10.7 11.5 6.0 6.1 5.5 1.8
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分    １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

友人・知人 （27.6） 病院・診療所 （21.5） 総合福祉事務所 （15.4） 

前  回
（n=562） 

友人・知人 （24.2） 病院・診療所 （20.6） 
相談の必要はな

い 
（17.6） 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

学校・職場 （28.2） 
総合福祉事務

所 
（23.6） 病院・診療所 （20.5） 

前  回
（n=442） 

学校・職場 （24.9） 
総合福祉事務

所 
（20.4） 友人・知人 （19.7） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

病院・診療所 （36.4） 友人・知人 （26.1） 
相談できるとこ

ろはない 
（13.9） 

前  回
（n=452） 

病院・診療所 （31.6） 友人・知人 （25.4） 
相談できるとこ

ろはない 
（18.1） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

病院・診療所 （29.7） 友人・知人 （29.1） 
相談の必要はな

い 
（13.7） 

前  回
（n=437） 

病院・診療所 （27.9） 友人・知人 （27.7） 
相談の必要はな

い 
（16.9） 

施設入所者 

今  回
（n=309） 

福祉施設 （52.4） その他 （19.4） 
相談支援事業所

/相談の必要は

ない 

（同率
12.6） 

前  回
（n=303） 

福祉施設 （40.9） その他 （18.5） 相談支援事業所 （14.9） 

児童発達 

支援事業 

利用者 

今  回
（n=113） 

こども発達支

援センター 
（53.1） 友人・知人 （51.3） 病院・診療所  （27.4） 

前  回 
(n=153) 

こども発達支

援センター 
（64.1） 友人・知人 （49.0） 保健相談所 （31.4） 
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、「友人・知人」と回答した人は重度（１・２級）では 28.9％、中度

（３・４級）では 22.8％、軽度（５・６級）では 32.1％と最も多くなっている。 

（単位：％）        

 

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

調査数 615 305 193 81

総合福祉事務所 15.4 15.4 15.0 13.6

保健相談所 2.0 1.3 1.6 3.7

障害者地域生活支援センター
（きらら・すてっぷ・ういんぐ・さくら）

2.8 2.3 3.6 3.7

権利擁護センター　ほっとサポートねりま 0.2 0.3 - -

民生委員・児童委員 0.2 - - -

障害者相談員 2.1 2.6 1.6 1.2

児童相談所 - - - -

福祉施設 3.9 4.6 2.6 1.2

相談支援事業所 2.3 3.3 2.1 -

こども発達支援センター 1.8 2.3 1.0 1.2

学校教育支援センター - - - -

子ども家庭支援センター 0.2 0.3 - -

病院・診療所 21.5 22.6 19.7 22.2

学校・職場 8.3 10.5 4.7 11.1

障害者団体 3.1 2.6 3.1 4.9

友人・知人 27.6 28.9 22.8 32.1

ホームヘルパー 5.2 5.9 5.2 3.7

インターネットの掲示板（民間サイト）など 3.7 3.6 4.7 2.5

ＳＮＳ 3.7 3.9 3.6 3.7

対話型ＡＩ 4.1 4.3 3.1 7.4

その他 6.0 4.3 7.8 8.6

相談できるところはない 12.2 13.8 10.4 12.3

相談の必要はない 14.3 12.8 16.6 14.8

無回答 10.7 10.8 10.9 8.6

障害程度別

全体
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「総合福祉事務所」に相談している

人が 41.1％と最も多く、次いで「病院・診療所」が 28.0％となっている。中度（３度）と軽度

（４度）では「学校、職場」がそれぞれ 36.6％、35.2％と最も多くなっている。 

（単位：％）        

 

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 444 175 112 145

総合福祉事務所 23.6 41.1 15.2 9.7

保健相談所 3.2 2.9 4.5 2.8

障害者地域生活支援センター
（きらら・すてっぷ・ういんぐ・さくら）

6.8 6.3 4.5 8.3

権利擁護センター　ほっとサポートねりま - - - -

民生委員・児童委員 0.2 0.6 - -

障害者相談員 3.4 4.6 4.5 1.4

児童相談所 1.1 - 3.6 0.7

福祉施設 11.0 21.7 3.6 4.1

相談支援事業所 12.8 16.0 18.8 5.5

こども発達支援センター 7.2 6.3 10.7 6.2

学校教育支援センター 1.1 0.6 0.9 2.1

子ども家庭支援センター 0.5 - 0.9 0.7

病院、診療所 20.5 28.0 17.0 15.2

学校、職場 28.2 18.3 36.6 35.2

障害者団体 2.3 4.6 1.8 -

友だち、知り合い 15.5 12.0 17.9 19.3

ホームヘルパー 4.5 6.3 2.7 4.1

インターネットの掲示板（民間サイト）など 0.9 0.6 0.9 1.4

ＳＮＳ 2.5 1.7 2.7 3.4

対話型ＡＩ 2.3 1.7 2.7 2.8

その他 13.1 12.0 15.2 13.1

相談できるところはない 8.8 9.7 6.3 7.6

相談の必要はない 6.1 4.0 6.3 9.0

無回答 11.5 10.9 11.6 11.0

障害程度別

全体
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、気分障害、発達障害と診断されている人では「病院・診療所」がそれぞ

れ 40.6％、44.2％と、統合失調症と診断されている人に比べて多くなっている。また、発達障

害と診断されている人では「SNS」が 23.4％、「対話型 AI」が 29.9％と、統合失調症、気分障

害と診断されている人に比べて多くなっている。 

（単位：％）      

 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 483 98 261 77 124

総合福祉事務所 12.0 11.2 11.9 15.6 20.2

保健相談所 9.5 14.3 8.8 15.6 4.8

障害者地域生活支援センター
（きらら・すてっぷ・ういんぐ・さくら）

3.7 6.1 2.7 2.6 2.4

権利擁護センター　ほっとサポートねりま - - - - -

民生委員・児童委員 - - - - -

障害者相談員 1.4 1.0 0.4 5.2 2.4

児童相談所 - - - - -

福祉施設 3.7 7.1 0.4 9.1 8.1

相談支援事業所 2.3 3.1 1.5 2.6 3.2

こども発達支援センター 0.4 1.0 0.4 - 1.6

学校教育支援センター 0.4 1.0 - 1.3 -

子ども家庭支援センター 1.0 1.0 1.5 - -

病院・診療所 36.4 31.6 40.6 44.2 33.9

学校・職場 5.2 2.0 5.4 5.2 5.6

障害者団体 0.6 1.0 0.4 1.3 -

友人・知人 26.1 27.6 28.0 29.9 23.4

ホームヘルパー 1.9 2.0 2.7 3.9 2.4

インターネットの掲示板（民間サイト）など 1.9 - 2.3 1.3 2.4

ＳＮＳ 11.2 5.1 13.4 23.4 10.5

対話型ＡＩ 13.3 3.1 17.2 29.9 16.9

その他 12.6 15.3 14.2 13.0 11.3

相談できるところはない 13.9 8.2 15.7 7.8 14.5

相談の必要はない 6.8 9.2 5.4 3.9 7.3

無回答 6.0 8.2 3.1 5.2 6.5

診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、神経・筋疾患が「病院・診療所」で 30.3％と最も多く、免疫系疾患、消

化器系疾患では「友人・知人」がそれぞれ 33.3％、36.9％と最も多くなっている。なお、「相

談できるところはない」と回答した人は、神経・筋疾患では 14.8％、免疫系疾患では 10.4％、

消化器系疾患では 13.9％となっている。 

（単位：％）      

 

  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他

調査数 495 122 96 122 125

総合福祉事務所 6.9 7.4 5.2 3.3 9.6

保健相談所 6.9 4.9 6.3 9.0 8.0

障害者地域生活支援センター
（きらら・すてっぷ・ういんぐ・さくら）

1.6 3.3 2.1 - 1.6

権利擁護センター　ほっとサポートねりま - - - - -

民生委員・児童委員 0.2 0.8 - - -

難病情報センター 1.0 2.5 - 1.6 -

児童相談所 - - - - -

福祉施設 2.0 4.9 1.0 0.8 0.8

相談支援事業所 1.2 2.5 1.0 - 1.6

こども発達支援センター - - - - -

学校教育支援センター - - - - -

子ども家庭支援センター - - - - -

病院・診療所 29.7 30.3 26.0 30.3 36.0

学校・職場 5.9 1.6 7.3 6.6 8.8

障害者団体 1.4 4.9 - 0.8 -

友人・知人 29.1 25.4 33.3 36.9 28.0

ホームヘルパー 2.6 7.4 2.1 - -

インターネットの掲示板（民間サイト）など 5.5 2.5 9.4 8.2 2.4

ＳＮＳ 5.1 1.6 6.3 5.7 7.2

対話型ＡＩ 8.1 5.7 9.4 9.8 8.0

その他 6.7 13.1 6.3 2.5 4.8

相談できるところはない 12.7 14.8 10.4 13.9 10.4

相談の必要はない 13.7 11.5 14.6 9.8 17.6

無回答 6.1 8.2 3.1 4.1 4.8

疾患群別

全体
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（２）福祉サービスなどの情報入手先（複数回答） 

福祉サービスなどの情報の入手先は、身体障害者では「ねりま区報」が 39.3％と最も多く、

次いで「区のホームページ」が 21.0％、「家族・親せき」が 16.1％となっている。 

知的障害者では「学校、職場、施設」が 31.8％と最も多く、次いで「ねりま区報」が 28.6％、

「家族・親せき」が 19.6％となっている。 

精神障害者では「ねりま区報」「区のホームページ」がともに 26.1％と最も多く、次いで「わ

からない」が 19.9％、「病院・診療所」が 19.7％となっている。 

難病患者では「ねりま区報」が 32.5％と最も多く、次いで「区のホームページ」が 28.1％、

「病院・診療所」が 20.8％となっている。 

施設入所者では「わからない」が 47.2％と最も多く、次いで「学校、職場、施設」が 29.8％、

「相談支援事業所」が 6.8％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「区のホームページ」が 35.4％と最も多く、次いで「ねりま区

報」が 29.2％、「総合福祉事務所・保健相談所」が 23.9％となっている。 

（単位：％） 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 施設入所者
児童発達支援
事業利用者

調査数 615 444 483 495 309 113

ねりま区報 39.3 28.6 26.1 32.5 2.6 29.2

区のホームページ 21.0 14.4 26.1 28.1 1.0 35.4

インターネットのサイト（区のホームページ以外） 10.7 7.9 17.0 15.6 0.6 18.6

練馬区公式ＳＮＳ 2.0 1.6 4.8 3.2 0.3 4.4

ＳＮＳ（練馬区公式ＳＮＳ以外） 1.8 1.8 5.4 3.2 - 8.8

対話型ＡＩ 1.1 1.4 5.0 2.2 0.3 3.5

区の障害者福祉のしおり 12.2 15.3 3.1 1.8 0.6 6.2

総合福祉事務所・保健相談所 14.3 18.0 13.3 11.9 2.6 23.9

障害者地域生活支援センター
（きらら・すてっぷ・ういんぐ・さくら）

3.1 8.6 2.9 1.6 1.3 -

学校、職場、施設 7.3 31.8 4.6 1.2 29.8 19.5

病院・診療所 12.2 5.6 19.7 20.8 2.3 9.7

相談支援事業所 3.3 12.4 2.5 2.2 6.8 19.5

民生委員・児童委員 0.3 0.2 0.2 0.6 - -

障害者団体 4.2 5.0 1.0 1.0 1.6 0.9

家族・親せき 16.1 19.6 10.8 9.7 5.8 8.0

友人・知人 13.7 13.5 6.8 7.3 1.6 21.2

その他 5.5 3.6 3.9 5.9 5.5 7.1

わからない 12.2 12.8 19.9 16.8 47.2 13.3

無回答 7.5 9.0 7.0 6.5 4.9 2.7
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分    １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

ねりま区報 （39.3） 
区のホームペ
ージ 

（21.0） 家族、親せき （16.1） 

前  回
（n=562） 

ねりま区報 （44.5） 
区の障害者福
祉のしおり 

（20.1） 
区のホームペ
ージ 

（19.0） 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

学校、職場、施
設 

（31.8） ねりま区報 （28.6） 家族、親せき （19.6） 

前  回
（n=442） 

ねりま区報 （28.5） 
学校、職場、施
設 

（24.9） 家族、親せき （20.8） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

ねりま区報/
区のホームペ
ージ 

（同率
26.1） 

わからない （19.9） 病院・診療所 （19.7） 

前  回
（n=452） 

ねりま区報 （29.0） 病院・診療所 （25.0） わからない （21.2） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

ねりま区報 （32.5） 
区のホームペ
ージ 

（28.1） 病院・診療所 （20.8） 

前  回
（n=437） 

ねりま区報 （30.9） 病院・診療所 （24.9） 
区のホームペ
ージ 

（30.9） 

施設入所者 

今  回
（n=309） 

わからない （47.2） 
学校、職場、施
設 

（29.8） 
相談支援事業
所 

（6.8） 

前  回
（n=303） 

わからない （47.5） 
学校、職場、施
設 

（25.7） 
相談支援事業
所 

（11.9） 

児童発達 

支援事業 

利用者 

今  回
（n=113） 

区のホームペ
ージ 

（35.4） ねりま区報 （29.2） 
総合福祉事務
所・保健相談所 

（23.9） 

前  回 
（n=153） 

区のホームペ
ージ 

（45.8） 友人・知人 （28.1） 
インターネットの

サイト（区のホー

ムページ以外） 

（23.5） 
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、程度にかかわらず「ねりま区報」が最も多くなっている。 

障害の種類別にみると、聴覚障害では「区のホームページ」が 33.8％となっている。 

年齢４区分別にみると、年代が上がるにつれて「ねりま区報」が多くなっており、65 歳以上

では 46.9％となっている。 

 （単位：％） 

 

  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機能・
言語機能・
そしゃく機
能の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他 ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 615 305 193 81 65 65 1 20 127 36 117 9 58 40 230 243

ねりま区報 39.3 32.5 45.6 45.7 26.2 53.8 - 45.0 30.7 41.7 38.5 33.3 10.3 27.5 43.0 46.9

区のホームページ 21.0 21.3 22.3 22.2 18.5 33.8 - 25.0 26.0 22.2 27.4 11.1 22.4 20.0 32.6 11.1

インターネットのサイト（区のホーム
ページ以外）

10.7 10.8 10.4 14.8 6.2 12.3 - 10.0 15.0 8.3 15.4 11.1 13.8 10.0 18.7 2.9

練馬区公式ＳＮＳ 2.0 2.0 1.6 3.7 1.5 - - 5.0 3.9 5.6 1.7 11.1 8.6 - 2.2 0.4

ＳＮＳ（練馬区公式ＳＮＳ以外） 1.8 2.3 2.1 - 3.1 1.5 - 5.0 3.9 - 1.7 - 1.7 2.5 3.0 -

対話型ＡＩ 1.1 1.3 0.5 2.5 1.5 3.1 - - 2.4 - 0.9 - 3.4 5.0 1.3 -

区の障害者福祉のしおり 12.2 15.1 9.8 11.1 15.4 13.8 - 10.0 15.7 13.9 12.8 - 19.0 20.0 14.3 8.2

総合福祉事務所・保健相談所 14.3 17.7 9.8 11.1 16.9 13.8 - 15.0 16.5 19.4 11.1 22.2 24.1 22.5 16.1 9.1

障害者地域生活支援センター
（きらら・すてっぷ・ういんぐ・さくら）

3.1 3.6 3.6 1.2 7.7 - - - 3.1 - 2.6 - - 2.5 2.6 4.1

学校、職場、施設 7.3 9.8 4.1 6.2 7.7 12.3 - - 13.4 8.3 2.6 - 43.1 15.0 3.9 0.8

病院・診療所 12.2 12.5 11.9 12.3 10.8 6.2 - 10.0 11.0 13.9 17.1 11.1 20.7 2.5 12.6 11.9

相談支援事業所 3.3 5.2 1.6 - 1.5 1.5 - - 3.9 5.6 1.7 - 6.9 5.0 2.6 2.1

民生委員・児童委員 0.3 0.7 - - - - - - - - 1.7 - - - 0.4 0.4

障害者団体 4.2 5.6 2.6 3.7 7.7 7.7 - - 5.5 5.6 - - 6.9 5.0 5.2 2.5

家族・親せき 16.1 15.4 16.6 18.5 26.2 26.2 - 25.0 18.9 16.7 8.5 - 34.5 17.5 10.4 17.3

友人・知人 13.7 14.8 11.9 12.3 15.4 12.3 - - 17.3 13.9 10.3 11.1 13.8 10.0 13.9 13.2

その他 5.5 4.9 6.7 4.9 3.1 7.7 - 5.0 7.1 11.1 6.8 22.2 3.4 - 4.3 8.6

わからない 12.2 14.8 8.3 9.9 20.0 7.7 - 15.0 11.8 11.1 12.8 33.3 6.9 25.0 14.8 8.6

無回答 7.5 7.2 7.3 7.4 3.1 3.1 100.0 5.0 7.1 8.3 4.3 11.1 1.7 - 5.2 10.7

年齢4区分別障害程度別 障害の種類別

全体
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）、軽度（４度）では「学校、職場、施設」

がそれぞれ 34.9％、29.7％と最も多く、中度（３度）では「ねりま区報」が 34.8％と最も多く

なっている。 

年齢４区分別にみると、０～17 歳では「学校、職場、施設」が 49.4％と最も多くなってい

る。 

 （単位：％） 

 

  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 444 175 112 145 180 154 60 19

ねりま区報 28.6 32.0 34.8 21.4 22.8 31.8 41.7 5.3

区のホームページ 14.4 18.9 18.8 6.2 21.1 13.0 1.7 -

インターネットのサイト（区のホームページ以外） 7.9 8.6 8.9 6.9 12.2 7.8 - -

練馬区公式ＳＮＳ 1.6 1.1 3.6 0.7 2.8 1.3 - -

ＳＮＳ（練馬区公式ＳＮＳ以外） 1.8 1.7 1.8 2.1 2.2 1.3 3.3 -

対話型ＡＩ 1.4 1.1 2.7 0.7 3.3 - - -

区の障害者福祉のしおり 15.3 24.6 12.5 6.2 12.8 18.8 11.7 10.5

総合福祉事務所、保健相談所 18.0 29.7 12.5 8.3 12.8 27.3 11.7 26.3

障害者地域生活支援センター
（きらら・すてっぷ・ういんぐ・さくら）

8.6 8.6 7.1 9.0 0.6 12.3 25.0 15.8

学校、職場、施設 31.8 34.9 30.4 29.7 49.4 26.0 10.0 5.3

病院、診療所 5.6 8.0 3.6 4.8 5.0 8.4 1.7 -

相談支援事業所 12.4 18.3 12.5 5.5 13.9 13.6 6.7 5.3

民生委員、児童委員 0.2 - - 0.7 - - - 5.3

障害者団体 5.0 9.1 5.4 - 2.2 7.8 6.7 10.5

家族、親せき 19.6 14.9 17.9 26.9 20.0 20.8 13.3 31.6

友だち、知り合い 13.5 18.3 14.3 8.3 17.8 12.3 10.0 5.3

その他 3.6 2.9 1.8 5.5 1.7 3.9 3.3 21.1

わからない 12.8 7.4 15.2 17.2 17.2 11.7 6.7 5.3

無回答 9.0 9.1 8.0 9.0 5.6 7.8 20.0 15.8

障害程度別 年齢4区分別

全体
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、気分障害、発達障害と診断されている人では「区のホームページ」や「イ

ンターネットのサイト（区のホームページ以外）」から情報を入手している人が統合失調症と診

断されている人と比べて多くなっている。 

年齢４区分別にみると、「ねりま区報」から情報を入手している人は、18～44 歳では 19.1％、

45～64 歳では 29.3％、65 歳以上では 39.7％と年代が上がるにつれて多くなっている。 

（単位：％） 

 
  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他 ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 483 98 261 77 124 2 178 198 73

ねりま区報 26.1 28.6 24.5 18.2 23.4 - 19.1 29.3 39.7

区のホームページ 26.1 13.3 31.4 24.7 29.0 - 33.1 27.8 6.8

インターネットのサイト（区のホームページ以外） 17.0 9.2 22.2 27.3 14.5 50.0 24.2 16.2 4.1

練馬区公式ＳＮＳ 4.8 2.0 7.7 5.2 5.6 - 7.3 5.1 -

ＳＮＳ（練馬区公式ＳＮＳ以外） 5.4 4.1 7.7 7.8 6.5 - 11.2 2.0 1.4

対話型ＡＩ 5.0 2.0 7.3 11.7 6.5 - 7.9 5.1 -

区の障害者福祉のしおり 3.1 4.1 2.3 3.9 1.6 - 4.5 3.0 -

総合福祉事務所・保健相談所 13.3 13.3 12.6 16.9 12.9 - 12.9 14.6 11.0

障害者地域生活支援センター
（きらら・すてっぷ・ういんぐ・さくら）

2.9 5.1 1.9 2.6 0.8 - 2.2 3.0 4.1

学校、職場、施設 4.6 4.1 2.7 9.1 4.8 - 7.3 4.0 1.4

病院・診療所 19.7 16.3 22.6 18.2 17.7 - 23.0 19.7 12.3

相談支援事業所 2.5 3.1 1.9 2.6 3.2 - 3.9 2.5 -

民生委員・児童委員 0.2 1.0 - - - - - - 1.4

障害者団体 1.0 1.0 0.8 2.6 - - 0.6 1.5 -

家族・親せき 10.8 12.2 10.0 10.4 9.7 - 16.3 8.1 5.5

友人・知人 6.8 7.1 7.7 2.6 5.6 - 6.2 7.1 8.2

その他 3.9 3.1 4.2 1.3 4.0 - 3.4 3.5 6.8

わからない 19.9 22.4 19.5 18.2 23.4 50.0 20.2 17.2 21.9

無回答 7.0 10.2 4.6 7.8 8.1 - 3.4 7.1 13.7

年齢4区分別診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、神経・筋疾患、免疫系疾患では「ねりま区報」がそれぞれ 39.3％、34.4％、

消化器系疾患では「区のホームページ」が 31.1％と最も多くなっている。 

年齢４区分別にみると、18～44 歳、45～64 歳では「区のホームページ」がそれぞれ 36.4％、

33.5％と最も多く、65 歳以上では「ねりま区報」が 42.3％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 

 

  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他 ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 495 122 96 122 125 1 107 164 196

ねりま区報 32.5 39.3 34.4 27.0 33.6 - 15.9 30.5 42.3

区のホームページ 28.1 21.3 30.2 31.1 30.4 - 36.4 33.5 18.4

インターネットのサイト（区のホームページ以外） 15.6 13.1 17.7 13.9 19.2 - 17.8 20.7 9.7

練馬区公式ＳＮＳ 3.2 4.9 3.1 2.5 3.2 - 5.6 3.0 1.5

ＳＮＳ（練馬区公式ＳＮＳ以外） 3.2 3.3 6.3 3.3 1.6 - 5.6 2.4 1.5

対話型ＡＩ 2.2 3.3 3.1 1.6 1.6 - 1.9 4.3 1.0

区の障害者福祉のしおり 1.8 1.6 1.0 0.8 3.2 - 1.9 1.2 2.6

総合福祉事務所・保健相談所 11.9 10.7 10.4 10.7 16.8 - 13.1 12.8 10.7

障害者地域生活支援センター
（きらら・すてっぷ・ういんぐ・さくら）

1.6 0.8 3.1 - 2.4 - - 1.2 2.6

学校、職場、施設 1.2 2.5 - 2.5 - - 1.9 - 1.5

病院・診療所 20.8 23.0 17.7 25.4 18.4 - 22.4 16.5 23.0

相談支援事業所 2.2 4.9 1.0 - 2.4 - - 1.2 4.1

民生委員・児童委員 0.6 1.6 - - - - - - 1.5

障害者団体 1.0 4.1 - - - - - 0.6 2.0

家族・親せき 9.7 13.9 9.4 9.8 7.2 - 11.2 6.1 13.3

友人・知人 7.3 12.3 5.2 6.6 5.6 - 2.8 6.1 10.7

その他 5.9 10.7 6.3 4.1 2.4 - 0.9 4.3 9.7

わからない 16.8 16.4 15.6 22.1 12.8 100.0 23.4 18.9 10.7

無回答 6.5 8.2 3.1 3.3 6.4 - 2.8 3.0 11.2

年齢4区分別疾患群別

全体
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（３）情報通信機器（ICT機器）の利用頻度 

① パソコン 

パソコンの利用頻度について、“使用している”人（「よく使う」、「まあ使う」の合計）は身

体障害者では 33.6％、知的障害者では 14.2％、精神障害者では 43.7％、難病患者では 48.7％、

施設入所者では 2.6％となっている。 

 

 

 

② スマートフォン 

スマートフォンの利用頻度について、“使用している”人（「よく使う」「まあ使う」の合計）

は身体障害者では 63.0％、知的障害者では 39.2％、精神障害者では 81.9％、難病患者では

78.8％、施設入所者では 1.9％となっている。 

 

 

  

よく使う まあ使う 使わない 持っていない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 309 )

難病患者

施設入所者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

17.7

5.0

23.8

28.3

1.3

15.9

9.2

19.9

20.4

1.3

15.6

17.3

14.7

16.2

8.4

32.8

50.0

26.7

21.0

84.1

17.9

18.5

14.9

14.1

4.9

( ％ )

よく使う まあ使う 使わない 持っていない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 309 )

難病患者

施設入所者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

41.0

26.1

63.1

59.4

0.6

22.0

13.1

18.8

19.4

1.3

7.0

9.9

5.4

5.9

7.4

19.5

36.0

7.2

6.3

85.1

10.6

14.9

5.4

9.1

5.5

( ％ )
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③ タブレット型端末 

タブレット型端末の利用頻度について、“使用している”人（「よく使う」「まあ使う」の合計）

は身体障害者では 23.2％、知的障害者では 26.8％、精神障害者では 23.0％、難病患者では

23.2％、施設入所者では 0.9％となっている。 

 

 

 

④ その他 

その他の利用頻度について、“使用している”人（「よく使う」「まあ使う」の合計）は身体障

害者では 1.8％、知的障害者では 2.5％、精神障害者では 0.6％、難病患者では 0.8％、施設入

所者では 0.9％となっている。 

また、使用している機器として「携帯電話」や「GPS 発信機」、「テレビ」などが挙げられて

いる。 

 

  

よく使う まあ使う 使わない 持っていない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 309 )

難病患者

施設入所者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

10.7

12.8

11.8

9.9

0.6

12.5

14.0

11.2

13.3

0.3

9.4

15.3

12.4

13.7

8.4

44.4

40.5

44.7

40.8

84.5

22.9

17.3

19.9

22.2

6.1

( ％ )

よく使う まあ使う 使わない 持っていない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 309 )

難病患者

施設入所者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

1.0

1.6

0.6

0.6

0.6

0.8

0.9

-

0.2

0.3

2.0

1.8

1.9

2.4

3.9

17.9

22.5

16.6

13.9

47.6

78.4

73.2

81.0

82.8

47.6

( ％ )



132 

 

（４）コミュニケーション手段 

コミュニケーションの際の手段・機器等の利用状況は、身体障害者では「携帯/スマートフォ

ンのメール・SNS」が 55.1％と最も多く、次いで「電話（固定・携帯/スマートフォン）」が 42.0％、

「特に使用している機器はない」が 18.2％となっている。 

知的障害者では「特に使用している機器はない」が 45.0％と最も多く、次いで「携帯/スマ

ートフォンのメール・SNS」が 27.5％、「電話（固定・携帯/スマートフォン）」が 19.6％となっ

ている。 

精神障害者では「携帯/スマートフォンのメール・SNS」が 76.8％と最も多く、次いで「電話

（固定・携帯/スマートフォン）」が 46.6％、「パソコンのメール」が 19.5％となっている。 

難病患者では「携帯/スマートフォンのメール・SNS」がそれぞれ 76.4％と最も多く、次いで

「電話（固定・携帯/スマートフォン）」が 52.5％、「パソコンのメール」が 26.1％となってい

る。 

施設入所者、児童発達支援事業利用者では「特に使用している機器はない」が最も多く、そ

れぞれ 80.6％、92.0％となっている。 

（単位：％） 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 施設入所者
児童発達支援事業

利用者

調査数 615 444 483 495 309 309

パソコンのメール 15.8 2.5 19.5 26.1 1.0 -

携帯／スマートフォンのメール・ＳＮＳ 55.1 27.5 76.8 76.4 2.6 -

電話（固定・携帯／スマートフォン） 42.0 19.6 46.6 52.5 3.9 -

携帯用会話補助装置やスマートフォンなどの
コミュニケーション支援アプリ

4.4 1.6 2.9 1.4 - -

手話・手話通訳 3.9 0.5 0.4 0.2 0.6 -

読話 2.4 0.5 0.4 0.6 0.6 -

筆談・要約筆記 5.2 2.5 1.2 0.6 1.3 -

補聴機器（補聴器・人工内耳など） 10.2 0.7 0.6 1.0 1.0 0.9

点字 0.8 - - - - -

触手話・指点字 - - - - 0.6 -

意志伝達装置 - 0.2 - - 0.3 -

文字盤 0.7 0.2 - 0.4 1.0 -

コミュニケーションボード 1.3 2.0 - 0.2 1.3 -

その他 2.1 6.8 2.3 1.2 7.1 2.7

特に使用している機器はない 18.2 45.0 9.3 7.5 80.6 92.0

無回答 6.0 9.2 4.1 5.1 2.6 4.4
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分 １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

携帯/スマートフ

ォンのメール・

SNS 
（55.1） 

電話（固定・携帯/

スマートフォン） 
（42.0） 

特に使用してい

る機器はない 
（18.2） 

前  回
（n=562） 

携帯/スマートフ

ォンのメール・

SNS 

（54.3） 
電話（固定・携帯/

スマートフォン） 
（42.7） 

パソコンのメー

ル 
（18.3） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

携帯/スマートフ

ォンのメール・

SNS 

（76.8） 
電話（固定・携帯/

スマートフォン） 
（46.6） 

パソコンのメー

ル 
（19.5） 

前  回
（n=452） 

携帯/スマートフ

ォンのメール・

SNS 

（59.5） 
電話（固定・携帯/

スマートフォン） 
（52.7） 

パソコンのメー

ル 
（16.4） 

児童発達 

支援事業 

利用者 

今  回
（n=309） 

特に使用してい

る機器はない 
（92.0） その他 （2.7） 

補聴機器（補聴

器・人工内耳な

ど） 

（0.9） 

前  回
（n=153） 

特に使用してい

る機器はない 
（92.8） その他 （1.3）   

 

 

【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、程度にかかわらず、「携帯／スマートフォンのメール・SNS」を使用

している人は５割を超え、「電話（固定・携帯/スマートフォン）」を使用している人は約４割と

なっている。 

障害の種類別にみると、聴覚障害では「携帯／スマートフォンのメール・SNS」を使用してい

る人が５割を超えている。 

年齢４区分別にみると、45～64 歳では「携帯／スマートフォンのメール・SNS」が 69.6％と

最も多く、65 歳以上では「電話（固定・携帯/スマートフォン）」が 47.3％と最も多くなってい

る。 
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（単位：％） 

 

 

  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機
能・言語
機能・そ
しゃく機能
の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他

調査数 615 305 193 81 65 65 1 20 127 36 117 9

パソコンのメール 15.8 14.4 18.7 19.8 10.8 23.1 - 40.0 17.3 8.3 19.7 11.1

携帯／スマートフォンのメール・ＳＮＳ 55.1 55.4 54.9 58.0 43.1 61.5 - 75.0 59.8 44.4 66.7 66.7

電話（固定・携帯／スマートフォン） 42.0 37.7 47.7 48.1 47.7 24.6 - 40.0 40.9 38.9 52.1 44.4

携帯用会話補助装置やスマートフォン
などのコミュニケーション支援アプリ

4.4 4.9 5.7 - 3.1 20.0 - 20.0 0.8 - 0.9 -

手話・手話通訳 3.9 5.9 2.1 1.2 - 27.7 - - 0.8 2.8 - -

読話 2.4 3.0 2.1 1.2 1.5 15.4 - - - - - -

筆談・要約筆記 5.2 7.2 4.1 1.2 - 26.2 - 20.0 0.8 - 0.9 -

補聴機器（補聴器・人工内耳など） 10.2 6.9 11.4 19.8 3.1 64.6 - 5.0 2.4 - 1.7 11.1

点字 0.8 1.6 - - 7.7 - - - - - - -

触手話・指点字 - - - - - - - - - - - -

意志伝達装置 - - - - - - - - - - - -

文字盤 0.7 1.3 - - - 3.1 - - 0.8 - - -

コミュニケーションボード 1.3 2.3 0.5 - - 9.2 - - 0.8 - - -

その他 2.1 2.3 1.6 3.7 6.2 1.5 - - 2.4 - 0.9 -

特に使用している機器はない 18.2 20.3 17.6 11.1 21.5 4.6 - 15.0 21.3 36.1 14.5 22.2

無回答 6.0 5.9 4.7 7.4 4.6 - 100.0 - 7.1 2.8 2.6 -

障害程度別 障害の種類別

全体

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 58 40 230 243

パソコンのメール 5.2 20.0 24.3 9.9

携帯／スマートフォンのメール・ＳＮＳ 46.6 65.0 69.6 43.2

電話（固定・携帯／スマートフォン） 22.4 27.5 44.3 47.3

携帯用会話補助装置やスマートフォン
などのコミュニケーション支援アプリ

1.7 2.5 6.5 2.5

手話・手話通訳 10.3 5.0 4.8 0.8

読話 1.7 2.5 3.9 0.8

筆談・要約筆記 - 5.0 7.0 4.1

補聴機器（補聴器・人工内耳など） 13.8 5.0 5.2 15.2

点字 3.4 2.5 - 0.4

触手話・指点字 - - - -

意志伝達装置 - - - -

文字盤 - - 0.4 0.4

コミュニケーションボード - - 1.7 0.4

その他 6.9 2.5 0.9 2.1

特に使用している機器はない 37.9 27.5 11.7 18.1

無回答 1.7 - 5.2 7.4

年齢4区分別
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、障害が重くなるにつれて「携帯/スマートフォンのメール・SNS」、「電

話（固定・携帯/スマートフォン）」の割合が減少している。 

年齢４区分別にみると、18～44 歳では「携帯/スマートフォンのメール・SNS」が 31.8％と最

も多く、45～64 歳では「電話（固定・携帯/スマートフォン）」が 33.3％と最も多くなってい

る。 

（単位：％） 

 

  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 444 175 112 145 180 154 60 19

パソコンのメール 2.5 1.1 2.7 3.4 3.3 2.6 - 5.3

携帯／スマートフォンのメール・ＳＮＳ 27.5 8.0 29.5 49.0 27.8 31.8 21.7 26.3

電話（固定・携帯／スマートフォン） 19.6 8.6 20.5 33.8 16.7 20.8 33.3 5.3

携帯用会話補助装置やスマートフォンなどの
コミュニケーション支援アプリ

1.6 1.7 1.8 1.4 1.7 1.3 3.3 -

手話・手話通訳 0.5 1.1 - - 0.6 0.6 - -

読話 0.5 - 1.8 - 0.6 - - -

筆談・要約筆記 2.5 3.4 2.7 1.4 2.2 3.2 3.3 -

補聴機器（補聴器・人工内耳など） 0.7 1.1 - 0.7 0.6 - - 5.3

点字 - - - - - - - -

触手話・指点字 - - - - - - - -

意志伝達装置 0.2 0.6 - - 0.6 - - -

文字盤 0.2 - - 0.7 0.6 - - -

コミュニケーションボード 2.0 4.0 1.8 - 2.8 1.9 - -

その他 6.8 12.0 3.6 2.1 6.1 7.8 1.7 10.5

特に使用している機器はない 45.0 54.9 48.2 31.0 50.0 40.9 38.3 57.9

無回答 9.2 13.1 7.1 5.5 4.4 11.0 18.3 5.3

障害程度別 年齢4区分別

全体
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、発達障害と診断されている人では「携帯/スマートフォンのメール・SNS」

が 85.7％と最も多くなっている。 

年齢４区分別にみると、18～44 歳では「携帯/スマートフォンのメール・SNS」が 91.0％と最

も多くなっている一方で、65 歳以上では 53.4％と年代が上がるにつれて減少している。 

（単位：％） 

 
 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他 ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 483 98 261 77 124 2 178 198 73

パソコンのメール 19.5 14.3 23.4 20.8 17.7 - 23.6 22.2 5.5

携帯／スマートフォンのメール・ＳＮＳ 76.8 66.3 83.9 85.7 75.8 50.0 91.0 74.2 53.4

電話（固定・携帯／スマートフォン） 46.6 53.1 44.1 46.8 40.3 50.0 47.2 48.0 41.1

携帯用会話補助装置やスマートフォンなどの
コミュニケーション支援アプリ

2.9 2.0 3.1 3.9 4.0 - 2.2 4.5 1.4

手話・手話通訳 0.4 - 0.8 1.3 - - 1.1 - -

読話 0.4 - 0.8 - - - 1.1 - -

筆談・要約筆記 1.2 1.0 1.1 - 3.2 - 2.8 - 1.4

補聴機器（補聴器・人工内耳など） 0.6 - 0.8 2.6 - - 1.1 - 1.4

点字 - - - - - - - - -

触手話・指点字 - - - - - - - - -

意志伝達装置 - - - - - - - - -

文字盤 - - - - - - - - -

コミュニケーションボード - - - - - - - - -

その他 2.3 5.1 1.5 - 3.2 - 0.6 4.0 2.7

特に使用している機器はない 9.3 12.2 5.7 9.1 12.9 50.0 6.2 9.1 17.8

無回答 4.1 7.1 4.2 - 0.8 - - 4.0 9.6

年齢4区分別診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群ごとにみると、免疫系疾患、消化器系疾患では「携帯/スマートフォンのメール・SNS」

がそれぞれ 82.3％、90.2％と約８割～９割となっているが、神経・筋疾患では 58.2％と他の疾

患群と比べて少なくなっている。 

年齢４区分別にみると、18～44 歳では「携帯/スマートフォンのメール・SNS」が 94.4％と最

も多くなっている一方で、65 歳以上では 57.1％と年代が上がるにつれて減少している。 

（単位：％） 

 

 

  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他 ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 495 122 96 122 125 1 107 164 196

パソコンのメール 26.1 23.0 27.1 30.3 28.8 - 39.3 29.3 16.8

携帯／スマートフォンのメール・ＳＮＳ 76.4 58.2 82.3 90.2 78.4 100.0 94.4 88.4 57.1

電話（固定・携帯／スマートフォン） 52.5 45.9 59.4 50.0 56.8 - 58.9 47.0 54.6

携帯用会話補助装置やスマートフォンなどの
コミュニケーション支援アプリ

1.4 0.8 1.0 0.8 2.4 - 1.9 1.8 1.0

手話・手話通訳 0.2 - - 0.8 - - - - -

読話 0.6 2.5 - - - - - - 1.5

筆談・要約筆記 0.6 1.6 - 0.8 - - - - 1.0

補聴機器（補聴器・人工内耳など） 1.0 1.6 1.0 - 0.8 - - - 2.6

点字 - - - - - - - - -

触手話・指点字 - - - - - - - - -

意志伝達装置 - - - - - - - - -

文字盤 0.4 1.6 - - - - - 0.6 0.5

コミュニケーションボード 0.2 0.8 - - - - - - 0.5

その他 1.2 2.5 - - 0.8 - - 1.2 2.0

特に使用している機器はない 7.5 11.5 5.2 4.1 8.8 - 3.7 4.3 12.8

無回答 5.1 10.7 3.1 2.5 2.4 - - 3.7 8.2

年齢4区分別疾患群別

全体
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（５）コミュニケーションや情報取得のために充実すべきこと（複数回答） 

コミュニケーションや情報取得のために充実すべきことは、身体障害者、精神障害者、難病

患者では「パソコン/携帯メール・SNS による情報提供を増やす」がそれぞれ 25.9％、34.4％、

37.2％となっている。 

（単位：％） 

 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 施設入所者
児童発達支援
事業利用者

調査数 615 444 483 495 309 113

点字による情報提供を増やす 3.9 1.4 3.7 4.2 0.6 2.7

音声による情報提供を増やす 13.8 8.3 7.0 10.9 4.2 6.2

パソコン／携帯メール・ＳＮＳによる情報提
供を増やす

25.9 14.9 34.4 37.2 2.3 16.8

手話通訳・要約筆記を充実する 6.0 1.6 2.5 4.6 1.3 2.7

公共施設の案内・誘導をわかりやすくする 20.8 15.3 19.3 24.0 3.9 21.2

電光掲示板や自動販売機など字幕による情
報提供を増やす

8.0 5.2 5.2 5.9 1.9 6.2

コミュニケーション支援機器の種類・使い方
についての情報提供や相談の機会を増やす

9.1 10.8 11.0 11.5 4.2 7.1

コミュニケーションを支援する人を増やす 12.7 31.3 16.6 12.7 17.5 17.7

スマートフォンなどのアプリ 24.4 18.0 31.5 32.1 1.9 15.9

その他 2.6 5.2 4.3 2.6 7.1 3.5

特にない 30.7 32.2 30.0 21.6 60.5 44.2

無回答 13.8 13.3 8.5 12.5 7.8 9.7
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分  １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

特にない （30.7） 

パソコン/携帯メ

ール・SNSによる

情報提供を増や

す 

（25.9） 
スマートフォン
などのアプリ 

（24.4） 

前  回
（n=562） 

パソコン/携帯

メール・SNSに

よる情報提供

を増やす 

（28.8） 特にない （27.4） 
公共施設の案内・

誘導をわかりやす

くする 

（21.9） 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

特にない （32.2） 
コミュニケーシ

ョンを支援する

人を増やす 

（31.3） 
スマートフォン
などのアプリ 

（18.0） 

前  回
（n=442） 

コミュニケー

ションを支援

する人を増や

す 

（32.8） 特にない （32.4） 
パソコン/携帯メ

ール・SNS による

情報提供を増やす 

（15.4） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

パソコン/携帯

メール・SNSに

よる情報提供

を増やす 

（34.4） 
スマートフォ
ンなどのアプ
リ 

（31.5） 特にない （30.0） 

前  回
（n=452） 

特にない （30.1） 

パソコン/携帯メ

ール・SNSによる

情報提供を増や

す 

（28.8） 
コミュニケーショ

ンを支援する人を

増やす 

（22.6） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

パソコン/携帯

メール・SNSに

よる情報提供

を増やす 

（37.2） 
スマートフォ
ンなどのアプ
リ 

（32.1） 
公共施設の案内・

誘導をわかりやす

くする 

（24.0） 

前  回
（n=437） 

パソコン/携帯

メール・SNSに

よる情報提供

を増やす 

（36.8） 特にない （27.2） 
公共施設の案内・

誘導をわかりやす

くする 

（26.5） 

施設入所者 

今  回
（n=309） 

特にない （60.5） 
コミュニケーシ

ョンを支援する

人を増やす 

（17.5） その他 （7.1） 

前  回
（n=303） 

特にない （54.1） 
コミュニケーシ

ョンを支援する

人を増やす 

（26.1） 
公共施設の案内・

誘導をわかりやす

くする 

（5.9） 

児童発達 

支援事業 

利用者 

今  回
（n=113） 

特にない （44.2） 
公共施設の案内・

誘導をわかりや

すくする 

（21.2） 
コミュニケーショ

ンを支援する人を

増やす 

（17.7） 

前  回
（n=153） 

特にない （37.3） 
コミュニケーシ

ョンを支援する

人を増やす 

（33.3） 
パソコン/携帯メ

ール・SNS による

情報提供を増やす 

（20.3） 
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、程度による大きな差はみられない。 

障害の種類別にみると、視覚障害では「音声による情報提供を増やす」が 43.1％と最も多く、

音声機能・言語機能・そしゃく機能の障害では「パソコン／携帯メール・SNS による情報提供

を増やす」「スマートフォンなどのアプリ」がともに 40.0％と最も多くなっている。「肢体不自

由（上肢、下肢等）では「特にない」が 36.2％と最も多くなっている。 

年齢４区分別にみると、０～17 歳では「スマートフォンなどのアプリ」が 41.4％と最も多

く、18～44 歳、65 歳以上では「特にない」が最も多く、それぞれ 42.5％、32.9％となってい

る。また、45～64 歳では「パソコン／携帯メール・SNSによる情報提供を増やす」が 35.2％と

なっている。 

（単位：％） 

 

  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機
能・言語
機能・そ
しゃく機能
の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他

調査数 615 305 193 81 65 65 1 20 127 36 117 9

点字による情報提供を増やす 3.9 4.6 3.6 2.5 7.7 - - 5.0 3.1 2.8 5.1 -

音声による情報提供を増やす 13.8 15.1 13.0 9.9 43.1 6.2 - 20.0 8.7 13.9 9.4 11.1

パソコン／携帯メール・ＳＮＳによる情報提
供を増やす

25.9 27.9 24.4 24.7 23.1 35.4 - 40.0 28.3 27.8 28.2 22.2

手話通訳・要約筆記を充実する 6.0 8.2 3.6 2.5 1.5 30.8 - 5.0 0.8 2.8 4.3 -

公共施設の案内・誘導をわかりやすくする 20.8 19.0 21.8 23.5 24.6 35.4 - 25.0 16.5 16.7 19.7 22.2

電光掲示板や自動販売機など字幕による情
報提供を増やす

8.0 6.2 8.8 13.6 4.6 36.9 - 15.0 0.8 2.8 5.1 -

コミュニケーション支援機器の種類・使い方
についての情報提供や相談の機会を増やす

9.1 9.5 7.8 13.6 15.4 23.1 - 10.0 6.3 8.3 6.8 -

コミュニケーションを支援する人を増やす 12.7 12.5 11.4 12.3 12.3 15.4 - 10.0 11.0 13.9 8.5 33.3

スマートフォンなどのアプリ 24.4 22.0 28.0 29.6 24.6 33.8 - 40.0 24.4 25.0 26.5 33.3

その他 2.6 2.3 2.1 3.7 1.5 4.6 - 5.0 3.1 2.8 - -

特にない 30.7 31.8 31.6 28.4 29.2 15.4 - 20.0 36.2 22.2 37.6 -

無回答 13.8 13.1 13.5 14.8 9.2 6.2 100.0 15.0 11.0 19.4 11.1 22.2

障害程度別 障害の種類別

全体

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 58 40 230 243

点字による情報提供を増やす 6.9 7.5 4.8 1.2

音声による情報提供を増やす 13.8 22.5 15.2 10.7

パソコン／携帯メール・ＳＮＳによる情報提
供を増やす

32.8 20.0 35.2 15.6

手話通訳・要約筆記を充実する 5.2 7.5 8.7 1.6

公共施設の案内・誘導をわかりやすくする 25.9 20.0 23.0 17.3

電光掲示板や自動販売機など字幕による情
報提供を増やす

12.1 10.0 9.6 4.5

コミュニケーション支援機器の種類・使い方
についての情報提供や相談の機会を増やす

12.1 7.5 9.6 6.6

コミュニケーションを支援する人を増やす 19.0 15.0 12.6 9.1

スマートフォンなどのアプリ 41.4 20.0 30.9 16.0

その他 3.4 - 3.0 2.5

特にない 17.2 42.5 30.0 32.9

無回答 3.4 5.0 10.4 19.8

年齢4区分別
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「コミュニケーション支援機器の種

類・使い方についての情報提供や相談の機会を増やす」が 12.6％と中度（３度）、軽度（４度）

と比べて多くなっている。 

年齢４区分別にみると、０～17 歳、18～44 歳では「コミュニケーションを手助けする人を増

やす」がそれぞれ 39.4％、31.8％と他の年齢区分と比較して多くなっている。 

（単位：％） 

 
  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 444 175 112 145 180 154 60 19

点字による情報提供を増やす 1.4 1.7 - 2.1 1.7 1.9 - -

音声による情報提供を増やす 8.3 8.6 9.8 7.6 10.6 8.4 6.7 -

パソコン／携帯メール・ＳＮＳによる情報提供を
増やす

14.9 6.9 17.9 23.4 18.9 16.2 8.3 -

手話通訳・要約筆記を充実する 1.6 1.7 1.8 1.4 2.8 1.3 - -

公共施設の案内・誘導をわかりやすくする 15.3 14.9 16.1 15.9 18.9 18.2 6.7 5.3

電光掲示板や自動販売機など字幕による情報
提供を増やす

5.2 5.1 4.5 6.2 7.2 5.2 1.7 -

コミュニケーション支援機器の種類・使い方につ
いての情報提供や相談の機会を増やす

10.8 12.6 11.6 9.0 12.8 12.3 6.7 -

コミュニケーションを手助けする人を増やす 31.3 38.9 33.9 21.4 39.4 31.8 15.0 10.5

スマートフォンなどのアプリ 18.0 11.4 24.1 22.8 28.9 14.3 8.3 -

その他 5.2 7.4 4.5 2.1 5.0 5.2 3.3 5.3

特にない 32.2 32.0 29.5 33.8 25.6 32.5 40.0 52.6

無回答 13.3 16.0 9.8 11.7 5.6 14.3 26.7 26.3

障害程度別 年齢4区分別

全体
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、「パソコン／携帯メール・SNS による情報提供を増やす」と回答した人は、

統合失調症と診断されている人では 22.4％、気分障害と診断されている人では 38.3％、発達

障害と診断されている人では 49.4％となっている。 

年齢４区分別にみると、18～44 歳、45～64 歳では「パソコン/携帯メール・SNS による情報

提供を増やす」がそれぞれ 43.3％、34.8％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 

  統合失調症 気分障害 発達障害 その他 ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 483 98 261 77 124 2 178 198 73

点字による情報提供を増やす 3.7 2.0 5.0 1.3 4.8 - 3.9 3.5 2.7

音声による情報提供を増やす 7.0 6.1 7.3 5.2 9.7 - 5.1 8.6 6.8

パソコン／携帯メール・ＳＮＳによる情報提供を増
やす

34.4 22.4 38.3 49.4 32.3 50.0 43.3 34.8 15.1

手話通訳・要約筆記を充実する 2.5 3.1 2.7 3.9 4.0 - 3.9 2.5 -

公共施設の案内・誘導をわかりやすくする 19.3 10.2 21.8 26.0 22.6 - 24.7 18.2 8.2

電光掲示板や自動販売機など字幕による情報提
供を増やす

5.2 5.1 6.9 7.8 4.0 - 7.3 5.6 -

コミュニケーション支援機器の種類・使い方につ
いての情報提供や相談の機会を増やす

11.0 11.2 11.9 16.9 12.9 - 12.9 10.6 8.2

コミュニケーションを支援する人を増やす 16.6 15.3 17.2 18.2 16.1 - 18.0 16.7 11.0

スマートフォンなどのアプリ 31.5 24.5 31.8 39.0 37.9 50.0 41.0 28.8 13.7

その他 4.3 3.1 4.6 5.2 4.8 - 1.7 6.1 5.5

特にない 30.0 34.7 27.6 28.6 30.6 50.0 28.7 29.3 39.7

無回答 8.5 15.3 7.7 2.6 5.6 - 2.8 9.6 13.7

年齢4区分別診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、免疫系疾患、消化器系疾患では「パソコン/携帯メール・SNS による情報

提供を増やす」がそれぞれ 38.5％、34.4％となっているが、神経・筋疾患では 32.8％と他の疾

患群と比べて少なくなっている。 

年齢４区分別にみると、18～44 歳、45～64 歳では「パソコン/携帯メール・SNS による情報

提供を増やす」がそれぞれ 43.0％、49.4％となっている。 

（単位：％） 

 

 

 

  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他 ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 495 122 96 122 125 1 107 164 196

点字による情報提供を増やす 4.2 3.3 4.2 5.7 3.2 - 9.3 4.3 1.5

音声による情報提供を増やす 10.9 11.5 9.4 12.3 8.0 - 14.0 10.4 9.7

パソコン／携帯メール・ＳＮＳによる情報提供を増
やす

37.2 32.8 38.5 34.4 43.2 - 43.0 49.4 24.5

手話通訳・要約筆記を充実する 4.6 3.3 4.2 4.9 6.4 - 12.1 3.7 2.0

公共施設の案内・誘導をわかりやすくする 24.0 20.5 22.9 31.1 20.8 - 33.6 22.0 22.4

電光掲示板や自動販売機など字幕による情報提
供を増やす

5.9 3.3 3.1 6.6 10.4 - 15.0 4.9 2.6

コミュニケーション支援機器の種類・使い方につい
ての情報提供や相談の機会を増やす

11.5 15.6 8.3 13.9 9.6 - 12.1 12.8 10.7

コミュニケーションを支援する人を増やす 12.7 23.8 7.3 9.0 9.6 - 11.2 11.6 14.3

スマートフォンなどのアプリ 32.1 21.3 30.2 36.9 39.2 - 45.8 37.8 20.9

その他 2.6 2.5 3.1 0.8 4.0 - 0.9 3.7 3.1

特にない 21.6 18.9 24.0 20.5 24.8 100.0 24.3 15.2 26.5

無回答 12.5 20.5 13.5 7.4 6.4 - 3.7 9.1 18.4

年齢4区分別疾患群別
全体
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９ 障害福祉サービスについて 

（１）最近１年間に利用したサービス（複数回答） 

最近１年間に利用した福祉サービスは、身体障害者では「サービスを利用したことがない」が

36.3％と最も多く、次いで「福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等」が 26.7％、「補装

具費の支給・修理」が 17.2％となっている。 

知的障害者では「児童発達支援・放課後等デイサービスなど」が 32.2％と最も多く、次いで「移

動支援・同行援護」が 24.1％、「福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等」が 23.2％とな

っている。 

精神障害者では「サービスを利用したことがない」が 57.6％と最も多く、次いで「訪問看護な

どの医療系サービス」が 15.5％、「就労移行支援や就労定着支援、就労選択支援など働くための

支援」が 9.3％となっている。 

難病患者では「サービスを利用したことがない」が 69.9％と最も多く、次いで「日常生活用具

の給付・レンタル」が 11.3％、「訪問看護などの医療系サービス」が 10.9％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「児童発達支援・放課後等デイサービスなど」が 85.8％と最も多

く、次いで「障害児一時預かり事業 なないろ」が 11.5％、「訪問看護などの医療系サービス」

「区の一時預かり事業（ファミリーサポート・乳幼児一時預かり・ベビーシッター）」「サービス

を利用したことがない」がともに 10.6％となっている。 

（単位：％） 

 

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者
児童発達支援事業

利用者

調査数 615 444 483 495 113

ホームヘルプなどの訪問系サービス 12.7 12.8 4.8 7.1 0.9

訪問看護などの医療系サービス 13.7 10.6 15.5 10.9 10.6

短期入所（ショートステイ）・緊急一時保護 4.7 15.5 1.2 2.0 -

補装具費の支給・修理 17.2 9.5 4.0 8.8

日常生活用具の給付・レンタル 14.1 5.6 11.3 3.5

住宅設備改善費の給付 2.4 0.5 3.6 0.9

福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等 26.7 23.2 5.3 6.2

移動支援・同行援護 8.9 24.1 2.2 -

訪問入浴サービスなどの入浴サービス 5.2 4.3 1.6 -

障害者地域生活支援センター(きらら・すてっぷ・ういん
ぐ・さくら)

3.3

自立訓練（入浴、食事等の訓練）などの自立した生活
のために必要な支援

1.3 2.5 1.0

就労継続支援・生活介護などの日中活動系サービス 1.3 14.0 3.5

就労移行支援や就労定着支援、就労選択支援など働
くための支援

1.5 4.7 9.3

グループホームなどの居住系サービス 1.6 7.7 2.9 1.2

児童発達支援・放課後等デイサービスなど 3.9 32.2 0.4 85.8

日中一時支援 0.2

手話通訳者・要約筆記者の派遣 2.1 - 7.2 - -

介護保険のサービス 9.1

区の一時預かり事業（ファミリーサポート・乳幼児一時
預かり・ベビーシッター）

10.6

障害児一時預かり事業　なないろ 11.5

その他 3.4 3.6 2.9 1.2 0.9

上記のサービスを利用したことがない 36.3 20.3 57.6 69.9 10.6

無回答 9.9 4.7 7.2 8.5 0.9
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、程度が重いほどサービスの利用者が多くなっている。 

障害の種類別にみると、視覚障害では「福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等」が

27.7％と最も多く、次いで「移動支援・同行援護」が 15.4％となっている。 

なお、聴覚障害では「補装具費の支給・修理」が 27.7％と最も多く、次いで「手話通訳者・

要約筆記者の派遣」が 15.4％となっている。肢体不自由（上肢、下肢等）、肢体不自由（体幹）、

内部障害で「福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等」が最も多く、それぞれ 34.6％、

27.8％、35.9％となっている。 

（単位：％） 

 

  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機能・
言語機能・
そしゃく機
能の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他

調査数 615 305 193 81 65 65 1 20 127 36 117 9

ホームヘルプなどの訪問系サービス 12.7 15.1 9.8 8.6 12.3 10.8 - 10.0 18.9 25.0 6.8 -

訪問看護などの医療系サービス 13.7 15.7 11.9 7.4 7.7 9.2 - 10.0 25.2 25.0 8.5 11.1

短期入所（ショートステイ）・緊急一時保護 4.7 6.9 2.6 1.2 3.1 - - 5.0 9.4 11.1 4.3 -

補装具費の支給・修理 17.2 22.3 14.5 8.6 12.3 27.7 - 5.0 29.1 22.2 9.4 33.3

日常生活用具の給付・レンタル 14.1 19.0 10.9 4.9 9.2 10.8 100.0 5.0 24.4 16.7 14.5 11.1

住宅設備改善費の給付 2.4 1.3 3.6 2.5 3.1 3.1 - 5.0 3.1 2.8 0.9 11.1

福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等 26.7 42.0 14.5 3.7 27.7 3.1 - - 34.6 27.8 35.9 44.4

移動支援・同行援護 8.9 14.4 3.1 1.2 15.4 - - - 17.3 11.1 2.6 11.1

訪問入浴サービスなどの入浴サービス 5.2 7.9 2.6 1.2 1.5 - - 5.0 11.8 16.7 2.6 -

自立訓練（入浴、食事等の訓練）などの自立した生
活のために必要な支援

1.3 1.3 1.0 - - - - - 4.7 5.6 - -

就労継続支援・生活介護などの日中活動系サービ
ス

1.3 1.6 1.6 - - - - - 3.1 2.8 1.7 -

就労移行支援や就労定着支援、就労選択支援など
働くための支援

1.5 1.6 1.6 1.2 1.5 1.5 - 10.0 1.6 - 1.7 -

グループホームなどの居住系サービス 1.6 1.6 2.1 1.2 - 3.1 - - 3.1 - 2.6 -

児童発達支援・放課後等デイサービスなど 3.9 5.9 1.6 2.5 3.1 - - - 8.7 11.1 2.6 11.1

手話通訳者・要約筆記者の派遣 2.1 3.3 1.6 - 1.5 15.4 - - - - - -

その他 3.4 3.3 3.6 2.5 1.5 3.1 - - 3.9 8.3 0.9 11.1

上記のサービスを利用したことがない 36.3 24.6 42.5 63.0 36.9 38.5 - 65.0 29.1 38.9 38.5 44.4

無回答 9.9 9.2 8.8 9.9 10.8 6.2 - 5.0 7.9 8.3 4.3 -

障害程度別 障害の種類別

全体
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「福祉タクシー券の交付・自動車燃

料費の助成など」が 53.1％と最も多く、次いで「移動支援・同行援護」が 38.9％、「児童発達

支援・放課後等デイサービスなど」が 28.0％となっている。中度（３度）、軽度（４度）では

「児童発達支援・放課後等デイサービスなど」が最も多く、それぞれ 46.4％、27.6％となって

いる。 

（単位：％）       

 

  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 444 175 112 145

ホームヘルプなどの訪問系サービス 12.8 24.0 7.1 4.1

訪問看護などの医療系サービス 10.6 17.1 6.3 5.5

短期入所（ショートステイ）・緊急一時保護 15.5 26.9 15.2 2.1

補装具費の支給・修理 9.5 21.1 0.9 1.4

日常生活用具の給付・レンタル 5.6 12.0 0.9 2.1

住宅設備改善費の給付 0.5 0.6 - 0.7

福祉タクシー券の交付・自動車燃料費の助成など 23.2 53.1 3.6 2.1

移動支援・同行援護 24.1 38.9 25.9 5.5

訪問入浴サービスなどの入浴サービス 4.3 9.7 1.8 -

自立訓練（入浴、食事等の訓練）などの自立した生活
のために必要な支援

2.5 4.6 1.8 0.7

就労継続支援・生活介護などの日中活動系サービス 14.0 20.0 17.0 4.8

就労移行支援や就労定着支援、就労選択支援など働く
ための支援

4.7 2.3 3.6 8.3

グループホームなどの居住系サービス 7.7 8.0 7.1 8.3

児童発達支援・放課後等デイサービスなど 32.2 28.0 46.4 27.6

手話通訳者・要約筆記者の派遣 - - - -

その他 3.6 4.6 1.8 4.1

上記のサービスを利用したことがない 20.3 6.3 16.1 40.0

無回答 4.7 3.4 5.4 4.1

障害程度別

全体
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、統合失調症、気分障害と診断されている人では「訪問看護などの医療系

サービス」がそれぞれ 30.6％、14.6％、発達障害と診断されている人では「就労移行支援や就

労定着支援、就労選択支援など働くための支援」が 18.2％と最も多くなっている。 

（単位：％）       

 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 483 98 261 77 124

ホームヘルプなどの訪問系サービス 4.8 3.1 5.7 3.9 4.8

訪問看護などの医療系サービス 15.5 30.6 14.6 13.0 12.9

短期入所（ショートステイ）・緊急一時保護 1.2 3.1 0.4 1.3 1.6

障害者地域生活支援センター(きらら・すてっぷ・
ういんぐ・さくら)

3.3 6.1 2.3 3.9 4.8

自立訓練（入浴、食事等の訓練）などの自立し
た生活のために必要な支援

1.0 - 1.1 - 2.4

就労継続支援・生活介護などの日中活動系
サービス

3.5 5.1 2.7 10.4 4.0

就労移行支援や就労定着支援、就労選択支援
など働くための支援

9.3 11.2 10.3 18.2 8.9

グループホームなどの居住系サービス 2.9 7.1 0.4 2.6 2.4

児童発達支援・放課後等デイサービスなど 0.4 - - 1.3 -

病院や診療所のデイケア 7.2 7.1 4.6 6.5 8.9

その他 2.9 3.1 3.4 - 4.8

上記のサービスを利用したことがない 57.6 44.9 60.5 51.9 56.5

無回答 7.2 11.2 6.5 3.9 4.8

診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、免疫系疾患、消化器系疾患に比べて、神経・筋疾患でサービスの利用が

多くなっている。 

（単位：％）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他

調査数 495 122 96 122 125

ホームヘルプなどの訪問系サービス 7.1 19.7 2.1 - 3.2

訪問看護などの医療系サービス 10.9 28.7 5.2 - 8.0

短期入所（ショートステイ）・緊急一時保護 2.0 5.7 - 0.8 1.6

補装具費の支給・修理 4.0 9.0 1.0 1.6 2.4

日常生活用具の給付・レンタル 11.3 32.8 3.1 - 5.6

住宅設備改善費の給付 3.6 11.5 1.0 - 3.2

福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等 5.3 11.5 3.1 0.8 4.8

移動支援・同行援護 2.2 4.9 2.1 0.8 -

訪問入浴サービスなどの入浴サービス 1.6 5.7 - - 0.8

グループホームなどの居住系サービス 1.2 3.3 - - 0.8

日中一時支援 0.2 - - - -

手話通訳者・要約筆記者の派遣 - - - - -

介護保険のサービス 9.1 25.4 2.1 - 6.4

その他 1.2 2.5 1.0 - 1.6

上記のサービスを利用したことがない 69.9 40.2 81.3 89.3 76.0

無回答 8.5 9.0 7.3 7.4 5.6

疾患群別

全体
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（２）必要だと思うサービスの利用状況 

必要だと思うサービスの利用状況は、身体障害者、知的障害者、児童発達支援事業利用者では

“利用している”人（「十分利用している」、「十分ではないが、ほぼ利用している」の合計）はそ

れぞれ 41.1％、55.2％、70.8％となっている。 

一方で、精神障害者、難病患者では“利用している”人がそれぞれ 34.2％、22.6％となってい

る。 

 

 

  

十分利用し

ている

十分では

ないが、ほ

ぼ利用して

いる

あまり利用

していない

その他 わからない サービスを

利用する

必要がな

い

無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 113 )

難病患者

児童発達支援事業利用者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

15.1

18.5

17.0

11.3

36.3

26.0

36.7

17.2

11.3

34.5

15.3

16.0

15.7

9.7

13.3

1.8

1.8

0.8

1.4

0.9

13.7

14.2

24.2

21.2

9.7

17.1

6.8

19.0

35.2

4.4

11.1

6.1

6.0

9.9

0.9

( ％ )
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分  １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

十分ではない

が、ほぼ利用し

ている 

（26.0） 
サービスを利用す

る必要がない 
（17.1） 

あまり利用し

ていない 
（15.3） 

前  回
（n=562） 

十分ではない

が、ほぼ利用し

ている 

（24.9） 
あまり利用してい

ない 
（21.0） わからない （16.4） 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

十分ではない

が、ほぼ利用し

ている 

（36.7） 十分利用している （18.5） 
あまり利用し

ていない 
（16.0） 

前  回
（n=442） 

十分ではない

が、ほぼ利用し

ている 

（33.0） 
あまり利用してい

ない 
（21.3） 

十分利用して

いる 
（16.5） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

わからない （24.2） 
サービスを利用す

る必要がない 
（19.0） 

十分ではない

が、ほぼ利用し

ている 

（17.2） 

前  回
（n=452） 

サービスを利用

する必要がない 
（20.8） わからない （19.9） 

あまり利用し

ていない 
（18.4） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

サービスを利用

する必要がない 
（35.2） わからない （21.2） 

十分利用して

いる/十分では

ないが、ほぼ利

用している 

（同率
11.3） 

前  回
（n=437） 

サービスを利用

する必要がない 
（30.9） わからない （19.2） 

あまり利用し

ていない 
（17.2） 

児童発達 

支援事業 

利用者 

今  回
（n=113） 

十分利用してい

る 
（36.3） 

十分ではないが、

ほぼ利用している 
（34.5） 

あまり利用し

ていない 
（13.3） 

前  回 
（n=153） 

十分ではない

が、ほぼ利用し

ている 

（34.6） 十分利用している （33.3） 
あまり利用し

ていない 
（14.4） 
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、“利用している”人の割合は、程度が重いほど多く、重度（１・２級）

では約４割、中度（３・４級）では約３割、軽度（５・６級）では約２割となっている。 

障害の種類別にみると、視覚障害、聴覚障害、音声機能・言語機能・そしゃく機能の障害、

肢体不自由（上肢、下肢等）、肢体不自由（体幹）、内部障害ともに、“利用している”と回答し

た人が、「あまり利用していない」と回答した人より多くなっている。 

 

 

 

十分利用し
ている

十分ではな
いが、ほぼ
利用してい
る

あまり利用
していない

その他 わからない サービスを
利用する必
要がない

無回答

（ n ）

( 615 )

( 305 )

( 193 )

( 81 )軽度（５・６級）

全体

重度（１・２級）

中度（３・４級）

15.1

18.0

12.4

7.4

26.0

31.8

23.8

16.0

15.3

16.1

13.0

19.8

1.8

2.3

2.1

-

13.7

12.5

16.1

13.6

17.1

10.2

21.2

32.1

11.1

9.2

11.4

11.1

( ％ )

十分利用し

ている

十分では

ないが、ほ

ぼ利用して

いる

あまり利用

していない

その他 わからない サービスを

利用する

必要がな

い

無回答

（ n ）

( 615 )

( 65 )

( 65 )

( 1 )

( 20 )

( 127 )

( 36 )

( 117 )

( 9 )その他

全体

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能・言語機能・

そしゃく機能の障害

肢体不自由

（上肢、下肢等）

肢体不自由（体幹）

内部障害

15.1

15.4

10.8

-

5.0

17.3

5.6

20.5

11.1

26.0

21.5

32.3

-

25.0

34.6

38.9

24.8

11.1

15.3

13.8

15.4

100.0

5.0

13.4

16.7

14.5

33.3

1.8

4.6

3.1

-

5.0

1.6

2.8

-

-

13.7

21.5

10.8

-

25.0

8.7

13.9

14.5

11.1

17.1

15.4

18.5

-

30.0

13.4

13.9

18.8

33.3

11.1

7.7

9.2

-

5.0

11.0

8.3

6.8

-

( ％ )
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、“利用している”人は程度が重いほど多く、軽度（４度）では 38.7％

だが、中度（３度）では 60.7％、最重度・重度（１・２度）では 67.4％となっている。 

 

 

 

【精神障害者】 

 

診断名別にみると、“利用している”人は、統合失調症と診断されている人では 37.8％、気

分障害と診断されている人では 35.2％、発達障害と診断されている人では 45.5％となってい

る。 

 

 

  

十分利用し

ている

十分では

ないが、ほ

ぼ利用して

いる

あまり利用

していない

その他 わからない サービスを

利用する

必要がな

い

無回答

（ n ）

( 444 )

( 175 )

( 112 )

( 145 )軽度（４度）

全体

最重度・重度

（１・２度）

中度（３度）

18.5

19.4

20.5

16.6

36.7

48.0

40.2

22.1

16.0

14.9

15.2

17.2

1.8

1.7

0.9

2.1

14.2

10.3

14.3

17.9

6.8

1.7

2.7

16.6

6.1

4.0

6.3

7.6

( ％ )

十分利用し

ている

十分では

ないが、ほ

ぼ利用して

いる

あまり利用

していない

その他 わからない サービスを

利用する

必要がな

い

無回答

（ n ）

( 483 )

( 98 )

( 261 )

( 77 )

( 124 )

発達障害

その他

全体

統合失調症

気分障害

17.0

18.4

17.2

20.8

16.1

17.2

19.4

18.0

24.7

14.5

15.7

17.3

13.8

13.0

12.1

0.8

-

1.1

-

1.6

24.2

19.4

26.8

23.4

29.8

19.0

15.3

18.0

15.6

20.2

6.0

10.2

5.0

2.6

5.6

( ％ )
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、“利用している”人は、神経・筋疾患では 41.0％、免疫系疾患では 14.6％、

消化器系疾患では 13.1％となっている。 

 

 

  

十分利用し

ている

十分では

ないが、ほ

ぼ利用して

いる

あまり利用

していない

その他 わからない サービスを

利用する

必要がな

い

無回答

（ n ）

( 495 )

( 122 )

( 96 )

( 122 )

( 125 )

消化器系疾患

その他

全体

神経・筋疾患

免疫系疾患

11.3

16.4

10.4

8.2

12.0

11.3

24.6

4.2

4.9

8.8

9.7

8.2

9.4

8.2

12.0

1.4

2.5

2.1

-

3.2

21.2

16.4

19.8

34.4

19.2

35.2

16.4

46.9

37.7

41.6

9.9

15.6

7.3

6.6

3.2

( ％ )
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（３）必要だと思うサービスをあまり利用できていない理由（複数回答） 

必要だと思うサービスを“あまり利用していない”と回答した人の理由は、身体障害者では「ど

のようなサービスがあるかわからないから」が 39.4％と最も多く、次いで「利用の仕方がわから

ないから」が 25.5％、「自己負担が大きいから」が 16.0％となっている。 

知的障害者では「サービスに空きがなく利用できないから」が 43.7％と最も多く、次いで「個

別のニーズに対応できないから」が 28.2％、「どのようなサービスがあるかわからないから」が

26.8％となっている。 

精神障害者では「どのようなサービスがあるかわからないから」が 52.6％と最も多く、次いで

「利用の仕方がわからないから」が 36.8％、「必要とするサービスがないから」が 21.1％となっ

ている。 

難病患者では「どのようなサービスがあるかわからないから」が 52.1％と最も多く、次いで「支

給要件に該当しないから」が 29.2％、「利用の仕方がわからないから」が 25.0％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「どのようなサービスがあるかわからないから」が 40.0％と最も

多く、次いで「サービスに空きがなく利用できないから」が 33.3％、「利用の仕方がわからない

から」「個別のニーズに対応できないから」がともに 26.7％となっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：必要なサービスを“あまり利用していない”と回答した人 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者
児童発達支援事業

利用者

調査数 94 71 76 48 15

自己負担が大きいから 16.0 15.5 19.7 20.8 13.3

支給要件に該当しないから 12.8 12.7 15.8 29.2 6.7

必要とするサービスがないから 14.9 12.7 21.1 14.6 6.7

どのようなサービスがあるかわからないから 39.4 26.8 52.6 52.1 40.0

利用の仕方がわからないから 25.5 21.1 36.8 25.0 26.7

個別のニーズに対応できないから 7.4 28.2 11.8 10.4 26.7

サービスに空きがなく利用できないから 4.3 43.7 10.5 2.1 33.3

医療的ケアが理由で受け入れ先がない 2.1 1.4 3.9 2.1 -

その他 11.7 12.7 11.8 8.3 6.7

わからない 11.7 4.2 9.2 6.3 6.7

無回答 2.1 2.8 1.3 - 6.7
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分   １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=94） 

どのようなサー

ビスがあるかわ

からないから 
（39.4） 

利用の仕方が

わからないか

ら 
（25.5） 

自己負担が大

きいから 
（16.0） 

前  回
（n=118） 

どのようなサー

ビスがあるかわ

からないから 

（39.8） 
必要とするサ

ービスがない

から 

（26.3） 
利用の仕方が

わからないか

ら 

（25.4） 

知的障害者 

今  回
（n=71） 

サービスに空き

がなく利用でき

ないから 

（43.7） 
個別のニーズ

に対応できな

いから 

（28.2） 

どのようなサ

ービスがある

かわからない

から 

（26.8） 

前  回
（n=94） 

どのようなサー

ビスがあるかわ

からないから 

（43.6） 
サービスに空

きがなく利用

できないから 

（26.6） 
利用の仕方が

わからないか

ら 

（21.3） 

精神障害者 

今  回
（n=76） 

どのようなサー

ビスがあるかわ

からないから 

（52.6） 
利用の仕方が

わからないか

ら 

（36.8） 
必要とするサ

ービスがない

から 

（21.1） 

前  回
（n=83） 

どのようなサー

ビスがあるかわ

からないから 

（50.6） 
利用の仕方が

わからないか

ら 

（36.1） 
必要とするサ

ービスがない

から 

（18.1） 

難病患者 

今  回
（n=48） 

どのようなサー

ビスがあるかわ

からないから 

（52.1） 
支給要件に該

当しないから 
（29.2） 

利用の仕方が

わからないか

ら 

（25.0） 

前  回
（n=75） 

どのようなサー

ビスがあるかわ

からないから 

（53.3） 
利用の仕方が

わからないか

ら 

（29.3） 
必要とするサ

ービスがない

から 

（26.7） 

児童発達 

支援事業 

利用者 

今  回
（n=15） 

どのようなサー

ビスがあるかわ

からないから 

（40.0） 
サービスに空

きがなく利用

できないから 

（33.3） 

利用の仕方が

わからないか

ら/個別のニー

ズに対応でき

ないから 

（同率
26.7） 

前  回 
（n=22） 

サービスに空き

がなく利用でき

ないから 

（45.5） 

どのようなサ

ービスがある

かわからない

から 

（40.9） 
利用の仕方が

わからないか

ら 

（27.3） 
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（４）今後も引き続き、あるいは新たに利用したいと思う福祉サービス（複数回答） 

今後も引き続き、あるいは新たに利用したいと思う福祉サービスは、身体障害者では「福祉タ

クシー券の交付、自動車燃料費の助成等」が 39.0％と最も多く、次いで「補装具費の支給・修理」

が 23.6％、「日常生活用具の給付・レンタル」が 19.7％となっている。 

知的障害者では「移動支援・同行援護」が 40.8％と最も多く、次いで「短期入所（ショートス

テイ）・緊急一時保護」が 35.4％、「福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等」が 29.3％と

なっている。 

精神障害者では「利用したいサービスはない」が 37.9％と最も多く、次いで「就労移行支援や

就労定着支援、就労選択支援など働くための支援」が 19.5％、「訪問看護などの医療系サービス」

が 18.6％となっている。 

難病患者では「利用したいサービスはない」が 44.8％と最も多く、次いで「福祉タクシー券の

交付、自動車燃料費の助成等」が 29.5％、「日常生活用具の給付・レンタル」が 13.3％となって

いる。 

児童発達支援事業利用者では「児童発達支援・放課後等デイサービスなど」が 81.4％と最も多

く、次いで「区の一時預かり事業（ファミリーサポート・乳幼児一時預かり・ベビーシッター）」

が 22.1％、「障害児一時預かり事業 なないろ」が 19.5％となっている。 

（単位：％） 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者
児童発達支援事業

利用者

調査数 615 444 483 495 113

ホームヘルプなどの訪問系サービス 16.6 16.9 10.8 10.9 8.0

訪問看護などの医療系サービス 14.5 11.7 18.6 12.5 9.7

短期入所（ショートステイ）・緊急一時保護 10.7 35.4 5.2 6.5 9.7

補装具費の支給・修理 23.6 12.6 8.3 8.0

日常生活用具の給付・レンタル 19.7 10.4 13.3 5.3

住宅設備改善費の給付 13.0 9.2 8.9 3.5

福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等 39.0 29.3 29.5 8.8

移動支援・同行援護 15.9 40.8 7.7 8.8

訪問入浴サービスなどの入浴サービス 9.3 6.3 4.4 -

障害者地域生活支援センター(きらら・すてっぷ・ういん
ぐ・さくら)

5.8

自立訓練や自立生活援助など自立した生活のために
必要な支援

5.7 7.9 12.0

就労継続支援・生活介護などの日中活動系サービス 3.9 19.4 8.5

就労移行支援や就労定着支援、就労選択支援など働
くための支援

3.1 14.9 19.5

グループホームなどの居住系サービス 3.6 25.5 5.0 1.0

児童発達支援・放課後等デイサービスなど 4.2 28.6 0.6 81.4

日中一時支援 3.2

手話通訳者・要約筆記者の派遣 3.4 - - -

病院や診療所のデイケア 8.5

介護保険のサービス 7.9

区の一時預かり事業（ファミリーサポート・乳幼児一時
預かり・ベビーシッター）

22.1

障害児一時預かり事業　なないろ 19.5

その他 3.9 3.2 3.3 2.2 2.7

上記の中に利用したいサービスはない 18.4 11.3 37.9 44.8 6.2

無回答 14.5 7.9 8.9 9.3 3.5
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、程度が重いほどサービスの利用意向が高くなる傾向にある。最も利

用意向が高いサービスは「福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等」で、重度（１・２

級）では 51.5％となっている。 

障害の種類別にみると、視覚障害では「福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等」の

利用意向が 40.0％と最も多く、次いで「移動支援・同行援護」が 29.2％となっている。聴覚障

害では「補装具費の支給・修理」が 41.5％と最も多くなっている。肢体不自由（上肢、下肢等）、

肢体不自由（体幹）、内部障害ではいずれも「福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等」

がそれぞれ 46.5％、50.0％、41.9％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 

  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機能・
言語機能・
そしゃく機
能の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他

調査数 615 305 193 81 65 65 1 20 127 36 117 9

ホームヘルプなどの訪問系サービス 16.6 18.7 15.0 13.6 13.8 12.3 - 10.0 22.0 30.6 11.1 11.1

訪問看護などの医療系サービス 14.5 15.7 14.0 11.1 10.8 12.3 - 15.0 22.8 27.8 10.3 11.1

短期入所（ショートステイ）・緊急一時保護 10.7 14.8 5.7 6.2 9.2 3.1 - 5.0 20.5 19.4 6.0 11.1

補装具費の支給・修理 23.6 29.8 18.1 19.8 20.0 41.5 - 5.0 37.8 33.3 11.1 44.4

日常生活用具の給付・レンタル 19.7 25.2 15.5 12.3 21.5 21.5 - 15.0 30.7 22.2 17.1 11.1

住宅設備改善費の給付 13.0 15.7 11.4 7.4 13.8 10.8 - 10.0 19.7 27.8 10.3 11.1

福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助
成等

39.0 51.5 26.4 27.2 40.0 23.1 100.0 25.0 46.5 50.0 41.9 55.6

移動支援・同行援護 15.9 24.6 7.3 6.2 29.2 1.5 - 10.0 28.3 22.2 6.8 11.1

訪問入浴サービスなどの入浴サービス 9.3 13.1 4.7 4.9 3.1 4.6 - 10.0 22.0 16.7 5.1 -

自立訓練や自立生活援助など自立した生活
のために必要な支援

5.7 8.2 4.1 2.5 6.2 - - - 12.6 8.3 5.1 -

就労継続支援・生活介護などの日中活動系
サービス

3.9 5.2 2.1 3.7 4.6 1.5 - 5.0 7.9 2.8 2.6 22.2

就労移行支援や就労定着支援、就労選択支
援など働くための支援

3.1 4.6 2.1 1.2 4.6 3.1 - 5.0 4.7 - 2.6 11.1

グループホームなどの居住系サービス 3.6 3.6 3.1 3.7 1.5 6.2 - - 4.7 2.8 1.7 -

児童発達支援・放課後等デイサービスなど 4.2 6.6 1.6 2.5 1.5 - - - 11.8 11.1 2.6 11.1

手話通訳者・要約筆記者の派遣 3.4 5.6 2.1 - 3.1 23.1 - - 0.8 - - -

その他 3.9 3.3 4.1 4.9 4.6 6.2 - 5.0 7.9 - 2.6 -

上記の中に利用したいサービスはない 18.4 13.1 23.8 27.2 21.5 9.2 - 45.0 13.4 16.7 22.2 33.3

無回答 14.5 11.5 16.1 16.0 13.8 15.4 - 5.0 10.2 8.3 8.5 -

障害程度別 障害の種類別

全体
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「移動支援・同行援護」が 58.3％と

最も多く、次いで「短期入所（ショートステイ）・緊急一時保護」が 54.3％となっている。中

度（３度）では「移動支援・同行援護」が 47.3％と最も多く、次いで「短期入所（ショートス

テイ）・緊急一時保護」「児童発達支援・放課後等デイサービス」がともに 36.6％、「グループ

ホームなどの居住系サービス」が 25.9％となっている。 

（単位：％）       

 

  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 444 175 112 145

ホームヘルプなどの訪問系サービス 16.9 28.0 15.2 4.1

訪問看護などの医療系サービス 11.7 20.0 8.9 3.4

短期入所（ショートステイ）・緊急一時保護 35.4 54.3 36.6 11.7

補装具費の支給・修理 12.6 28.0 3.6 1.4

日常生活用具の給付・レンタル 10.4 21.1 4.5 2.1

住宅設備改善費の給付 9.2 17.7 6.3 0.7

福祉タクシー券の交付・自動車燃料費の助成な
ど

29.3 51.4 18.8 11.0

移動支援・同行援護 40.8 58.3 47.3 16.6

訪問入浴サービスなどの入浴サービス 6.3 14.9 0.9 0.7

自立訓練（入浴、食事等の訓練）などの自立し
た生活のために必要な支援

7.9 10.9 8.0 4.8

就労継続支援・生活介護などの日中活動系
サービス

19.4 22.3 23.2 14.5

就労移行支援や就労定着支援、就労選択支援
など働くための支援

14.9 7.4 17.0 23.4

グループホームなどの居住系サービス 25.5 29.7 25.9 20.0

児童発達支援・放課後等デイサービスなど 28.6 25.7 36.6 26.9

手話通訳者・要約筆記者の派遣 - - - -

その他 3.2 2.3 0.9 4.8

上記の中に利用したいサービスはない 11.3 1.7 8.0 24.8

無回答 7.9 4.0 8.0 11.7

障害程度別

全体
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、統合失調症と診断されている人では「訪問看護などの医療系サービス」

が 29.6％と最も多く、気分障害と診断されている人では「訪問看護などの医療系サービス」が

22.2％、発達障害と診断されている人では「就労移行支援や就労定着支援、就労選択支援など

働くための支援」が 31.2％と多くなっている。 

（単位：％）       

 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 483 98 261 77 124

ホームヘルプなどの訪問系サービス 10.8 9.2 12.6 7.8 8.1

訪問看護などの医療系サービス 18.6 29.6 22.2 14.3 16.9

短期入所（ショートステイ）・緊急一時保護 5.2 6.1 5.0 5.2 4.8

障害者地域生活支援センター
(きらら・すてっぷ・ういんぐ・さくら)

5.8 10.2 4.2 6.5 3.2

自立訓練や自立生活援助など自立した生活のため
に必要な支援

12.0 12.2 11.5 15.6 12.1

就労継続支援・生活介護などの日中活動系サービス 8.5 11.2 8.0 10.4 13.7

就労移行支援や就労定着支援、就労選択支援など
働くための支援

19.5 18.4 19.5 31.2 22.6

グループホームなどの居住系サービス 5.0 8.2 2.3 11.7 4.8

児童発達支援・放課後等デイサービスなど 0.6 1.0 0.4 1.3 0.8

病院や診療所のデイケア 8.5 8.2 7.7 7.8 8.1

その他 3.3 1.0 4.6 2.6 4.0

上記の中に利用したいサービスはない 37.9 28.6 38.7 32.5 35.5

無回答 8.9 12.2 6.5 3.9 9.7

診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、神経・筋疾患では「福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等」が

48.4％と最も多く、次いで「日常生活用具の給付・レンタル」が 32.8％となっている。免疫系

疾患、消化器系疾患では「福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等」がそれぞれ 20.8％、

19.7％と多くなっている。 

（単位：％）       

 
 

  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他

調査数 495 122 96 122 125

ホームヘルプなどの訪問系サービス 10.9 21.3 9.4 1.6 9.6

訪問看護などの医療系サービス 12.5 32.0 7.3 0.8 8.8

短期入所（ショートステイ）・緊急一時保護 6.5 17.2 3.1 0.8 4.0

補装具費の支給・修理 8.3 20.5 5.2 2.5 3.2

日常生活用具の給付・レンタル 13.3 32.8 7.3 4.1 7.2

住宅設備改善費の給付 8.9 15.6 3.1 7.4 8.0

福祉タクシー券の交付、自動車燃料費の助成等 29.5 48.4 20.8 19.7 28.8

移動支援・同行援護 7.7 18.0 4.2 1.6 6.4

訪問入浴サービスなどの入浴サービス 4.4 12.3 1.0 1.6 2.4

グループホームなどの居住系サービス 1.0 1.6 2.1 - 0.8

日中一時支援 3.2 5.7 3.1 - 3.2

手話通訳者・要約筆記者の派遣 - - - - -

介護保険のサービス 7.9 18.9 3.1 1.6 7.2

その他 2.2 2.5 1.0 0.8 4.8

上記の中に利用したいサービスはない 44.8 18.9 54.2 62.3 48.8

無回答 9.3 8.2 7.3 10.7 4.8

疾患群別

全体
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（５）必要だと思う入浴サービス（複数回答） 

①必要だと思う入浴サービス 

必要な入浴サービスは、身体障害者では「ヘルパーを利用して自宅の浴室での入浴」が 64.9％

と最も多く、次いで「訪問入浴サービスによる入浴」が 36.8％、「福祉施設等での機械浴や介

助浴」が 33.3％となっている。 

知的障害者では「ヘルパーを利用して自宅の浴室での入浴」が 64.3％と最も多く、次いで「福

祉施設等での機械浴や介助浴」が 60.7％、「訪問入浴サービスによる入浴」が 42.9％となって

いる。 

難病患者では「ヘルパーを利用して自宅の浴室での入浴」が 72.7％と最も多く、次いで「訪

問入浴サービスによる入浴」が 63.6％、「福祉施設等での機械浴や介助浴」が 27.3％となって

いる。 

（単位：％） 

 

 

②身近な福祉施設で機械浴などのバリアフリー設備がある入浴設備の利用意向 

バリアフリー設備がある入浴サービスの利用意向は、身体障害者では「ヘルパー等の介助が

あれば利用したい」が 56.1％と最も多く、次いで「送迎があれば利用したい」が 52.6％、「利

用したくない」が 29.8％となっている。 

知的障害者では「ヘルパー等の介助があれば利用したい」が 71.4％と最も多く、次いで「送

迎があれば利用したい」が 53.6％、「家族・知人の介助があれば利用したい」「利用したくない」

がともに 17.9％となっている。 

難病患者では「ヘルパー等の介助があれば利用したい」が 54.5％と最も多く、次いで「送迎

があれば利用したい」が 50.0％、「利用したくない」が 27.3％となっている。 

（単位：％） 

 

  

身体障害者 知的障害者 難病患者

調査数 57 28 22

ヘルパーを利用して自宅の浴室での入浴 64.9 64.3 72.7

訪問入浴サービスによる入浴 36.8 42.9 63.6

福祉施設等での機械浴や介助浴 33.3 60.7 27.3

ヘルパー等の介助者との公衆浴場などでの入浴 7.0 14.3 -

その他 1.8 - -

無回答 1.8 - -

身体障害者 知的障害者 難病患者

調査数 57 28 22

ヘルパー等の介助があれば利用したい 56.1 71.4 54.5

送迎があれば利用したい 52.6 53.6 50.0

家族・知人の介助があれば利用したい 10.5 17.9 22.7

利用したくない 29.8 17.9 27.3

その他 - - 4.5

無回答 8.8 3.6 -
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（６）グループホーム利用時に必要なこと（複数回答） 

グループホーム利用時に必要なことは、身体障害者では「家族がいる場所に近いこと」が

86.4％と最も多く、次いで「練馬区内にあること」が 72.7％、「主に夜間や休日、グループホ

ームの職員が相談や介護を行うこと」が 59.1％となっている。 

知的障害者では「家族がいる場所に近いこと」が 76.1％と最も多く、次いで「日中活動して

いる場所や通院先に近いこと」が 69.0％、「主に夜間や休日、グループホームの職員が相談や

介護を行うこと」が 53.1％となっている。 

精神障害者では「練馬区内にあること」が 58.3％と最も多く、次いで「家族がいる場所に近

いこと」が 45.8％、「日中活動している場所や通院先に近いこと」が 41.7％となっている。 

（単位：％） 

 

 
（７）改善が必要だと思うサービスと必要なこと（自由回答） 

主な回答内容は、次のとおりである。 

 

【身体障害者】 

（居宅介護等） 

・掃除や整理だけでなくその他の家事も行ってほしい 

（移動支援） 

・外出先で排泄介助・身体介助をしてほしい 

・車での移動支援サービスがあると便利である 

（短期入所） 

・数を増やしてほしい 

・必要な時に利用できるようにしてほしい 

・18 歳以下が利用出来る施設の増設 

（日常生活用具等） 

・利用しやすくなるよう制度を見直してほしい 

・耐用年数の設定が長すぎるものがあるので、実態に即した設定にして欲しい 

 

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者

調査数 22 113 24 5

練馬区内にあること 72.7 51.3 58.3 40.0

家族がいる場所に近いこと 86.4 76.1 45.8 20.0

日中活動している場所や通院先に近いこと 50.0 69.0 41.7 20.0

グループホームの中で日中活動ができること 31.8 43.4 20.8 80.0

主に夜間や休日、グループホームの職員が相談や
介護を行うこと

59.1 53.1 29.2 40.0

主に夜間や休日、グループホームの職員以外のヘ
ルパーが相談や介護を行うこと

27.3 28.3 12.5 20.0

その他 - 3.5 12.5 20.0

わからない 9.1 2.7 8.3 -

無回答 - 1.8 - -
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（放課後等デイサービス） 

・空きがなく利用できないため、利用できるようにしてほしい 

（福祉タクシー券） 

・年齢にかかわらず支給してほしい 

・支給額を増額してほしい 

・個人タクシードライバーへの理解促進 

（情報提供） 

・字幕や音声認識システムの普及 

・障害者が参加するサービス内容の内訳が見える小冊子がほしい 

・制度についてわかりやすく周知してほしい 

（就労移行） 

・利用期間の延長を柔軟に認めてほしい 

（その他） 

・長期だけでなく、２～３ヶ月ほどの体調悪化時に訪問系サービスを頼める仕組み 

・意思疎通支援事業（代筆・代読支援）について、個人情報などのプライバシーの保護に不安

があるため、料金を払ってもよいので安心して利用できるサービス、仕組みがあるとよい 

 

【知的障害者】 

（居宅介護等） 

・時間を増やしてほしい 

（移動支援） 

・ヘルパーの増加、質の向上 

・通勤、通学等必要な時に利用できるようにしてほしい 

・学校の長期休業期間中の利用時間上限をのばしてほしい 

（短期入所・ショートステイ） 

・場所を増やし、緊急時にも利用できるようにしてほしい 

・予約枠を増やしてほしい 

・学童にも対応できる施設の拡充 

・職員を増やしてほしい 

（放課後等デイサービス） 

・数が少ないため、事業者を増やしてほしい 

・受け入れ枠拡充と、障害の度数による優先利用を導入してほしい 

・施設の増設、利用時間の延長、利用の際の手続きの簡素化 

・療育、支援ができるよう質を向上してほしい 

（グループホーム） 

・施設数を増やしてほしい 

（ホームヘルパー） 

・若いヘルパーを増やしてほしい 

（福祉タクシー） 

・給付対象を拡大してほしい 
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（その他） 

・就労場所を増やしてほしい 

・障害児（者）のみが遊ぶことができる施設を開設してほしい 

 

【精神障害者】 

（自立支援医療制度） 

・更新手続きが大変なため自動更新にしてほしい 

・更新手続きを土日もできるようにしてほしい 

（就労移行支援） 

・2 年以上使えるようにしてほしい 

・スタッフを増やしてほしい 

（就労継続支援） 

・送迎が充実してほしい 

（グループホーム） 

・施設の拡充 

・グループホームにより障害者理解の差があるため、ホームの運営者はきちんと理解を深め、

利用者個々にあった対応をとってほしい 

（情報提供） 

・どのようなサービスがあるのか、申請方法を広く告知してほしい 

・パソコンを持っていない人への支援 

・必要なサービスをカテゴリごとに希望すると関連情報が手紙や LINE で届くとよい 

（その他） 

・精神疾患でひとり暮らしの人の生活の様子を気にしてくれるサービスがあるとよい。困った

時に、相談できる人とつながっている、という安心がほしい 

 

【難病患者】 

（福祉タクシー券） 

・支援額を増やしてほしい 

・給付対象を拡大してほしい 

（各種申請・手続き） 

・簡単にしてほしい 

（日常生活用具等） 

・支給額を上げてほしい 

・用具についてもっと情報を発信してほしい 

（ホームヘルパー） 

・質の向上と内容の充実 

（情報提供） 

・サービスの種類や内容、対象となる疾病等が体系的に網羅された一覧表がほしい 

・タクシー券を配布してほしい 

・手帳と同等のサービスが受けられるようにしてほしい 
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【児童発達支援事業利用者】 

（児童発達支援） 

・DCD（運動機能協調性障害）に対する療育を増やしてほしい 

・夕方も利用しやすくしてほしい 

・事業所数、スタッフ数を増やし、こどもの受け入れを増やしてほしい 

・１日１施設の利用の条件を２施設まで利用できるようにしてほしい 

・就学前に特化した療育プログラムがほしい 

（放課後等デイサービス） 

・通える場所や人数を増やしてほしい 

・専門的な指導者を増やしてほしい 

・預かり時間をもう少し長くしてほしい 

・送迎を充実してほしい 

（障害児一時預かり） 

・予約で埋まっていることが多いため、拡充してほしい 

・日曜、祝日にも利用できるようにしてほしい 

・預かり時間を延長してほしい 

（助成） 

・所得上限をなくしてほしい 

（福祉タクシー券） 

・支援額を増やしてほしい 

（児童クラブ） 

・障害児枠を増やすとともに、専門性の高いスタッフを配置してほしい 

（その他） 

・サービスにつながるための手続きに時間がかかりすぎるため、もっとすぐにサービスを受け

られるようにした方がよい 

 

（８）今あるサービス以外で必要なサービス（自由回答）（難病患者のみ） 

主な回答内容は、次のとおりである。 

 

・サービスの内容を一元化して分かりやすく案内する仕組み（対象者別のガイド、申請手順の

見える化など） 

・将来の不安や仕事について等相談できる所 

・老若男女障害有無の人たちが自然に交流できる 

・同じ病気をもった人と情報交換ができる SNS のようなサービス 

・気軽に参加できる同じ病気（軽症の人のみなど）のイベント 

・同じ難病に苦しむ人たちの自助グループ 

・オンラインでの受給者証の更新 

・所得制限のない医療費補助 
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（９）介護保険サービスの利用状況（複数回答） 

介護保険サービスの利用状況は、身体障害者では、「介護保険サービスは利用していない」が

64.0％と最も多く、次いで「訪問介護（ホームヘルプ）を利用している」が 10.4％、「通所介

護（デイサービス）を利用している」が 8.8％となっている。 

知的障害者では「介護保険サービスは利用していない」が 50.0％と最も多く、次いで「訪問

介護（ホームヘルプ）を利用している」が 10.6％、「通所介護（デイサービス）を利用してい

る」「短期入所（ショートステイ）を利用している」がともに 6.4％となっている。 

精神障害者では「介護保険サービスは利用していない」が 81.1％と最も多く、次いで「訪問

介護（ホームヘルプ）を利用している」が 5.7％、「通所介護（デイサービス）を利用している」

が 3.1％となっている。 

難病患者では「介護保険サービスは利用していない」が 73.3％と最も多く、次いで「訪問介

護（ホームヘルプ）を利用している」が 9.4％、「通所介護（デイサービス）を利用している」

が 8.4％となっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：40 歳以上と回答した人 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者

調査数 489 94 318 393

訪問介護（ホームヘルプ）を利用している 10.4 10.6 5.7 9.4

通所介護（デイサービス）を利用している 8.8 6.4 3.1 8.4

短期入所（ショートステイ）を利用している 2.2 6.4 0.6 2.3

その他 4.5 4.3 1.9 3.8

介護保険サービスは利用していない 64.0 50.0 81.1 73.3

無回答 16.2 28.7 9.4 8.9
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、介護保険サービスを利用している人の割合は、おおむね程度が重い

ほど多くなっているが、「訪問介護（ホームヘルプ）を利用している」人は中度（３・４級）で

は 12.5％と重度（１・２級）よりも多くなっている。 

障害の種類別にみると、肢体不自由（上肢、下肢等）では「訪問介護（ホームヘルプ）を利

用している」人が 15.9％、「通所介護（デイサービス）を利用している」人が 18.2％と他の障

害の種類と比べて多くなっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：40 歳以上と回答した人 

 

 

【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「訪問介護（ホームヘルプ）を利用

している」人が 14.7％、「通所介護（デイサービス）を利用している」が 11.8％、「短期入所

（ショートステイ）を利用している」人が 8.8％となっている。 

（単位：％）         

 

※ベース：40 歳以上と回答した人  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機能・
言語機能・
そしゃく機
能の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他

調査数 489 226 168 69 48 49 1 18 88 30 104 5

訪問介護（ホームヘルプ）を利用している 10.4 11.1 12.5 5.8 8.3 14.3 - 11.1 15.9 10.0 9.6 -

通所介護（デイサービス）を利用している 8.8 10.2 7.1 7.2 4.2 6.1 - 11.1 18.2 13.3 5.8 -

短期入所（ショートステイ）を利用している 2.2 4.0 1.2 - 2.1 - - 5.6 5.7 3.3 2.9 -

その他 4.5 4.4 6.0 1.4 10.4 4.1 100.0 5.6 5.7 13.3 1.9 20.0

介護保険サービスは利用していない 64.0 62.4 63.7 76.8 72.9 69.4 - 66.7 53.4 53.3 78.8 80.0

無回答 16.2 15.9 15.5 10.1 4.2 14.3 - 22.2 12.5 13.3 5.8 -

障害程度別 障害の種類別

全体

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 94 34 22 34

訪問介護（ホームヘルプ）を利用している 10.6 14.7 9.1 8.8

通所介護（デイサービス）を利用している 6.4 11.8 4.5 -

短期入所（ショートステイ）を利用している 6.4 8.8 9.1 2.9

その他 4.3 2.9 - 5.9

介護保険サービスは利用していない 50.0 44.1 50.0 58.8

無回答 28.7 29.4 31.8 23.5

全体

障害程度別
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、介護保険の「訪問介護（ホームヘルプ）を利用している」人は、統合失

調症と診断されている人では 7.6％、気分障害と診断されている人では 6.9％となっている。

なお、「介護保険サービスは利用していない」人の割合は、約７～９割となっている。 

（単位：％）        

 

   ※ベース：40 歳以上と回答した人 

 

【難病患者】 

 

疾患群別にみると、免疫系疾患、消化器系疾患に比べて、神経・筋疾患でのサービス利用が

多く、「訪問介護（ホームヘルプ）を利用している」が 22.7％、「通所介護（デイサービス）を

利用している」が 20.0％となっている。 

（単位：％）        

 

※ベース：40 歳以上と回答した人  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 318 79 174 26 79

訪問介護（ホームヘルプ）を利用している 5.7 7.6 6.9 3.8 3.8

通所介護（デイサービス）を利用している 3.1 2.5 2.3 - 2.5

短期入所（ショートステイ）を利用している 0.6 1.3 - - 1.3

その他 1.9 5.1 1.1 - 6.3

介護保険サービスは利用していない 81.1 65.8 84.5 96.2 77.2

無回答 9.4 20.3 6.9 - 10.1

全体

診断名別

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他

調査数 393 110 76 82 102

訪問介護（ホームヘルプ）を利用している 9.4 22.7 5.3 - 6.9

通所介護（デイサービス）を利用している 8.4 20.0 2.6 - 3.9

短期入所（ショートステイ）を利用している 2.3 6.4 1.3 - 1.0

その他 3.8 10.0 1.3 - 3.9

介護保険サービスは利用していない 73.3 42.7 84.2 96.3 83.3

無回答 8.9 12.7 9.2 3.7 3.9

疾患群別

全体
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（１０）要介護度 

要介護度は、身体障害者では「要支援２」が 19.6％と最も多く、次いで「要介護２」が 14.4％、

「要介護３」「要介護４」がともに 12.4％となっている。 

知的障害者では「要介護５」が 20.0％と最も多く、次いで「わからない」「要介護認定を受け

ていない」がともに 15.0％、「要介護１」が 10.0％となっている。 

精神障害者では「要介護２」が 20.0％と最も多く、次いで「要支援２」「要介護１」がともに

13.3％、「要介護４」「要介護５」「わからない」がいずれも 10.0％となっている。 

難病患者では「要介護２」が 25.7％と最も多く、次いで「要介護４」が 17.1％、「要介護５」

が 14.3％となっている。 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者

調査数 97 20 30 70

総合事業対象者（要支援を除く） - - - 2.9

要支援１ 11.3 5.0 3.3 7.1

要支援２ 19.6 - 13.3 4.3

要介護１ 8.2 10.0 13.3 12.9

要介護２ 14.4 - 20.0 25.7

要介護３ 12.4 5.0 6.7 12.9

要介護４ 12.4 - 10.0 17.1

要介護５ 11.3 20.0 10.0 14.3

わからない 4.1 15.0 10.0 1.4

要介護認定を受けていない 1.0 15.0 6.7 -

無回答 5.2 30.0 6.7 1.4
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（１１）障害福祉サービスとの併用で困っていること（複数回答） 

障害福祉サービスとの併用で困っていることは、身体障害者では「特に困っていることはな

い」が 35.1％と最も多く、次いで「障害福祉サービスは利用していない（介護保険サービスの

み利用）」が 17.5％、「利用者自己負担が増えた」が 6.2％となっている。 

知的障害者では「特に困っていることはない」が 30.0％と最も多く、次いで「その他」が

20.0％、「障害福祉サービスの上乗せの相談手続きが難しかった」が 10.0％となっている。 

精神障害者では「特に困っていることはない」が 40.0％と最も多く、次いで「障害福祉サー

ビスは利用していない（介護保険サービスのみ利用）」が 20.0％、「その他」が 10.0％となって

いる。 

難病患者では「障害福祉サービスは利用していない（介護保険サービスのみ利用）」「特に困

っていることはない」がともに 30.0％と最も多く、次いで「利用者自己負担が増えた」が 8.6％、

「その他」が 5.7％となっている。 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ベース：介護保険サービスを利用している人 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者

調査数 97 20 30 70

サービスの支給量が減ってしまった 2.1 5.0 3.3 1.4

同じサービス提供事業所を利用し続けることができ
ず、介護保険事業所に変更することになった

- - 6.7 1.4

利用者自己負担が増えた 6.2 5.0 6.7 8.6

障害福祉サービスの上乗せの相談手続きが難し
かった

2.1 10.0 3.3 2.9

介護保険サービスでは障害特性を理解した対応が
受けられなくなった

1.0 - 3.3 2.9

その他 4.1 20.0 10.0 5.7

障害福祉サービスは利用していない（介護保険
サービスのみ利用）

17.5 5.0 20.0 30.0

特に困っていることはない 35.1 30.0 40.0 30.0

無回答 35.1 40.0 20.0 22.9
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、「利用者自己負担が増えた」ことで困っている人が重度（１・２級）

では 4.1％、中度（３・４級）では 8.6％となっている。 

障害の種類別にみると、肢体不自由（上肢、下肢等）では「障害福祉サービスは利用してい

ない（介護保険サービスのみ利用）」と「特に困っていることはない」を除いて「利用者自己負

担が増えた」「その他」がともに 10.0％と多くなっている。 

（単位：％） 

 
※ベース：介護保険サービスを利用している人 

 

【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では 11.1％が「サービスの支給量が減っ

てしまった」「利用者自己負担が増えた」「障害福祉サービスの上乗せの相談手続きが難しかっ

た」「その他」と回答している。 

（単位：％）        

 

※ベース：介護保険サービスを利用している人  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機能・
言語機能・
そしゃく機
能の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他

調査数 97 49 35 9 11 8 1 2 30 10 16 1

サービスの支給量が減ってしまった 2.1 - 2.9 - - - - - 3.3 - - -

同じサービス提供事業所を利用し続けることができ
ず、介護保険事業所に変更することになった

- - - - - - - - - - - -

利用者自己負担が増えた 6.2 4.1 8.6 11.1 9.1 12.5 - - 10.0 - - -

障害福祉サービスの上乗せの相談手続きが難し
かった

2.1 2.0 - - - - - - - - - -

介護保険サービスでは障害特性を理解した対応が
受けられなくなった

1.0 2.0 - - - - - - - - - -

その他 4.1 2.0 5.7 - - - - - 10.0 10.0 - -

障害福祉サービスは利用していない（介護保険
サービスのみ利用）

17.5 14.3 22.9 22.2 27.3 25.0 - 50.0 10.0 10.0 18.8 -

特に困っていることはない 35.1 42.9 28.6 22.2 27.3 25.0 100.0 - 36.7 50.0 43.8 -

無回答 35.1 34.7 34.3 44.4 36.4 37.5 - 50.0 33.3 30.0 37.5 100.0

障害程度別 障害の種類別

全体

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 20 9 4 6

サービスの支給量が減ってしまった 5.0 11.1 - -

同じサービス提供事業所を利用し続けることができず、
介護保険事業所に変更することになった

- - - -

利用者自己負担が増えた 5.0 11.1 - -

障害福祉サービスの上乗せの相談手続きが難しかった 10.0 11.1 25.0 -

介護保険サービスでは障害特性を理解した対応が受け
られなくなった

- - - -

その他 20.0 11.1 50.0 16.7

障害福祉サービスは利用していない（介護保険
サービスのみ利用）

5.0 11.1 - -

特に困っていることはない 30.0 33.3 25.0 33.3

無回答 40.0 33.3 25.0 50.0

全体

障害程度別
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、気分障害と診断されている人では「利用者自己負担が増えた」が 13.3％

となっている。約３割～５割の人が「特に困っていることはない」と回答している。 

（単位：％）        

 

※ベース：介護保険サービスを利用している人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【難病患者】 

 

疾患群別にみると、神経・筋疾患では「利用者自己負担が増えた」が 10.2％となっている。

なお、「特に困っていることはない」が 22.4％となっている。 

（単位：％）        

 

※ベース：介護保険サービスを利用している人  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他

調査数 70 49 5 - 13

サービスの支給量が減ってしまった 1.4 2.0 - - -

同じサービス提供事業所を利用し続けることが
できず、介護保険事業所に変更することになった

1.4 2.0 - - -

利用者自己負担が増えた 8.6 10.2 20.0 - 7.7

障害福祉サービスの上乗せの相談手続きが難し
かった

2.9 4.1 - - -

介護保険サービスでは障害特性を理解した対応
が受けられなくなった

2.9 4.1 - - -

その他 5.7 6.1 - - 7.7

障害福祉サービスは利用していない（介護保険
サービスのみ利用）

30.0 28.6 20.0 - 38.5

特に困っていることはない 30.0 22.4 60.0 - 30.8

無回答 22.9 28.6 - - 15.4

疾患群別

全体

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 30 11 15 1 10

サービスの支給量が減ってしまった 3.3 9.1 6.7 - 10.0

同じサービス提供事業所を利用し続けることが
できず、介護保険事業所に変更することになった

6.7 9.1 6.7 - 20.0

利用者自己負担が増えた 6.7 - 13.3 - -

障害福祉サービスの上乗せの相談手続きが難し
かった

3.3 9.1 6.7 - 10.0

介護保険サービスでは障害特性を理解した対応が
受けられなくなった

3.3 9.1 6.7 - 10.0

その他 10.0 9.1 13.3 - 30.0

障害福祉サービスは利用していない（介護保険
サービスのみ利用）

20.0 27.3 13.3 - 10.0

特に困っていることはない 40.0 45.5 33.3 - 50.0

無回答 20.0 18.2 26.7 100.0 -

診断名別

全体
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１０ 将来について 

（１）今後希望する日中の過ごし方（複数回答） 

今後希望する日中の過ごし方は、身体障害者では「自宅で過ごしたい」が 49.8％と最も多く、

次いで「一般企業などで働きたい」が 16.6％、「わからない」が 9.8％となっている。 

知的障害者では「学校に通いたい」が 32.7％と最も多く、次いで「福祉園などの通所施設で、

身辺の介護などを受けながらさまざまな活動を行いたい」が 30.2％、「自宅で過ごしたい」が

27.3％となっている。 

精神障害者では「自宅で過ごしたい」が 45.8％と最も多く、次いで「一般企業などで働きたい」

が 37.1％、「就労のための訓練・支援を受け（就労移行支援）、企業就労を目指したい」「自立し

た日常生活が送れるよう、自立訓練を受けて過ごしたい」がともに 12.4％となっている。 

施設入所者では「今いる施設で過ごしたい」が 74.1％と最も多く、次いで「自宅で過ごしたい」

が 14.6％、「わからない」が 10.4％となっている。 

（単位：％） 

 
  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 施設入所者

調査数 615 444 483 309

学校に通いたい 9.1 32.7 4.8 1.3

一般企業などで働きたい 16.6 22.1 37.1 2.9

就労継続支援事業所などで働きたい（福祉
的就労）

2.9 20.9 8.3 2.6

就労のための訓練・支援を受け（就労移行
支援）、企業就労を目指したい

3.3 15.3 12.4 1.9

自立した日常生活が送れるよう、自立訓練
を受けて過ごしたい

7.0 20.5 12.4 2.9

医療機関で機能訓練、看護、介護、日常生
活の支援などを受けながら過ごしたい

6.0 7.0 4.6 3.9

福祉園などの通所施設で、身辺の介護など
を受けながらさまざまな活動を行いたい

6.8 30.2 2.1 5.2

自宅で過ごしたい 49.8 27.3 45.8 14.6

その他 7.0 5.9 11.4 5.5

今いる施設で過ごしたい 74.1

わからない 9.8 4.7 10.8 10.4

無回答 11.2 5.0 4.8 1.6



174 

 

【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分   １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

自宅で過ごし

たい 
（49.8） 

一般企業などで

働きたい 
（16.6） わからない （9.8） 

前  回
（n=562） 

自宅で過ごし

たい 
（49.8） 

一般企業などで

働きたい 
（17.4） わからない （14.1） 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

学校に通いた

い 
（32.7） 

福祉園などの通

所施設で、身辺の

介護などを受け

ながらさまざま

な活動を行いた

い 

（30.2） 自宅で過ごしたい （27.3） 

前  回
（n=442） 

一般企業など

で働きたい 
（28.5） 学校に通いたい （27.4） 

自分の家で過ごし

たい 
（26.0） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

自宅で過ごし

たい 
（45.8） 

一般企業などで

働きたい 
（37.1） 

就労のための訓

練・支援を受け（就

労移行支援）、企業

就労を目指したい

/自立した日常生

活が送れるよう、

自立訓練を受けて

過ごしたい 

（同率
12.4） 

前  回
（n=452） 

自宅で過ごし

たい 
（51.8） 

一般企業などで

働きたい 
（24.6） わからない （15.3） 

施設入所者 

今  回
（n=309） 

今いる施設で

過ごしたい 
（74.1） 

自宅で過ごした

い 
（14.6） わからない （10.4） 

前  回
（n=303） 

今いる施設で

過ごしたい 
（69.6） わからない （18.2） 自宅で過ごしたい （8.3） 
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【身体障害者】 

 

現在の日中の過ごし方別にみると、働いている（就労移行支援・就労継続支援事業所などの

作業所も含む）人では「自宅で過ごしたい」が 40.0％と最も多く、次いで「一般企業などで働

きたい」が 38.6％となっている。自宅にいることが多い人では「自宅で過ごしたい」が 69.6％

と最も多くなっている。 

障害の程度別にみると、「一般企業などで働きたい」と回答した人の割合は、軽度（５・６級）

では 23.5％となっている。 

年齢４区分別にみると、65 歳以上では「自宅で過ごしたい」が 63.0％と最も多くなってい

る。 

（単位：％） 

 

  

幼稚園や
保育園、
学校など
に通ってい

る

働いてい
る（就労移
行支援・就
労継続支
援事業所
などの作
業所も含
む）

施設（福祉
園など）で
介護・訓練
を受けてい

る

病院や診
療所のデ
イケアなど
を利用して
いる

障害者地
域生活支
援センター
（きらら、す
てっぷ、う
いんぐ、さ
くら）に
通っている

介護保険
のデイ

サービスを
利用して
いる

自宅にい
ることが多

い
その他

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

調査数 615 63 140 28 5 2 16 283 42 305 193 81

学校に通いたい 9.1 76.2 1.4 - 20.0 - - 1.8 - 10.2 8.3 9.9

一般企業などで働きたい 16.6 25.4 38.6 - 20.0 - - 8.1 14.3 16.4 14.5 23.5

就労継続支援事業所などで働きたい（福祉
的就労）

2.9 6.3 4.3 - - 50.0 - 1.4 - 4.3 2.6 -

就労のための訓練・支援を受け（就労移行支
援）、企業就労を目指したい

3.3 9.5 3.6 - - - 6.3 1.4 2.4 5.2 2.1 -

自立した日常生活が送れるよう、自立訓練を
受けて過ごしたい

7.0 9.5 5.7 - - - 12.5 7.1 7.1 7.9 5.7 3.7

医療機関で機能訓練、看護、介護、日常生
活の支援などを受けながら過ごしたい

6.0 7.9 2.1 - - 50.0 18.8 7.8 4.8 7.5 5.7 2.5

福祉園などの通所施設で、身辺の介護など
を受けながらさまざまな活動を行いたい

6.8 20.6 2.9 50.0 - - 12.5 2.1 4.8 8.5 4.1 3.7

自宅で過ごしたい 49.8 15.9 40.0 7.1 20.0 50.0 50.0 69.6 47.6 43.6 56.5 59.3

その他 7.0 3.2 9.3 - 40.0 - - 5.3 19.0 6.9 7.8 3.7

わからない 9.8 3.2 12.9 21.4 20.0 - 6.3 8.5 9.5 13.8 6.7 4.9

無回答 11.2 1.6 10.0 25.0 20.0 - 12.5 6.7 21.4 10.5 11.9 7.4

全体

障害程度別日中の過ごし方別

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 58 40 230 243

学校に通いたい 75.9 7.5 2.2 -

一般企業などで働きたい 22.4 37.5 27.8 2.1

就労継続支援事業所などで働きたい（福祉
的就労）

5.2 5.0 3.9 0.8

就労のための訓練・支援を受け（就労移行支
援）、企業就労を目指したい

8.6 - 4.8 0.4

自立した日常生活が送れるよう、自立訓練を
受けて過ごしたい

8.6 5.0 7.0 7.0

医療機関で機能訓練、看護、介護、日常生
活の支援などを受けながら過ごしたい

8.6 5.0 4.8 7.0

福祉園などの通所施設で、身辺の介護など
を受けながらさまざまな活動を行いたい

20.7 12.5 4.3 3.7

自宅で過ごしたい 19.0 27.5 49.6 63.0

その他 3.4 5.0 8.3 6.6

わからない 1.7 17.5 11.3 9.9

無回答 1.7 2.5 10.4 13.6

年齢4区分別
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【知的障害者】 

 

現在の日中の過ごし方別にみると、施設(福祉園など)で過ごしている人では「福祉園などの

通所施設で、手助けを受けながらさまざまな活動を行いたい」が 82.9％と最も多く、次いで「自

分の家で過ごしたい」が 23.2％となっている。 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「福祉園などの通所施設で、手助け

を受けながらさまざまな活動を行いたい」が 58.9％、中度（３度）では「学校に通いたい」が

46.4％、軽度（４度）では「会社などで働きたい」が 48.3％と最も多くなっている。 

年齢４区分別にみると、０～17 歳では「学校に通いたい」が 75.6％、18～44 歳では「福祉

園などの通所施設で、手助けを受けながらさまざまな活動を行いたい」が 45.5％と最も多くな

っている。 

（単位：％） 

 

 

  

幼稚園や保
育園、学校

会社など
（就労移行
支援・就労
継続支援な
ど作業所も
含む）

施設
（福祉園な
ど）

病院、
診療所

障害者地域
生活支援セ
ンター（きら
ら・すてっ
ぷ・ういんぐ・
さくら）

介護保険の
デイサービス
を利用してい

る

自分の家 その他
最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 444 196 100 82 3 2 1 26 14 175 112 145

学校に通いたい 32.7 72.4 1.0 - - - - - 7.1 25.1 46.4 31.7

会社などで働きたい 22.1 28.6 34.0 - - - - 3.8 14.3 2.9 19.6 48.3

就労継続支援事業所などで働きたい 20.9 24.0 35.0 2.4 - - - 11.5 21.4 17.7 38.4 11.0

働くための訓練・支援を受け、会社で働くことを
めざしたい

15.3 27.0 8.0 2.4 - - - 15.4 7.1 6.3 23.2 20.7

自立した日常生活が送れるよう、自立訓練な
どを受けたい

20.5 32.1 11.0 7.3 33.3 50.0 - 15.4 21.4 18.9 29.5 15.2

病院、診療所で機能訓練、看護、介護、日常
生活の支援などを受けながら過ごしたい

7.0 7.1 6.0 6.1 - 50.0 - - 14.3 8.6 5.4 6.2

福祉園などの通所施設で、手助けを受けなが
らさまざまな活動を行いたい

30.2 23.5 8.0 82.9 - 100.0 - 7.7 21.4 58.9 18.8 4.8

自分の家で過ごしたい 27.3 25.0 26.0 23.2 66.7 - - 53.8 28.6 28.0 27.7 25.5

その他 5.9 3.6 7.0 6.1 - - 100.0 15.4 - 7.4 2.7 5.5

わからない 4.7 1.0 9.0 4.9 33.3 - - 7.7 21.4 3.4 1.8 9.0

無回答 5.0 0.5 5.0 6.1 - - - 23.1 7.1 5.1 3.6 4.1

日中の過ごし方別 障害程度別

全体

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 180 154 60 19

学校に通いたい 75.6 1.9 - 5.3

会社などで働きたい 30.0 21.4 13.3 -

就労継続支援事業所などで働きたい 22.8 19.5 21.7 15.8

働くための訓練・支援を受け、会社で働くことをめ
ざしたい

28.9 9.1 1.7 5.3

自立した日常生活が送れるよう、自立訓練などを
受けたい

30.6 15.6 3.3 5.3

病院、診療所で機能訓練、看護、介護、日常生
活の支援などを受けながら過ごしたい

6.7 7.1 1.7 21.1

福祉園などの通所施設で、手助けを受けながらさ
まざまな活動を行いたい

21.1 45.5 21.7 15.8

自分の家で過ごしたい 25.6 26.0 28.3 36.8

その他 4.4 6.5 6.7 5.3

わからない 1.7 5.2 10.0 15.8

無回答 0.6 4.5 15.0 10.5

年齢4区分別
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【精神障害者】 

 

現在の日中の過ごし方別にみると、働いている（就労移行支援・就労継続支援事業所などの

作業所も含む）人では「一般企業などで働きたい」が 51.0％と最も多くなっている。 

診断名別にみると、統合失調症、気分障害と診断されている人では「自宅で過ごしたい」が

それぞれ 50.0％、47.5％と最も多くなっている。発達障害と診断されている人では「一般企業

などで働きたい」が 48.1％と最も多くなっている。 

年齢４区分別にみると、18～44 歳では「一般企業などで働きたい」が 52.2％と最も多くなっ

ている。 

（単位：％） 

 

 

  

幼稚園や
保育園、学
校などに
通っている

働いている
（就労移行
支援・就労
継続支援
事業所など
の作業所
も含む）

施設（福祉
園など）で
介護・訓練
を受けてい

る

病院や診
療所のデイ
ケアなどを
利用してい

る

障害者地
域生活支
援センター
（きらら、す
てっぷ、う
いんぐ、さく
ら）に通っ
ている

介護保険
のデイサー
ビスを利用
している

自宅にい
ることが多

い
その他 統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 483 8 198 11 11 - 3 212 16 98 261 77 124

学校に通いたい 4.8 75.0 4.0 - - - - 4.2 - 4.1 4.2 10.4 8.1

一般企業などで働きたい 37.1 87.5 51.0 9.1 27.3 - - 25.9 31.3 24.5 43.7 48.1 33.9

就労継続支援事業所などで働きたい（福祉
的就労）

8.3 12.5 6.1 - 9.1 - - 9.4 12.5 10.2 8.8 11.7 8.9

就労のための訓練・支援を受け（就労移行
支援）、企業就労を目指したい

12.4 37.5 9.6 9.1 18.2 - - 12.7 25.0 12.2 13.0 15.6 17.7

自立した日常生活が送れるよう、自立訓練
を受けて過ごしたい

12.4 - 8.1 9.1 27.3 - 33.3 14.6 12.5 17.3 10.7 16.9 12.1

医療機関で機能訓練、看護、介護、日常生
活の支援などを受けながら過ごしたい

4.6 - 4.0 - 27.3 - 33.3 3.3 6.3 8.2 3.8 5.2 4.8

福祉園などの通所施設で、身辺の介護など
を受けながらさまざまな活動を行いたい

2.1 - 1.5 18.2 9.1 - 33.3 0.9 - 3.1 0.8 1.3 3.2

自宅で過ごしたい 45.8 12.5 35.9 - 36.4 - 66.7 60.8 43.8 50.0 47.5 42.9 41.9

その他 11.4 - 14.6 - - - - 9.4 25.0 8.2 11.1 13.0 10.5

わからない 10.8 - 11.1 36.4 18.2 - 33.3 9.4 12.5 9.2 9.6 3.9 12.9

無回答 4.8 - 4.0 27.3 9.1 - - 2.8 - 9.2 2.7 3.9 5.6

全体

日中の過ごし方別 診断名別

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 2 178 198 73

学校に通いたい 100.0 5.1 3.5 1.4

一般企業などで働きたい 50.0 52.2 34.3 5.5

就労継続支援事業所などで働きたい（福祉
的就労）

- 9.0 11.6 -

就労のための訓練・支援を受け（就労移行
支援）、企業就労を目指したい

- 19.1 11.1 2.7

自立した日常生活が送れるよう、自立訓練
を受けて過ごしたい

50.0 16.3 9.6 12.3

医療機関で機能訓練、看護、介護、日常生
活の支援などを受けながら過ごしたい

- 3.4 5.6 5.5

福祉園などの通所施設で、身辺の介護など
を受けながらさまざまな活動を行いたい

- 0.6 2.0 6.8

自宅で過ごしたい - 40.4 46.0 57.5

その他 - 7.9 15.7 8.2

わからない - 9.0 9.1 19.2

無回答 - 2.8 5.1 6.8

年齢4区分別
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（２）希望する暮らし方 

① ５年後 

５年後の希望する暮らし方の第１希望は、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者

では「家族と一緒に暮らしたい」が約４割～６割と最も多くなっている。身体障害者、精神障

害者、難病患者では「ひとりで暮らしたい」、知的障害者では「グループホームで暮らしたい」

が次いで多くなっている。施設入所者では「施設に入所して暮らしたい」が 55.0％と最も多く

なっている。 

 

＜第１希望＞ 

 

 

 

＜第２希望＞ 

 

 

  

ひとりで暮

らしたい

家族と一緒

に暮らした

い

グループ

ホームで

暮らしたい

施設に入

所して暮ら

したい

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 309 )

難病患者

施設入所者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

19.7

8.1

27.3

17.4

1.6

47.3

61.3

50.7

64.6

10.0

1.5

12.8

2.5

1.0

6.5

2.9

4.1

1.9

2.4

55.0

1.0

0.9

2.5

1.0

2.6

8.0

4.3

3.9

4.2

12.0

19.7

8.6

11.2

9.3

12.3

( ％ )

ひとりで暮

らしたい

家族と一緒

に暮らした

い

グループ

ホームで

暮らしたい

施設に入

所して暮ら

したい

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 309 )

難病患者

施設入所者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

8.8

5.6

22.6

18.2

1.0

4.9

8.3

11.2

7.3

8.4

4.2

18.5

5.2

3.4

6.1

9.9

13.3

4.6

10.1

16.2

0.7

1.8

3.1

2.0

0.6

20.8

20.3

22.6

24.6

30.1

50.7

32.2

30.8

34.3

37.5

( ％ )
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【身体障害者（第１希望）】 

 

障害の程度別にみると、「ひとりで暮らしたい」と回答した人の割合は、中度（３・４級）で

は 21.8％と他の障害の程度と比べて多くなっている。 

 

 

 

 

【知的障害者（第１希望）】 

 

障害の程度別にみると、「家族と一緒に暮らしたい」と回答した人は、最重度・重度（１・２

度）、中度（３度）、軽度（４度）ではそれぞれ 60.6％、74.1％、53.8％となっている。 

 

 

 

  

ひとりで暮ら
したい

家族と一緒
に暮らした
い

グループ
ホームで暮
らしたい

施設に入所
して暮らした
い

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 305 )

( 193 )

( 81 )軽度（５・６級）

全体

重度（１・２級）

中度（３・４級）

19.7

18.7

21.8

19.8

47.3

49.5

46.1

51.9

1.5

1.3

1.0

2.5

2.9

3.3

2.6

2.5

1.0

0.7

1.0

1.2

8.0

9.5

7.8

4.9

19.7

17.0

19.7

17.3

( ％ )

ひとりで暮ら
したい

家族と一緒
に暮らした
い

グループ
ホームで暮
らしたい

施設に入所
して暮らした
い

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 444 )

( 175 )

( 112 )

( 145 )軽度（４度）

全体

最重度・重度
（１・２度）

中度（３度）

8.1

2.9

4.5

15.9

61.3

60.6

74.1

53.8

12.8

16.0

8.9

13.1

4.1

8.0

2.7

-

0.9

-

0.9

2.1

4.3

2.9

2.7

6.9

8.6

9.7

6.3

8.3

( ％ )
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【精神障害者（第１希望）】 

 

診断名別にみると、「家族と一緒に暮らしたい」と回答した人は、統合失調症と診断されてい

る人では 44.9％、気分障害と診断されている人では 55.6％、発達障害と診断されている人で

は 50.6％となっている。 

 

 

 

 

【難病患者（第１希望）】 

 

疾患群別にみると、「家族と一緒に暮らしたい」と回答した人は神経・筋疾患では 57.4％、

免疫系疾患では 63.5％、消化器系疾患では 68.0％となっている。 

 

 
  

ひとりで暮ら
したい

家族と一緒
に暮らした
い

グループ
ホームで暮
らしたい

施設に入所
して暮らした
い

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 483 )

( 98 )

( 261 )

( 77 )

( 124 )

発達障害

その他

全体

統合失調症

気分障害

27.3

24.5

29.1

36.4

30.6

50.7

44.9

55.6

50.6

43.5

2.5

5.1

1.1

2.6

2.4

1.9

5.1

0.4

2.6

1.6

2.5

3.1

2.7

1.3

3.2

3.9

3.1

3.4

1.3

3.2

11.2

14.3

7.7

5.2

15.3

( ％ )

ひとりで暮ら
したい

家族と一緒
に暮らした
い

グループ
ホームで暮
らしたい

施設に入所
して暮らした
い

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 495 )

( 122 )

( 96 )

( 122 )

( 125 )

消化器系疾患

その他

全体

神経・筋疾患

免疫系疾患

17.4

13.1

24.0

21.3

16.0

64.6

57.4

63.5

68.0

70.4

1.0

1.6

1.0

0.8

-

2.4

8.2

1.0

-

0.8

1.0

1.6

-

-

2.4

4.2

5.7

2.1

3.3

4.0

9.3

12.3

8.3

6.6

6.4

( ％ )



181 

 

② １０年後 

10 年後の希望する暮らし方の第１希望は、「５年後」と同様の傾向で、身体障害者、知的

障害者、精神障害者、難病患者では「家族と一緒に暮らしたい」が約４割～６割と最も多

くなっている。身体障害者、精神障害者、難病患者では「ひとりで暮らしたい」、知的障害

者では「グループホームで暮らしたい」が次いで多くなっている。 

施設入所者では「施設に入所して暮らしたい」が 53.1％と最も多くなっている。 

  

＜第１希望＞ 

 

 

 

＜第２希望＞ 

 

 

  

ひとりで暮

らしたい

家族と一緒

に暮らした

い

グループ

ホームで

暮らしたい

施設に入

所して暮ら

したい

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 309 )

難病患者

施設入所者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

16.3

9.9

25.1

14.1

1.9

42.8

46.8

47.8

61.0

9.7

2.4

18.2

2.5

1.6

4.5

5.4

8.8

2.7

4.4

53.1

1.0

1.1

3.7

1.0

3.6

11.2

5.4

5.0

7.5

14.2

21.0

9.7

13.3

10.3

12.9

( ％ )

ひとりで暮

らしたい

家族と一緒

に暮らした

い

グループ

ホームで

暮らしたい

施設に入

所して暮ら

したい

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 309 )

難病患者

施設入所者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

8.6

6.8

20.7

16.4

1.3

4.2

8.8

10.6

5.3

7.4

3.9

20.3

5.8

4.2

5.8

10.6

15.3

4.1

10.9

14.6

0.7

1.1

2.7

1.4

0.6

20.5

17.6

22.8

24.0

30.4

51.5

30.2

33.3

37.8

39.8

( ％ )
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【身体障害者（第１希望）】 

 

障害の程度別にみると、「ひとりで暮らしたい」と回答した人の割合は、中度（３・４級）で

は 18.7％と他の障害の程度と比べて多くなっている。 

 

 

 
 
【知的障害者（第１希望）】 

 

障害の程度別にみると、「家族と一緒に暮らしたい」と回答した人は、最重度・重度（１・

２度）、中度（３度）、軽度（４度）ではそれぞれ 45.1％、58.0％、42.1％となっている。 

 

 

 

  

ひとりで暮ら
したい

家族と一緒
に暮らした
い

グループ
ホームで暮
らしたい

施設に入所
して暮らした
い

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 305 )

( 193 )

( 81 )軽度（５・６級）

全体

重度（１・２級）

中度（３・４級）

16.3

16.7

18.7

11.1

42.8

44.9

41.5

48.1

2.4

2.0

2.1

4.9

5.4

4.9

4.7

7.4

1.0

1.0

0.5

-

11.2

12.8

10.9

9.9

21.0

17.7

21.8

18.5

( ％ )

ひとりで暮ら
したい

家族と一緒
に暮らした
い

グループ
ホームで暮
らしたい

施設に入所
して暮らした
い

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 444 )

( 175 )

( 112 )

( 145 )軽度（４度）

全体

最重度・重度
（１・２度）

中度（３度）

9.9

3.4

4.5

20.7

46.8

45.1

58.0

42.1

18.2

21.1

20.5

14.5

8.8

16.6

5.4

1.4

1.1

-

0.9

2.8

5.4

4.0

3.6

8.3

9.7

9.7

7.1

10.3

( ％ )
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【精神障害者（第１希望）】 

 

診断名別にみると、いずれも「ひとりで暮らしたい」と回答した人は約２割～３割、「家族と

一緒に暮らしたい」と回答した人は約４割～５割となっている。 

 

 
 
 
【難病患者（第１希望）】 

 

疾患群別にみると、「家族と一緒に暮らしたい」と回答した人は神経・筋疾患では 46.7％、

免疫系疾患では 62.5％、消化器系疾患では 70.5％となっている。 

 

 

 

  

ひとりで暮ら
したい

家族と一緒
に暮らした
い

グループ
ホームで暮
らしたい

施設に入所
して暮らした
い

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 483 )

( 98 )

( 261 )

( 77 )

( 124 )

発達障害

その他

全体

統合失調症

気分障害

25.1

19.4

26.4

33.8

29.8

47.8

43.9

52.9

46.8

41.1

2.5

5.1

1.5

3.9

2.4

2.7

7.1

0.8

2.6

1.6

3.7

3.1

3.8

3.9

4.8

5.0

5.1

4.6

2.6

4.0

13.3

16.3

10.0

6.5

16.1

( ％ )

ひとりで暮ら
したい

家族と一緒
に暮らした
い

グループ
ホームで暮
らしたい

施設に入所
して暮らした
い

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 495 )

( 122 )

( 96 )

( 122 )

( 125 )

消化器系疾患

その他

全体

神経・筋疾患

免疫系疾患

14.1

11.5

17.7

15.6

14.4

61.0

46.7

62.5

70.5

65.6

1.6

2.5

1.0

1.6

0.8

4.4

9.8

4.2

0.8

3.2

1.0

2.5

-

-

1.6

7.5

13.1

5.2

4.1

7.2

10.3

13.9

9.4

7.4

7.2

( ％ )
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③ ２０年後 

20 年後の希望する暮らし方の第１希望は、「５年後」、「10 年後」と同様の傾向にあるが、身

体障害者、知的障害者、難病患者では「10 年後」より「家族と一緒に暮らしたい」が約１割～

３割減少し、「施設に入所して暮らしたい」、「わからない」が増加している。 

 

  

＜第１希望＞ 

 

 

 

 

＜第２希望＞ 

 

 

  

ひとりで暮

らしたい

家族と一緒

に暮らした

い

グループ

ホームで

暮らしたい

施設に入

所して暮ら

したい

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 309 )

難病患者

施設入所者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

11.9

12.6

21.9

10.9

1.6

32.2

29.7

44.3

50.5

8.4

2.8

23.6

3.9

3.0

3.9

8.0

13.7

4.1

6.9

50.2

1.3

1.6

3.7

1.0

3.6

20.0

9.9

8.9

14.9

19.4

23.9

8.8

13.0

12.7

12.9

( ％ )

ひとりで暮

らしたい

家族と一緒

に暮らした

い

グループ

ホームで

暮らしたい

施設に入

所して暮ら

したい

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 309 )

難病患者

施設入所者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

8.5

6.5

17.4

12.5

1.0

3.3

12.2

8.7

4.0

7.1

3.6

18.0

6.8

3.8

4.2

11.9

18.0

8.3

16.6

12.3

0.5

0.9

2.5

1.4

0.6

18.2

16.0

23.2

22.0

31.4

54.1

28.4

33.1

39.6

43.4

( ％ )
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【身体障害者（第１希望）】 

 

障害の程度別にみると、いずれも「家族と一緒に暮らしたい」と回答した人が約３割～４割、

「わからない」と回答した人が約２割となっている。 

 

 

 

 

【知的障害者（第１希望）】 

 

障害の程度別にみると、「家族と一緒に暮らしたい」と回答した人は、最重度・重度（１・２

度）、中度（３度）、軽度（４度）ではそれぞれ 26.3％、33.0％、32.4％となっている。 

 

 

 

  

ひとりで暮ら
したい

家族と一緒
に暮らした
い

グループ
ホームで暮
らしたい

施設に入所
して暮らした
い

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 305 )

( 193 )

( 81 )軽度（５・６級）

全体

重度（１・２級）

中度（３・４級）

11.9

13.1

11.4

8.6

32.2

34.4

28.0

42.0

2.8

2.6

2.1

4.9

8.0

8.2

7.8

7.4

1.3

1.6

0.5

-

20.0

19.3

24.9

16.0

23.9

20.7

25.4

21.0

( ％ )

ひとりで暮ら
したい

家族と一緒
に暮らした
い

グループ
ホームで暮
らしたい

施設に入所
して暮らした
い

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 444 )

( 175 )

( 112 )

( 145 )軽度（４度）

全体

最重度・重度
（１・２度）

中度（３度）

12.6

4.0

10.7

23.4

29.7

26.3

33.0

32.4

23.6

26.9

32.1

14.5

13.7

26.3

8.0

2.8

1.6

-

0.9

4.1

9.9

6.9

9.8

13.8

8.8

9.7

5.4

9.0

( ％ )
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【精神障害者（第１希望）】 

 

診断名別にみると、「家族と一緒に暮らしたい」と回答した人は、統合失調症と診断されてい

る人では 40.8％、気分障害と診断されている人では 49.0％、発達障害と診断されている人で

は 45.5％となっている。 

 

 

 

 

【難病患者（第１希望）】 

 

疾患群別にみると、「家族と一緒に暮らしたい」と回答した人は、神経・筋疾患では 36.9％、

免疫系疾患では 49.0％、消化器系疾患では 61.5％となっている。 

 

 
  

ひとりで暮ら
したい

家族と一緒
に暮らした
い

グループ
ホームで暮
らしたい

施設に入所
して暮らした
い

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 483 )

( 98 )

( 261 )

( 77 )

( 124 )

発達障害

その他

全体

統合失調症

気分障害

21.9

16.3

22.6

31.2

25.0

44.3

40.8

49.0

45.5

40.3

3.9

5.1

3.8

2.6

3.2

4.1

7.1

1.9

2.6

3.2

3.7

4.1

4.2

5.2

4.0

8.9

8.2

8.4

6.5

8.1

13.0

18.4

10.0

6.5

16.1

( ％ )

ひとりで暮ら
したい

家族と一緒
に暮らした
い

グループ
ホームで暮
らしたい

施設に入所
して暮らした
い

その他 わからない 無回答

（ n ）

( 495 )

( 122 )

( 96 )

( 122 )

( 125 )

消化器系疾患

その他

全体

神経・筋疾患

免疫系疾患

10.9

8.2

15.6

10.7

12.8

50.5

36.9

49.0

61.5

55.2

3.0

4.1

5.2

3.3

0.8

6.9

10.7

5.2

4.9

5.6

1.0

2.5

-

-

1.6

14.9

20.5

13.5

11.5

14.4

12.7

17.2

11.5

8.2

9.6

( ％ )
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（３）ひとりで暮らすこと、グループホームで暮らすことへの不安や心配なこと（複数回答）  

ひとりで暮らすために必要なことは、身体障害者では「体調が悪くなったときの対応」が

53.4％と最も多く、次いで「金銭管理や生活費のやりくり」が 38.8％、「食事や掃除、洗濯な

どの家事」が 36.2％となっている。 

知的障害者では「金銭管理や生活費のやりくり」が 54.9％と最も多く、次いで「人間関係や

他の入居者とのトラブル」が 52.4％、「体調が悪くなったときの対応」が 52.0％となっている。 

精神障害者では「家賃の負担」が 55.8％と最も多く、次いで「金銭管理や生活費のやりくり」

が 54.3％、「体調が悪くなったときの対応」が 53.3％となっている。 

難病患者では「体調が悪くなったときの対応」が 56.9％と最も多く、次いで「家賃の負担」

が 50.2％、「金銭管理や生活費のやりくり」が 43.1％となっている。 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ベース：５、10、20年後にひとりで暮らしたい、グループホームで暮らしたいと回答した人 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者

調査数 232 275 276 209

障害を理由に入居を断られること 15.5 30.9 24.3 14.4

家賃の負担 34.9 51.3 55.8 50.2

バリアフリーに対応していない物件での生活 10.8 9.8 5.4 10.5

体調が悪くなったときの対応 53.4 52.0 53.3 56.9

金銭管理や生活費のやりくり 38.8 54.9 54.3 43.1

食事や掃除、洗濯などの家事 36.2 50.2 41.7 37.3

人間関係や他の入居者とのトラブル 28.9 52.4 40.9 28.7

夜間や緊急時のサポート体制 31.5 41.1 24.3 21.1

家族と離れて暮らすこと 17.2 51.6 21.0 19.6

地域住民の障害への理解不足 6.9 28.7 11.2 5.3

制度やサービスについてよくわからない 16.8 30.9 19.2 16.3

その他 1.3 4.0 4.7 2.4

わからない 6.0 7.3 6.9 7.2

無回答 6.9 5.5 4.3 3.8
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、重度（１・２級）では「体調が悪くなったときの対応」が 52.7％と

最も多く、次いで「金銭管理や生活費のやりくり」が 36.6％となっている。 

（単位：％）         

 

※ベース：５、10、20 年後にひとりで暮らしたいと回答した人 

  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

調査数 232 112 78 31

障害を理由に入居を断られること 15.5 18.8 10.3 19.4

家賃の負担 34.9 35.7 38.5 25.8

バリアフリーに対応していない物件での生活 10.8 13.4 7.7 9.7

体調が悪くなったときの対応 53.4 52.7 56.4 51.6

金銭管理や生活費のやりくり 38.8 36.6 41.0 41.9

食事や掃除、洗濯などの家事 36.2 35.7 33.3 35.5

人間関係や他の入居者とのトラブル 28.9 29.5 29.5 32.3

夜間や緊急時のサポート体制 31.5 30.4 33.3 25.8

家族と離れて暮らすこと 17.2 18.8 14.1 16.1

地域住民の障害への理解不足 6.9 7.1 9.0 3.2

制度やサービスについてよくわからない 16.8 17.0 11.5 25.8

その他 1.3 0.9 2.6 -

わからない 6.0 4.5 9.0 6.5

無回答 6.9 7.1 3.8 9.7

障害程度別

全体
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「人間関係や他の入居者とのトラブ

ル」が 58.4％と最も多くなっている。中度（３度）では「お金の使い方」が 67.6％、軽度（４

度）では「家賃の負担」「お金の使い方」がともに 56.6％と最も多くなっている。 

（単位：％）         

 

※ベース：５、10、20 年後にひとりで暮らしたいと回答した人 

  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 275 101 71 99

障害を理由に入居を断られること 30.9 40.6 29.6 22.2

家賃の負担 51.3 43.6 54.9 56.6

バリアフリーに対応していない物件での生活 9.8 16.8 2.8 7.1

体調が悪くなったときの対応 52.0 56.4 54.9 45.5

お金の使い方 54.9 45.5 67.6 56.6

食事や掃除、洗濯などの家事 50.2 48.5 63.4 42.4

人間関係や他の入居者とのトラブル 52.4 58.4 59.2 43.4

夜間や緊急の時のサポート体制 41.1 49.5 50.7 26.3

家族と離れて暮らすこと 51.6 56.4 63.4 40.4

地域住民の障害への理解不足 28.7 36.6 29.6 21.2

制度やサービスについてよくわからない 30.9 33.7 36.6 25.3

その他 4.0 7.9 2.8 1.0

わからない 7.3 5.9 5.6 9.1

無回答 5.5 5.0 1.4 8.1

全体

障害程度別
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、気分障害と診断された人では「体調が悪くなったときの対応」が 63.6％

と最も多く、次いで「家賃の負担」が 58.6％となっている。 

（単位：％）         

 
※ベース：５、10、20 年後にひとりで暮らしたいと回答した人 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 276 51 162 56 62

障害を理由に入居を断られること 24.3 15.7 27.2 33.9 22.6

家賃の負担 55.8 39.2 58.6 71.4 53.2

バリアフリーに対応していない物件での生
活

5.4 7.8 4.9 5.4 6.5

体調が悪くなったときの対応 53.3 41.2 63.6 58.9 53.2

金銭管理や生活費のやりくり 54.3 52.9 57.4 69.6 51.6

食事や掃除、洗濯などの家事 41.7 43.1 43.2 55.4 30.6

人間関係や他の入居者とのトラブル 40.9 37.3 42.6 57.1 50.0

夜間や緊急時のサポート体制 24.3 25.5 25.3 32.1 21.0

家族と離れて暮らすこと 21.0 21.6 17.3 35.7 22.6

地域住民の障害への理解不足 11.2 11.8 9.3 23.2 14.5

制度やサービスについてよくわからない 19.2 21.6 17.3 25.0 19.4

その他 4.7 5.9 3.7 7.1 4.8

わからない 6.9 3.9 8.0 3.6 4.8

無回答 4.3 13.7 1.2 1.8 3.2

診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、神経・筋疾患ではひとりで暮らすために必要なことが全体的に多くなっ

ており、いずれの疾患群においても「体調が悪くなったときの対応」が最も多くなっている。 

（単位：％）         

 

※ベース：５、10、20 年後にひとりで暮らしたいと回答した人 

  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他

調査数 209 39 44 67 50

障害を理由に入居を断られること 14.4 15.4 18.2 14.9 12.0

家賃の負担 50.2 46.2 52.3 44.8 62.0

バリアフリーに対応していない物件での生活 10.5 28.2 11.4 - 10.0

体調が悪くなったときの対応 56.9 53.8 75.0 52.2 48.0

金銭管理や生活費のやりくり 43.1 38.5 38.6 40.3 58.0

食事や掃除、洗濯などの家事 37.3 43.6 50.0 25.4 32.0

人間関係や他の入居者とのトラブル 28.7 25.6 22.7 28.4 32.0

夜間や緊急時のサポート体制 21.1 17.9 31.8 13.4 20.0

家族と離れて暮らすこと 19.6 20.5 18.2 22.4 16.0

地域住民の障害への理解不足 5.3 5.1 9.1 4.5 4.0

制度やサービスについてよくわからない 16.3 17.9 22.7 14.9 12.0

その他 2.4 5.1 - 1.5 2.0

わからない 7.2 5.1 4.5 10.4 6.0

無回答 3.8 2.6 - 4.5 8.0

疾患群別

全体
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（４）地域で暮らすために必要な支援や環境（複数回答）（施設入所者のみ） 

希望する暮らし方で「ひとりで暮らしたい」、「家族と一緒に暮らしたい」、「グループホーム

で暮らしたい」と回答した施設入所者の必要な支援や環境は、「介助者がいること」が 56.1％

と最も多く、次いで「困ったときに相談できる人がいること」が 38.8％、「金銭管理の支援」

が 37.8％となっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：「ひとりで暮らしたい」「家族と暮らしたい」「グループホームで暮らしたい」と回

答した人  

施設入所者

調査数 98

日常生活ができるための訓練をすること 30.6

施設や病院以外で暮らす体験ができること 17.3

バリアフリーに対応した物件、グループホームなどの住宅を充実させること 14.3

アパートなどの入居時に保証人になってくれる人がいること 15.3

自分の家の改修 6.1

ひとりで暮らすための手続きへの手助け 19.4

ひとりで暮らすための費用 20.4

家族の理解があること 36.7

介助者がいること 56.1

働いて収入が得られる、収入額が増えること 11.2

地域住民が障害・障害者に理解があること 36.7

困ったときに相談できる人がいること 38.8

ホームヘルパー、ショートステイなどの福祉サービスが受けられること 33.7

休日・夜間の緊急時に受診できる医療機関が身近にあること 27.6

障害者に理解のある不動産業者（または貸主） 9.2

定期的に安否確認を受けられるサービス 16.3

家事などの生活力向上のための支援 29.6

金銭管理の支援 37.8

その他 1.0

特にない 4.1

無回答 10.2
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（５）練馬区での定住意向 

練馬区での定住意向について、「住み続けたい」と回答した人は、身体障害者では 76.4％、

知的障害者では 72.1％、精神障害者では 63.8％、難病患者では 70.5％、児童発達支援事業利

用者では 75.2％となっている。 

施設入所者で、練馬区に「住みたい」と回答した人は 21.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住み続けたい 区外に移転したい わからない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 113 )

難病患者

児童発達支援事業利用者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

76.4

72.1

63.8

70.5

75.2

1.8

2.5

3.3

1.4

4.4

12.5

18.7

24.0

17.4

18.6

9.3

6.8

8.9

10.7

1.8

( ％ )

住みたい 住みたいと思わな

い

わからない 無回答

（ n ）

( 309 )施設入所者 21.4 7.4 65.4 5.8

( ％ )
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（６）練馬区での定住意向に対する理由（自由回答） 

主な回答内容は、次のとおりである。 

 

ア．今後も練馬区に住み続けたい理由 

【身体障害者】 

・生まれ育った土地で、慣れ親しんでおり愛着があるから 

・住み慣れていて、周りに学生時代の友人がいるなど安心だから 

・かかりつけ医がある等、通院の利便性がよいから 

・福祉サービスが充実しているから 

・練馬区が大好きだから 

 

【知的障害者】 

・生まれた時から住み慣れているから 

・慣れた場所で家族の近くで暮らしたいから 

・スーパー、コンビニ、薬局、病院、バスなど、環境がよいから  

・福祉系施設の選択肢が多いから 

・練馬区の福祉にずっとお世話になっており、信頼しているから 

 

【精神障害者】 

・慣れ親しんだ町で、落ち着いて過ごせるから 

・生まれ育ったまちだから 

・生活がしやすく、利便性がよいから 

・治安が良く、緑もあって心が休まるから 

・行政サービスが充実していると思うから 

 

【難病患者】 

・長年住んでいるから 

・持ち家があり、公園、病院が近いから 

・緑が多く環境が良いから 

・福祉が充実しており、設備の整った大きな病院があるから 

・交通の便が良いから 

 

【施設入所者】 

・慣れている場所だから 

・長年練馬区で暮らしているから 

・公共交通機関などの利便性が良いから 

 

【児童発達支援事業利用者】 

・子育て支援が充実しているから 

・自然や公園が多く、子供と楽しめるから 

・自然が多く、畑の体験が気軽にできるから 

・他の区よりも発達支援が必要な（発達支援が心配な）子に対する配慮や情報が整っていると
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感じているから 

・子どもたちが住み慣れていて好きだから 

・住み慣れているところで、子どもの成長を見守りたいから 

 

イ．練馬区外に移転したい理由 

【身体障害者】 

・練馬区と他の区のどちらが良いかわからないから 

・進路や就職先によるから 

 

【知的障害者】 

・重度自閉症でも住み続ける事が可能か分からないから 

・ホームページの視認性が悪いから 

・子ども達にとって良い場所ならば、どこでもいいから 

・自分に合う通所施設、福祉サービスがある自治体があれば移転したいから 

・施設やグループホームが少なく入所できないから 

 

【精神障害者】 

・他県と比較して福祉サービスや社会復帰へのサービスが少ないから 

・地方に住もうと考えているから 

 

【難病患者】 

・公共交通機関の出勤時間帯が混んでおり利用しづらいから 

・居住地域沿線の商店(店舗)が少ないから 

・道路が狭く危険を感じるから 

・区外に今よりも良いサービスや助成金が出るところがあれば移転を検討したいから 

 

【施設入所者】 

・自然が少ないから 

・人の多い場所は苦手だから 

・今の施設で暮らしたいから 

・今の入所施設から遠いため 

 

【児童発達支援事業利用者】 

・子どもにかかる費用の援助が少なく、経済的にこのまま住み続けられるのか、将来が不安だ

から 

・情緒支援級がないから 
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１１ 災害対策について 

（１）避難拠点の認知度 

最寄りの避難拠点を「知っている」人の割合は、身体障害者では 77.4％、知的障害者では 65.1％、

精神障害者では 66.5％、難病患者では 78.0％、児童発達支援事業利用者では 87.6％となってい

る。 

 

 

 

【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分 １位 ２位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

知っている （77.4） 知らない （15.0） 

前  回
（n=562） 

知っている （77.0） 知らない （13.7） 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

知っている （65.1） 知らない （25.9） 

前  回
（n=442） 

知っている （59.3） 知らない （29.9） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

知っている （66.5） 知らない （26.9） 

前  回
（n=452） 

知っている （66.2） 知らない （23.2） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

知っている （78.0） 知らない （15.2） 

前  回
（n=437） 

知っている （76.9） 知らない （14.2） 

児童発達支援事業 

利用者 

今  回
（n=113） 

知っている （87.6） 知らない （11.5） 

前  回
（n=153） 

知っている （81.7） 知らない （12.4） 

 

  

知っている 知らない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 113 )

難病患者

児童発達支援事業利用者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

77.4

65.1

66.5

78.0

87.6

15.0

25.9

26.9

15.2

11.5

7.6

9.0

6.6

6.9

0.9

( ％ )
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（２）避難拠点まで自力避難の可否 

最寄りの避難拠点まで自力避難が「できると思う」と回答した人は、身体障害者では 65.3％、

知的障害者では 37.7％、精神障害者では 87.9％、難病患者では 80.6％、児童発達支援事業利用

者では 82.8％となっている。 

 

 

※ベース：最寄りの避難拠点を知っていると回答した人 

 

 

【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、重度（１・２級）では自力で避難することが「できると思う」と回

答した人が 55.4％と、中度（３・４級）、軽度（５・６級）に比べて少なくなっている。 

 

 

※ベース：最寄りの避難拠点を知っていると回答した人 

 
  

できると思う できないと思う その他 無回答

（ n ）

( 476 )

( 289 )

( 321 )

( 386 )

( 99 )

難病患者

児童発達支援事業利用者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

65.3

37.7

87.9

80.6

82.8

27.3

60.2

8.7

14.8

15.2

5.0

1.7

2.8

4.1

2.0

2.3

0.3

0.6

0.5

-

( ％ )

できると思う できないと思う その他 無回答

（ n ）

( 476 )

( 240 )

( 149 )

( 65 )軽度（５・６級）

全体

重度（１・２級）

中度（３・４級）

65.3

55.4

79.2

76.9

27.3

37.1

16.1

15.4

5.0

5.4

4.0

4.6

2.3

2.1

0.7

3.1

( ％ )
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【知的障害者】 

 
障害の程度別にみると、ひとりで避難することが「できると思う」と回答した人の割合は、

程度が軽いほど多く、軽度（４度）では 76.5％となっている。 

 

 

※ベース：最寄りの避難拠点を知っていると回答した人 

 
 
【精神障害者】 

 
診断名別にみると、自力で避難することが「できると思う」と回答した人の割合は、統合失

調症と診断されている人では 85.9％、気分障害と診断されている人では 90.0％、発達障害と

診断されている人では 86.5％となっている。 

 

 
※ベース：最寄りの避難拠点を知っていると回答した人  

できると思う できないと思う その他 無回答

（ n ）

( 289 )

( 109 )

( 73 )

( 102 )軽度（４度）

全体

最重度・重度
（１・２度）

中度（３度）

37.7

6.4

28.8

76.5

60.2

91.7

69.9

20.6

1.7

1.8

1.4

2.0

0.3

-

-

1.0

( ％ )

できると思う できないと思う その他 無回答

（ n ）

( 321 )

( 64 )

( 180 )

( 52 )

( 82 )

発達障害

その他

全体

統合失調症

気分障害

87.9

85.9

90.0

86.5

86.6

8.7

12.5

5.6

11.5

8.5

2.8

1.6

3.9

1.9

3.7

0.6

-

0.6

-

1.2

( ％ )
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、神経・筋疾患では自力で避難することが「できないと思う」人が 37.8％

と他の疾患群と比べて多くなっている。 

 

 
※ベース：最寄りの避難拠点を知っていると回答した人 

  

できると思う できないと思う その他 無回答

（ n ）

( 386 )

( 82 )

( 75 )

( 101 )

( 106 )

消化器系疾患

その他

全体

神経・筋疾患

免疫系疾患

80.6

54.9

85.3

92.1

86.8

14.8

37.8

9.3

1.0

12.3

4.1

7.3

5.3

5.9

0.9

0.5

-

-

1.0

-

( ％ )
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（３）災害に備えて必要な対策（複数回答） 

災害に備えて、または災害時に必要な対策は、身体障害者では「避難しやすい避難所を整備す

る」が 40.5％と最も多く、次いで「避難時に障害者用設備（トイレ、ベッドなど）を配置する」

が 36.1％、「避難時において障害者に配慮した情報提供を行う」が 33.0％となっている。 

知的障害者では「避難時の支援体制、地域で助け合える体制を整備する」が 46.4％と最も多く、

次いで「福祉避難所に直接避難できるようにする」が 45.7％、「避難しやすい避難所を整備する」

が 44.1％となっている。 

精神障害者では「避難しやすい避難所を整備する」が 49.9％と最も多く、次いで「日頃から避

難方法のアドバイスや情報提供を行う」が 35.8％、「避難時において障害者に配慮した情報提供

を行う」が 28.8％となっている。 

難病患者では「避難しやすい避難所を整備する」が 47.7％と最も多く、次いで「避難時に障害

者用設備（トイレ、ベッドなど）を配置する」が 40.6％、「避難時において障害者に配慮した情

報提供を行う」が 32.3％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「避難しやすい避難所を整備する」が 60.2％と最も多く、次いで

「避難時において障害者に配慮した情報提供を行う」が 38.9％、「日頃から避難方法のアドバイ

スや情報提供を行う」が 35.4％となっている。 

（単位：％） 

 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者
児童発達支援事業

利用者

調査数 615 444 483 495 113

避難しやすい避難所を整備する 40.5 44.1 49.9 47.7 60.2

障害のある方が防災訓練等に参加するように促す 15.8 22.7 15.1 11.3 23.9

日頃から避難方法のアドバイスや情報提供を行う 26.5 36.0 35.8 30.9 35.4

緊急通報システムを整備する 22.4 20.0 22.2 23.6 19.5

避難時の支援体制、地域で助け合える体制を整備
する

30.4 46.4 28.4 31.1 30.1

避難時に障害者用設備（トイレ、ベッドなど）を配置
する

36.1 35.6 28.2 40.6 31.0

避難時に人工透析や人工呼吸器、在宅酸素など生命
安全・維持装置を確保する

19.2 11.9 17.8 24.4 16.8

避難時において障害者に配慮した情報提供を行う 33.0 43.9 28.8 32.3 38.9

避難時の介助人などを確保する 25.0 36.7 15.9 22.6 28.3

福祉避難所に直接避難できるようにする 14.6 45.7 14.7 15.6 23.0

避難所での手話通訳者、ガイドヘルパーなどを確保
する

10.1 13.5 12.0 8.3 12.4

避難所で補装具等の貸出しを行う 18.0 10.6 10.8 12.5 14.2

その他 6.0 5.9 8.9 5.7 2.7

特にない 8.3 6.8 14.5 6.5 5.3

無回答 12.8 6.3 7.5 7.5 6.2
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分   １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

避難しやすい避

難所を整備する 
（40.5） 

避難時に障害者

用設備（トイレ、

ベッドなど）を配

置する 

（36.1） 

避難時において

障害者に配慮し

た情報提供を行

う 

（33.0） 

前  回
（n=562） 

避難しやすい避

難所を整備する 
（42.3） 

避難時において

障害者に配慮し

た情報提供を行

う 

（38.6） 

避難時に障害者

用設備（トイレ、

ベッドなど）を配

置する 

（37.2） 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

避難時の支援体

制、地域で助け

合える体制を整

備する 

（46.4） 
福祉避難所に直

接避難できるよ

うにする 

（45.7） 
避難しやすい避

難所を整備する 
（44.1） 

前  回
（n=448） 

避難しやすい避

難所を整備する 
（46.8） 

避難時において

障害者に配慮し

た情報提供を行

う 

（44.3） 

避難時の支援体

制、地域で助け合

える体制を整備

する 

（41.4） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

避難しやすい避

難所を整備する 
（49.9） 

日頃から避難方

法のアドバイス

や情報提供を行

う 

（35.8） 

避難時において

障害者に配慮し

た情報提供を行

う 

（28.8） 

前  回
（n=452） 

避難しやすい避

難所を整備する 
（50.4） 

日頃から避難方

法のアドバイス

や情報提供を行

う 

（33.8） 

避難時において

障害者に配慮し

た情報提供を行

う 

（30.8） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

避難しやすい避

難所を整備する 
（47.7） 

避難時に障害者

用設備（トイレ、

ベッドなど）を配

置する 

（40.6） 

避難時において

障害者に配慮し

た情報提供を行

う 

（32.3） 

前  回
（n=437） 

避難しやすい避

難所を整備する 
（48.7） 

避難時に障害者

用設備（トイレ、

ベッドなど）を配

置する 

（34.1） 

避難時において

障害者に配慮し

た情報提供を行

う 

（32.7） 

児童発達 

支援事業 

利用者 

今  回
（n=113） 

避難しやすい避

難所を整備する 
（60.2） 

避難時において

障害者に配慮し

た情報提供を行

う 

（38.9） 

日頃から避難方

法のアドバイス

や情報提供を行

う 

（35.4） 

前  回 
（n=153） 

避難しやすい避

難所を整備する 
（62.1） 

日頃から避難方

法のアドバイス

や情報提供を行

う 

（51.0） 

避難時の支援体

制、地域で助け合

える体制を整備

する 

（42.5） 
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、重度（１・２級）、軽度（５・６級）では「避難しやすい避難所を整備

する」がそれぞれ 41.6％、48.1％と最も多く、中度（３・４級）では「避難時に障害者用設備（ト

イレ、ベッドなど）を配置する」が 37.8％と最も多くなっている。 

障害の種類別にみると、視覚障害では「避難時において障害者に配慮した情報提供を行う」が

46.2％と最も多く、次いで「避難時の支援体制、地域で助け合える体制を整備する」が 41.5％、

「避難時の介助人などを確保する」が 38.5％となっている。聴覚障害では「避難時において障害

者に配慮した情報提供を行う」が 53.8％と最も多く、次いで「避難しやすい避難所を整備する」

が 43.1％、「緊急通報システムを整備する」が 33.8％となっている。肢体不自由（上肢・下肢等）

では「避難時に障害者用設備（トイレ、ベッドなど）を配置する」が 52.0％と最も多くなってい

る。 

（単位：％） 

 

  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機能・
言語機能・
そしゃく機
能の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他

調査数 615 305 193 81 65 65 1 20 127 36 117 9

避難しやすい避難所を整備する 40.5 41.6 37.3 48.1 36.9 43.1 - 45.0 47.2 36.1 42.7 55.6

障害のある方が防災訓練等に参加するよう
に促す

15.8 17.0 13.5 14.8 16.9 18.5 - 10.0 11.8 19.4 6.0 22.2

日頃から避難方法のアドバイスや情報提供を
行う

26.5 27.9 25.9 24.7 24.6 32.3 100.0 30.0 28.3 25.0 27.4 22.2

緊急通報システムを整備する 22.4 24.3 22.3 21.0 26.2 33.8 - 20.0 20.5 19.4 23.1 33.3

避難時の支援体制、地域で助け合える体制
を整備する

30.4 34.1 23.8 32.1 41.5 27.7 100.0 35.0 36.2 27.8 24.8 55.6

避難時に障害者用設備（トイレ、ベッドなど）を
配置する

36.1 37.0 37.8 29.6 24.6 18.5 - 45.0 52.0 55.6 29.1 22.2

避難時に人工透析や人工呼吸器、在宅酸素
など生命安全・維持装置を確保する

19.2 23.9 13.5 14.8 12.3 12.3 - 20.0 17.3 19.4 37.6 11.1

避難時において障害者に配慮した情報提供
を行う

33.0 34.8 31.6 30.9 46.2 53.8 - 15.0 34.6 27.8 26.5 44.4

避難時の介助人などを確保する 25.0 28.2 20.2 25.9 38.5 21.5 - 25.0 33.1 36.1 12.8 33.3

福祉避難所に直接避難できるようにする 14.6 16.4 13.5 8.6 10.8 6.2 - 20.0 22.8 19.4 9.4 22.2

避難所での手話通訳者、ガイドヘルパーなど
を確保する

10.1 12.1 6.7 11.1 15.4 27.7 - 10.0 6.3 8.3 5.1 11.1

避難所で補装具等の貸出しを行う 18.0 14.4 19.7 29.6 16.9 29.2 - 30.0 18.9 19.4 12.0 11.1

その他 6.0 6.2 5.2 7.4 1.5 9.2 - 5.0 7.1 13.9 3.4 11.1

特にない 8.3 7.5 8.8 8.6 7.7 4.6 - 15.0 7.1 8.3 10.3 -

無回答 12.8 11.5 14.0 12.3 12.3 7.7 - 15.0 10.2 16.7 7.7 -

障害程度別 障害の種類別

全体
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「福祉避難所（障害のある人などが避

難するところ）に直接避難できるようにする」が 64.6％、中度（３度）では「地域で助け合える

体制をつくる」が 51.8％、軽度（４度）では「避難しやすい避難所を整備する」が 44.1％と最も

多くなっている。 

（単位：％）      

 

  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 444 175 112 145

避難しやすい避難所を整備する 44.1 51.4 36.6 44.1

障害のある方に防災訓練などへの参加をすす
める

22.7 22.3 25.9 22.1

日頃から避難方法などを知らせる 36.0 29.7 40.2 43.4

緊急通報システムをつくる 20.0 23.4 17.0 20.0

地域で助け合える体制をつくる 46.4 48.0 51.8 41.4

避難時に障害者用設備（トイレ、ベッドなど）を
配置する

35.6 53.7 24.1 24.1

避難時に人工透析や人工呼吸器、在宅酸素
など生命安全・維持装置を用意する

11.9 15.4 10.7 8.3

避難時において、障害者がわかるようなお知ら
せをする

43.9 49.1 50.0 35.2

避難時の介助人などを用意する 36.7 49.7 42.0 18.6

福祉避難所（障害のある人などが避難するとこ
ろ）に直接避難できるようにする

45.7 64.6 40.2 29.0

避難所での手話通訳者、ガイドヘルパーなどを
用意する

13.5 17.7 12.5 9.7

避難所で補装具などの貸出しを行う 10.6 14.3 10.7 6.2

その他 5.9 10.3 0.9 3.4

特にない 6.8 3.4 3.6 11.7

無回答 6.3 4.0 7.1 8.3

全体

障害程度別
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、いずれの診断においても「避難しやすい避難所を整備する」が最も多く、

統合失調症と診断されている人では 38.8％、気分障害と診断されている人では 51.7％、発達障

害と診断されている人では 62.3％となっている。 

（単位：％）      

 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 483 98 261 77 124

避難しやすい避難所を整備する 49.9 38.8 51.7 62.3 47.6

精神疾患のある方が防災訓練等に参加する
ように促す

15.1 22.4 14.9 19.5 12.9

日頃から避難方法のアドバイスや情報提供を
行う

35.8 34.7 36.8 35.1 33.9

緊急通報システムを整備する 22.2 17.3 23.8 29.9 22.6

避難時の支援体制、地域で助け合える体制
を整備する

28.4 29.6 29.1 31.2 25.8

避難時に障害者用設備（トイレ、ベッドなど）を
配置する

28.2 20.4 31.0 35.1 23.4

避難時に人工透析や人工呼吸器、在宅酸素
など生命安全・維持装置を確保する

17.8 10.2 21.1 18.2 17.7

避難時において障害者に配慮した情報提供
を行う

28.8 23.5 29.9 36.4 25.0

避難時の介助人などを確保する 15.9 14.3 18.0 23.4 13.7

福祉避難所に直接避難できるようにする 14.7 11.2 14.9 18.2 18.5

避難所での手話通訳者、ガイドヘルパーなど
を確保する

12.0 8.2 13.0 14.3 12.1

避難所で補装具等の貸出しを行う 10.8 10.2 11.1 11.7 12.1

その他 8.9 7.1 8.4 7.8 8.1

特にない 14.5 20.4 13.0 5.2 19.4

無回答 7.5 9.2 6.1 3.9 7.3

診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、神経・筋疾患では「避難しやすい避難所を整備する」「避難時に障害者用設

備（トイレ、ベッドなど）を配置する」がともに 37.7％と最も多く、免疫系疾患、消化器系疾患

では「避難しやすい避難所を整備する」がそれぞれ 51.0％、46.7％と最も多くなっている。 

（単位：％）      

 

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他

調査数 495 122 96 122 125

避難しやすい避難所を整備する 47.7 37.7 51.0 46.7 57.6

難病患者の方にも防災訓練等に参加するよ
うに促す

11.3 10.7 12.5 12.3 9.6

日頃から避難方法のアドバイスや情報提供を
行う

30.9 26.2 36.5 28.7 34.4

緊急通報システムを整備する 23.6 19.7 26.0 23.8 26.4

避難時の支援体制、地域で助け合える体制
を整備する

31.1 27.9 39.6 26.2 31.2

避難時に障害者用設備（トイレ、ベッドなど）を
配置する

40.6 37.7 46.9 45.9 32.0

避難時に人工透析や人工呼吸器、在宅酸素
など生命安全・維持装置を確保する

24.4 18.9 25.0 21.3 31.2

避難時において難病患者の方に配慮した情
報提供を行う

32.3 35.2 37.5 23.8 28.8

避難時の介助人などを確保する 22.6 36.9 15.6 14.8 19.2

福祉避難所に直接避難できるようにする 15.6 23.8 14.6 8.2 12.8

避難所での手話通訳者、ガイドヘルパーなど
を確保する

8.3 7.4 3.1 8.2 10.4

避難所で補装具等の貸出しを行う 12.5 15.6 6.3 12.3 9.6

その他 5.7 3.3 8.3 3.3 7.2

特にない 6.5 6.6 4.2 6.6 8.0

無回答 7.5 11.5 3.1 8.2 4.0

疾患群別

全体
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１２ 権利擁護について 

（１）差別や人権侵害を受けていると感じることの有無 

“差別や人権侵害を受けていると感じる”人（「いつも感じる」、「たまに感じる」の合計）は身

体障害者では 25.7％、知的障害者では 58.1％、精神障害者では 39.5％、難病患者では 11.3％、

施設入所者では 17.8％となっている。 

 

 

 

 
【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分   １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

ほとんど感じ

ることはない 
（50.2） たまに感じる （22.1） わからない （15.1） 

前  回
（n=562） 

ほとんど感じ

ることはない 
（52.0） たまに感じる （23.7） わからない （14.1） 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

たまに感じる （46.6） 
ほとんど感じ

ることはない 
（20.9） わからない （16.0） 

前  回
（n=442） 

たまに感じる （39.4） 
ほとんど感じ

ることはない 
（26.0） わからない （18.8） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

ほとんど感じ

ることはない 
（36.6） たまに感じる （30.4） わからない （19.0） 

前  回
（n=452） 

ほとんど感じ

ることはない 
（41.4） たまに感じる （27.7） わからない （17.3） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

ほとんど感じ

ることはない 
（70.9） わからない （13.5） たまに感じる （10.1） 

前  回
（n=437） 

ほとんど感じ

ることはない 
（68.9） わからない （16.0） たまに感じる （6.9） 

施設入所者 

今  回
（n=309） 

わからない （66.0） たまに感じる （14.2） 
ほとんど感じる

ことはない 
（13.6） 

前  回 
（n=303） 

わからない （64.7） 
ほとんど感じ

ることはない 
（13.9） たまに感じる （11.9） 

いつも感じる たまに感じる ほとんど感じる

ことはない

わからない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 309 )

難病患者

施設入所者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

3.6

11.5

9.1

1.2

3.6

22.1

46.6

30.4

10.1

14.2

50.2

20.9

36.6

70.9

13.6

15.1

16.0

19.0

13.5

66.0

8.9

5.0

4.8

4.2

2.6

( ％ )
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【身体障害者】 

 

障害の種類別にみると、“差別や人権侵害を受けていると感じる”の割合は、視覚障害では

27.7％、聴覚障害では 30.8％、肢体不自由（上肢・下肢等）では 32.3％となっている。 

 

 

  

いつも感じる たまに感じる ほとんど感じる

ことはない

わからない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 65 )

( 65 )

( 1 )

( 20 )

( 127 )

( 36 )

( 117 )

( 9 )その他

全体

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能・言語機能・

そしゃく機能の障害

肢体不自由

（上肢、下肢等）

肢体不自由（体幹）

内部障害

3.6

6.2

3.1

-

-

2.4

2.8

1.7

-

22.1

21.5

27.7

-

40.0

29.9

33.3

12.8

33.3

50.2

46.2

52.3

-

40.0

43.3

38.9

62.4

55.6

15.1

20.0

9.2

-

20.0

18.1

19.4

17.9

11.1

8.9

6.2

7.7

100.0

-

6.3

5.6

5.1

-

( ％ )



208 

 

（２）地域での障害に対する理解 

地域で暮らす上で、障害に対する理解を“得られていないと感じる”人（「時々得られていない

と感じる」、「あまり得られていないと感じる」、「まったく得られていないと感じる」の合計）は

身体障害者では 38.5％、知的障害者では 62.4％、精神障害者では 41.7％、難病患者では 32.0％、

児童発達支援事業利用者では 52.3％となっている。 

 

 

 

  

十分得られ
ていると感じ
る

時々得られ
ていないと
感じる

あまり得られ
ていないと
感じる

まったく得ら
れていない
と感じる

わからない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 113 )

難病患者

児童発達支援事業利用者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

14.0

11.9

9.3

9.5

10.6

21.6

32.4

16.6

9.9

30.1

13.8

25.0

17.4

16.6

19.5

3.1

5.0

7.7

5.5

2.7

37.6

20.9

44.1

51.9

34.5

9.9

4.7

5.0

6.7

2.7

( ％ )
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【前回調査との比較】 

                                                                                        

（単位：％） 

区分   １位 ２位  ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

わからない （37.6） 
時々得られ

ていないと

感じる 

（21.6） 
十分得られて

いると感じる 
（14.0） 

前  回
（n=562） 

わからない （37.7） 
時々得られ

ていないと

感じる 

（21.9） 
あまり得られ

ていないと感

じる 

（15.5） 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

時々得られ

ていないと

感じる 

（32.4） 
あまり得ら

れていない

と感じる 

（25.0） わからない （20.9） 

前  回
（n=448） 

時々得られ

ていないと

感じる 

（25.8） わからない （25.1） 
あまり得られ

ていないと感

じる 

（24.9） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

わからない （44.1） 
あまり得ら

れていない

と感じる 

（17.4） 
時々得られて

いないと感じ

る 

（16.6） 

前  回
（n=452） 

わからない （40.3） 
あまり得ら

れていない

と感じる 

（17.9） 
時々得られて

いないと感じ

る 

（15.5） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

わからない （51.9） 
あまり得ら

れていない

と感じる 

（16.6） 
時々得られて

いないと感じ

る 

（9.9） 

前  回
（n=437） 

わからない （57.0） 
あまり得ら

れていない

と感じる 

（14.4） 

十分得られて

いると感じる/

まったく得ら

れていないと

感じる 

（同率
7.6） 
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（３）障害および障害者への区民の理解を深めるために必要なこと（複数回答） 

障害および障害者への区民の理解を深めるために必要なことは、身体障害者では「障害への理

解を深めるための広報・啓発を充実する」が 33.7％と最も多く、次いで「学校における福祉教育・

人権教育を充実する」が 28.0％、「障害のある方の社会参加のための支援を充実する」が 20.8％

となっている。 

知的障害者では「学校における福祉教育・人権教育を充実する」が 50.5％と最も多く、次いで

「障害や発達に課題のある子どもへの支援の充実」が 45.9％、「障害がある方との交流を通じた

障害理解の機会を増やす」が 36.3％となっている。 

精神障害者では「障害への理解を深めるための広報・啓発を充実する」が 34.4％と最も多く、

次いで「学校における福祉教育・人権教育を充実する」が 33.1％、「障害のある方の社会参加の

ための支援を充実する」が 32.5％となっている。 

難病患者では「障害への理解を深めるための広報・啓発を充実する」が 41.4％と最も多く、次

いで「学校における福祉教育・人権教育を充実する」が 29.1％、「障害のある方の社会参加のた

めの支援を充実する」が 21.6％となっている。 

施設入所者では「わからない」が 44.7％と最も多く、次いで「福祉施設が地域住民との交流を

進める」が 27.2％、「障害がある方との交流を通じた障害理解の機会を増やす」が 25.6％となっ

ている。 

児童発達支援事業利用者では「障害や発達に課題のある子どもへの支援の充実」が 64.6％と最

も多く、次いで「学校における福祉教育・人権教育を充実する」が 61.1％、「障害への理解を深

めるための広報・啓発を充実する」が 36.3％となっている。 

（単位：％） 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 施設入所者
児童発達支援事業

利用者

調査数 615 444 483 495 309 113

障害への理解を深めるための広報・啓発を充実する 33.7 21.4 34.4 41.4 10.0 36.3

ボランティア活動や障害理解を深める活動をしている
団体を支援する

16.1 23.2 15.7 12.5 9.4 13.3

障害がある方との交流を通じた障害理解の機会を増
やす

20.3 36.3 20.1 14.5 25.6 31.9

学校における福祉教育・人権教育を充実する 28.0 50.5 33.1 29.1 20.4 61.1

障害のある方の社会参加のための支援を充実する 20.8 29.5 32.5 21.6 17.2 35.4

福祉施設が地域住民との交流を進める 14.0 26.1 11.6 6.7 27.2 16.8

障害のある方自らが、積極的に地域活動に参加する 13.3 14.0 11.8 8.7 12.0 13.3

障害のある方自らが、必要な手助け等を周囲に伝え
る

17.4 15.1 17.8 11.3 11.3 15.0

障害や発達に課題のある子どもへの支援の充実 19.7 45.9 21.9 13.9 64.6

その他 2.6 6.3 4.8 2.6 3.2 4.4

わからない 18.0 14.2 21.1 17.0 44.7 9.7

特にない 9.9 4.3 5.2 11.9 7.8 4.4

無回答 9.8 6.1 5.8 6.5 2.9 5.3
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、程度にかかわらず「障害への理解を深めるための広報・啓発を充実す

る」が最も多く、重度（１・２級）では 34.4％、中度（３・４級）では 33.2％、軽度（５・６級）

では 37.0％となっている。 

（単位：％）       

 

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

調査数 615 305 193 81

障害への理解を深めるための広報・啓発を充
実する

33.7 34.4 33.2 37.0

ボランティア活動や障害理解を深める活動を
している団体を支援する

16.1 21.3 10.9 14.8

障害がある方との交流を通じた障害理解の
機会を増やす

20.3 24.6 16.1 16.0

学校における福祉教育・人権教育を充実する 28.0 30.8 23.3 29.6

障害のある方の社会参加のための支援を充
実する

20.8 22.6 19.2 19.8

福祉施設が地域住民との交流を進める 14.0 15.1 14.5 9.9

障害のある方自らが、積極的に地域活動に
参加する

13.3 15.4 12.4 9.9

障害のある方自らが、必要な手助け等を周囲
に伝える

17.4 19.3 17.6 14.8

障害や発達に課題のある子どもへの支援の
充実

19.7 21.0 16.6 23.5

その他 2.6 2.6 2.1 2.5

わからない 18.0 16.4 18.7 22.2

特にない 9.9 8.9 11.4 11.1

無回答 9.8 7.9 9.8 11.1

障害程度別

全体
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、いずれの障害の程度においても、「学校における福祉教育・人権教育を

すすめる」が最も多く、最重度・重度（１・２度）では 56.0％、中度（３度）では 58.0％、軽度

（４度）では 40.0％と最も多くなっている。 

（単位：％）        

 

  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 444 175 112 145

障害についてのお知らせや講演会などを充分
におこなう

21.4 25.1 24.1 15.9

ボランティア活動や障害理解を深める活動をし
ている団体を支援する

23.2 28.6 27.7 14.5

障害のある方との交流を通じた障害理解の機
会を増やす

36.3 44.6 42.0 24.1

学校における福祉教育・人権教育をすすめる 50.5 56.0 58.0 40.0

障害のある方の社会参加をすすめる 29.5 25.1 41.1 27.6

福祉施設が地域住民との交流をすすめる 26.1 40.0 27.7 10.3

障害のある方自らが、積極的に地域活動に参
加する

14.0 13.7 17.9 12.4

障害のある方自らが、必要な手助けをまわり
の人に伝える

15.1 14.3 18.8 13.8

障害や発達に課題のある子どもへの支援の充
実

45.9 49.1 53.6 36.6

その他 6.3 8.0 4.5 4.8

わからない 14.2 12.6 9.8 20.0

特にない 4.3 1.7 1.8 9.0

無回答 6.1 3.4 6.3 8.3

全体

障害程度別
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、統合失調症、気分障害と診断された人では「精神疾患への理解を深めるた

めの広報・啓発を充実する」がそれぞれ 31.6％、36.4％、発達障害と診断された人では「学校に

おける福祉教育・人権教育を充実する」が 41.6％と最も多くなっている。 

（単位：％）       

 

 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 483 98 261 77 124

精神疾患への理解を深めるための広報・啓
発を充実する

34.4 31.6 36.4 40.3 25.8

ボランティア活動や精神疾患への理解を深め
る活動をしている団体を支援する

15.7 19.4 14.9 19.5 14.5

精神疾患のある方との交流を通じた精神疾
患を理解する機会を増やす

20.1 24.5 21.1 23.4 21.8

学校における福祉教育・人権教育を充実する 33.1 27.6 36.0 41.6 32.3

精神疾患のある方の社会参加のための支援
を充実する

32.5 28.6 35.6 36.4 29.8

福祉施設が地域住民との交流を進める 11.6 11.2 10.7 11.7 10.5

精神疾患のある方自らが、積極的に地域活
動に参加する

11.8 13.3 12.6 13.0 9.7

障害のある方自らが、必要な手助け等を周囲
に伝える

17.8 14.3 19.9 27.3 16.9

発達に課題のある子どもへの支援の充実 21.9 9.2 25.7 39.0 21.0

その他 4.8 2.0 4.6 3.9 5.6

わからない 21.1 23.5 19.2 16.9 27.4

特にない 5.2 8.2 3.8 1.3 8.1

無回答 5.8 6.1 4.6 3.9 4.8

診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、いずれの疾患群においても「難病への理解を深めるための広報・啓発を充

実する」が最も多く、神経・筋疾患では 36.1％、免疫系疾患では 45.8％、消化器系疾患では 42.6％

となっている。 

（単位：％）       

 

  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他

調査数 495 122 96 122 125

難病への理解を深めるための広報・啓発を充
実する

41.4 36.1 45.8 42.6 42.4

ボランティア活動や難病理解を深める活動を
している団体を支援する

12.5 19.7 13.5 7.4 8.0

難病患者の方との交流を通じた難病理解の
機会を増やす

14.5 18.9 17.7 11.5 11.2

学校における福祉教育・人権教育を充実する 29.1 28.7 35.4 32.0 26.4

難病患者の方の社会参加のための支援を充
実する

21.6 21.3 25.0 22.1 15.2

福祉施設が地域住民との交流を進める 6.7 9.0 8.3 4.1 4.8

難病患者の方自らが、積極的に地域活動に
参加する

8.7 9.8 10.4 5.7 6.4

難病患者の方自らが、必要な手助け等を周
囲に伝える

11.3 14.8 11.5 7.4 11.2

その他 2.6 1.6 2.1 3.3 3.2

わからない 17.0 19.7 17.7 14.8 17.6

特にない 11.9 5.7 11.5 14.8 14.4

無回答 6.5 12.3 3.1 3.3 3.2

疾患群別

全体
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（４）合理的配慮を求めたことの有無 

合理的配慮を求めたことが「ある」と回答した人は、身体障害者では 26.2％、知的障害者では

26.6％、精神障害者では 19.5％、難病患者では 11.3％、施設入所者では 44.7％、児童発達支援

事業利用者では 16.8％となっている。 

 

 

 

  

ある ない その他 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 309 )

( 113 )

施設入所者

児童発達支援事業利用者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

難病患者

26.2

26.6

19.5

11.3

44.7

16.8

55.6

56.1

65.0

68.5

33.3

77.9

1.3

0.9

1.2

0.4

8.1

-

16.9

16.4

14.3

19.8

13.9

5.3

( ％ )
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、合理的配慮を求めたことが「ある」人は、重度（１・２級）では 32.1％

と、中度（３・４級）、軽度（５・６級）と比べて多くなっている。 

障害の種類別にみると、合理的配慮を求めたことが「ある」人は、視覚障害では 44.6％となっ

ている。 

 

 

 

 

  

ある ない その他 無回答

（ n ）

( 615 )

( 305 )

( 193 )

( 81 )軽度（５・６級）

全体

重度（１・２級）

中度（３・４級）

26.2

32.1

23.3

17.3

55.6

49.5

61.7

67.9

1.3

1.6

1.6

-

16.9

16.7

13.5

14.8

( ％ )

ある ない その他 無回答

（ n ）

( 615 )

( 65 )

( 65 )

( 1 )

( 20 )

( 127 )

( 36 )

( 117 )

( 9 )その他

全体

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能・言語機能・そ
しゃく機能の障害

肢体不自由（上肢、下肢、乳幼
児期以前の非進行性の脳病変
による運動機能障害）

肢体不自由（体幹）

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこ
う、直腸、小腸、肝機能、免疫
の機能の障害

26.2

44.6

41.5

-

15.0

37.0

36.1

6.0

33.3

55.6

36.9

44.6

100.0

80.0

48.0

41.7

85.5

66.7

1.3

4.6

-

-

-

0.8

2.8

-

-

16.9

13.8

13.8

-

5.0

14.2

19.4

8.5

-

( ％ )
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、合理的配慮を求めたことが「ある」人は、最重度・重度（１・２度）

では 32.0％、中度（３度）では 26.8％、軽度（４度）では 21.4％となっている。 

 

 

 

 

【精神障害者】 

 

診断名別にみると、合理的配慮を求めたことが「ある」人は、統合失調症と診断されている人

では 20.4％、気分障害と診断されている人では 20.3％、発達障害と診断されている人では 37.7％

となっている。 

 

 
 

  

ある ない その他 無回答

（ n ）

( 444 )

( 175 )

( 112 )

( 145 )軽度（４度）

全体

最重度・重度
（１・２度）

中度（３度）

26.6

32.0

26.8

21.4

56.1

51.4

58.0

60.7

0.9

1.1

-

0.7

16.4

15.4

15.2

17.2

( ％ )

ある ない その他 無回答

（ n ）

( 483 )

( 98 )

( 261 )

( 77 )

( 124 )

発達障害

その他

全体

統合失調症

気分障害

19.5

20.4

20.3

37.7

21.8

65.0

53.1

68.2

55.8

62.1

1.2

2.0

0.4

-

0.8

14.3

24.5

11.1

6.5

15.3

( ％ )
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、合理的配慮を求めたことが「ある」人は、神経・筋疾患では 21.3％、免疫

系疾患では 7.3％、消化器系疾患では 6.6％となっており、免疫系疾患、消化器系疾患に比べて、

神経・筋疾患で多くなっている。 

 

 
 

  

ある ない その他 無回答

（ n ）

( 495 )

( 122 )

( 96 )

( 122 )

( 125 )

消化器系疾患

その他

全体

神経・筋疾患

免疫系疾患

11.3

21.3

7.3

6.6

10.4

68.5

47.5

77.1

82.8

75.2

0.4

0.8

-

-

0.8

19.8

30.3

15.6

10.7

13.6

( ％ )
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（５）合理的配慮を求めたことがない理由 

合理的配慮を求めたことがない理由は、身体障害者では「合理的配慮を必要とする場面・機会

にあったことがない」が 61.1％と最も多く、次いで「合理的配慮について知らなかった」が 26.3％、

「そのときには、合理的配慮を求めることを思いつかなかった」が 9.9％となっている。 

知的障害者では「合理的配慮を必要とする場面・機会にあったことがない」が 47.0％と最も多

く、次いで「合理的配慮について知らなかった」が 28.9％、「そのときには、合理的配慮を求め

ることを思いつかなかった」が 14.9％となっている。 

精神障害者では「合理的配慮を必要とする場面・機会にあったことがない」が 61.8％と最も多

く、次いで「合理的配慮について知らなかった」が 22.9％、「そのときには、合理的配慮を求め

ることを思いつかなかった」が 12.4％となっている。 

難病患者では「合理的配慮を必要とする場面・機会にあったことがない」が 70.2％と最も多く、

次いで「合理的配慮について知らなかった」が 16.8％、「そのときには、合理的配慮を求めるこ

とを思いつかなかった」が 5.6％となっている。 

施設入所者では「合理的配慮について知らなかった」が 46.6％と最も多く、次いで「合理的配

慮を必要とする場面・機会にあったことがない」が 32.0％、「その他」が 13.6％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「合理的配慮を必要とする場面・機会にあったことがない」が

73.9％と最も多く、次いで「合理的配慮について知らなかった」が 14.8％、「そのときには、合

理的配慮を求めることを思いつかなかった」「合理的配慮を求めたかったが、配慮を求めること

を言い出しにくかった」がともに 8.0％となっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：合理的配慮を求めたことがないと回答した人 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 施設入所者
児童発達支援事

業利用者

調査数 342 249 314 339 103 88

合理的配慮を必要とする場面・機会にあったことがな
い

61.1 47.0 61.8 70.2 32.0 73.9

そのときには、合理的配慮を求めることを思いつかな
かった

9.9 14.9 12.4 5.6 5.8 8.0

合理的配慮を求めたかったが、周囲のことを考えて遠
慮してしまった

5.3 10.4 8.9 4.4 2.9 3.4

合理的配慮を求めたかったが、配慮を求めることを言
い出しにくかった

5.8 12.9 10.2 5.3 3.9 8.0

合理的配慮について知らなかった 26.3 28.9 22.9 16.8 46.6 14.8

その他 4.4 6.4 4.1 5.0 13.6 3.4

無回答 3.5 4.0 2.2 2.9 1.9 1.1
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、「合理的配慮を必要とする場面・機会にあったことがない」と回答した

人は、程度が重いほど多くなり、重度（１・２級）では 64.9％となっている。 

障害の種類別にみると、「合理的配慮を必要とする場面・機会にあったことがない」と回答した

人は、視覚障害では 62.5％、聴覚障害では 58.6％、肢体不自由（上肢、下肢等）では 55.7％、

内部障害では 75.0％となっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：合理的配慮を求めたことがないと回答した人 

 

【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、「合理的配慮を必要とする場面・機会にあったことがない」と回答した

人は、最重度・重度（１・２度）では 40.0％、中度（３度）では 46.2％、軽度（４度）では 55.7％

と最も多くなっている。なお、最重度・重度（１・２度）では「合理的配慮を求めたかったが、

配慮を求めることを言い出しにくかった」が 13.3％と他の障害の程度と比べて多くなっている。 

（単位：％）     

 

※ベース：合理的配慮を求めたことがないと回答した人  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機能・
言語機能・
そしゃく機
能の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他

調査数 342 151 119 55 24 29 1 16 61 15 100 6

合理的配慮を必要とする場面・機会にあった
ことがない

61.1 64.9 62.2 52.7 62.5 58.6 100.0 37.5 55.7 53.3 75.0 66.7

そのときには、合理的配慮を求めることを思
いつかなかった

9.9 13.2 4.2 14.5 8.3 - - 6.3 13.1 13.3 6.0 16.7

合理的配慮を求めたかったが、周囲のことを
考えて遠慮してしまった

5.3 3.3 5.0 12.7 8.3 10.3 - - 6.6 6.7 3.0 -

合理的配慮を求めたかったが、配慮を求める
ことを言い出しにくかった

5.8 5.3 4.2 12.7 4.2 13.8 - - 3.3 20.0 4.0 -

合理的配慮について知らなかった 26.3 25.2 26.1 23.6 41.7 20.7 100.0 31.3 27.9 20.0 24.0 16.7

その他 4.4 3.3 5.0 5.5 8.3 6.9 - 18.8 3.3 - 2.0 -

無回答 3.5 2.0 6.7 1.8 - - - 12.5 6.6 6.7 1.0 16.7

障害程度別 障害の種類別

全体

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 249 90 65 88

合理的配慮を必要とする場面・機会にあったこと
がない

47.0 40.0 46.2 55.7

そのときには、合理的配慮を求めることを思
いつかなかった

14.9 14.4 16.9 13.6

合理的配慮を求めたかったが、周囲のことを考え
て遠慮してしまった

10.4 12.2 10.8 9.1

合理的配慮を求めたかったが、配慮を求めること
を言い出しにくかった

12.9 13.3 10.8 12.5

合理的配慮について知らなかった 28.9 22.2 23.1 39.8

その他 6.4 10.0 6.2 2.3

無回答 4.0 6.7 3.1 2.3

全体

障害程度別
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、「合理的配慮を必要とする場面・機会にあったことがない」と回答している

人は、統合失調症と診断されている人では 59.6％、気分障害と診断されている人では 62.4％、

発達障害と診断されている人では 55.8％と最も多くなっている。 

（単位：％）      

 

※ベース：合理的配慮を求めたことがないと回答した人 

 

 

【難病患者】 

 

疾患群別にみると、いずれの疾患群においても「合理的配慮を必要とする場面・機会にあった

ことがない」と回答した人が最も多く、神経・筋疾患では 56.9％、免疫系疾患では 73.0％、消化

器系疾患では 70.3％となっている。 

（単位：％）      

 

※ベース：合理的配慮を求めたことがないと回答した人  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 314 52 178 43 77

合理的配慮を必要とする場面・機会にあった
ことがない

61.8 59.6 62.4 55.8 61.0

そのときには、合理的配慮を求めることを思
いつかなかった

12.4 13.5 14.0 18.6 13.0

合理的配慮を求めたかったが、周囲のことを
考えて遠慮してしまった

8.9 7.7 10.1 11.6 11.7

合理的配慮を求めたかったが、配慮を求める
ことを言い出しにくかった

10.2 13.5 11.8 9.3 10.4

合理的配慮について知らなかった 22.9 36.5 17.4 20.9 20.8

その他 4.1 - 4.5 7.0 3.9

無回答 2.2 1.9 2.8 2.3 -

診断名別

全体

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他

調査数 339 58 74 101 94

合理的配慮を必要とする場面・機会にあった
ことがない

70.2 56.9 73.0 70.3 75.5

そのときには、合理的配慮を求めることを思
いつかなかった

5.6 10.3 5.4 6.9 2.1

合理的配慮を求めたかったが、周囲のことを
考えて遠慮してしまった

4.4 8.6 8.1 3.0 1.1

合理的配慮を求めたかったが、配慮を求める
ことを言い出しにくかった

5.3 6.9 4.1 8.9 2.1

合理的配慮について知らなかった 16.8 20.7 21.6 9.9 17.0

その他 5.0 10.3 - 4.0 6.4

無回答 2.9 1.7 4.1 5.9 -

疾患群別

全体
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（６）成年後見制度の認知度 

成年後見制度を“知っている”と回答した人は、身体障害者では 55.0％、知的障害者では 47.7％、

精神障害者では 48.2％、難病患者では 61.8％、施設入所者では 33.0％となっている。 

 

 

 
①成年後見制度の利用意向 

成年後見制度の利用意向では、“利用意向がある”人（「現在利用している」、「今後利用したい」

の合計）は身体障害者では 9.8％、知的障害者では 32.5％、精神障害者では 12.8％、難病患者で

は 11.7％、施設入所者では 35.2％となっている。 

 

 

 

  

知っている 知らない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 309 )

難病患者

施設入所者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

55.0

47.7

48.2

61.8

33.0

34.8

46.2

46.2

32.1

62.5

10.2

6.1

5.6

6.1

4.5

( ％ )

現在利用して

いる

今後利用した

い

利用したいと

思わない

わからない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 309 )

難病患者

施設入所者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

2.0

4.1

0.4

0.6

25.2

7.8

28.4

12.4

11.1

10.0

27.3

11.9

27.7

30.1

4.5

49.9

49.1

52.2

47.1

54.4

13.0

6.5

7.2

11.1

5.8

( ％ )
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②成年後見制度を利用しない（したくない）理由（複数回答） 

成年後見制度の利用意向で「利用したいと思わない」と回答した人の成年後見制度を利用しな

い（したくない）理由は、身体障害者、精神障害者、難病患者では「必要がない」が５割台とな

っている。また、「十分な支援が受けられるかわからない」は、身体障害者では 16.1％、知的障

害者では 34.0％、精神障害者では 21.6％、難病患者では 14.1％となっている。知的障害者では

「費用負担が大きい」が 35.8％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 
※ベース：成年後見制度の利用意向がないと回答した人 

   

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 施設入所者

調査数 168 53 134 149 14

手続きが難しい 7.7 20.8 7.5 7.4 21.4

費用負担が大きい 13.1 35.8 10.4 9.4 28.6

後見人が選任されるまでに時間がかかる 3.6 3.8 3.0 1.3 -

制度のしくみがよくわからない 17.3 20.8 21.6 12.8 28.6

十分な支援が受けられるかわからない 16.1 34.0 21.6 14.1 50.0

その他 7.7 17.0 7.5 12.8 21.4

必要がない 57.1 20.8 58.2 56.4 21.4

無回答 2.4 13.2 1.5 1.3 -
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【前回調査との比較】 

 （単位：％） 

区分  １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=168） 

必要がない （57.1） 
制度の仕組みが

よくわからない 
（17.3） 

十分な支援が受

けられるかわか

らない 

（16.1） 

前  回
（n=181） 

必要がない （63.0） 
十分な支援が受

けられるかわか

らない 

（18.2） 
制度の仕組みが

よくわからない 
（17.1） 

知的障害者 

今  回
（n=53） 

費用負担が

大きい 
（35.8） 

十分な支援が受

けられるかわか

らない 

（34.0） 

手続きが難しい/

制度の仕組みが

よくわからない/

必要が無い 

（同率
20.8） 

前  回
（n=69） 

十分な支援

が受けられ

るかわから

ない 

（46.4） 必要がない （31.9） その他 （29.0） 

精神障害者 

今  回
（n=134） 

必要がない （58.2） 

制度の仕組みが

よくわからない

/十分な支援が

受けられるかわ

からない 

（同率
21.6） 

費用負担が大き

い 
（10.4） 

前  回
（n=144） 

必要がない （59.0） 
制度の仕組みが

よくわからない 
（25.7） 

十分な支援が受

けられるかわか

らない 

（23.6） 

難病患者 

今  回
（n=149） 

必要がない （56.4） 
十分な支援が受

けられるかわか

らない 

（14.1） 
制度の仕組みが

よくわからない/

その他 

（同率
21.6） 

前  回
（n=168） 

必要がない （59.5） 

制度の仕組みが

よくわからない

/十分な支援が

受けられるかわ

からない 

（同率
18.5） 

 

施設入所者 

今  回
（n=14） 

十分な支援

が受けられ

るかわから

ない 

（50.0） 

費用負担が大き

い/制度の仕組

みがよくわから

ない  

（同率
28.6） 

手続きが難しい/

その他/ 

必要がない 

（同率
21.4） 

前  回
（n=25） 

必要がない （40.0） 
制度の仕組みが

よくわからない 
（36.0） 

手続きが難しい/

費用負担が大き

い/十分な支援が

受けられるかわ

からない 

（同率
20.0） 
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１３ 障害者施策全般について 

（１）障害者施策を充実するために必要なこと（複数回答） 

障害者施策を充実するために必要なことは、身体障害者では「障害者や高齢者にやさしいまち

づくりをすすめること」が 37.2％と最も多く、次いで「当事者のみでなく、家族を支える支援を

充実すること」が 33.7％、「障害のある方の働く場の確保や働き続けるための支援を充実するこ

と」が 33.0％となっている。 

知的障害者では「当事者のみでなく、家族を支える支援を充実すること」が 61.9％と最も多く、

次いで「障害のある子どもそれぞれの状況や発達に応じた教育を進めること」が 56.5％、「障害

のある方の働く場の確保や働き続けるための支援を充実すること」が 55.4％となっている。 

精神障害者では「障害のある方の働く場の確保や働き続けるための支援を充実すること」が

50.1％と最も多く、次いで「障害の早期発見・早期療育に努めること」が 42.2％、「当事者のみ

でなく、家族を支える支援を充実すること」が 40.4％となっている。 

難病患者では「障害の早期発見・早期療育に努めること」が 42.0％と最も多く、次いで「障害

のある方の働く場の確保や働き続けるための支援を充実すること」が 40.4％、「当事者のみでな

く、家族を支える支援を充実すること」が 37.8％となっている。 

施設入所者では「当事者のみでなく、家族を支える支援を充実すること」が 32.7％と最も多く、

次いで「障害のある方とない方の交流を進め、相互理解を深めること」が 32.0％、「障害者や高

齢者にやさしいまちづくりを進めること」が 29.1％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「障害のある子どもそれぞれの状況や発達に応じた教育を進める

こと」が 74.3％と最も多く、次いで「障害の早期発見・早期療育に努めること」が 68.1％、「障

害のある方の働く場の確保や働き続けるための支援を充実すること」が 50.4％となっている。 
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（単位：％） 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 施設入所者
児童発達支援事
業利用者

調査数 615 444 483 495 309 113

障害の早期発見・早期療育に努めること 26.2 39.6 42.2 42.0 13.9 68.1

障害のある方とない方の交流を進め、相互理解を深
めること

25.0 40.3 28.2 19.4 32.0 41.6

障害のある子どもそれぞれの状況や発達に応じた教
育を進めること

28.1 56.5 35.2 28.1 14.2 74.3

障害のある方の働く場の確保や働き続けるための支
援を充実すること

33.0 55.4 50.1 40.4 16.8 50.4

ホームヘルパーの派遣など在宅生活支援サービスを
充実すること

26.8 33.1 21.7 29.1 12.9 14.2

区内で利用できる施設を整備すること 25.9 47.1 25.7 29.9 19.7 48.7

障害者や高齢者にやさしいまちづくりを進めること 37.2 47.7 35.2 34.9 29.1 23.9

障害のある方の住まいとしてグループホームを整備
すること

16.3 52.9 16.6 12.5 12.0 20.4

公営住宅や民間住宅など住まいを確保するための支
援を充実すること

28.1 29.3 33.3 25.3 7.1 18.6

文化芸術、スポーツ、レクリエーション活動に参加でき
るよう支援すること

15.3 24.1 18.8 14.5 14.9 24.8

障害のある当事者による活動を支援すること 14.3 27.3 20.7 12.5 12.6 20.4

ボランティア活動を充実すること 13.5 15.3 9.9 8.5 6.5 8.8

障害者施策や福祉に関する情報提供を充実すること 27.0 32.9 30.2 28.3 9.7 25.7

相談体制を充実し、適切な支援をすること 25.0 51.4 37.9 34.3 26.2 38.1

サービスの利用手続きをしやすくするため、受付窓口
を充実すること

29.6 32.0 33.5 36.0 12.6 35.4

当事者のみでなく、家族を支える支援を充実すること 33.7 61.9 40.4 37.8 32.7 46.9

その他 2.4 6.1 5.4 3.4 7.1 4.4

特にない 10.1 3.8 9.3 7.7 26.9 2.7

無回答 12.8 5.0 5.2 6.3 8.4 3.5
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分   １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

障害者や高齢者に

やさしいまちづく

りを進めること 
（37.2） 

当事者のみでな

く、家族を支える

支援を充実するこ

と 

（33.7） 

障害のある方の働

く場の確保や働き

続けるための支援

を充実すること 

（33.0） 

前  回
（n=562） 

障害者や高齢者に

やさしいまちづく

りを進めること 

（42.3） 

障害のある方の働

く場の確保や働き

続けるための支援

を充実すること 

（38.8） 
当事者のみでなく、

家族を支える支援

を充実すること 

（37.0） 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

当事者のみでなく、

家族を支える支援

を充実すること 

（61.9） 

障害のある子ども

それぞれの状況や

発達にあった教育

をおこなうこと 

（56.5） 

障害のある方の働

く場の確保や働き

続けるための支援

を充実すること 

（55.4） 

前  回
（n=442） 

当事者のみでなく、

家族を支える支援

を充実すること 

（62.0） 

障害のある子ども

それぞれの状況や

発達にあった教育

をおこなうこと 

（55.4） 

障害のある方の働

くところを用意し、

仕事を続けられる

ように努めること 

（54.8） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

障害のある方の働

く場の確保や働き

続けるための支援

を充実すること 

（50.1） 
障害の早期発見・

早期療育に努める

こと 

（42.2） 
当事者のみでなく、

家族を支える支援

を充実すること 

（40.4） 

前  回
（n=452） 

障害のある方の働

く場の確保や働き

続けるための支援

を充実すること 

（43.8） 
早期発見・早期療

育に努めること 
（42.0） 

当事者のみでなく、

家族を支える支援

を充実すること 

（40.9） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

障害の早期発見・早

期療育に努めるこ

と 

（42.0） 

障害のある方の働

く場の確保や働き

続けるための支援

を充実すること 

（40.4） 
当事者のみでなく、

家族を支える支援

を充実すること 

（37.8） 

前  回 
（n=437） 

当事者のみでなく、

家族を支える支援

を充実すること 

（41.9） 

サービスの利用手

続きをしやすくす

るため、受付窓口

を充実すること/

障害者や高齢者に

やさしいまちづく

りを進めること 

（同率
39.6） 

障害のある方の働

く場の確保や働き

続けるための支援

を充実すること 

（38.0） 

施設入所者 

今  回
（n=309） 

当事者のみでなく、

家族を支える支援

を充実すること 

（32.7） 

障害のある方とな

い方の交流を進

め、相互理解を深

めること 

（32.0） 
障害者や高齢者に

やさしいまちづく

りを進めること 

（29.1） 

前  回
（n=303） 

当事者のみでなく、

家族を支える支援

を充実すること 

（31.7） 
障害者や高齢者に

やさしいまちづく

りをすすめること 

（29.4） 特にない （28.1） 

児童発達 

支援事業 

利用者 

今  回
（n=113） 

障害のある子ども

それぞれの状況や

発達に応じた教育

を進めること 

（74.3） 
障害の早期発見・

早期療育に努める

こと 

（68.1） 

障害のある方の働

く場の確保や働き

続けるための支援

を充実すること 

（50.4） 

前  回 
（n=153） 

障害の早期発見・早

期療育に努めるこ

と 

（71.2） 

障害のある子ども

それぞれの状況や

発達に応じた教育

を進めること 

（68.6） 

障害のある方の働

く場の確保や働き

続けるための支援

を充実すること 

（56.2） 
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、重度（１・２級）では「サービスの利用手続きをしやすくするため、

受付窓口を充実すること」が 32.1％と中度（３・４級）、軽度（５・６級）と比べて多くなって

いる。 

障害の種類別にみると、肢体不自由（体幹）では「ホームヘルパーの派遣など在宅生活支援サ

ービスを充実すること」が 52.8％、視覚障害では「障害のある人の働く場の確保や働き続けるた

めの支援を充実すること」「当事者のみでなく、家族を支える支援を充実すること」がともに

43.1％と最も多くなっている。 

年齢４区分別にみると、18～44 歳では「障害のある子どもそれぞれの状況や発達に応じた教育

を進めること」「障害のある人の働く場の確保や働き続けるための支援を充実すること」がとも

に 37.5％と最も多く、45～64 歳、65 歳以上では「障害者や高齢者にやさしいまちづくりを進め

ること」がそれぞれ 42.6％、33.7％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 

  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機能・
言語機能・
そしゃく機
能の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他 ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 615 305 193 81 65 65 1 20 127 36 117 9 58 40 230 243

障害の早期発見・早期療育に努めること 26.2 27.2 20.2 37.0 27.7 38.5 - 20.0 25.2 27.8 21.4 44.4 50.0 27.5 30.0 18.1

障害のある方とない方の交流を進め、相互理
解を深めること

25.0 29.5 20.2 22.2 32.3 23.1 - 10.0 31.5 30.6 19.7 44.4 43.1 17.5 32.6 15.6

障害のある子どもそれぞれの状況や発達に
応じた教育を進めること

28.1 29.2 25.4 33.3 33.8 40.0 - 20.0 36.2 36.1 19.7 44.4 69.0 37.5 27.0 18.1

障害のある方の働く場の確保や働き続ける
ための支援を充実すること

33.0 35.4 27.5 42.0 43.1 41.5 100.0 20.0 41.7 33.3 29.9 66.7 58.6 37.5 39.1 21.0

ホームヘルパーの派遣など在宅生活支援
サービスを充実すること

26.8 30.2 24.9 19.8 32.3 20.0 - 30.0 29.1 52.8 25.6 33.3 36.2 25.0 27.4 24.7

区内で利用できる施設を整備すること 25.9 28.2 20.7 28.4 30.8 20.0 100.0 15.0 31.5 30.6 26.5 44.4 37.9 25.0 33.0 19.3

障害者や高齢者にやさしいまちづくりを進め
ること

37.2 39.3 34.2 38.3 41.5 44.6 - 20.0 44.9 38.9 32.5 66.7 41.4 25.0 42.6 33.7

障害のある方の住まいとしてグループホーム
を整備すること

16.3 17.7 13.0 16.0 18.5 20.0 - 20.0 19.7 19.4 10.3 33.3 25.9 25.0 21.3 9.1

公営住宅や民間住宅など住まいを確保する
ための支援を充実すること

28.1 29.2 28.0 25.9 27.7 21.5 100.0 30.0 28.3 36.1 35.0 33.3 32.8 17.5 39.1 20.2

文化芸術、スポーツ、レクリエーション活動に
参加できるよう支援すること

15.3 19.3 9.8 16.0 23.1 15.4 - 10.0 23.6 16.7 8.5 11.1 24.1 25.0 17.0 10.3

障害のある当事者による活動を支援すること 14.3 14.1 15.5 12.3 26.2 9.2 - 10.0 15.0 19.4 9.4 55.6 25.9 20.0 16.5 8.6

ボランティア活動を充実すること 13.5 13.4 12.4 13.6 18.5 10.8 - 15.0 12.6 22.2 7.7 44.4 15.5 10.0 14.8 13.2

障害者施策や福祉に関する情報提供を充実
すること

27.0 30.2 25.9 24.7 40.0 30.8 - 15.0 26.8 30.6 30.8 44.4 46.6 30.0 32.2 18.9

相談体制を充実し、適切な支援をすること 25.0 26.6 24.4 25.9 33.8 24.6 - 15.0 32.3 19.4 27.4 44.4 36.2 30.0 30.0 18.5

サービスの利用手続きをしやすくするため、
受付窓口を充実すること

29.6 32.1 25.4 30.9 38.5 35.4 - 20.0 30.7 38.9 30.8 33.3 41.4 30.0 32.6 25.9

当事者のみでなく、家族を支える支援を充実
すること

33.7 35.7 37.8 22.2 43.1 30.8 - 30.0 45.7 38.9 30.8 44.4 63.8 30.0 34.3 26.7

その他 2.4 2.6 2.1 2.5 4.6 1.5 - 5.0 3.1 2.8 1.7 - 1.7 2.5 3.5 1.2

特にない 10.1 9.2 11.9 8.6 9.2 6.2 - 25.0 7.1 5.6 9.4 11.1 1.7 12.5 10.9 11.9

無回答 12.8 11.5 12.4 16.0 4.6 9.2 - 10.0 10.2 8.3 11.1 11.1 1.7 12.5 6.1 20.6

年齢4区分別障害程度別 障害の種類別

全体
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「本人だけでなく、家族を支える手助

けを充分におこなうこと」が 73.7％と最も多く、次いで「障害のある子どもそれぞれの状況や発

達にあった教育をおこなうこと」が 64.0％となっている。 

年齢４区分別にみると、０～17 歳では「障害のある子どもそれぞれの状況や発達にあった教育

をおこなうこと」が 73.3％と最も多く、次いで「障害のある方の働くところを用意し、仕事を続

けられるように努めること」が 68.3％となっている。18～44 歳では「障害のある方の住まいと

してグループホームを増やすこと」が 66.2％と最も多く、次いで「本人だけでなく、家族を支え

る手助けを充分におこなうこと」が 64.9％となっている。 

（単位：％） 

 

  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 444 175 112 145 180 154 60 19

障害の早期発見・早期療育に努めること 39.6 41.1 40.2 38.6 52.8 34.4 23.3 15.8

障害のある方とない方の交流をすすめ、お互い
の理解を深めること

40.3 41.7 48.2 34.5 41.1 43.5 33.3 31.6

障害のある子どもそれぞれの状況や発達にあっ
た教育をおこなうこと

56.5 64.0 56.3 50.3 73.3 51.9 35.0 21.1

障害のある方の働くところを用意し、仕事を続け
られるように努めること

55.4 48.0 61.6 62.1 68.3 53.2 43.3 26.3

ホームヘルパーの派遣など自宅での生活を支え
るサービスに力をいれること

33.1 43.4 31.3 24.1 28.3 44.2 21.7 26.3

区内で利用できる施設をつくり増やすこと 47.1 58.9 50.9 33.1 50.6 53.9 35.0 15.8

障害者や高齢者にやさしいまちづくりをすすめる
こと

47.7 58.3 43.8 40.0 46.1 55.8 40.0 26.3

障害のある方の住まいとしてグループホームを
増やすこと

52.9 61.1 53.6 44.1 50.6 66.2 38.3 36.8

公営住宅や民間住宅など住まいを確保するため
の手助けに力をいれること

29.3 29.7 33.9 27.6 32.2 33.1 18.3 15.8

文化芸術、スポーツ、レクリエーション活動に参
加できるよう手助けすること

24.1 24.0 32.1 20.0 26.1 25.3 23.3 15.8

障害のある当事者による活動を手助けすること 27.3 30.9 33.0 20.7 32.2 29.2 20.0 15.8

ボランティア活動をすすめること 15.3 17.7 19.6 10.3 13.3 20.1 13.3 10.5

障害者施策や福祉に関するおしらせを充分にお
こなうこと

32.9 41.1 33.0 24.1 35.0 39.0 16.7 26.3

相談しやすいようにすること 51.4 52.0 57.1 49.0 54.4 56.5 38.3 26.3

サービスの利用手続きをしやすくするため、受付
窓口を増やすこと

32.0 37.1 36.6 24.1 33.9 31.8 28.3 26.3

本人だけではなく、家族を支える手助けを充分に
おこなうこと

61.9 73.7 63.4 49.0 67.2 64.9 46.7 42.1

その他 6.1 8.0 3.6 4.8 5.6 5.8 5.0 15.8

特にない 3.8 0.6 5.4 6.2 3.9 1.9 5.0 5.3

無回答 5.0 2.9 6.3 5.5 3.3 1.9 15.0 15.8

全体

障害程度別 年齢4区分別
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、統合失調症と診断されている人では「障害の早期発見・早期療育に努める

こと」が 37.8％、気分障害、発達障害と診断されている人では「障害のある人の働く場の確保や

働き続けるための支援を充実すること」がそれぞれ 55.9％、61.0％と最も多くなっている。 

年齢４区分別にみると、18～44 歳、45～64 歳、65 歳以上では「障害のある方の働く場の確保

や働き続けるための支援を充実すること」がそれぞれ 60.7％、47.5％、34.2％と最も多くなって

いる。 

（単位：％） 

 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他 ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 483 98 261 77 124 2 178 198 73

障害の早期発見・早期療育に努めること 42.2 37.8 44.1 58.4 39.5 100.0 51.7 37.9 27.4

障害のある方とない方の交流を進め、相互理
解を深めること

28.2 23.5 28.4 39.0 27.4 50.0 26.4 32.8 17.8

障害のある子どもそれぞれの状況や発達に
応じた教育を進めること

35.2 17.3 38.7 49.4 37.9 100.0 44.9 29.8 26.0

障害のある方の働く場の確保や働き続ける
ための支援を充実すること

50.1 33.7 55.9 61.0 45.2 - 60.7 47.5 34.2

ホームヘルパーの派遣など在宅生活支援
サービスを充実すること

21.7 18.4 24.1 19.5 18.5 50.0 18.0 24.7 21.9

区内で利用できる施設を整備すること 25.7 21.4 24.9 24.7 29.0 - 25.8 26.8 27.4

障害者や高齢者にやさしいまちづくりを進め
ること

35.2 33.7 33.7 37.7 33.9 50.0 30.3 42.4 30.1

障害のある方の住まいとしてグループホーム
を整備すること

16.6 19.4 15.7 20.8 16.9 - 17.4 18.7 11.0

公営住宅や民間住宅など住まいを確保する
ための支援を充実すること

33.3 26.5 37.5 37.7 38.7 50.0 32.6 35.4 30.1

文化芸術、スポーツ、レクリエーション活動に
参加できるよう支援すること

18.8 14.3 17.2 26.0 25.8 - 19.7 20.2 13.7

障害のある当事者による活動を支援すること 20.7 17.3 20.7 28.6 22.6 - 21.3 23.2 15.1

ボランティア活動を充実すること 9.9 9.2 8.8 9.1 16.9 - 8.4 11.1 11.0

障害者施策や福祉に関する情報提供を充実
すること

30.2 23.5 31.8 41.6 31.5 - 36.0 29.3 20.5

相談体制を充実し、適切な支援をすること 37.9 31.6 42.5 41.6 39.5 50.0 41.6 37.9 31.5

サービスの利用手続きをしやすくするため、
受付窓口を充実すること

33.5 30.6 37.5 33.8 31.5 - 34.8 36.4 20.5

当事者のみでなく、家族を支える支援を充実
すること

40.4 33.7 42.5 50.6 38.7 100.0 45.5 42.9 26.0

その他 5.4 5.1 3.4 6.5 7.3 - 4.5 6.6 2.7

特にない 9.3 16.3 7.7 - 8.9 - 6.2 8.6 19.2

無回答 5.2 8.2 3.8 2.6 4.0 - 2.2 5.1 5.5

年齢4区分別診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、神経・筋疾患では「障害のある方の働く場の確保や働き続けるための支援

を充実すること」が 42.6％、免疫系疾患では「相談体制を充実し、適切な支援をすること」が

41.7％、消化器系疾患では「障害の早期発見・早期療育に努めること」が 44.3％と最も多くなっ

ている。 

年齢４区分別にみると、45～64 歳では「障害のある方の働く場の確保や働き続けるための支援

を充実すること」が 47.6％、65 歳以上では「障害者や高齢者にやさしいまちづくりを進めるこ

と」が 39.8％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 

  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他 ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 495 122 96 122 125 1 107 164 196

障害の早期発見・早期療育に努めること 42.0 38.5 40.6 44.3 46.4 100.0 50.5 41.5 37.2

障害のある方とない方の交流を進め、相互理
解を深めること

19.4 19.7 19.8 20.5 16.0 - 19.6 20.1 18.4

障害のある子どもそれぞれの状況や発達に
応じた教育を進めること

28.1 25.4 27.1 37.7 25.6 - 38.3 26.2 25.5

障害のある方の働く場の確保や働き続ける
ための支援を充実すること

40.4 42.6 40.6 40.2 36.0 100.0 42.1 47.6 32.1

ホームヘルパーの派遣など在宅生活支援
サービスを充実すること

29.1 41.8 33.3 20.5 21.6 - 21.5 26.8 35.7

区内で利用できる施設を整備すること 29.9 34.4 27.1 30.3 25.6 - 33.6 25.6 30.6

障害者や高齢者にやさしいまちづくりを進め
ること

34.9 36.9 37.5 28.7 39.2 - 27.1 32.3 39.8

障害のある方の住まいとしてグループホーム
を整備すること

12.5 13.1 14.6 11.5 9.6 - 15.0 11.6 12.2

公営住宅や民間住宅など住まいを確保する
ための支援を充実すること

25.3 26.2 25.0 23.0 26.4 - 20.6 31.1 24.0

文化芸術、スポーツ、レクリエーション活動に
参加できるよう支援すること

14.5 16.4 14.6 18.0 8.8 - 21.5 12.8 12.2

障害のある当事者による活動を支援すること 12.5 11.5 9.4 13.9 11.2 - 15.9 12.8 9.7

ボランティア活動を充実すること 8.5 10.7 5.2 9.0 7.2 - 10.3 6.1 10.2

障害者施策や福祉に関する情報提供を充実
すること

28.3 29.5 28.1 25.4 28.0 - 22.4 28.7 30.1

相談体制を充実し、適切な支援をすること 34.3 32.0 41.7 31.1 33.6 100.0 30.8 36.6 33.7

サービスの利用手続きをしやすくするため、
受付窓口を充実すること

36.0 38.5 37.5 27.9 40.0 - 30.8 34.8 38.3

当事者のみでなく、家族を支える支援を充実
すること

37.8 39.3 36.5 37.7 39.2 - 37.4 41.5 35.2

その他 3.4 0.8 5.2 4.1 4.0 - 4.7 4.9 1.5

特にない 7.7 3.3 4.2 10.7 10.4 - 9.3 8.5 7.1

無回答 6.3 7.4 4.2 8.2 2.4 - 5.6 5.5 7.7

年齢4区分別疾患群別

全体



232 

 

【施設入所者】 

 

年齢区分別にみると、18～44 歳、45～64 歳では「本人だけではなく、家族を支える手助けを充

分におこなうこと」がそれぞれ 44.4％、34.9％と最も多くなっている。 

（単位：％）     

 

  

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 309 - 54 169 62

障害の早期発見・早期療育に努めること 13.9 - 18.5 13.6 14.5

障害のある方とない方の交流をすすめ、お互
いの理解を深めること

32.0 - 37.0 33.7 30.6

障害のある子どもそれぞれの状況や発達に
あった教育をおこなうこと

14.2 - 16.7 11.8 19.4

障害のある方の働くところを用意し、仕事を続
けられるように努めること

16.8 - 22.2 15.4 21.0

ホームヘルパーの派遣など自宅での生活を
支えるサービスに力をいれること

12.9 - 13.0 11.8 16.1

区内で利用できる施設をつくり増やすこと 19.7 - 25.9 18.3 21.0

障害者や高齢者にやさしいまちづくりをすす
めること

29.1 - 31.5 27.2 35.5

障害のある方の住まいとしてグループホーム
を増やすこと

12.0 - 22.2 11.2 8.1

公営住宅や民間住宅など住まいを確保する
ための手助けに力をいれること

7.1 - 11.1 6.5 8.1

文化芸術、スポーツ、レクリエーション活動に
参加できるよう手助けすること

14.9 - 22.2 12.4 17.7

障害のある当事者による活動を手助けするこ
と

12.6 - 24.1 10.1 12.9

ボランティア活動をすすめること 6.5 - 9.3 5.9 8.1

障害者施策や福祉に関するおしらせを充分に
おこなうこと

9.7 - 13.0 8.3 12.9

相談しやすいようにすること 26.2 - 35.2 24.9 22.6

サービスの利用手続きをしやすくするため、
受付窓口を増やすこと

12.6 - 25.9 11.2 9.7

本人だけではなく、家族を支える手助けを充
分におこなうこと

32.7 - 44.4 34.9 17.7

その他 7.1 - 9.3 7.1 1.6

特にない 26.9 - 18.5 29.0 30.6

無回答 8.4 - 5.6 6.5 11.3

年齢4区分別

全体
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（２）区の障害者施策等への意見・要望（自由回答） 

主な回答内容は、次のとおりである。 

 

【身体障害者】 

（相談・情報提供） 

・個々の子どもの特性や家族の状況に寄り添った「親身な提案」ができる仕組みの構築 

・インターネット、広報誌や冊子の配布 

・パラスポーツの体験機会の情報提供 

（各種申請・手続き） 

・ユニバーサルなアプリなどの導入、開発 

・オンラインでの手続き・情報提供の充実 

・サービスの申請から提供までの迅速化 

（各種サービス） 

・障害者が遊べる施設、介助者がくつろげるスペースがある施設の充実 

・18 歳以下のショートステイの増設 

・防災面での支援体制の見直し 

（社会参加・地域とのつながり） 

・バリアフリー化の促進 

（その他） 

・障害理解の啓発 

・施設利用料の軽減 

・介助者への金銭的支援 

 

【知的障害者】 

（相談・情報提供） 

・気軽に相談できる総合窓口の設置 

・分かりやすい情報の提供 

（各種サービス） 

・放課後等デイサービスの充実・施設の増設 

・休日支援の充実 

・軽度知的障害者に対する支援の充実 

・移動支援の充実 

（各種施設） 

・安定した運営、人材の確保 

・働ける場所の充実 

（保育・教育） 

・インクルーシブ教育の推進 

・特別支援学級の充実 

（その他） 

・障害理解の啓発 

・経済的支援の充実 
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【精神障害者】 

（相談・情報提供） 

・気軽に相談できる総合窓口の設置 

・情報提供の充実 

・プッシュ型での支援内容の周知 

（各種サービス） 

・人材確保に対する支援 

（各種施設） 

・グループホームの充実 

（雇用・就労） 

・障害者雇用者数の増加 

・在宅ワークのスキルを磨く講座や就職案内 

（その他） 

・障害理解の啓発 

・介助者の負担軽減、レスパイトの拡充 

・不登校支援の充実 

 

【難病患者】 

（相談・情報提供） 

・相談窓口の一元化 

・相談出来る担当者制度の構築 

・相談体制の充実 

・住まいに関する情報提供 

（各種申請・手続き） 

・受給者手続きの簡素化 

・オンライン申請の充実 

（各種サービス） 

・助成金の充実 

・難病患者の福祉サービスの充実 

（各種施設） 

・グループホームの充実 

（社会参加・地域とのつながり） 

・雇用する会社・企業の増加 

・安心して働ける・長く働ける仕事の確保 

（その他） 

・経済的支援 

・介護タクシー利用のための経済的援助 

・介助者への支援 
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【施設入所者】 

（各種サービス） 

・重度障害者に向けた施策の拡充 

・移動支援の充実 

（各種施設） 

・入所支援施設の増加 

・入院できる病院の確保 

（その他） 

・全ての障害のある方たちが安心して暮らせる施設づくり 

 
（３）今どのようなことをしたいか、今思っていること（自由回答） 

   【18歳未満の障害児の方】 

 

【身体障害者】 

・地域の人（とくに同年代）とつながりを持ちたい。 

・将来的には障がい者も健常者も一緒に安心して楽しく暮らせる社会になってほしい。 

・自宅で内職したい。 

・学校と放課後等デイサービスで楽しくすごしたい。 

・学校で同じように勉強できること。同じ教室ではない、同じ時間ではない、同じ勉強の内容

ではない場合でも、地域で同じ年齢の子がいるいっしょの場所にいることが重要。 

・自分で好きなときに釣りに行きたい。 

・海外に留学して、知見を広げ、将来につなげていきたい。英語を話せるようになり、海外で

仕事できるように、英語の勉強を頑張りたい。 

・YouTuber。車イスでスキー場や砂浜を楽しみたい。 

・自転車に乗りたい。 

・鉄棒したい。 

・いろんなスポーツができるようになりたい。 

・半袖を着れるようになりたい。 

・旅行に行きたい。 

・学校で友達と喋りたい。 

 

【知的障害者】 

・卒業したら仕事して、お金ためてお母さんを楽にしたい。 

・もっと子どもがあそべる公園をふやしてほしい。 

・あそびたい。 

・大きな声を出したり、暴力をふるったりしない穏やかな性格の人たちで集まって同じグルー

プホームで暮らしたいです。休日や夜もサポートしてもらえるグループホームが良いです。

もちろん、日中の食事やそうじ、せんたくなどの家事もしてほしいです。 

・この家にずっとすみたいです。 

・大学に行きたいです。高校を特別支援学校に進学すると大学に行けません。他の子供はほと

んど大学に行けるのに、支援学校から行ける大学がないです。 
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・西武線のグッズを買いたい。 

・一日で全線乗ってみたい。 

・好きなこと（サッカー、野球、スポーツを見ること、ビーズアート）をしているときが一番

楽しいです。これから、しょうらい働くようになりますが、仕事と好きなことをしてくらし

たいです。 

・今年の４月から、特別支援学校に行きます。特支の人でも参加できる百人一首大会に出場し

たいです。 

・アイドルのライブに行きたい。仙台にまた行きたい。大阪の電車にまた乗りたい。愛知のピ

ーチライナーを保存している場所にまた行きたい。 

・一般の企業で働きたい。 

・ゲームをつくる人になりたい。 

・自立した生活を送りつつ、しゅみを大切にしたいです。 

・一人で外出したい。 

 

【絵】 
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１４ 介助・援助者の意向 

（１）介助・援助する方の性別 

介助・援助する方の性別は、身体障害者では「男性」が 13.3％、「女性」が 35.1％となってい

る。 

知的障害者では「男性」が 14.2％、「女性」が 69.4％となっている。 

精神障害者では「男性」が 15.7％、「女性」が 20.3％となっている。 

難病患者では「男性」が 16.4％、「女性」が 22.2％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「男性」が 8.0％、「女性」が 77.9％となっている。 

（単位：％） 

区 分 n 男性 女性 その他 無回答 

身体障害者 615 13.3 35.1 0.2 51.4 

知的障害者 444 14.2 69.4 0.7 15.8 

精神障害者 483 15.7 20.3 0.4 63.6 

難病患者 495 16.4 22.2 0.2 61.2 

児童発達支援事業利用者 113 8.0 77.9 - 14.2 

 

 

（２）介助・援助する方の年齢 

介助・援助する方の年齢は、身体障害者では「50 歳代」が 11.5％と最も多くなっている。 

知的障害者では「40 歳代」が 29.1％と最も多くなっている。 

精神障害者では「50 歳代」が 9.5％と最も多くなっている。 

難病患者では「60 歳代」「70 歳代」が 9.1％と最も多くなっている。 

児童発達支援事業利用者では「40 歳代」が 42.5％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

区 分 ｎ 
20 歳

未満 
20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 

80 歳

以上 
無回答 

身体障害者 615 0.2 0.7 1.5 7.8 11.5 11.2 9.6 8.8 48.8 

知的障害者 444 - 0.7 4.1 29.1 20.3 18.5 8.6 2.9 16.0 

精神障害者 483 - 1.2 4.1 5.0 9.5 7.7 4.3 5.2 62.9 

難病患者 495 - 1.0 4.2 4.8 7.1 9.1 9.1 3.6 61.0 

児童発達支援事業

利用者 
113 3.5 0.9 33.6 42.5 0.9 - - - 18.6 
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【身体障害者】 

 

介助・援助者の年齢を、本人の年齢４区分別にみると、０～17 歳では「40 歳代」が 51.7％と

最も多くなっている。また、65 歳以上では「60 歳代」「70 歳代」が 13.6％と最も多くなってい

る。 

 

 

 

 

【知的障害者】 

 

介助・援助者の年齢を、本人の年齢４区分別にみると、０～17 歳では「40 歳代」が 59.4％と

最も多くなっている。18～44 歳では「60 歳代」が 40.3％と最も多くなっている。 

 

 

  

20歳未

満

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以

上

無回答

（ n ）

( 615 )

( 58 )

( 40 )

( 230 )

( 243 )

45～64歳

65歳以上

全体

０～17歳

18～44歳

0.2

-

-

-

-

0.7

1.7

2.5

0.9

-

1.5

6.9

2.5

0.9

0.8

7.8

51.7

5.0

1.3

3.3

11.5

32.8

7.5

10.4

9.1

11.2

-

17.5

10.9

13.6

9.6

-

22.5

6.1

13.6

8.8

-

-

10.4

11.1

48.8

6.9

42.5

59.1

48.6

( ％ )

20歳未

満

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以

上

無回答

（ n ）

( 444 )

( 180 )

( 154 )

( 60 )

( 19 )

45～64歳

65歳以上

全体

０～17歳

18～44歳

-

-

-

-

-

0.7

-

1.9

-

-

4.1

8.9

0.6

-

-

29.1

59.4

5.8

6.7

-

20.3

22.2

23.4

11.7

5.3

18.5

1.1

40.3

15.0

42.1

8.6

-

10.4

20.0

26.3

2.9

-

-

13.3

5.3

16.0

8.3

17.5

33.3

21.1

( ％ )
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【精神障害者】 

 

介助・援助者の年齢を、本人の年齢４区分別にみると、18～44 歳では「50 歳代」が 9.6％と最

も多く、45～64 歳では「50 歳代」が 11.1％と最も多くなっている。 

 

 

 

 
【難病患者】 

 

介助・援助者の年齢を、本人の年齢４区分別にみると、18～44 歳では「30 歳代」が 15.0％、

45～64 歳では「60 歳代」が 10.4％、65 歳以上では「70 歳代」が 20.4％と最も多くなっている。 

 

 

  

20歳未

満

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以

上

無回答

（ n ）

( 483 )

( 2 )

( 178 )

( 198 )

( 73 )

45～64歳

65歳以上

全体

０～17歳

18～44歳

-

-

-

-

-

1.2

-

2.2

1.0

-

4.1

50.0

9.6

-

1.4

5.0

-

6.7

4.0

2.7

9.5

50.0

9.6

11.1

5.5

7.7

-

9.0

6.6

8.2

4.3

-

2.2

2.5

16.4

5.2

-

0.6

9.1

5.5

62.9

-

60.1

65.7

60.3

( ％ )

20歳未

満

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以

上

無回答

（ n ）

( 495 )

( 1 )

( 107 )

( 164 )

( 196 )

45～64歳

65歳以上

全体

０～17歳

18～44歳

-

-

-

-

-

1.0

-

0.9

2.4

-

4.2

-

15.0

1.2

1.5

4.8

-

8.4

4.9

3.6

7.1

100.0

0.9

8.5

9.2

9.1

-

2.8

10.4

12.8

9.1

-

3.7

0.6

20.4

3.6

-

-

1.2

7.7

61.0

-

68.2

70.7

44.9

( ％ )
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（３）介助・援助する方の続柄 

介助・援助する方の続柄は、身体障害者では「母」が 17.4％と最も多く、次いで「妻」が 10.4％、

「夫」が 6.0％となっている。 

知的障害者では「母」が 66.0％と最も多く、次いで「父」が 9.7％、「兄弟」が 5.0％となって

いる。 

精神障害者では「母」が 12.2％と最も多く、次いで「夫」が 10.1％、「妻」が 3.3％となって

いる。 

難病患者では「妻」が 12.9％と最も多く、次いで「夫」が 12.1％、「娘」が 5.3％となってい

る。 

児童発達支援事業利用者では「母」が 61.1％と最も多く、次いで「妻」が 13.3％、「夫」が 4.4％

となっている。 

（単位：％） 

 
 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者
児童発達支援事業

利用者

調査数 615 444 483 495 113

夫 6.0 - 10.1 12.1 4.4

妻 10.4 - 3.3 12.9 13.3

パートナー（事実婚を含む） - - 2.7 1.2

息子 5.0 0.9 0.8 2.8 1.8

娘 5.0 0.9 2.3 5.3 0.9

子の夫 - - - - -

子の妻 0.2 - - 0.2 0.9

父 1.8 9.7 1.0 0.6 0.9

母 17.4 66.0 12.2 1.8 61.1

兄弟 2.6 5.0 1.0 0.8 -

孫 - - - - -

その他 1.3 3.4 2.7 1.8 -

無回答 50.2 14.2 63.8 60.4 16.8
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（４）介助・援助する方の健康状態 

介助・援助者の健康状態が“よくない”人（「あまりよくない」、「よくない」の合計）は身体障

害者では 12.3％、知的障害者では 16.7％、精神障害者では 14.3％、難病患者では 11.5％、児童

発達支援事業利用者では 16.8％となっている。 

 

 

（５）介助・援助する方の就労・就学状況 

①就労・就学状況 

介助・援助する方の就労・就学状況は、身体障害者では「無職」が 24.9％と最も多く、次いで

「正規社員」「パート・アルバイト」がともに 10.9％、「その他」が 5.7％となっている。 

知的障害者では「無職」が 30.2％と最も多く、次いで「パート・アルバイト」が 22.1％、「正

規社員」が 18.2％となっている。 

精神障害者では「無職」が 16.1％と最も多く、次いで「正規社員」が 12.8％、「パート・アル

バイト」が 7.0％となっている。 

難病患者では「正規社員」が 15.8％と最も多く、次いで「無職」が 15.2％、「パート・アルバ

イト」が 7.9％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「無職」が 37.2％と最も多く、次いで「正規社員」が 24.8％、

「パート・アルバイト」が 20.4％となっている。 

（単位：％） 

 

  

よい まあよい ふつう あまりよくな

い

よくない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 113 )

難病患者

児童発達支援事業利用者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

11.9

21.6

8.3

8.5

28.3

8.5

11.3

5.6

8.9

17.7

26.0

40.1

18.0

19.4

34.5

8.6

13.5

11.4

9.7

15.9

3.7

3.2

2.9

1.8

0.9

41.3

10.4

53.8

51.7

2.7

( ％ )

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者
児童発達支援事業

利用者

調査数 615 444 483 495 113

正規社員 10.9 18.2 12.8 15.8 24.8

非正規社員 2.6 4.1 3.5 3.4 1.8

パート・アルバイト 10.9 22.1 7.0 7.9 20.4

学生 0.8 4.5 0.4 0.2 -

無職 24.9 30.2 16.1 15.2 37.2

その他 5.7 7.9 3.7 2.6 12.4

無回答 44.2 13.1 56.3 54.9 3.5



242 

 

②今後の就労意向 

介助・援助する方の今後の就労意向は、身体障害者では「現在と同様の形で働きたい」が 27.2％

と最も多く、次いで「わからない」が 15.1％、「働きたくない」が 13.6％となっている。 

知的障害者では「現在と同様の形で働きたい」が 32.0％と最も多く、次いで「パート・アルバ

イトとして働きたい」が 18.3％、「わからない」が 17.8％となっている。 

精神障害者では「現在と同様の形で働きたい」が 32.5％と最も多く、次いで「わからない」

23.0％、「パート・アルバイトとして働きたい」が 10.5％となっている。 

難病患者では「現在と同様の形で働きたい」が 38.7％と最も多く、次いで「わからない」「働

きたくない」がともに 13.5％、「正規社員として働きたい」が 8.6％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「現在と同様の形で働きたい」が 36.7％と最も多く、次いで「パ

ート・アルバイトとして働きたい」が 29.4％、「わからない」が 11.9％となっている。 

 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ベース：就労・就学状況で学生以外を回答した人 

   

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者
児童発達支援事業

利用者

調査数 338 366 209 222 109

現在と同様の形で働きたい 27.2 32.0 32.5 38.7 36.7

正規社員として働きたい 6.5 6.0 10.0 8.6 11.0

非正規社員として働きたい 0.3 2.2 3.3 2.3 0.9

パート・アルバイトとして働きたい 11.5 18.3 10.5 7.2 29.4

わからない 15.1 17.8 23.0 13.5 11.9

働きたくない 13.6 7.7 10.0 13.5 4.6

無回答 25.7 16.1 10.5 16.2 5.5
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（６）介助・援助するにあたって困っていること（複数回答） 

介助・援助するにあたって困っていることは、身体障害者では「特にない」が 21.8％と最も多

く、次いで「長期的な外出ができない」が 13.8％、「身体的な負担が大きい」「精神的な負担が大

きい」がともに 10.2％となっている。 

知的障害者では「精神的な負担が大きい」が 34.9％と最も多く、次いで「長期的な外出ができ

ない」が 32.2％、「余暇など自分の時間が持てない」が 29.5％となっている。 

精神障害者では「精神的な負担が大きい」と 14.1％最も多く、次いで「経済的な負担が大きい」

が 12.8％、「特にない」が 11.6％となっている。 

難病患者では「特にない」が 17.0％と最も多く、次いで「精神的な負担が大きい」が 8.5％、

「年齢的に負担が大きい」「経済的な負担が大きい」がともに 7.5％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「精神的な負担が大きい」が 34.9％と最も多く、次いで「余暇な

ど自分の時間が持てない」が 33.0％、「長期的な外出ができない」が 25.7％となっている。 

（単位：％） 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者
児童発達支援事業

利用者

調査数 615 444 483 495 109

介助・援助の方法がわからない 2.9 3.4 5.0 2.6 7.3

福祉サービス等の情報が不足している 7.8 19.6 6.0 6.3 19.3

福祉サービス等が十分に利用できない 5.2 23.0 4.6 2.8 21.1

余暇など自分の時間が持てない 8.3 29.5 4.8 4.2 33.0

ちょっとした外出ができない 6.5 20.9 3.1 2.6 24.8

仕事に出られない 4.2 18.7 2.3 1.6 24.8

長期的な外出ができない 13.8 32.2 6.8 7.1 25.7

睡眠不足である 7.3 20.7 7.2 4.4 21.1

身体的な負担が大きい 10.2 24.1 5.8 6.1 20.2

年齢的に負担が大きい 10.1 27.7 7.9 7.5 13.8

孤独感がある 4.4 13.1 5.2 1.6 11.0

精神的な負担が大きい 10.2 34.9 14.1 8.5 34.9

経済的な負担が大きい 8.8 18.9 12.8 7.5 16.5

他にも介助の必要な家族・親族がいる 3.4 11.5 4.6 4.0 5.5

他の家族の援助が足りない 2.0 9.2 3.1 1.6 9.2

隣近所の人との関係づくりが難しい 2.0 10.4 3.9 0.2 9.2

何かの際に相談や介助を頼める人がいない 6.8 23.2 6.4 4.0 16.5

その他 2.4 5.9 1.7 2.4 5.5

特にない 21.8 16.0 11.6 17.0 17.4

無回答 45.9 13.1 59.2 58.6 6.4
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分   １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

特にない （21.8） 
長期的な外出が

できない 
（13.8） 

身体的な負担

が大きい/精神

的な負担が大

きい 

（同率
10.2） 

前  回
（n=562） 

特にない （13.9） 
長期的な外出が

できない/精神的

な負担が大きい 

（同率
13.0） 

 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

精神的な負担

が大きい 
（34.9） 

長期的な外出が

できない 
（32.2） 

余暇など自分

の時間が持て

ない 
（29.5） 

前  回
（n=442） 

長期的な外出

ができない/精

神的な負担が

大きい 

（同率
27.1） 

 

余暇など自分

の時間が持て

ない/年齢的に

負担が大きい 

（同率
20.8） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

精神的な負担

が大きい 
（14.1） 

経済的な負担が

大きい 
（12.8） 特にない （11.6） 

前  回
（n=452） 

精神的な負担

が大きい 
（12.6） 

年齢的に負担が

大きい 
（10.2） 

長期的な外出

ができない 
（8.2） 

難病患者 

今 回
（n=235） 

特にない （17.0） 
精神的な負担が

大きい 
（8.5） 

年齢的に負担

が大きい/経済

的な負担が大

きい 

（同率
7.5） 

前  回
（n=437） 

特にない （9.6） 
年齢的に負担が

大きい/長期的な

外出ができない 

（ 同 率
8.0） 

経済的な負担

が大きい 
（5.9） 

児童発達 

支援事業 

利用者 

今  回
（n=109） 

精神的な負担

が大きい 
（34.9） 

余暇など自分の

時間が持てない 
（33.0） 

長期的な外出

ができない 
（25.7） 

前  回 
（n=153） 

精神的な負担

が大きい 
（34.0） 

余暇など自分の

時間が持てない 
（26.1） 

仕事に出られ

ない/特にない 

（同率
22.2） 
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、重度（１・２級）では「特にない」が 22.0％と最も多く、次いで「長

期的な外出ができない」が 17.0％となっている。 

（単位：％）         

 

  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

調査数 615 305 193 81

介助・援助の方法がわからない 2.9 4.3 2.1 -

福祉サービス等の情報が不足している 7.8 10.8 3.6 8.6

福祉サービス等が十分に利用できない 5.2 5.9 4.7 3.7

余暇など自分の時間が持てない 8.3 11.5 4.7 3.7

ちょっとした外出ができない 6.5 8.5 3.1 3.7

仕事に出られない 4.2 5.9 3.6 -

長期的な外出ができない 13.8 17.0 10.4 9.9

睡眠不足である 7.3 9.5 4.1 6.2

身体的な負担が大きい 10.2 12.8 7.8 6.2

年齢的に負担が大きい 10.1 11.5 9.3 6.2

孤独感がある 4.4 5.2 3.1 1.2

精神的な負担が大きい 10.2 12.1 7.3 8.6

経済的な負担が大きい 8.8 9.8 7.8 8.6

他にも介助の必要な家族・親族がいる 3.4 3.6 4.1 1.2

他の家族の援助が足りない 2.0 2.6 0.5 3.7

隣近所の人との関係づくりが難しい 2.0 1.6 1.0 2.5

何かの際に相談や介助を頼める人がいない 6.8 9.5 3.1 4.9

その他 2.4 2.6 1.0 2.5

特にない 21.8 22.0 22.8 22.2

無回答 45.9 41.6 50.3 48.1

障害程度別

全体
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、「長期的な外出ができない」と回答した人は、軽度（４度）では 16.6％、

中度（３度）では 27.7％だが、最重度・重度（１・２度）では 47.4％と他の障害の程度と比べて

多くなっている。 

（単位：％）        

 

  

最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

調査数 444 175 112 145

介助・援助の方法がわからない 3.4 3.4 5.4 2.1

福祉サービス等の情報が不足している 19.6 21.1 23.2 14.5

福祉サービス等が十分に利用できない 23.0 29.1 25.0 14.5

余暇など自分の時間が持てない 29.5 44.0 23.2 17.9

ちょっとした外出ができない 20.9 37.1 13.4 7.6

仕事に出られない 18.7 24.0 19.6 12.4

長期的な外出ができない 32.2 47.4 27.7 16.6

睡眠不足である 20.7 30.9 17.9 10.3

身体的な負担が大きい 24.1 37.7 21.4 8.3

年齢的に負担が大きい 27.7 43.4 25.0 11.7

孤独感がある 13.1 13.1 14.3 10.3

精神的な負担が大きい 34.9 38.3 33.0 31.7

経済的な負担が大きい 18.9 17.7 22.3 17.2

他にも介助の必要な家族・親族がいる 11.5 16.6 6.3 10.3

他の家族の援助が足りない 9.2 10.3 6.3 10.3

隣近所の人との関係づくりが難しい 10.4 16.0 7.1 5.5

何かの際に相談や介助を頼める人がいない 23.2 28.6 24.1 15.2

その他 5.9 4.6 6.3 6.2

特にない 16.0 5.7 20.5 25.5

無回答 13.1 10.3 11.6 15.9

全体

障害程度別
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、「精神的な負担が大きい」と回答した人の割合は、統合失調症と診断されて

いる人では 15.3％、気分障害と診断されている人では 11.1％であることに比べ、発達障害と診

断されている人では 18.2％と多くなっている。 

（単位：％）       

 

  

統合失調症 気分障害 発達障害 その他

調査数 483 98 261 77 124

介助・援助の方法がわからない 5.0 3.1 6.5 2.6 4.8

福祉サービス等の情報が不足している 6.0 8.2 5.4 9.1 5.6

福祉サービス等が十分に利用できない 4.6 4.1 3.8 10.4 4.0

余暇など自分の時間が持てない 4.8 3.1 4.2 7.8 7.3

ちょっとした外出ができない 3.1 2.0 2.7 6.5 3.2

仕事に出られない 2.3 - 2.7 5.2 2.4

長期的な外出ができない 6.8 8.2 4.2 10.4 8.9

睡眠不足である 7.2 4.1 5.7 9.1 8.1

身体的な負担が大きい 5.8 5.1 5.0 6.5 8.1

年齢的に負担が大きい 7.9 12.2 6.1 9.1 9.7

孤独感がある 5.2 6.1 4.2 7.8 6.5

精神的な負担が大きい 14.1 15.3 11.1 18.2 14.5

経済的な負担が大きい 12.8 13.3 13.0 15.6 11.3

他にも介助の必要な家族・親族がいる 4.6 8.2 2.7 3.9 4.8

他の家族の援助が足りない 3.1 4.1 1.9 9.1 4.0

隣近所の人との関係づくりが難しい 3.9 4.1 3.4 5.2 3.2

何かの際に相談や介助を頼める人がいない 6.4 8.2 5.0 14.3 4.8

その他 1.7 - 1.5 2.6 1.6

特にない 11.6 12.2 10.0 9.1 12.1

無回答 59.2 58.2 64.0 53.2 54.8

診断名別

全体
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【難病患者】 

 

疾患群別にみると、神経・筋疾患では「精神的な負担が大きい」が 18.0％と他の疾患群と比べ

て多くなっている。 

（単位：％）       

 

  

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他

調査数 495 122 96 122 125

介助・援助の方法がわからない 2.6 2.5 2.1 1.6 4.8

福祉サービス等の情報が不足している 6.3 13.1 3.1 3.3 4.8

福祉サービス等が十分に利用できない 2.8 6.6 1.0 - 3.2

余暇など自分の時間が持てない 4.2 9.8 - - 4.8

ちょっとした外出ができない 2.6 9.0 - - 1.6

仕事に出られない 1.6 3.3 1.0 0.8 0.8

長期的な外出ができない 7.1 14.8 4.2 2.5 5.6

睡眠不足である 4.4 9.8 1.0 1.6 4.0

身体的な負担が大きい 6.1 11.5 3.1 3.3 4.8

年齢的に負担が大きい 7.5 13.9 6.3 1.6 7.2

孤独感がある 1.6 4.1 1.0 1.6 -

精神的な負担が大きい 8.5 18.0 6.3 3.3 5.6

経済的な負担が大きい 7.5 13.1 5.2 7.4 4.0

他にも介助の必要な家族・親族がいる 4.0 8.2 3.1 3.3 2.4

他の家族の援助が足りない 1.6 3.3 1.0 0.8 0.8

隣近所の人との関係づくりが難しい 0.2 - - - -

何かの際に相談や介助を頼める人がいない 4.0 4.1 4.2 3.3 3.2

その他 2.4 3.3 2.1 1.6 4.0

特にない 17.0 15.6 9.4 23.0 18.4

無回答 58.6 36.1 74.0 63.1 63.2

疾患群別

全体
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（７）当該障害者以外の育児・介護等の状況 

①当該障害者以外に育児・介護等が必要な人の有無 

当該障害者以外に育児・介護等を「している」と回答したのは身体障害者では 12.4％、知的障

害者では 29.7％、精神障害者では 9.3％、難病患者では 11.3％、児童発達支援事業利用者では

30.3％となっている。 

 

 

 

 

【身体障害者】 

 

年齢４区分別にみると、０～17 歳では当該障害者以外に育児・介護等を「している」が 50.0％

となっており、年代が上がるにつれて減少している。 

 

 
 

  

している していない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 444 )

( 483 )

( 495 )

( 109 )

難病患者

児童発達支援事業利用者

身体障害者

知的障害者

精神障害者

12.4

29.7

9.3

11.3

30.3

43.6

58.1

31.3

32.5

67.9

44.1

12.2

59.4

56.2

1.8

( ％ )

している していない 無回答

（ n ）

( 615 )

( 58 )

( 40 )

( 230 )

( 243 )

45～64歳

65歳以上

全体

０～17歳

18～44歳

12.4

50.0

22.5

8.7

4.9

43.6

44.8

42.5

38.7

47.7

44.1

5.2

35.0

52.6

47.3

( ％ )
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【知的障害者】 

 

年齢４区分別にみると、当該障害者以外に育児・介護等を「している」と回答した人は、０～

17 歳では 43.3％、18～44 歳では 23.4％となっている。 

 

 
 

 

【精神障害者】 

 

年齢４区分別にみると、当該障害者以外に育児・介護等を「している」と回答した人は、18～

44 歳では 12.9％、45～64 歳では 7.6％、65 歳以上では 5.5％と年代が上がるにつれて減少して

いる。 

 

 
 

  

している していない 無回答

（ n ）

( 444 )

( 180 )

( 154 )

( 60 )

( 19 )

45～64歳

65歳以上

全体

０～17歳

18～44歳

29.7

43.3

23.4

20.0

10.5

58.1

51.1

64.9

50.0

68.4

12.2

5.6

11.7

30.0

21.1

( ％ )

している していない 無回答

（ n ）

( 483 )

( 2 )

( 178 )

( 198 )

( 73 )

45～64歳

65歳以上

全体

０～17歳

18～44歳

9.3

50.0

12.9

7.6

5.5

31.3

50.0

33.7

29.3

32.9

59.4

-

53.4

63.1

61.6

( ％ )
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【難病患者】 

 

年齢４区分別にみると、当該障害者以外に育児・介護等を「している」と回答した人は、18～

44 歳では 14.0％、45～64 歳では 11.0％、65 歳以上では 11.2％となっている。 

 

 
 

 
【児童発達支援事業利用者】 

 

年齢２区分別にみると、当該障害者以外に育児・介護等を「している」と回答した人は、２～

４歳では 24.5％、５～６歳では 38.0％となっている。 

 

 

   

している していない 無回答

（ n ）

( 495 )

( 1 )

( 107 )

( 164 )

( 196 )

45～64歳

65歳以上

全体

０～17歳

18～44歳

11.3

100.0

14.0

11.0

11.2

32.5

-

29.0

23.8

44.4

56.2

-

57.0

65.2

44.4

( ％ )

している していない 無回答

（ n ）

( 109 )

( 53 )

( 50 )５～６歳

全体

２～４歳

30.3

24.5

38.0

67.9

75.5

58.0

1.8

-

4.0

( ％ )
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②育児・介護等が必要な人と当該障害者との関係（複数回答） 

育児・介護等が必要な人と当該障害者との関係は、身体障害者では「父・母」が 31.6％、「兄

弟・姉妹」が 30.3％、「子」が 21.1％となっている。 

知的障害者では「兄弟・姉妹」が 36.4％と最も多く、次いで「子」が 26.5％、「父・母」が 23.5％

となっている。 

精神障害者では「子」が 42.2％と最も多く、次いで「兄弟・姉妹」「父・母」がともに 24.4％、

「その他」が 8.9％となっている。 

難病患者では「子」が 44.6％と最も多く、次いで「父・母」が 33.9％、「その他」が 19.6％と

なっている。 

児童発達支援事業利用者では「兄弟・姉妹」87.9％、「祖父・祖母」が 12.1％となっている。 

 

（単位：％） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者
児童発達支援事業

利用者

調査数 76 132 45 56 33

兄弟・姉妹 30.3 36.4 24.4 1.8 87.9

父・母 31.6 23.5 24.4 33.9 -

祖父・祖母 10.5 12.9 2.2 1.8 12.1

子 21.1 26.5 42.2 44.6

その他 13.2 6.1 8.9 19.6 -

無回答 - 5.3 6.7 1.8 -
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③介助・援助を必要とする理由（複数回答） 

当該障害者以外で介助・援助を必要とする理由は、身体障害者では「高齢のため」が 46.1％と

最も多く、次いで「育児中のため」が 38.2％、「病気のため」が 23.7％となっている。 

知的障害者では「育児中のため」が 41.7％と最も多く、次いで「高齢のため」が 32.6％、「障

害のため」が 21.2％となっている。 

精神障害者では「障害のため」が 44.4％と最も多く、次いで「育児中のため」が 33.3％、「高

齢のため」が 26.7％となっている。 

難病患者では「高齢のため」が 48.2％と最も多く、次いで「育児中のため」が 33.9％、「病気

のため」が 30.4％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「育児中のため」が 69.7％と最も多く、次いで「障害のため」が

15.2％、「高齢のため」が 9.1％となっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：介助・援助者で他にも介護や子育て等をしていると回答した人 

 

 

【身体障害者】 

 

年齢４区分別にみると、０～17 歳では「育児中のため」が 69.0％と最も多くなっている。 

（単位：％）       

 

※ベース：介助・援助者で他にも介護や子育て等をしていると回答した人 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者
児童発達支援事業

利用者

調査数 76 132 45 56 33

病気のため 23.7 17.4 20.0 30.4 3.0

障害のため 13.2 21.2 44.4 19.6 15.2

高齢のため 46.1 32.6 26.7 48.2 9.1

育児中のため 38.2 41.7 33.3 33.9 69.7

その他 9.2 4.5 2.2 - 6.1

無回答 2.6 4.5 6.7 5.4 6.1

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 76 29 9 20 12

病気のため 23.7 17.2 22.2 25.0 33.3

障害のため 13.2 6.9 22.2 10.0 25.0

高齢のため 46.1 27.6 55.6 70.0 58.3

育児中のため 38.2 69.0 22.2 10.0 16.7

その他 9.2 3.4 - 15.0 25.0

無回答 2.6 6.9 - - -

年齢4区分別

全体
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【知的障害者】 

 

年齢４区分別にみると、０～17 歳では「育児中のため」が 56.4％と最も多くなっている。18～

44 歳では「高齢のため」が 52.8％と最も多くなっている。 

（単位：％）       

 

※ベース：介助・援助者で他にも介護や子育て等をしていると回答した人 

 

 

【精神障害者】 

 

年齢４区分別にみると、18～44 歳、45～64 歳では「障害のため」がそれぞれ 52.2％、46.7％

と最も多くなっている。 

（単位：％）      

 

※ベース：介助・援助者で他にも介護や子育て等をしていると回答した人 

  

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 132 78 36 12 2

病気のため 17.4 9.0 27.8 33.3 -

障害のため 21.2 14.1 27.8 41.7 50.0

高齢のため 32.6 20.5 52.8 50.0 -

育児中のため 41.7 56.4 16.7 16.7 50.0

その他 4.5 5.1 2.8 - 50.0

無回答 4.5 7.7 - - -

全体

年齢4区分別

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 45 1 23 15 4

病気のため 20.0 - 17.4 13.3 50.0

障害のため 44.4 - 52.2 46.7 25.0

高齢のため 26.7 - 17.4 33.3 75.0

育児中のため 33.3 100.0 43.5 20.0 -

その他 2.2 - 4.3 - -

無回答 6.7 - 4.3 13.3 -

年齢4区分別

全体
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【難病患者】 

 

年齢４区分別にみると、65 歳以上では「高齢のため」が 68.2％と最も多くなっている。 

（単位：％）      

 

※ベース：介助・援助者で他にも介護や子育て等をしていると回答した人 

 

 

【児童発達支援事業利用者】 

 

年齢２区分別にみると、どの年齢でも「育児中のため」が最も多くなっている。 

（単位：％）      

 

※ベース：介助・援助者で他にも介護や子育て等をしていると回答した人 

   

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 56 1 15 18 22

病気のため 30.4 - 13.3 44.4 31.8

障害のため 19.6 - 13.3 27.8 18.2

高齢のため 48.2 100.0 6.7 55.6 68.2

育児中のため 33.9 - 86.7 16.7 13.6

その他 - - - - -

無回答 5.4 - - 5.6 9.1

年齢4区分別

全体

２～４歳 ５～６歳

調査数 33 13 19

病気のため 3.0 7.7 -

障害のため 15.2 7.7 21.1

高齢のため 9.1 - 15.8

育児中のため 69.7 69.2 68.4

その他 6.1 7.7 5.3

無回答 6.1 7.7 5.3

全体

年齢2区分別
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（８）家族等支援として区に充実してほしい施策（複数回答） 

区に充実してほしい家族等支援施策は、身体障害者では「区からの情報提供を増やす」が 22.6％

と最も多く、次いで「特にない」が 16.9％、「家族等に対する相談体制を充実させる」が 16.4％

となっている。 

知的障害者では「家族等の休養目的のショートステイや一時預かりを充実させる」が 47.3％と

最も多く、次いで「家族等に対する相談体制を充実させる」が 40.5％、「区からの情報提供を増

やす」が 35.6％となっている。 

精神障害者では「区からの情報提供を増やす」が 14.5％と最も多く、次いで「家族等に対する

相談体制を充実させる」「特にない」がともに 13.9％、「家族等の休養目的のショートステイや一

時預かりを充実させる」が 9.3％となっている。 

難病患者では「区からの情報提供を増やす」が 21.4％と最も多く、次いで「家族等に対する相

談体制を充実させる」が 14.7％、「家族等の休養目的のショートステイや一時預かりを充実させ

る」が 13.9％となっている。 

児童発達支援事業利用者では「区からの情報提供を増やす」「家族等の休養目的のショートス

テイや一時預かりを充実させる」がともに 39.8％と最も多く、次いで「家族同士の交流や情報交

換の場・機会をつくる」が 29.2％、「家族等に対する相談体制を充実させる」が 28.3％となって

いる。 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者
児童発達支援事業

利用者

調査数 615 444 483 495 113

区からの情報提供を増やす 22.6 35.6 14.5 21.4 39.8

家族等の休養目的のショートステイや一時預かりを
充実させる

15.0 47.3 9.3 13.9 39.8

家族等に対する相談体制を充実させる 16.4 40.5 13.9 14.7 28.3

障害特性の理解や、適切な対応をするための
知識・方法を学ぶ家族向けプログラムを実施する

8.5 25.9 8.5 10.1 25.7

家族同士の交流や情報交換の場・機会をつくる 6.5 16.7 4.3 4.2 29.2

その他 3.4 7.7 3.1 1.4 8.0

特にない 16.9 11.5 13.9 10.5 14.2

無回答 44.4 9.9 59.4 54.1 7.1
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【前回調査との比較】 

（単位：％） 

区分   １位 ２位 ３位 

身体障害者 

今  回
（n=615） 

区からの情報

提供を増やす 
（22.6） 特にない （16.9） 

家族等に対する

相談体制を充実

させる 
（16.4） 

前  回
（n=562） 

区からの情報

提供を増やす 
（17.4） 

家族等の休養目

的のショートス

テイを充実させ

る/特にない 

（同率
12.6） 

 

知的障害者 

今  回
（n=444） 

家族等の休養

目的のショー

トステイや一

時預かりを充

実させる 

（47.3） 
家族等に対する

相談体制を充実

させる 

（40.5） 
区からの情報提

供を増やす 
（35.6） 

前  回
（n=442） 

家族等の休養

目的のショー

トステイや一

時保護を充実

させる 

（37.6） 
家族等に対する

相談体制を充実

させる 

（31.9） 
区からの情報提

供を増やす 
（29.9） 

精神障害者 

今  回
（n=483） 

区からの情報

提供を増やす 
（14.5） 

家族等に対する

相談体制を充実

させる/特にない 

（同率
13.9） 

家族等の休養目

的のショートス

テイや一時預か

りを充実させる 

（9.3） 

前  回
（n=452） 

家族等に対す

る相談体制を

充実させる 

（11.9） 
区からの情報提

供を増やす 
（11.7） 

障害特性の理解

や、適切な対応を

するための知識・

方法を学ぶ家族

向けプログラム

を実施する 

（8.8） 

難病患者 

今  回
（n=495） 

区からの情報

提供を増やす 
（21.4） 

家族等に対する

相談体制を充実

させる 

（14.7） 

家族等の休養目

的のショートス

テイや一時預か

りを充実させる 

（13.9） 

前  回
（n=437） 

区からの情報

提供を増やす 
（12.4） 

障害特性の理解

や、適切な対応を

するための知識・

方法を学ぶ家族

向けプログラム

を実施する 

（8.5） 特にない （8.2） 

児童発達 

支援事業 

利用者 

今  回
（n=113） 

区からの情報

提供を増やす/

家族等の休養

目的のショー

トステイや一

時預かりを充

実させる 

（同率
39.8） 

家族同士の交流

や情報交換の場・

機会をつくる 

（29.2） 
家族等に対する

相談体制を充実

させる 

（28.3） 

前  回
（n=153） 

区からの情報

提供を増やす 
（41.2） 

家族等の休養目

的のショートス

テイを充実させ

る 

（36.6） 
家族等に対する

相談体制を充実

させる 

（34.0） 
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【身体障害者】 

 

障害の程度別にみると、いずれの障害の程度においても「区からの情報提供を増やす」は最も

多く、重度（１・２級）では 25.6％、中度（３・４級）では 19.7％、軽度（５・６級）では 19.8％

となっている。 

障害の種類別にみると、肢体不自由（体幹）では「区からの情報提供を増やす」が 27.8％とな

っている。 

年齢４区分別にみると、０～17 歳、45～64 歳、65 歳以上では「区からの情報提供を増やす」

がそれぞれ 41.4％、19.1％、22.2％と最も多くなっている。18～44 歳では「特にない」27.5％と

最も多く、次いで「家族等に対する相談体制を充実させる」が 22.5％となっている。 

（単位：％） 

 

 

  

重度
（１・２級）

中度
（３・４級）

軽度
（５・６級）

視覚障害 聴覚障害
平衡機能
障害

音声機能・
言語機能・
そしゃく機
能の障害

肢体
不自由
（上肢、
下肢等）

肢体
不自由
（体幹）

内部障害 その他

調査数 615 305 193 81 65 65 1 20 127 36 117 9

区からの情報提供を増やす 22.6 25.6 19.7 19.8 32.3 13.8 - 15.0 26.0 27.8 21.4 33.3

家族等の休養目的のショートステイや一時預かりを
充実させる

15.0 18.0 10.9 13.6 13.8 13.8 - 10.0 22.8 22.2 11.1 22.2

家族等に対する相談体制を充実させる 16.4 20.0 10.9 17.3 24.6 15.4 - - 21.3 13.9 12.8 22.2

障害特性の理解や、適切な対応をするための知識・
方法を学ぶ家族向けプログラムを実施する

8.5 8.5 6.2 9.9 12.3 10.8 - 5.0 9.4 11.1 4.3 11.1

家族同士の交流や情報交換の場・機会をつくる 6.5 9.2 2.6 6.2 10.8 4.6 - - 9.4 8.3 2.6 11.1

その他 3.4 3.3 4.1 2.5 7.7 - - 5.0 7.9 - 1.7 -

特にない 16.9 16.4 18.7 17.3 23.1 12.3 - 35.0 15.7 25.0 17.9 11.1

無回答 44.4 40.7 48.2 45.7 24.6 50.8 100.0 35.0 37.0 27.8 49.6 44.4

障害程度別 障害の種類別

全体

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 58 40 230 243

区からの情報提供を増やす 41.4 20.0 19.1 22.2

家族等の休養目的のショートステイや一時預かりを
充実させる

37.9 15.0 13.0 12.3

家族等に対する相談体制を充実させる 29.3 22.5 14.8 13.6

障害特性の理解や、適切な対応をするための知識・
方法を学ぶ家族向けプログラムを実施する

22.4 7.5 9.6 4.9

家族同士の交流や情報交換の場・機会をつくる 20.7 7.5 7.0 3.7

その他 10.3 5.0 1.7 2.9

特にない 13.8 27.5 15.7 18.1

無回答 12.1 27.5 51.7 46.9

年齢4区分別
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【知的障害者】 

 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「家族等の休養目的のショートステイ

や一時預かりを充実させる」が 68.0％と最も多くなっている。 

年齢４区分別にみると、０～17 歳では「障害特性の理解や、適切な対応をするための知識・方

法を学ぶ家族向けプログラムを実施する」が 31.1％と他の年齢区分と比べて多くなっている。 

（単位：％） 

 

  最重度・
重度

（１・２度）

中度
（３度）

軽度
（４度）

０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 444 175 112 145 180 154 60 19

区からの情報提供を増やす 35.6 36.0 40.2 31.7 37.8 35.7 35.0 21.1

家族等の休養目的のショートステイや一時預かりを充
実させる

47.3 68.0 43.8 27.6 46.7 57.8 30.0 26.3

家族等に対する相談体制を充実させる 40.5 43.4 44.6 34.5 38.9 46.8 31.7 31.6

障害特性の理解や、適切な対応をするための知識・方
法を学ぶ家族向けプログラムを実施する

25.9 23.4 33.0 24.8 31.1 23.4 20.0 21.1

家族同士の交流や情報交換の場・機会をつくる 16.7 16.0 19.6 15.9 18.9 18.2 10.0 10.5

その他 7.7 8.0 10.7 4.8 10.0 6.5 5.0 5.3

特にない 11.5 6.3 9.8 19.3 15.0 5.8 16.7 15.8

無回答 9.9 5.1 11.6 12.4 5.6 7.1 20.0 26.3

全体

障害程度別 年齢4区分別
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【精神障害者】 

 

診断名別にみると、「家族等に対する相談体制を充実させる」と回答した人は、統合失調症と診

断されている人では 13.3％、気分障害と診断されている人では 12.3％となっている一方で、発

達障害と診断されている人では 27.3％と多くなっている。 

年齢４区分別にみると、18～44 歳では「区からの情報提供を増やす」が 19.7％と最も多く、次

いで「家族等に対する相談体制を充実させる」が 19.1％となっている。 

（単位：％） 

 

 

 

【難病患者】 

 

疾患群別にみると、神経・筋疾患では「区からの情報提供を増やす」と回答した人が 28.7％と

最も多く、次いで「家族等の休養目的のショートステイや一時預かりを充実させる」が 23.8％と

なっている。 

年齢４区分別にみると、18～44 歳、45～64 歳、65 歳以上では「区からの情報提供を増やす」

が最も多くなっている。 

（単位：％） 

 

統合失調症 気分障害 発達障害 その他 ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 483 98 261 77 124 2 178 198 73

区からの情報提供を増やす 14.5 8.2 14.2 22.1 14.5 - 19.7 12.6 11.0

家族等の休養目的のショートステイや一時預かりを
充実させる

9.3 8.2 9.2 11.7 8.1 50.0 9.6 9.1 9.6

家族等に対する相談体制を充実させる 13.9 13.3 12.3 27.3 16.1 100.0 19.1 9.1 11.0

障害特性の理解や、適切な対応をするための知識・
方法を学ぶ家族向けプログラムを実施する

8.5 10.2 6.5 13.0 6.5 50.0 10.7 8.6 5.5

家族同士の交流や情報交換の場・機会をつくる 4.3 4.1 3.4 9.1 2.4 50.0 6.2 3.0 4.1

その他 3.1 1.0 1.9 6.5 4.8 50.0 3.9 2.0 1.4

特にない 13.9 19.4 12.6 6.5 17.7 - 11.2 15.2 17.8

無回答 59.4 57.1 63.6 53.2 54.8 - 55.6 61.1 63.0

年齢4区分別診断名別

全体

神経・筋疾患 免疫系疾患 消化器系疾患 その他 ０～17歳 18～44歳 45～64歳 65歳以上

調査数 495 122 96 122 125 1 107 164 196

区からの情報提供を増やす 21.4 28.7 14.6 19.7 19.2 - 19.6 15.2 29.1

家族等の休養目的のショートステイや一時預かりを
充実させる

13.9 23.8 7.3 8.2 13.6 - 13.1 8.5 19.9

家族等に対する相談体制を充実させる 14.7 21.3 14.6 7.4 14.4 - 11.2 12.2 18.4

障害特性の理解や、適切な対応をするための知
識・方法を学ぶ家族向けプログラムを実施する

10.1 13.1 7.3 10.7 7.2 - 10.3 8.5 11.7

家族同士の交流や情報交換の場・機会をつくる 4.2 4.9 4.2 5.7 2.4 - 4.7 3.7 5.1

その他 1.4 1.6 - 1.6 2.4 100.0 2.8 - 1.5

特にない 10.5 11.5 8.3 9.0 13.6 - 12.1 8.5 12.8

無回答 54.1 36.9 67.7 59.0 57.6 - 55.1 63.4 42.3

年齢4区分別疾患群別
全体
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（９）地域で暮らすことの可能性と地域で暮らすための支援や環境（施設入所者のみ） 

①地域で暮らすことの可能性 

施設入所者が地域で暮らすことについて、「条件が整えば可能だと思う」が 27.8％、「難しいと

思う」が 59.9％となっている。 

 

 

※ベース：介助・援助者 

 

 

「条件が整えば地域での暮らしが可能」と回答した施設入所者が望ましいと思う地域での暮ら

し方は、「グループホームで共同生活」が 84.9％と最も多くなっている。 

 

 

※ベース：介助・援助者で「条件が整えば地域での暮らしが可能」と回答した人 

   

条件が整えば

可能だと思う

難しいと思う その他 わからない 無回答

（ n ）

( 309 )施設入所者 27.8 59.9 0.36.8 5.2

( ％ )

ひとり暮らし いまの家族と

一緒に暮らす

グループホー

ムで共同生活

その他 無回答

（ n ）

( 86 )施設入所者 4.7 7.0 84.9
3.5

-

( ％ )
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②地域で暮らすために必要な支援や環境 

施設入所者が地域で暮らすために必要な支援や環境について、「金銭管理の支援」が 70.9％と

最も多くなっている。 

 

 
※ベース：介助・援助者で「条件が整えば地域での暮らしが可能」と回答した人 

  

日常生活ができるための訓練をすること

施設や病院以外で暮らす体験が

できること

バリアフリーに対応した物件、グループ

ホームなどの住宅を充実させること

アパートなどの入居時に保証人に

なってくれる人がいること

自分の家の改修

ひとりで暮らすための手続きへの手助け

ひとりで暮らすための費用

家族の理解があること

介助者がいること

働いて収入が得られる、収入額が増える

こと

地域住民が障害・障害者に理解が

あること

困ったときに相談できる人がいること

ホームヘルパー、ショートステイなどの

福祉サービスが受けられること

休日・夜間の緊急時に受診できる

医療機関が身近にあること

障害者に理解のある不動産業者

（または貸主）

定期的に安否確認を受けられるサービス

家事などの生活力向上のための支援

金銭管理の支援

その他

特にない

無回答

45.3

22.1

25.6

19.8

2.3

17.4

18.6

43.0

69.8

17.4

55.8

62.8

31.4

47.7

24.4

30.2

41.9

70.9

5.8

1.2

4.7

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

日常生活ができるための訓練をすること

施設や病院以外で暮らす体験が
できること

バリアフリーに対応した物件、グループホームなどの住宅を充実させること

アパートなどの入居時に保証人に
なってくれる人がいること

自分の家の改修

ひと りで暮らすための手続きへの手助け

ひとりで暮らすための費用

家族の理解があること

介助者がいること

働いて収入が得られる、収入額が増えること

地域住民が障害・障害者に理解が
あること

困ったときに相談できる人がいること

ホームヘルパー、ショートステイなどの福祉サービスが受けられること

休日・夜間の緊急時に受診できる
医療機関が身近にあること

障害者に理解のある不動産業者
（または貸主）

定期的に安否確認を受けられるサービス

家事などの生活力向上のための支援

金銭管理の支援

その他

特にない

無回答 (n= 86 )
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【施設入所者の「施設からの退所が難しい理由」】（自由回答） 

主な回答内容は、次のとおりである。 

 

・重度の知的障害があるため 

・常時医療的ケアが必要なため 

・常時介護が必要なため 

・日常生活全般に支援が必要なため 

・本人の特性を理解してくれる支援者が 24 時間必要であるため 

・環境の変化に対応が難しく、現在の施設で落ちついて生活を送れているため 

・自立して一人で暮らすことが、能力的に難しいと思われるため 
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（１０）介助・援助者の障害者施策等に対する意見・要望（自由回答） 

主な回答内容は、次のとおりである。 

 

【身体障害者】 

（相談・情報提供） 

・障害別の情報提供、定期的な情報提供 

・個々の問題の解決に向けて関係機関につないでくれる窓口の整備 

（各種申請・手続き） 

・サービスの申請から提供までの簡略化、迅速化 

・オンライン申請の充実 

（各種サービス） 

・家族支援の充実 

・一時保護施設の充実 

・当事者ファーストの施策の推進 

・緊急時の支援体制の充実 

・学校卒業後の福祉サービスの充実 

（各種施設） 

・グループホームの増設 

（保育・教育） 

・オンライン授業の充実 

・副担任制の導入 

（社会参加・地域とのつながり） 

・バリアフリー化の促進 

（その他） 

・経済的支援の充実 

・親なき後の生活の支援 

 

【知的障害者】 

（相談・情報提供） 

・平日以外に相談できる窓口の整備 

・配信サービスによる情報提供 

・障害がある子どもの就学に関する情報（地域毎）の提供 

・分かりやすい情報提供 

（各種申請・手続き） 

・サービスの申請から提供までの簡略化、迅速化 

・オンライン申請の充実 

（各種サービス） 

・移動支援、居宅介護の時間上限の見直し 

・精神的な面での支援の充実 

・相談員が利用者をきめ細やかに支える体制の整備 

・人材の確保 
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・移動支援の充実 

・放課後等デイサービス、療育の充実 

・学習支援の充実 

（各種施設） 

・短期入所、一時預かり施設の増設 

・グループホームの増設 

・医ケア児のショートステイ先、グループホーム、入所施設の増設 

・重度障害者が入所できる長期入所施設の整備 

（保育・教育） 

・支援学級の増設、職員の増加 

・学童クラブへの必要な支援員の配置 

・中学生以降の長期休業中の預け先の支援 

（雇用・就労） 

・働く場の拡大 

（社会参加・地域とのつながり） 

・学校卒業後の選択肢の増加 

（その他） 

・経済的支援の充実 

・高齢の親と障害者がそれぞれのサービスを利用しながら一緒に暮せる仕組み 

・親なき後の生活の支援 

・きょうだい児への対応 

・区営住宅への障害者募集の新設 

・障害者を受けいれられる病院の増設 

・災害時の支援体制の充実 

・放課後、仕事後の居場所の充実 

・障害理解の啓発 

・保護者が仕事を続けられるための支援の充実 

・障害児の遊び場の充実 

・介護職等の人材育成、待遇改善 

 

【精神障害者】 

（各種申請・手続き） 

・申請窓口の一元化 

（各種施設） 

・相談支援事業所の受け入れの増加 

（雇用・就労） 

・個人にあった働く場の確保 

・障害者施設で働く職員への研修の増加 

・就労支援・相談の充実 
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（その他） 

・バリアフリー化の促進 

・経済的支援の充実 

・障害理解の啓発 

・親なき後の生活の支援 

 

【難病患者】 

（相談・情報提供） 

・分かりやすい情報提供 

（各種申請・手続き） 

・申請手続きの迅速化、簡素化 

（各種サービス） 

・隣接区と連携したサービスの提供 

・学校卒業後の支援の充実 

（雇用・就労） 

・特性を考慮した障害者枠の設置 

（社会参加・地域とのつながり） 

・バリアフリー化の促進 

（その他） 

・親なき後の生活の支援 

・経済的支援の充実 

・介助者への支援の充実 

 

【施設入所者】 

（相談・情報提供） 

・希望者へのメールによる情報提供 

（各種サービス） 

・重度障害者の方へのサービスの拡充 

・移動支援の充実 

（各種施設） 

・知的障害者が入院できる病院の確保 

・入所施設の増設 

（社会参加・地域とのつながり） 

・バリアフリー化の促進 

 

【児童発達支援事業利用者】 

（相談・情報提供） 

・受けられるサービス・手当の総合的な案内 

・就学前の学校に関する情報提供の充実 

・療育に関する情報提供の充実 

・気軽に相談や保護者と話す・情報交換ができる場の確保 
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（各種サービス） 

・５歳児健診の実施 

・移動支援の充実 

・居宅サービスの充実 

（各種施設） 

・放課後等デイサービスの増設・充実 

・児童発達支援施設の増設・人員の確保 

（保育・教育） 

・適切な保育を受けられる支援体制の充実 

・支援学級の充実 

・情緒級の新設 

・学童保育の充実 

（その他） 

・経済的支援の充実 

・「練馬区で障害者がどのように人生を過ごせるか」について学べる、子どもと参加できる勉強

会の開催 

・障害児の父親教育の実施 

・健常児との交流の促進 
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Ⅳ 調査結果の詳細（事業所調査） 

１ 事業所の基本情報 

（１）運営主体 

事業所の運営主体は、「企業（株式会社・有限会社等）」が 40.4％と最も多く、次いで「社会福

祉法人」が 27.1％、「特定非営利活動法人（NPO 法人）」が 22.9％となっている。 

 

 

 

 

（２）事業所の所在地 

事業所の所在地は、「練馬圏域」が 24.3％、「光が丘圏域」が 22.0％、「石神井圏域」が 28.4％、

「大泉圏域」が 22.5％となっている。 

 

 

 
 
（３）事業所の開始年度 

事業所の開始年度は、「平成」が 60.6％と最も多く、次いで「令和」が 27.5％、「昭和」が 4.6％

となっている。 

 

 

   

社会福祉法
人

医療法人 一般社団法
人・一般財
団法人

企業（株式
会社・有限
会社等）

特定非営利
活動法人
（ＮＰＯ法
人）

その他 無回答

（ n ）

( 218 )全体 27.1
1.8

1.4
40.4 22.9 5.5 0.9

( ％ )

練馬圏域 光が丘圏域 石神井圏域 大泉圏域 無回答

（ n ）

( 218 )全体 24.3 22.0 28.4 22.5 2.8

( ％ )

昭和 平成 令和 無回答

（ n ）

( 218 )全体 4.6 60.6 27.5 7.3

( ％ )
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（４）提供しているサービス（複数回答） 

提供しているサービスは、「居宅介護」が 29.4％と最も多く、次いで「重度訪問介護」が 24.3％、

「移動支援事業」が 16.1％となっている。 

 

 

  

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

行動援護

療養介護

生活介護

短期入所（ショートステイ）

重度障害者等包括支援

施設入所支援

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

就労定着支援

就労選択支援

自立生活援助

共同生活援助（グループホーム）

地域移行支援

地域定着支援

計画相談支援

児童発達支援

放課後等デイサービス

居宅訪問型児童発達支援

保育所等訪問支援

障害児相談支援

地域活動支援センター事業

移動支援事業

日中一時支援事業

その他

29.4

24.3

7.3

0.9

-

10.6

5.5

0.5

2.3

0.5

0.9

2.8

2.8

15.1

1.8

0.5

0.5

13.3

1.8

1.4

12.4

13.3

15.1

0.5

1.4

4.1

1.8

16.1

0.5

0.9

0 % 20 % 40 %

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

行動援護

療養介護

生活介護

短期入所（ショートステイ）

重度障害者等包括支援

施設入所支援

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ 型）

就労定着支援

就労選択支援

自立生活援助

共同生活援助（グループホーム）

地域移行支援

地域定着支援

計画相談支援

児童発達支援

放課後等デイ サービス

居宅訪問型児童発達支援

保育所等訪問支援

障害児相談支援

地域活動支援センター事業

移動支援事業

日中一時支援事業

その他

無回答

(n= 218 )
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提供しているサービスを、サービス分類別にみると、「訪問系サービス」が 31.7％と最も多く、

次いで「日中活動系サービス」が 25.2％、「障害児通所支援サービス」が 20.6％、「居住系サービ

ス」が 16.1％、「相談支援サービス」が 12.8％となっている。 

 

 

 

※事業所の分類 

この報告書において、各設問のクロス集計を行う際に、サービス分類別により傾向を比較する場

合には下記のとおり５つのカテゴリーに分類している。 

 

「訪問系サービス」・・・・・・・居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護、重度障害者等

包括支援、自立生活援助、移動支援事業 

「日中活動系サービス」・・・・・療養介護、生活介護、自立訓練（機能訓練）、自立訓練（生活

訓練）、就労移行支援、就労継続支援（A 型）、就労継続支援（B

型）、就労定着支援、就労選択支援、地域活動支援センター事

業、日中一時支援事業 

「居住系サービス」・・・・・・・共同生活援助（グループホーム）、短期入所（ショートステイ）、

施設入所支援 

「相談支援サービス」・・・・・・計画相談支援、地域移行支援、地域定着支援、障害児相談支援 

「障害児通所支援サービス」・・・児童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等訪問支援、 

                居宅訪問型児童発達支援 

 

  

訪問系サービス

日中活動系サービス

居住系サービス

相談支援サービス

障害児通所支援サービス

無回答

31.7

25.2

16.1

12.8

20.6

0.9

0 % 20 % 40 %

訪問系サービス

日中活動系サービス

居住系サービス

相談支援サービス

障害児通所支援サービス

無回答 (n= 218 )
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（５）事業所の定員（定員のあるサービスのみ） 

事業所の定員について、回答事業者数が最も多い「就労継続支援（B 型）」の平均値は 27.0 人

（中央値 20.0 人）となっている。次いで回答事業者数が多い「放課後等デイサービス」の平均値

は 9.6 人（中央値 10.0人）、「共同生活援助（グループホーム）」の平均値は 11.0人（中央値 9.0

人）となっている。 

（単位：人） 

サービス名 
回答 

事業者数 
平均値 中央値 最小値 最大値 

居宅介護 4 7.0 7.0 2.0 12.0 

重度訪問介護 5 8.4 6.0 3.0 21.0 

同行援護 1 6.0 6.0 6.0 6.0 

行動援護 1 10.0 10.0 10.0 10.0 

生活介護 16 33.1 20.0 6.0 120.0 

短期入所（ショートステイ） 7 2.0 1.0 1.0 4.0 

施設入所支援 2 30.0 30.0 10.0 50.0 

自立訓練（機能訓練） 1 10.0 10.0 10.0 10.0 

自立訓練（生活訓練） 2 12.0 12.0 10.0 14.0 

就労移行支援 7 11.4 10.0 6.0 20.0 

就労継続支援（Ａ型） 5 17.0 20.0 10.0 20.0 

就労継続支援（Ｂ型） 27 27.0 20.0 10.0 63.0 

就労定着支援 1 20.0 20.0 20.0 20.0 

就労選択支援 1 10.0 10.0 10.0 10.0 

共同生活援助（グループホーム） 25 11.0 9.0 4.0 28.0 

計画相談支援 1 70.0 70.0 70.0 70.0 

児童発達支援 17 11.7 10.0 5.0 63.0 

放課後等デイサービス 26 9.6 10.0 5.0 21.0 

障害児相談支援 1 70.0 70.0 70.0 70.0 

地域活動支援センター事業 1 20.0 20.0 20.0 20.0 

移動支援事業 1 5.0 5.0 5.0 5.0 

その他 1 5.0 5.0 5.0 5.0 

※回答のあったサービス・事業者のみ掲載 
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（６）事業所の利用者数 

事業所平均の利用者数と区民数は以下のとおりとなっている。 

（単位：人） 

サービス名 回答数 
１事業所平均利用者数 

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病 その他 

居宅介護 50 5.0 4.6 4.8 2.8 2.1 - 

重度訪問介護 35 4.5 4.0 1.3 2.0 2.2 - 

同行援護 8 28.7 - - - - 113.0 

行動援護 2 - 31.0 - - - - 

療養介護 1 - 2.0 - - - - 

生活介護 17 16 30.1 8.0 - - - 

短期入所（ショートステイ） 9 3.5 13.8 3.7 1.0 - - 

重度障害者等包括支援 1 - - - - 4.0 - 

施設入所支援 2 10.0 47.0 - - - - 

自立訓練（機能訓練） 1 3.0 - - - - - 

自立訓練（生活訓練） 2 1.0 10.0 2.0 - - - 

就労移行支援 6 2.0 2.2 3.5 1.0 - - 

就労継続支援（Ａ型） 5 3.0 10.5 10.5 - - - 

就労継続支援（Ｂ型） 31 1.8 18.3 16.6 4.3 - 12.5 

就労定着支援 4 - 7.7 2.0 - - - 

共同生活援助（グループホーム） 26 3.7 8.4 10.8 1.0 - - 

地域移行支援 1 8.0 2.0 1.0 - - - 

計画相談支援 18 10.5 64.6 40.3 3.8 2.8 - 

児童発達支援 24 7.2 10.1 - 33.8 5.0 23.7 

放課後等デイサービス 29 10.3 17.9 1.0 15.5 1.0 14.6 

保育所等訪問支援 1 - - - - 16.0 - 

障害児相談支援 5 3.3 43.8 - 51.5 1.0 - 

地域活動支援センター事業 2 2.0 6.5 93.0 2.0 1.0 6.0 

移動支援事業 26 2.7 4.9 1.5 3.0 1.5 1.0 

その他 2 13.0 23.0 187.0 24.0 3.0 29.0 

※回答のあったサービスのみ掲載 
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（単位：人） 

サービス名 回答数 
１事業所平均利用者数（区民） 

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病 その他 

居宅介護 50 4.3 3.8 4.2 2.5 1.3 - 

重度訪問介護 35 2.0 1.7 1.0 2.0 0.8 - 

同行援護 8 19.3 - - - - 83.0 

行動援護 2 - 1.0 - - - - 

療養介護 1 - 0.0 - - - - 

生活介護 17 14.8 25.1 6.0 - - - 

短期入所（ショートステイ） 9 2.5 12.8 2.3 0.0 - - 

重度障害者等包括支援 1 - - - - 1.0 - 

施設入所支援 2 6.0 7.0 - - - - 

自立訓練（機能訓練） 1 3.0 - - - - - 

自立訓練（生活訓練） 2 1.0 10.0 2.0 - - - 

就労移行支援 6 2.0 2.0 2.8 0.0 - - 

就労継続支援（Ａ型） 5 1.0 8.0 6.8 - - - 

就労継続支援（Ｂ型） 31 0.4 13.6 8.6 2.7 - 0.0 

就労定着支援 4 - 7.0 2.0 - - - 

共同生活援助（グループホーム） 26 3.0 6.7 5.5 0.0 - - 

地域移行支援 1 4.0 1.0 1.0 - - - 

計画相談支援 18 10.0 57.6 28.5 3.8 2.6 - 

児童発達支援 24 5.5 10.0 - 32.4 5.0 20.3 

放課後等デイサービス 29 10.2 12.5 1.0 11.9 0.5 8.9 

保育所等訪問支援 1 - - - - 14.0 - 

障害児相談支援 5 3.3 43.0 - 51.0 1.0 - 

地域活動支援センター事業 2 2.0 6.5 93.0 2.0 1.0 4.0 

移動支援事業 26 2.3 4.2 1.3 1.3 1.0 1.0 

その他 2 12.0 22.0 178.0 23.0 3.0 28.0 

※回答のあったサービスのみ掲載 
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（７）医療的ケアが必要な方の受け入れ 

医療的ケアが必要な方の受け入れは「すでに受け入れている」が 22.9％、「現在受け入れてい

ないが、希望があれば受け入れる」が 10.1％、「できない」が 64.2％となっている。 

サービス分類別にみると、「すでに受け入れている」と回答した事業所は、訪問系サービスでは

36.2％、日中活動系サービスでは 16.4％、居住系サービスでは 8.6％、相談支援サービスでは

25.0％、障害児通所支援サービスでは 24.4％となっている。 

 

 
 
（８）医療的ケアが必要な方の受け入れに必要なこと 

医療的ケアが必要な方を受け入れるために必要なことは、「職員の研修」が 76.1％と最も高く、

次いで「医療機関との連携強化」が 68.8％、「職員の加配」が 64.2％となっている。 

 

 

 

  

すでに受け入れて
いる

現在受け入れてい
ないが、希望があ
れば受け入れる

できない 無回答

（ n ）

( 218 )

( 69 )

( 55 )

( 35 )

( 28 )

( 45 )

相談支援サービス

障害児通所支援
サービス

全体

訪問系サービス

日中活動系サービ
ス

居住系サービス

22.9

36.2

16.4

8.6

25.0

24.4

10.1

15.9

3.6

5.7

17.9

6.7

64.2

46.4

76.4

85.7

50.0

64.4

2.8

1.4

3.6

-

7.1

4.4

( ％ )

医療機関との連携強化

施設の改修

必要機材の購入

職員の加配

職員の研修

その他

無回答

68.8

29.4

47.2

64.2

76.1

7.3

7.8

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

医療機関と の連携強化

施設の改修

必要機材の購入

職員の加配

職員の研修

その他

無回答 (n= 218 )
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（９）事業所の職員数 

職員数は、常勤では「５人未満」が 55.0％と最も高く、次いで「５～10 人未満」が 25.2％、

「10～20 人未満」が 8.3％となっている。平均職員数は 6.2 人となっている。 

非常勤では「５人未満」が 33.0％と最も高く、次いで「５～10 人未満」「10～20 人未満」がと

もに 22.0％となっている。平均職員数は 10.3人となっている。 

 

 

  

５人未満 ５～10人未

満

10～20人未

満

20～40人未

満

40人以上 無回答

（ n ）

( 218 ) 15.0

( 218 ) 6.2

( 218 ) 10.3非常勤

平均

職員

数

（人）

合計職員数

常勤

17.9

55.0

33.0

29.4

25.2

22.0

31.2

8.3

22.0

12.4

3.2

6.4

6.0

1.8

2.8

3.2

6.4

13.8

( ％ )
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（１０）職種別の職員数 

職種別の職員数は、「６人以上」が生活支援員では 21.6％、介護職員では 20.6％と最も多くな

っている。 

 

 

  

１人 ２～５人 ６人以上 無回答

（ n ）

( 218 )

( 218 )

( 218 )

( 218 )

( 218 )

( 218 )

( 218 )

( 218 )

( 218 )

( 218 )

( 218 )

( 218 )

( 218 )

サービス管理責任者・サー

ビス提供責任者・児童発達

支援管理責任者

生活支援員

介護職員（ヘルパー）

事務職員

管理者

医師・嘱託医

その他

相談支援専門員

看護師

栄養士

理学療法士

作業療法士

職業指導員

5.0

-

52.8

6.0

9.2

6.9

2.8

3.7

6.0

18.8

48.2

4.6

7.8

18.3

8.3

22.0

8.7

7.3

0.9

4.6

0.9

9.2

7.8

0.5

2.8

12.8

21.6

20.6

1.8

0.5

2.8

-

0.5

0.5

5.5

-

-

0.5

8.7

55.0

71.1

23.4

84.9

80.7

92.2

92.2

95.0

79.4

73.4

51.4

92.2

70.6

( ％ )



277 

 

（１１）経験年数別の職員数 

経験年数別の職員数は、どの経験年数においても「５人未満」が最も多くなっている。「５年以

上 10 年未満」では「５～10 人未満」が 17.9％、「10 年以上」では「5～10 人未満」が 17.0％と

なっている。 

 

 

  

５人未満 ５～10人未満 10～20人未満 20人以上 無回答

（ n ）

( 218 ) 1.7

( 218 ) 3.8

( 218 ) 4.0

( 218 ) 3.1

( 218 ) 4.4

( 218 ) 7.0

６か月未満

６か月以上１年未満

１年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上

平均

職員

数

（人）

27.5

30.7

44.0

45.9

44.5

37.2

1.4

2.8

8.7

7.8

17.9

17.0

0.5

-

3.2

3.7

5.0

11.5

0.5

1.4

0.5

0.5

1.4

5.5

70.2

65.1

43.6

42.2

31.2

28.9

( ％ )
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２ 運営状況について 

（１）事業所の平均的な利用率（利用定員が定められている事業所） 

平均的な利用率は、「80％未満」が 35.9％、「80～89％」が 23.4％、「90～99％」が 19.5％、

「100％以上」が 9.4％となっている。 

サービス分類別にみると、日中活動系サービスでは「80％未満」が 56.0％となっている。 

 

※ベース：利用定員が“定められている”事業所 

 

（２）事業の収支状況 

令和６年度の事業の収支状況は、「黒字だった」が 26.1％、「ほぼ収支が均衡した」が 25.2％、

「大幅な赤字だった」が 13.8％、「やや赤字だった」が 11.0％となっている。 

サービス分類別にみると、「黒字だった」と回答した事業所は、日中活動系サービスでは 30.9％、

居住系サービスでは 34.3％、障害児通所支援サービスでは 31.1％となっている。 

 

80％未満 80～89％ 90～99％ 100％以上 無回答

（ n ）

( 128 )

( 6 )

( 50 )

( 30 )

( 7 )

( 43 )

相談支援サービス

障害児通所支援
サービス

全体

訪問系サービス

日中活動系サービ
ス

居住系サービス

35.9

-

56.0

36.7

28.6

16.3

23.4

16.7

16.0

13.3

28.6

37.2

19.5

-

16.0

26.7

14.3

23.3

9.4

-

2.0

10.0

-

18.6

11.7

83.3

10.0

13.3

28.6

4.7

( ％ )

黒字だった ほぼ収支が
均衡した

やや赤字
だった

大幅な赤字
だった

その他 無回答

（ n ）

( 218 )

( 69 )

( 55 )

( 35 )

( 28 )

( 45 )

相談支援サービス

障害児通所支援
サービス

全体

訪問系サービス

日中活動系サービ
ス

居住系サービス

26.1

21.7

30.9

34.3

3.6

31.1

25.2

27.5

27.3

20.0

21.4

24.4

11.0

17.4

3.6

14.3

10.7

11.1

13.8

8.7

10.9

11.4

17.9

15.6

6.0

4.3

10.9

5.7

10.7

2.2

17.9

20.3

16.4

14.3

35.7

15.6

( ％ )
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（３）収支状況が黒字または赤字の理由 

収支状況が黒字または赤字の理由は、「利用者の増加または減少」が 36.7％と最も多く、次い

で「必要経費（人件費）の増加または減少」が 36.2％、「必要経費（事務経費、光熱水費等人件

費以外）の増加または減少」が 30.7％となっている。 

（単位：％） 

 

  

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 218 69 55 35 28 45

サービス報酬の改定 28.4 20.3 45.5 20.0 14.3 33.3

最低賃金の改定 12.8 13.0 14.5 17.1 3.6 6.7

利用者の増加または減少 36.7 34.8 40.0 31.4 17.9 42.2

必要経費（人件費）の増加または減少 36.2 36.2 29.1 51.4 39.3 31.1

必要経費（事務経費、光熱水費等人
件費以外）の増加または減少

30.7 31.9 27.3 28.6 39.3 26.7

採用関連費用の増加（人材派遣会社
の手数料、求人広告費など）

11.5 14.5 3.6 20.0 10.7 13.3

その他 18.8 13.0 16.4 17.1 28.6 20.0

無回答 19.3 20.3 25.5 20.0 28.6 13.3
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（４）事業を運営する上での課題（複数回答） 

事業を運営する上での課題は、「スタッフの確保」が 57.3％と最も多く、次いで「スタッフの

人材育成」が 46.3％、「責任者など中堅人材の確保・育成」が 35.8％となっている。 

（単位：％） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 218 69 55 35 28 45

新規利用者の獲得が困難 27.1 23.2 41.8 34.3 17.9 11.1

利用者一人あたりの利用量が少ない 17.0 11.6 29.1 17.1 3.6 11.1

設備・スタッフなどが不足し、量的に
利用者のニーズに応えられない

29.8 31.9 30.9 31.4 42.9 31.1

利用者や家族がサービスをよく理解
していない

7.3 8.7 5.5 8.6 3.6 4.4

利用者の心身状態の把握が難しい 10.1 2.9 12.7 20.0 17.9 2.2

利用者からの苦情や事故への対応 3.2 2.9 1.8 11.4 3.6 -

訪問や送迎が非効率（エリアが広い
等）

11.0 11.6 9.1 2.9 10.7 20.0

スタッフの確保 57.3 60.9 49.1 65.7 39.3 68.9

スタッフが短期間で離職してしまう 11.9 10.1 7.3 28.6 7.1 15.6

スタッフの人材育成 46.3 31.9 52.7 65.7 35.7 48.9

責任者など中堅人材の確保・育成 35.8 24.6 38.2 42.9 28.6 46.7

他のサービス事業所との競合が
激しい

8.7 8.7 14.5 8.6 - -

他のサービス事業所との連携 7.8 2.9 9.1 11.4 14.3 6.7

医療機関との連携 10.1 4.3 9.1 11.4 17.9 8.9

自立支援給付費等のサービスの報酬
が低い

21.6 18.8 21.8 28.6 21.4 15.6

医療的ケアへの対応 8.3 11.6 7.3 2.9 10.7 6.7

その他 9.6 8.7 9.1 5.7 10.7 11.1

特に課題はない 1.8 2.9 1.8 2.9 - -

無回答 5.0 4.3 5.5 5.7 14.3 -
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３ 人材確保・人材育成について 

（１）職員の過不足 

職員の過不足について、“不足している”（「大変不足している」、「不足している」、「やや不足し

ている」の合計）と回答した事業所が６割を超えている。「適当である」と回答した事業所は 33.0％

となっている。 

サービス分類別にみると、訪問系サービスでは約８割、日中活動系サービスでは約６割が“不

足している”と回答している。 

 

 

 

 

 

  

大変不足し
ている

不足してい
る

やや不足し
ている

適当である 過剰である 無回答

（ n ）

( 218 )

( 69 )

( 55 )

( 35 )

( 28 )

( 45 )

相談支援サービス

障害児通所支援
サービス

全体

訪問系サービス

日中活動系サービ
ス

居住系サービス

11.0

21.7

7.3

8.6

3.6

8.9

26.6

40.6

20.0

20.0

42.9

17.8

26.1

15.9

29.1

25.7

21.4

35.6

33.0

14.5

43.6

40.0

28.6

37.8

1.4

1.4

-

5.7

3.6

-

1.8

5.8

-

-

-

-

( ％ )
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（２）不足している職員の職種（複数回答） 

不足している職員の職種は、「介護職員（ヘルパー）」が 30.9％と最も多く、次いで「生活支援

員」が 25.9％、「サービス管理責任者・サービス提供責任者・児童発達支援管理責任者」が 11.5％

となっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：職員が“不足している”事業所 

  

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 139 54 31 19 19 28

生活支援員 25.9 - 58.1 73.7 15.8 28.6

介護職員（ヘルパー） 30.9 72.2 3.2 10.5 5.3 3.6

サービス管理責任者・サービス提供
責任者・児童発達支援管理責任者

11.5 25.9 3.2 - 10.5 3.6

相談支援専門員 7.2 - 3.2 - 52.6 -

看護師 9.4 3.7 16.1 10.5 15.8 17.9

栄養士 - - - - - -

理学療法士 2.9 - 3.2 - 10.5 10.7

作業療法士 2.2 - - - 5.3 10.7

職業指導員 9.4 1.9 22.6 - 10.5 14.3

事務職員 3.6 - 6.5 5.3 10.5 3.6

管理者 1.4 1.9 - - - 3.6

医師・嘱託医 0.7 - - - 5.3 3.6

その他 10.1 - 12.9 21.1 - 21.4

無回答 13.7 22.2 12.9 - 5.3 10.7
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＜職種ごとの不足数＞ 

 

 

 

 

    

１人 ２人 ３～５人 ６人以上

（ n ）

( 36 )

( 43 )

( 16 )

( 10 )

( 13 )

( - )

( 4 )

( 3 )

( 13 )

( 5 )

( 2 )

( 1 )

( 14 )

サービス管理責任者・サー

ビス提供責任者・児童発達

支援管理責任者

生活支援員

介護職員（ヘルパー）

事務職員

管理者

医師・嘱託医

その他

相談支援専門員

看護師

栄養士

理学療法士

作業療法士

職業指導員

33.3

4.7

50.0

70.0

53.8

100.0

100.0

53.8

80.0

100.0

-

78.6

25.0

23.3

6.3

10.0

7.7

-

-

-

20.0

-

100.0

14.3

-

11.6

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

19.4

30.2

43.8

20.0

30.8

-

-

38.5

-

-

-

7.1

( ％ )
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（３）職員の不足による運営の支障（複数回答） 

職員の不足による運営の支障としては、「利用者の受け入れを減らしている」が 37.4％と最も

多く、次いで「サービスの量・質の低下を招き、利用者のニーズに応えきれなくなっている」が

36.7％、「職員は不足しているが、特に事業所の運営に支障はない」が 19.4％となっている。 

サービス分類別にみると、訪問系サービスでは半数以上が「利用者の受け入れを減らしている」

と回答している。 

（単位：％） 

 

※ベース：職員が“不足している”と回答した事業所 

  

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 139 54 31 19 19 28

事業の縮小を余儀なくされている 10.1 18.5 - - 5.3 10.7

事業の継続が困難になっている 11.5 11.1 12.9 5.3 10.5 14.3

サービスの量・質の低下を招き、利用
者のニーズに応えきれなくなっている

36.7 31.5 45.2 57.9 42.1 35.7

利用者の受け入れを減らしている 37.4 61.1 9.7 5.3 31.6 42.9

配置欠如減算により収入が減ってい
る

6.5 1.9 6.5 5.3 5.3 14.3

その他 14.4 3.7 35.5 15.8 10.5 14.3

職員は不足しているが、特に事業所
の運営に支障はない

19.4 11.1 25.8 21.1 21.1 17.9

無回答 2.9 5.6 - - - 3.6
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（４）過去 1年間の採用者数（新規採用・未経験者・経験者）・退職者数 

運営法人における過去 1 年間の採用者数（新規採用・未経験者・経験者）、退職者数は以下のと

おりとなっている。 

（単位：人） 

職種 雇用形態 
回答 

事業所数 
採用者数 離職者数 

離職者の勤務年数 

１年未満 
１年以上

３年未満 
３年以上 

障害児者 

支援施設 

職員 

無期 64 43 27 21 4 3 

有期 58 30 10 4 4 1 

障害児者居

宅介護従事

者（ホーム

ヘルパー） 

無期 66 32 14 3 3 10 

有期 60 144 30 15 5 8 

生活支援員 

無期 75 55 32 9 9 16 

有期 79 69 50 29 10 13 

相談支援 

専門員 

無期 61 3 2 - - 3 

有期 58 - - - - - 

ガイド 

ヘルパー 

無期 49 15 3 - - - 

有期 47 - - - - - 

OT・ST・PT

等 

無期 50 13 2 - - 1 

有期 49 1 1 - - - 

看護職員 

無期 53 22 4 1 - - 

有期 51 4 2 - 1 - 

サービス 

提供責任者 

サービス 

管理責任者 

無期 69 13 5 - 3 4 

有期 63 8 4 3 - 1 
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（５）人材確保のための取組（複数回答） 

人材確保のための取組は、「インターネットの求人サイトを利用した」「ハローワークを通じて

募集した」がともに 45.0％と最も多く、次いで「知人経由・人づてで探した」が 34.9％、「求人

誌などに人材広告を掲載した」が 26.1％となっている。 

サービス分類別にみると、日中活動系サービスでは約６割が「ハローワークを通じて募集した」

と回答している。 

（単位：％） 

 
 

 

（６）処遇改善加算の取得 

処遇改善加算は、「取得した」が 78.0％、「取得していない」が 14.2％、「現在申請している」

が 1.8％となっている。 

 

 

  

全体 訪問系サービス
日中活動系

サービス
居住系サービス

相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 218 69 55 35 28 45

求人誌などに人材広告を掲載した 26.1 31.9 20.0 22.9 21.4 35.6

インターネットの求人サイトを利用した 45.0 46.4 45.5 45.7 32.1 53.3

人材募集のチラシを配布した 17.4 20.3 18.2 25.7 10.7 8.9

ハローワークを通じて募集した 45.0 40.6 56.4 45.7 28.6 48.9

福祉専門学校等で求人を行った 7.3 5.8 7.3 8.6 7.1 11.1

練馬福祉人材育成・研修センターの
人材確保事業を利用した

10.1 13.0 12.7 17.1 7.1 2.2

人材紹介会社を活用した（紹介手数
料を支払って採用）

17.4 20.3 14.5 22.9 14.3 17.8

人材派遣会社を通じて職員を確保し
た

7.8 1.4 16.4 22.9 3.6 4.4

知人経由・人づてで探した 34.9 37.7 25.5 31.4 25.0 51.1

ボランティアを受け入れた 10.6 1.4 20.0 11.4 3.6 15.6

勤務条件（夜勤回数、勤務時間帯な
ど）を改善した

7.8 5.8 5.5 14.3 7.1 8.9

給与・報酬を改善した 24.8 26.1 30.9 20.0 25.0 24.4

福利厚生（育休、介護休暇など）を改
善した

8.3 8.7 7.3 11.4 7.1 8.9

外国人材の活用 6.9 10.1 5.5 17.1 7.1 -

その他 5.5 4.3 3.6 5.7 7.1 11.1

特にしていない 11.5 7.2 12.7 5.7 28.6 4.4

無回答 4.1 7.2 - 2.9 7.1 2.2

取得した 取得していない 現在申請している 無回答

（ n ）

( 218 )全体 78.0 14.2 1.8 6.0

( ％ )
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（７）人材育成のための取組（複数回答） 

人材育成のための取組は、「事業所での研修実施」が 76.6％と最も多く、次いで「外部研修へ

の参加支援（費用面など）」が 54.6％、「研修計画の策定」が 53.2％となっている。 

サービス分類別にみると、訪問系サービス、日中活動系サービス、居住系サービス、障害児通

所支援サービスでは「事業所での研修実施」がそれぞれ 71.0％、83.6％、85.7％、80.0％と最も

多くなっている。相談支援サービスでは「外部研修への参加支援（費用面など）」が 71.4％と最

も多くなっている。 

（単位：％） 

 

 

 
（８）人材育成に取り組んでいない理由 

人材育成に取り組んでいない理由は、「業務が忙しく、人材育成に割く時間がない」が最も多く

なっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：人材育成に取り組んでいないと回答した事業所 

  

全体 訪問系サービス
日中活動系

サービス
居住系サービス

相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 218 69 55 35 28 45

資格取得のための支援（費用面など） 48.6 58.0 52.7 45.7 32.1 53.3

外部研修への参加支援（費用面など） 54.6 34.8 69.1 65.7 71.4 64.4

事業所での研修実施 76.6 71.0 83.6 85.7 60.7 80.0

研修計画の策定 53.2 44.9 63.6 54.3 42.9 62.2

スキルアップに対し報酬制度を設置 27.1 23.2 21.8 34.3 17.9 33.3

中堅・ベテラン職員に育成を経験させ
る

24.3 11.6 29.1 25.7 25.0 42.2

その他 3.7 - 3.6 8.6 7.1 4.4

特に取り組んでいない 1.8 1.4 3.6 - 3.6 -

無回答 2.8 5.8 - - 7.1 -

全体 訪問系サービス
日中活動系

サービス
居住系サービス

相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 4 1 2 - 1 -

人材が不足しており、研修に職員を参
加させる余裕がない

25.0 - - - 100.0 -

研修にかかる費用を負担できない 25.0 - 50.0 - - -

業務が忙しく、人材育成に割く時間が
ない

100.0 100.0 100.0 - 100.0 -

その他 - - - - - -

無回答 - - - - - -
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（９）早期離職防止や定着促進のための取組 

早期離職防止や定着促進のための取組については、「労働時間（時間帯・総労働時間）の希望」

が 60.6％と最も多く、次いで「能力や仕事ぶりを評価し、配置や処遇に反映している」が 45.0％、

「育児・介護などの休暇制度の活用を推奨している」が 44.5％となっている。 

サービス分類別にみると、訪問系サービス、居住系サービスでは「労働時間（時間帯・総労働

時間）の希望」がそれぞれ 63.8％、54.3％と最も多くなっている。日中活動系サービスでは「育

児・介護などの休暇制度の活用を推奨している」が 63.6％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 

  

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 218 69 55 35 28 45

労働時間（時間帯・総労働時間）の
希望

60.6 63.8 50.9 54.3 46.4 73.3

育児・介護などの休暇制度の活用を
推奨している

44.5 31.9 63.6 48.6 42.9 46.7

能力や仕事ぶりを評価し、配置や
処遇に反映している

45.0 39.1 47.3 48.6 39.3 51.1

心身の健康管理に力を入れている 31.7 26.1 30.9 42.9 28.6 35.6

福利厚生を充実させ、職場内の交流
を深めている

15.6 18.8 7.3 22.9 10.7 15.6

キャリアに応じた給与体系を整備して
いる

37.2 36.2 29.1 45.7 42.9 35.6

新人の指導担当・アドバイザーを
置いている

16.1 10.1 14.5 22.9 14.3 22.2

子育て支援を行っている 15.1 7.2 21.8 17.1 7.1 17.8

その他 5.0 7.2 5.5 2.9 3.6 2.2

特にしていない 6.4 4.3 5.5 8.6 14.3 4.4

無回答 2.8 2.9 1.8 - 3.6 4.4
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（１０）過去 1年間に参加した研修内容（複数回答） 

過去１年間に参加した研修内容は、「障害者の権利擁護に関する研修」が 67.0％と最も多く、

次いで「都が実施する集団指導」が 63.3％、「区が実施する集団指導」が 58.7％となっている。 

（単位：％） 

 

  

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 218 69 55 35 28 45

障害福祉サービス制度全般に関する
研修

50.9 43.5 61.8 57.1 46.4 51.1

障害者の権利擁護に関する研修 67.0 56.5 72.7 77.1 71.4 68.9

職場のメンタルヘルスに関する研修 36.7 36.2 49.1 37.1 28.6 24.4

苦情対応に関する研修 20.6 27.5 21.8 11.4 25.0 8.9

成年後見制度に関する研修 7.8 5.8 16.4 5.7 10.7 2.2

自立支援給付の請求に関する説明
会・研修

7.8 7.2 10.9 14.3 - -

利用者支援等に係る実務研修 28.0 4.3 47.3 37.1 28.6 35.6

障害の特性に関する研修 50.9 24.6 61.8 65.7 64.3 64.4

サービス管理責任者指導者養成・児
童発達支援管理責任者研修

29.8 4.3 50.9 42.9 17.9 42.2

相談支援従事者指導者養成研修 6.0 - 7.3 2.9 28.6 8.9

都が実施する集団指導 63.3 59.4 76.4 62.9 32.1 64.4

区が実施する集団指導 58.7 53.6 69.1 62.9 53.6 51.1

その他 6.4 4.3 5.5 14.3 7.1 6.7

参加した研修はない 1.8 2.9 - - 3.6 4.4

無回答 2.8 5.8 1.8 5.7 3.6 2.2
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（１１）練馬福祉人材育成・研修センターの利用 

練馬福祉人材育成・研修センターについて、「一部効果がある」が 33.0％と最も多く、次いで

「効果がある」が 28.4％、「センターを利用したことがない」が 19.3％となっている。 

 

 

 
 
（１２）練馬福祉人材育成・研修センターを利用したことがない理由 

練馬福祉人材育成・研修センターを利用したことがない理由について、「利用したいが時間的

余裕がない」が 47.6％と最も多く、次いで「利用したいが代替職員が確保できない」が 33.3％、

「センターがあることを知らなかった」が 28.6％となっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：練馬福祉人材育成・研修センターを利用したことがないと回答した事業所 

  

効果がある 一部効果が
ある

あまり効果
がない

効果がない センターを利
用したことが
ない

わからない 無回答

（ n ）

( 218 )全体 28.4 33.0
3.7

0.5
19.3 8.7 6.4

( ％ )

全体 訪問系サービス
日中活動系

サービス
居住系サービス

相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 42 16 5 8 1 12

センターがあることを知らなかった 28.6 31.3 40.0 37.5 - 16.7

利用方法がわからない 21.4 12.5 20.0 25.0 - 33.3

利用したい研修内容がない 16.7 6.3 20.0 25.0 - 25.0

利用したいが時間的余裕がない 47.6 56.3 40.0 25.0 - 58.3

利用したいが代替職員が確保できな
い

33.3 31.3 60.0 - - 50.0

その他 4.8 - - 12.5 100.0 -

無回答 - - - - - -
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（１３）人材確保・人材育成について、練馬区に取り組んでほしいこと（複数回答） 

「練馬福祉人材育成・研修センターの研修内容の充実（オンラインの充実等）」が 60.1％と最

も多く、次いで「人材確保のための経費補助（採用経費等）」が 47.7％、「資格取得のための研修

費用助成の充実」が 42.7％となっている。 

 

  

  

練馬福祉人材育成・研修センターの研
修内容の充実（オンラインの充実等）

練馬福祉人材育成・研修センターの
人材確保事業の充実

資格取得のための研修費用助成の充実

人材確保のための経費補助
（採用経費等）

その他

無回答

60.1

29.4

42.7

47.7

3.2

6.9

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

練馬福祉人材育成・研修センタ ーの研修内容の充実（オンラインの充実等）

練馬福祉人材育成・研修センタ ーの
人材確保事業の充実

資格取得のための研修費用助成の充実

人材確保のための経費補助
（採用経費等）

その他

無回答 (n= 218 )
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４ サービスの提供状況について 

（１）サービスの提供状況 

サービスの提供状況（提供可能量と実際の提供量）について、１事業所あたりの１か月平均の

回答平均値は以下のとおりとなっている。 

 

サービス名 回答数 

１か月平均の 

サービス 

提供可能量 

（１事業所あたり） 

１か月平均の 

実際の 

サービス提供量 

（１事業所あたり） 
単位 

回答平均値 回答平均値 

居宅介護 37 181.1 168.4 時間 

重度訪問介護 23 1086.1 1004.6 時間 

同行援護 8 735.9 494.1 時間 

行動援護 2 337.5 327.5 時間 

生活介護 16 470.4 427.1 日 

短期入所（ショートステイ） 7 60.6 64.7 日 

重度障害者等包括支援 2 636.0 161.0 時間 

施設入所支援 4 1063.3 1053.8 人 

自立訓練（機能訓練） 1 20.0 20.0 日 

自立訓練（生活訓練） 2 21.5 21.0 日 

就労移行支援 4 36.0 36.0 日 

就労継続支援（Ａ型） 5 367.6 254.2 日 

就労継続支援（Ｂ型） 30 151.3 120.4 日 

就労定着支援 2 20.0 20.0 日 

就労選択支援 1 6.0 3.0 人 

共同生活援助（グループホーム） 22 111.3 104.6 人 

地域移行支援 3 1.3 0.7 人 

地域定着支援 2 1.0 0.0 人 

計画相談支援 18 26.0 24.1 人 

児童発達支援 24 65.6 51.2 日 

放課後等デイサービス 28 87.1 72.4 日 

居宅訪問型児童発達支援 1 20.0 0.0 日 

保育所等訪問支援 2 18.0 18.0 日 

障害児相談支援 6 14.3 11.2 人 

地域活動支援センター事業 3 20.7 20.7 日 

移動支援事業 26 98.8 100.3 時間 

※回答のあったサービスのみ掲載 

※単位が「時間」または「日」の場合は、「延べ時間」または「延べ日数」 

※単位が「人」の場合は、実人数  
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（２）サービスを提供しようとしてできなかったこと 

これまでにサービスを提供しようとしてできなかったことについて、「ある」と回答した事業

所は 19.7％、「ない」と回答した事業所は 61.9％となっている。 

サービス分類別にみると、訪問系サービス、相談支援サービス、障害児通所支援サービスでは

「ある」が２割を超えており他のサービスと比べて多くなっている。 

 

 

 

 

（３）サービスを提供しようとしてできなかった理由（自由回答） 

主な回答内容は、次のとおりである。 

 

・人員不足のため 

・職員の体調不良のため 

・送迎の都合や利用時間が利用者の希望に合わなかったため 

・職員の感染症罹患（インフルエンザ）により、人員配置ができなかったため 

・急な依頼（当日など）で、対応できる職員がいなかったため 

・他のサービスと重なってしまい調整が困難だったため 

 

  

ある ない 無回答

（ n ）

( 218 )

( 69 )

( 55 )

( 35 )

( 28 )

( 45 )

相談支援サービス

障害児通所支援
サービス

全体

訪問系サービス

日中活動系サービ
ス

居住系サービス

19.7

26.1

14.5

17.1

25.0

22.2

61.9

42.0

74.5

71.4

60.7

62.2

18.3

31.9

10.9

11.4

14.3

15.6

( ％ )
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（４）特定相談支援事業所の指定を取る予定の有無 

特定相談支援事業所の指定について、「今後、指定をとる予定である」と回答した事業所は

5.0％、「指定をとる予定はない」と回答した事業所は 63.8％となっている。 

 

 

※ベース：指定特定相談支援事業所以外の事業所 

 
 
（５）特定相談支援事業所の指定を取る予定がない理由（複数回答） 

特定相談支援事業所の指定を取る予定がない理由は、「職員体制が整わない」が 57.6％と最も

多く、次いで「相談支援専門員がいない」が 39.6％、「収益性の確保ができない」が 36.0％とな

っている。 

（単位：％） 

 

※ベース：今後、特定相談支援事業所の指定をとる予定はないと回答した事業所 

   

今後、指定をとる予定であ
る

指定をとる予定はない 無回答

（ n ）

( 218 )全体 5.0 63.8 31.2

( ％ )

全体 訪問系サービス
日中活動系

サービス
居住系サービス

相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 139 40 42 24 5 32

職員体制が整わない 57.6 52.5 52.4 66.7 60.0 71.9

相談支援専門員がいない 39.6 45.0 33.3 45.8 20.0 34.4

指定の取り方がわからない 10.1 10.0 4.8 8.3 - 18.8

資金の調達ができない 12.9 5.0 16.7 29.2 - 9.4

事業所の場所の確保ができない 25.9 17.5 38.1 33.3 20.0 15.6

収益性の確保ができない 36.0 27.5 54.8 37.5 40.0 28.1

その他 14.4 5.0 26.2 16.7 - 12.5

無回答 9.4 10.0 2.4 12.5 20.0 9.4
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（６）福祉サービス・介護保険サービス以外に行っている、または今後実施したいサービ

ス（複数回答） 

福祉サービス・介護保険サービス以外に行っている、または今後実施したいサービスについて

は、「居場所の提供」が 21.6％と最も多く、次いで「講座等の区民への障害理解啓発活動」が 18.8％、

「社会教育の機会の提供」が 15.1％となっている。なお、「行っていない」が 35.8％となってい

る。 

（単位：％） 

 

 

（７）障害福祉サービス・介護保険サービス以外に行っている、または今後行いたいサー

ビス、地域連携、社会貢献活動の具体的内容（自由回答） 

主な回答内容は、次のとおりである。 

 

・農家の規格外野菜を利用した加工品製造・販売、農家との連携 

・中学生の職場体験・小学校の町探険、人権学習の見学・地域清掃活動・行事への地域の方々

の招待 

・保護者向け、関係機関の職員向けの研修、講座 

・地域での居場所事業、高齢者、精神疾患のある方の家族支援、子育て支援 

・街かどケアカフェ（月１回イベント）・出張授業 

・フードパントリー 

・地域の子供たちむけに夏休みものづくり教室の開催。包括センター等への出張販売。 

・近隣小学校での交流授業の実施 大学でのプログラム実施、区内イベントでのブース出展、障

害者の生涯学習を推進するためのイベント開催 

・グループホームで生活していても日中活動をしていて本当にそこが合うのかが分からない子

たちのために将来Ｂ型作業所をつくりたい。健常者の方も来れるような地域連携のあるもの

を行いたい。 

・特別な行事などがなくても仲間と過ごせる居場所づくりを行っていきたい。 

・練馬区民祭りへの参加、基幹センターなどと協働してのイベント等への参加などあるとよい。 

・当事業所で家族会を開催したいと思っている。また、地域の商店街での繋がりをつけて、情

報交換を常にして非常時に何かあった場合すぐ対応できるようにしていきたい。 

全体 訪問系サービス
日中活動系

サービス
居住系サービス

相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 218 69 55 35 28 45

居場所の提供 21.6 15.9 27.3 25.7 14.3 24.4

社会教育の機会の提供 15.1 5.8 23.6 14.3 3.6 20.0

ＬＩＮＥ、メール等による相談 10.6 4.3 9.1 14.3 17.9 13.3

講座等の区民への障害理解啓発活
動

18.8 5.8 32.7 20.0 28.6 22.2

農福連携 10.1 - 29.1 5.7 - 6.7

行っていない 35.8 52.2 18.2 45.7 25.0 26.7

その他 11.9 7.2 21.8 8.6 14.3 6.7

無回答 13.8 20.3 3.6 14.3 17.9 17.8
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（８）提供している介護保険サービスの種類（複数回答） 

提供している介護保険サービスの種類は、「訪問サービス」が 26.6％と最も多く、次いで「訪

問・通所型サービス」が 5.0％、「通所サービス」が 2.3％となっている。 

 

 

 

 

（９）共生型サービスの指定を取る予定の有無 

共生型サービスの指定について、「既に指定を受けている」が 5.0％、「指定を受ける予定はな

い」が 72.7％となっている。 

 

 

 

※ベース：居宅介護、重度訪問介護、生活介護、自立訓練、児童発達支援、放課後等デイサー

ビス、短期入所を提供している事業所 

  

訪問サービス

通所サービス

短期入所サービス

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

訪問・通所型サービス

認知症対応型サービス

施設・特定施設型サービス

その他

無回答

26.6

2.3

1.8

1.4

-

-

5.0

0.5

-

2.3

70.2

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

訪問サービス

通所サービス

短期入所サービス

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

訪問・通所型サービス

認知症対応型サービス

施設・特定施設型サービス

その他

無回答

(n= 218 )

既に指定を受
けている

今後、指定を受
ける予定である

指定を受ける
予定はない

その他 無回答

（ n ）

( 139 )全体
5.0

0.7
72.7 3.6 18.0

( ％ )
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（１０）指定を取る予定のある（既に指定を受けている）共生型サービスの種類（複数回答）  

共生型サービスの種類について、「ホームヘルプ（訪問介護）」が 50.0％、「ショートステイ（短

期入所生活介護）」が 12.5％となっている。 

 

 

 

※ベース：居宅介護、重度訪問介護、生活介護、自立訓練、児童発達支援、放課後等デイサー

ビス、短期入所を提供している事業所 

 

  

ホームヘルプ（訪問介護）

デイサービス（通所介護、
療養通所介護）

ショートステイ（短期入所生活介護）

その他

無回答

50.0

-

12.5

-

37.5

0 % 20 % 40 % 60 %

ホームヘルプ（訪問介護）

デイ サービス（通所介護、
療養通所介護）

ショートステイ （短期入所生活介護）

その他

無回答

(n= 8 )
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（１１）新たに参入を検討しているサービス（複数回答） 

今後、新たに参入を検討しているサービスは、「就労継続支援（Ｂ型）」が 4.6％と最も多く、

次いで「共同生活援助（グループホーム）」「児童発達支援」がともに 3.2％となっている。なお、

「新たに参入を検討しているサービス等はない」と回答した事業所が 54.6％となっている。 

 

 

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

行動援護

療養介護

生活介護

短期入所（ショートステイ）

重度障害者等包括支援

施設入所支援

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

就労定着支援

就労選択支援

自立生活援助

共同生活援助（グループホーム）

地域移行支援

地域定着支援

計画相談支援

児童発達支援

放課後等デイサービス

居宅訪問型児童発達支援

保育所等訪問支援

障害児相談支援

地域活動支援センター事業

移動支援事業

日中一時支援事業

その他

新たに参入を検討しているサービス等はない

無回答

-

0.5

0.5

0.9

-

1.4

1.8

0.5

-

-

-

0.5

0.9

4.6

-

1.4

0.5

3.2

1.4

0.5

1.4

3.2

2.8

-

0.9

2.3

0.5

0.9

1.8

1.4

54.6

28.4

0 % 20 % 40 % 60 %

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

行動援護

療養介護

生活介護

短期入所（ショートステイ）

重度障害者等包括支援

施設入所支援

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

就労定着支援

就労選択支援

自立生活援助

共同生活援助（グループホーム）

地域移行支援

地域定着支援

計画相談支援

児童発達支援

放課後等デイサービス

居宅訪問型児童発達支援

保育所等訪問支援

障害児相談支援

地域活動支援センター事業

移動支援事業

日中一時支援事業

その他

新たに参入を検討しているサービス等はない

無回答

(n= 218 )
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５ サービス向上のための取組について 

（１）サービス向上のための取組（複数回答） 

サービス向上のために行っている取組は、「事故防止のためにヒヤリ・ハット事例の収集・共有

を図っている」が 73.4％と最も多く、次いで「各種研修会、学習会・セミナーの実施や参加」が

58.7％、「管理者が直接サービス提供の状況を確認し指導している」が 57.3％となっている。 

サービス分類別にみると、訪問系サービスでは「事故防止のためにヒヤリ・ハット事例の収集・

共有を図っている」が 69.6％と最も多くなっている。日中活動系サービスでは「積極的に外部評

価を受けている（ISO、第三者評価等）」が 85.5％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 
  

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 218 69 55 35 28 45

サービス提供のガイドライン、マニュアルを作成して
いる

52.3 52.2 50.9 62.9 39.3 62.2

事故防止のためにヒヤリ・ハット事例の収集・共有を
図っている

73.4 69.6 81.8 68.6 57.1 84.4

利用者や家族に対し満足度調査を行っている 35.8 21.7 43.6 25.7 25.0 75.6

積極的に外部評価を受けている（ＩＳＯ、第三者評価
等）

33.5 - 85.5 68.6 14.3 11.1

独自の自己評価を実施している 14.7 13.0 10.9 2.9 3.6 31.1

管理者が直接サービス提供の状況を確認し指導し
ている

57.3 55.1 61.8 57.1 32.1 64.4

現場のスタッフが自発的に問題事例（生活問題等）
に関するケース検討会などを行っている

33.0 15.9 49.1 25.7 32.1 48.9

現場スタッフに任せている 10.1 8.7 9.1 17.1 7.1 13.3

意見箱を設置している 15.6 2.9 36.4 25.7 10.7 11.1

各種研修会、学習会・セミナーの実施や参加 58.7 42.0 70.9 74.3 67.9 48.9

その他 4.6 5.8 1.8 2.9 7.1 4.4

特に取り組んでいることはない 0.9 2.9 - - - -

無回答 5.0 8.7 1.8 - 7.1 6.7
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（２）利用者やご家族からの苦情や要望（複数回答） 

利用者やご家族からの苦情や要望は、「特に苦情や要望を受けることはない」が 42.7％と最も

多く、次いで「利用できる回数や日数が少ない」が 14.2％、「利用日などが希望通りにならない」

が 12.8％となっている。 

サービス分類別にみると、訪問系サービスでは「利用できる回数や日数が少ない」が 11.6％、

日中活動系サービスでは「障害の状況・特性を十分に理解してもらえない」が 10.9％となってい

る。 

（単位：％） 

 

  

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 218 69 55 35 28 45

利用できる回数や日数が少ない 14.2 11.6 7.3 11.4 10.7 33.3

利用日などが希望通りにならない 12.8 10.1 3.6 17.1 21.4 22.2

サービス内容に不満がある 9.6 10.1 9.1 20.0 10.7 -

職員間の申し送りが不十分 7.3 7.2 7.3 14.3 3.6 2.2

利用したいサービスが利用できない 5.0 7.2 3.6 5.7 14.3 -

金銭的な利用者負担が大きい 2.8 1.4 3.6 2.9 3.6 -

障害の状況・特性を十分に理解してもらえない 5.0 4.3 10.9 2.9 3.6 -

その他 13.3 7.2 20.0 17.1 7.1 15.6

特に苦情や要望を受けることはない 42.7 52.2 43.6 25.7 35.7 35.6

無回答 10.1 11.6 7.3 14.3 17.9 11.1
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（３）高齢化・重度化に伴う利用者ニーズ（複数回答） 

利用者の高齢化・重度化に伴い高まってきているニーズは、「障害福祉サービスから介護保険

サービスへのよりスムーズな移行」が 65.5％と最も多く、次いで「医療機関・関係機関との連携

強化」「緊急時対応の強化」が 58.3％、「利用者がより安全・快適に利用できるよう、施設・設備

の改善」が 56.0％となっている。 

サービス分類別にみると、日中活動系サービスでは「利用者がより安全・快適に利用できるよ

う、施設・設備の改善」が 62.7％と最も多くなっている。 

（単位：％） 

 

※ベース：生活介護・短期入所（ショートステイ）・就労移行支援・就労継続支援（Ａ型）・ 

就労継続支援（Ｂ型）・共同生活援助（グループホーム）を提供している事業所 

  

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 84 3 51 35 3 1

障害福祉サービスから介護保険サービスへのより
スムーズな移行

65.5 33.3 60.8 74.3 33.3 -

医療的ケアへのより適切な対応 33.3 33.3 35.3 25.7 - -

利用者がより安全・快適に利用できるよう、施設・
設備の改善

56.0 - 62.7 51.4 33.3 -

医療機関・関係機関との連携強化 58.3 33.3 60.8 51.4 33.3 -

緊急時対応の強化 58.3 - 56.9 57.1 33.3 -

送迎の希望の増加 28.6 33.3 33.3 20.0 - -

サービス内容の変更 20.2 - 25.5 14.3 - -

その他 6.0 - 7.8 2.9 - -

わからない 1.2 - 2.0 - - -

無回答 7.1 66.7 5.9 5.7 33.3 100.0
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（４）問題が生じた場合の相談先（複数回答） 

問題が生じた場合の相談先については、「練馬区」が 74.8％と最も多く、次いで「法人本部」

が 41.3％、「相談支援事業所」が 40.4％となっている。 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）問題が生じた場合の相談内容（複数回答） 

問題が生じた場合の相談内容については、「困難な事例への対応に関すること」が 59.9％と最

も多く、次いで「事業所の運営の支援に関すること」が 51.3％となっている。 

サービス分類別にみると、障害児通所支援サービスを除いたいずれのサービスにおいても「困

難な事例への対応に関すること」が最も多くなっている。 

（単位：％） 

 

  

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 187 53 54 33 24 37

事業所の運営の支援に関すること 51.3 30.2 70.4 48.5 37.5 62.2

人材の確保・質の向上に関すること 18.7 9.4 33.3 15.2 8.3 24.3

サービスの拡充に関すること 12.8 11.3 13.0 15.2 8.3 13.5

技術的な支援に関すること 13.9 1.9 20.4 18.2 16.7 13.5

困難な事例への対応に関すること 59.9 41.5 79.6 66.7 70.8 48.6

利用者からの苦情やカスタマーハラスメントに
関すること

25.7 26.4 27.8 30.3 33.3 13.5

その他 5.3 5.7 - 6.1 8.3 8.1

無回答 5.9 13.2 - 6.1 8.3 2.7

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 218 69 55 35 28 45

練馬区 74.8 59.4 92.7 88.6 71.4 75.6

東京都 35.8 20.3 45.5 45.7 28.6 57.8

国 2.3 - - 5.7 3.6 4.4

相談支援事業所 40.4 36.2 61.8 42.9 17.9 31.1

障害者地域生活支援センター
（基幹相談支援センター）

15.6 10.1 18.2 11.4 35.7 6.7

法人本部 41.3 24.6 69.1 51.4 32.1 37.8

他の事業所 21.1 13.0 29.1 25.7 25.0 13.3

その他 5.5 2.9 5.5 5.7 10.7 6.7

どこにも相談したことはない 1.8 2.9 - 5.7 - -

無回答 12.4 20.3 1.8 - 14.3 17.8
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（６）障害者地域生活支援センターに期待すること（自由回答） 

主な回答内容は、次のとおりである。 

 

・困難事例への対応、連携 

・利用者のニーズにあわせた相談・支援 

・スタッフの専門性のスキルアップ 

・各相談支援事業所の相談業務向上のための助言・指導 

・モニタリングが定期的に行えない事業所への支援やアドバイス 

・地域全体での福祉人材の確保 

・放課後等デイサービスを利用する児童の 18 歳以降の成人対象サービスや資源へのアクセス

にかかるアプローチ 

・場所としての入りやすさ、当事者にとっての相談のしやすさ、サービス提供事業所との積極

的な連携 

・就労選択支援への積極的関与 

・地域の受け皿の拡大普及、報酬単価の増加 
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６ その他 

（１）コンプライアンスの取組（複数回答） 

コンプライアンスの取組については、「職員に対して、コンプライアンス教育を行っている」が

56.9％と最も多く、次いで「定期的に職員のコンプライアンスのセルフチェックを行っている」

が 22.5％、「法人・事業所内に、内部通報制度を作っている」が 18.8％となっている。また、「特

に取り組んでいることはない」が 19.7％となっている。 

（単位：％） 

 

 

 
（２）カスタマーハラスメントの取組 

カスタマーハラスメントの取組については、「従業員がカスタマーハラスメントについて相談

できる窓口を設置している」が 35.8％と最も多く、次いで「カスタマーハラスメント対策の基本

方針を定めている」が 29.4％、「従業員に対して、カスタマーハラスメントに関する研修を行っ

ている」が 23.4％となっている。「特に取り組んでいることはない」は 27.1％となっている。 

（単位：％） 

 

  

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 218 69 55 35 28 45

職員に対して、コンプライアンス教育を
行っている

56.9 62.3 49.1 48.6 53.6 71.1

定期的に職員のコンプライアンスの
セルフチェックを行っている

22.5 23.2 27.3 14.3 17.9 24.4

法人・事業所内に、内部通報制度を
作っている

18.8 23.2 20.0 11.4 21.4 13.3

法人・事業所内に、コンプライアンス
委員会等の組織を作っている

17.4 29.0 7.3 5.7 14.3 20.0

その他 4.1 2.9 7.3 2.9 3.6 2.2

特に取り組んでいることはない 19.7 11.6 21.8 37.1 21.4 11.1

無回答 8.3 10.1 7.3 8.6 10.7 8.9

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 218 69 55 35 28 45

カスタマーハラスメント対策の基本方
針を定めている

29.4 42.0 20.0 25.7 21.4 26.7

従業員がカスタマーハラスメントに
ついて相談できる窓口を設置している

35.8 52.2 23.6 31.4 25.0 33.3

現場の初期対応方法や手順を定めた
マニュアル等を作成している

14.7 26.1 5.5 25.7 10.7 4.4

従業員に対して、カスタマーハラスメン
トに関する研修を行っている

23.4 47.8 16.4 5.7 25.0 6.7

その他 6.4 4.3 12.7 5.7 7.1 -

特に取り組んでいることはない 27.1 5.8 38.2 31.4 21.4 42.2

無回答 10.6 8.7 12.7 14.3 21.4 11.1
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（３）ICT機器の活用 

事業所での ICT 機器の活用について、「パソコンで利用者情報（個別支援計画等）を共有して

いる」が 56.0％と最も多く、次いで「記録から障害福祉サービス請求までを一元化したシステム

を利用している」が 34.4％、「給与計算、シフト管理、勤怠管理を一元化したシステムを利用し

ている」が 29.4％となっている。 

（単位：％） 

 

 

 

（４）ICT機器を活用していない理由 

ICT 機器を活用していない理由は、「機器を導入するための費用がない」が 52.2％と最も多く、

次いで「導入したいが時間的余裕がない」「必要性を感じていない」がともに 26.1％、「導入の方

法が分からない」が 17.4％となっている。 

（単位：％） 

 
  

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 218 69 55 35 28 45

記録から障害福祉サービス請求まで
を一元化したシステムを利用している

34.4 36.2 36.4 31.4 42.9 31.1

給与計算、シフト管理、勤怠管理を
一元化したシステムを利用している

29.4 30.4 32.7 25.7 25.0 28.9

グループウェア等のシステムで事業所
内の報告・連絡・相談を行っている

22.0 17.4 30.9 22.9 14.3 24.4

パソコンで利用者情報（個別支援計
画等）を共有している

56.0 26.1 74.5 65.7 64.3 66.7

タブレット端末等で利用者情報（個別
支援計画等）を共有している

16.1 20.3 10.9 22.9 3.6 15.6

情報共有システム等を用いて他事業
者とデータ連携している

3.2 5.8 3.6 - - -

その他 1.8 4.3 1.8 - - -

いずれも行っていない 10.6 10.1 7.3 11.4 10.7 11.1

無回答 7.3 11.6 3.6 8.6 7.1 8.9

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 23 7 4 4 3 5

機器を導入するための費用がない 52.2 42.9 75.0 25.0 66.7 60.0

導入したいが時間的余裕がない 26.1 14.3 50.0 25.0 33.3 20.0

導入の方法が分からない 17.4 - 50.0 25.0 0.0 20.0

必要性を感じていない 26.1 14.3 25.0 25.0 33.3 40.0

その他 13.0 14.3 25.0 25.0 - -

無回答 13.0 42.9 - - - -
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（５）意思決定支援 

意思決定支援の取組状況について、「意思決定支援に関する研修を受講している」が 39.9％と

最も多く、次いで、「意思決定支援ガイドラインを用いて事業所内で勉強会を行っている」が

19.3％、「意思決定支援に関して確認手順やマニュアル等を定めている」が 8.7％となっている。

「いずれも行っていない」は 31.2％となっている。 

（単位：％） 

 

 

 

（６）障害者虐待防止についての取組状況 

障害者虐待防止についての取組状況は、「従業者への研修実施」が 93.1％と最も多く、次いで

「虐待防止委員会の設置および委員会の検討結果の従業者への周知」「虐待防止のための責任者

の設置」がともに 83.0％、「その他」が 2.8％となっている。 

（単位：％） 

 

 

  

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 218 69 55 35 28 45

意思決定支援に関する研修を受講し
ている

39.9 34.8 45.5 51.4 50.0 24.4

意思決定支援ガイドラインを用いて事
業所内で勉強会を行っている

19.3 15.9 30.9 20.0 3.6 13.3

意思決定支援に関して確認手順やマ
ニュアル等を定めている

8.7 5.8 12.7 11.4 7.1 6.7

その他 7.8 4.3 12.7 11.4 10.7 4.4

いずれも行っていない 31.2 39.1 21.8 14.3 25.0 42.2

無回答 10.6 14.5 10.9 8.6 7.1 13.3

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 218 69 55 35 28 45

従業者への研修実施 93.1 87.0 96.4 94.3 89.3 95.6

虐待防止委員会の設置および委員会
の検討結果の従業者への周知

83.0 72.5 94.5 82.9 71.4 88.9

虐待防止のための責任者の設置 83.0 66.7 92.7 85.7 82.1 91.1

その他 2.8 1.4 1.8 5.7 7.1 2.2

特に取り組んでいることはない 0.5 - - - 3.6 -

無回答 2.8 7.2 1.8 2.9 3.6 2.2
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（７）災害時の対策（複数回答） 

大規模災害時を想定した利用者の安否確認等の取組は、「定期的に防災訓練を実施している」

が 67.9％と最も多く、次いで「ふだんから被災情報収集および職員への連絡体制を確認している」

が 57.8％、「ふだんから利用者・職員ともに避難経路・避難所を確認している」が 56.4％となっ

ている。 

（単位：％） 

 

  

全体 訪問系サービス
日中活動系
サービス

居住系サービス
相談支援
サービス

障害児通所支援
サービス

調査数 218 69 55 35 28 45

ふだんから被災情報収集および
職員への連絡体制を確認している

57.8 62.3 50.9 54.3 46.4 60.0

ふだんから利用者の安否確認方法に
ついて確認している

46.8 36.2 52.7 54.3 39.3 51.1

ふだんから利用者と家族の連絡体制
について確認している

45.9 40.6 47.3 40.0 28.6 57.8

ふだんから利用者・職員ともに
避難経路・避難所を確認している

56.4 37.7 65.5 65.7 32.1 73.3

関係機関との緊急連絡体制を
構築している

21.1 13.0 25.5 25.7 17.9 28.9

地域住民（自主防災組織等）との
連携体制を構築している

8.7 1.4 10.9 17.1 10.7 15.6

職員および利用者の防災知識の
向上を図っている

50.5 42.0 65.5 51.4 39.3 46.7

定期的に防災訓練を実施している 67.9 42.0 87.3 71.4 50.0 88.9

その他 3.7 4.3 3.6 2.9 7.1 2.2

特に取り組んでいることはない 1.4 - 1.8 - 7.1 -

無回答 5.0 10.1 1.8 2.9 3.6 4.4
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（８）区の障害者施策等への意見・要望（自由回答） 

主な回答内容は、次のとおりである。 

 

（情報提供） 

・他事業所の取組の工夫の共有 

・法改定及び各種基準・様式改定の情報提供 

（福祉サービス等） 

・福祉人材確保と事業所数の担保 

・移動支援のヘルパーの増加 

・福祉車両の運転手の斡旋、福祉車両運転手及び添乗職員の研修の実施 

・青年期、成人期の発達障害対応・支援の施策の拡充 

・障がいのある青年期の利用者の社会的自立に向けた学びの機会の充実 

・精神障害の方も利用できるガイドヘルパーの制度構築 

・相談支援事業へのバックアップ 

・計画相談支援の事務手続きの軽減 

（経済的支援） 

・助成金の拡充 

・障害児通所支援事業への家賃補助制度の創設 

（その他） 

・各団体の監査・監督 

・障害者の居場所づくりの取り組み 

・福祉と教育との連携･横の繋がり 
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